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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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序　章









　関東将しよう家けの領内では、最大の湖となる霞かすみヶが浦うら。

　このあたりから皇こう都と東京へ観光に行っても、日帰りで帰ってこられる。それほど皇国日本の中ちゆう枢すうにも近い土地なのだが。

　まごうかたなき田舎いなかであることも事実だった。

　高層ビルはなくとも自然に恵まれている。交通量が極端にすくないので、渋滞など起こるはずもない。道行く自動車はどれも遠慮なく飛ばしている。

　今、彼がいる場所は霞ヶ浦にほど近い牧場だった。

　乳牛はじめ、馬や羊なども飼育している。

　目の前では牛たちがのんびり牧草を食はんでいた。まさしく牧歌的。都心の無機質なオフィス街、おしゃれなショッピング街では、こうはいかない。

　そして、都会のきらびやかさにあこがれる若者がいるのも、田舎の常か。

「高校をそつぎょうしたらね、あたしも東京のがっこうにいくの」

「ああ。たしか国道沿いの食堂のお嬢さん、皇都で髪結いの学校とやらに通っているのでしたね。君もそうしたいのですか」

　小学二年だという女の子に宣言されて、彼は相づちを打った。

　世捨て人同然の日々を送っているものの、べつに人づきあいは苦手ではない。

　ご近所のうわさは自然と耳に入ってくる。しかし、彼の無難なコメントに弱じやつ冠かん八歳の『女ともだち』は不満そうに幼い頰ほおをふくらませた。

「なんとかじゃなくて、美容師さんのせんもんがっこうっ。まちがわないで！」

「……そうでした。最近はそのように言うのでした」

　幼い少女にあやまりを正されて、彼は首をすくめた。

　あらためて思い知る。自分は遥はるかな異国の地――どころか、途方もないほどの未来の世にいるのだと。

　ちなみに、小さな女友達はこの牧場の娘である。

　実は彼も少年時代、辺へん鄙ぴな山のなかで羊飼いをしていた。そのせいか、ここはなかなかになつかしい場所だった。まあ、今こん世せいのほかの場所にくらべれば、まだ。

「東京、いったことある？」

「ほんの五、六回ですけど、ありますよ。ただ、おじさんは昔から都会が苦手で……あそこに住みたいとはとても思いませんが」

「……おじ？」

　少女が不審そうに仏ぶつ頂ちよう面づらをしたので、彼は訊たずねた。

「何か変なこと言いましたか、わたし？」

「へん。うちのパパよりわかいのに『おじさん』はへん。おにいさんのまちがい」

「はははは……。若いのは見た目だけなんですけどねえ」

　前世では、四〇代後半の頃に死を迎えた。

　が、なぜか二〇歳頃の姿でよみがえった。死期と現在の容姿にずれがある――復活者リザレクトの間では、よくある現象らしい。

　ここで気づいた。苦笑する彼の顔を、少女がじっと見上げている。

「どうかしましたか？」

「東京にはおにいさんみたいないけめん、たくさんいるのかな？」

「イケ、メン。たしか『美男子』のことでしたね。八歳の少女までがそんなことを気にするとは末恐ろしいというか、世も変わったというべきか……」

「なにいってるの！　とてもたいせつなことよ！」

「いや、失礼しました。たしかにそのとおりです」

　予想外の剣幕で叱しかられて、彼は思わず真剣に謝罪した。

「顔かたちの美び醜しゆうが望外の栄えい華がを呼び込み、さらには破滅までもたらす。考えてみれば、我わが一族こそが決して忘れてはならない一事でした」

　いつも目立たぬよう、ひかえめでいるように心がけている。

　だが、女性たちはしばしば彼の容よう貌ぼうに目をとめてしまう。彼の顔かたちが美女と評判だった姉に似ているせいだった。

「へんなふくの人たちがくる。……がくせいさん？」

「ああ、いえ。あれは軍服ですよ」

「うそ。ちんじゅふのおじさんたち、あんなの着てない」

「皇国日本の軍服じゃないんです。あの服は東方ローマ……帝国軍のものですよ」

　軍服姿の男がふたり、こちらに近づいてくる。

　皇国日本の軍組織を大別すると、皇こう家け直属の近衛このえ府ふと、十二将家それぞれの州軍に分けられる。この各組織、軍服は同じものを共有していた。

　将校用・兵へい卒そつ用のちがいはあるが、黒を基調としたシックなデザインだ。

　が、こちらに来る男たちは青を基調としたブレザーを着ている。

　ネクタイは赤。東方ローマ軍・将校用の軍服だった。

「わたしには似合いそうもない衣ころもですね、あいかわらず」

　今の着衣は紺色のジャケットにベージュ色のコットンパンツ。

　そこらの量販店で売っている平凡な品だ。まったく華美ではない。だが、素朴かつ機能的なところをなにより気に入っている。

　そもそも軍服だの甲かつ冑ちゆうだのには飽き飽きしているのだ、とっくに。

　彼は諦てい念ねんをかみしめた。

　どうやら『世捨て人の日々』は終わりらしい。

　驚きはない。この時が来ると予想していた。先月、大英帝国と畿き内ない将家が手を結び、《維新同盟》を設立した頃から。

　おそらく、自分にも声がかかるのではないか――。

　カエサル大だい元げん帥すいが関東のはずれに配置した『隠し球』。いつでも東京へ入れるようにそなえながら、田舎暮らしをだらだら楽しんでいる男にも……。

「どうやら、仕事の時間になったようです」

　彼はひっそりとつぶやいて、やってきたローマ軍人たちにうなずきかけた。
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名古屋城、陥落
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　一一月七日、一五時四五分。

「この名古屋は東海道の州都……」

　名古屋城の天てん守しゆ閣かく。この城で最も高みに位置するバルコニーで、東海道将しよう家けの総そう督とく位いにある人物がぎりっと歯は嚙がみしていた。鶴のように瘦やせた、眼光鋭い老人だった。

　和服にインバネスコートを合わせて、伊だ達てな雰ふん囲い気きである。

「だというのに、一千もの敵をみすみす入りこませてしまうとは……」

　東海道地方を治める総督・秋あきヶが瀬せ象しよう山ざんの自じ嘲ちようであった。

　今、名古屋の空では〝有翼巨兵〟レギオン同士の空戦が行われている。

　攻撃側は《維新同盟》。畿き内ない将家の騎き士し侯こう一〇名がひきいる約五〇〇騎の神かむ威いと、大英帝国の女王騎士六名がひきいるクルセイド約五〇〇騎。

　日英のレギオンが入りまじる、一千騎もの混成軍だ。

　対する防御側は東海道将家の騎士侯一六名と、約七〇〇騎の神威たち。

　――目もつ下か、敵味方合わせて一七〇〇騎ものレギオンが参加する大戦闘が名古屋市上空のそこかしこで展開中だった。

「本気の大英帝国が相手では、やはり苦しいか」

　ぼそりと秋ヶ瀬象山はつぶやく。なんとも口くち惜おしい。

　一一月七日の朝、維新同盟はついに名古屋一帯へ全面攻勢を仕掛けた。

　同エリアには〝鎮守府〟が五つも存在する。

　古来の城を補修および改築し、守護神というべき念導神格イフリートを封じた今いま様ようの要よう塞さいだ。地下に水すい霊れい殿でんを設けて、現代の主力兵器レギオンと騎士侯たちの活動拠点としても機能できる。

　岡おか崎ざき城、刈かり谷や城、清きよ洲す城、犬いぬ山やま城、そして名古屋城。

　この五城より成る防衛圏へ、維新同盟は攻めこんだのである。

　名古屋の西から畿内将家の神威五〇〇騎が進入。東から大英帝国の女王騎士六名のやはり約五〇〇騎のクルセイドが進入。

　東西から名古屋は挟み撃ちされた。彼らがめざしたのはもちろん名古屋城。東海道総督の居きよ城じようにして行政府。いわば最大の急所であった。

　東海道軍はその進撃を阻そ止しできず、名古屋城への接近を許した。

　しかし、遅ればせながらも岡崎、刈谷、清洲、犬山の各城から騎士侯たちがレギオン〝神威〟の軍団をひきいて出陣し、名古屋城に馳はせ参じたのである。

「クルセイドは……いや。女王騎士は強いな」

　戦況は明らかだった。すなわち東海道側の方があからさまに劣勢であると。

「くぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばの数がちがう、か」

　維新・東海道の両軍とも、すでに陣形を組んでない。

　レギオンたちは個別に散開して、白兵戦に突入している。そして、名古屋上空のあちこちで英国軍のクルセイドが神威を撃破していた。

　もともと小こ柄がらな神威よりクルセイドの体格はひとまわり大きい。

　パワーをはじめとする単純な戦闘力は、クルセイドの方が上だ。しかも、指揮する女王騎士はいずれも九〇以上の騎き力りよくと豊富な実戦経験を持つ。

　彼らに対抗できる騎士侯、皇こう国こく日本にはすくない。

「兵の数で負け、強さでもおくれを取る。どうにもやりづらい話だ」

　象山はつぶやいた。

　尚なお、騎士道協定は民間の建物への攻撃にいくつも制限を加えている。

　名古屋のような都市部の上空を戦場とする場合、もちろん意図的に地上の市街を破壊することは許されない。そう、意図的な破壊は。

　空戦中、銃じゆう槍そうによる射撃や刺し突とつでレギオンが殺傷されたとする。

　飛行不能になった者が墜つい落らくし、その巨体と甲かつ冑ちゆうで建造物を押しつぶしたとしても、それは騎士道協定の特例事項として問題視されない。

　現在、次々と墜落する神威やクルセイドが名古屋の街を無む慈じ悲ひに粉砕している。

　幸いにも死傷したレギオンは爆発したりしない。が、彼らは皆、身の丈たけ八メートル前後の巨人。その骸むくろは数十トンにも達する。

　レギオンたちの下敷きになって倒壊した建物は多かった。地下避難所などへ逃げこめなかった市民が犠牲になっている可能性もある。

「我わが東海道の陣を女王騎士たちが突き崩し、そこに畿内の連中がなだれこむ……英国軍頼みの単純でこざかしい手だが」

　象山はふんと鼻を鳴らした。

「してやられた側が何を言っても、負け惜しみにしかならん」

　畿内方も東海道方も同じ神威を使っている。皇国日本の青きレギオン。この手の内戦の場合、敵味方の識別用に攻めこむ側が布や外がい衣いなどをまとうのが通例だった。

　今回、畿内側の神威は『赤いえりまき』を身につけている。

「情けないものだな。この時が来ると予測できていながら、結局、わしは満足な対策をなにひとつ打てなかった。不ふ甲が斐いないにも程がある」

「閣かつ下か……」

　腹ふく心しんの名古屋城じよう代だいが痛ましげな顔をした。象山はさらにつづける。

「畿内将家に大英帝国の後ろ盾だてがある以上、こちらにも東とう山ざん道どうか関東将家の支援は必ひつ須す。しかし、どれだけ要請を重ねても、交渉の手を尽くしても、あやつらはまったく動こうとはしなかった……」

「やはり、東山道将家は維新にくみしたようですな」

「まあ、まだ断言はできん。うかつなことは言うなよ」

　城代の意見に釘くぎを刺してから、すぐに象山は皮肉の毒を声に混ぜた。

「だが、あの将家はもともと国割りで山ばかりの領地を割り振られたことに、不平を貯めこんでいた節ふしもある……。そうなったとしても不思議とは思わん。関東将家の方は――例の病やまいか。皇こう城じようの女どもの顔色ばかりうかがい、荒事は全てローマに押しつけようとする」

「閣下も少々、口がおすべりのようで……」

「おお、たしかに。話をもどすか。まあ、隣近所が頼りにならない以上、実のところわれら東海道もローマ以外に助すけ太だ刀ちの当てはないのだが」

　象山は肩をすくめた。

「やつらをうかつに呼べば、軒先もろとも母おも屋やを取られかねん」

「英国軍の言いなりに成り下がった、今の畿内将家のように……ですな」

「そこは関東の連中も同じだろう。やつらはローマの犬も同然だ。まあ、どのみち援軍を待てるほどの余裕はもうない」

「われらだけでどれだけ持ち堪こたえられるか、せいぜい試してみるとしましょう」

　静かに決意表明したあと、城代はつぶやいた。

「せめて立りつ夏かさまがいらしてくだされば、よかったのですが」

「あれがひとりいたところで、たいして変わらんよ……いや。そういえば、気になることを手紙に書いていたな」

　秋ヶ瀬象山の長女・立夏。

　遅くに生まれた愛まな娘むすめである。が、深しん窓そうの令嬢などではない。

　女だてらに東海道の筆ひつ頭とう騎士侯であり、ここ名古屋城に常駐する武官だった。

　が、今は維新同盟によって封ふう鎖さされた駿する河が市しにいる。あちらの鎮ちん守じゆ府ふで臨時の城代をつとめているのだ。

　実のところ、家臣のなかで最も強剛な武人はあの娘であった。

　ふたりいる弟たちはどちらも器量という点では姉に見劣りしている。将才に関してはくらべる気にもなれないほど、立夏が圧倒的に立ち勝っていた。

　その愛娘が書きおくってきた『土ひじ方かた歳とし三ぞう』なる人名について――

　残念ながら、じっくり考える時間はなかった。

　りん、と鈴が鳴るような音がして、管くだ狐ぎつねが瞬間移動してきたからだ。

　手のひらサイズの随ずい獣じゆうは念ねん波ぱを放ち、伝令文を宙に映し出す。

『念ねん障しよう壁へき、一部破られる。名古屋城内に神威の一隊、侵入せり』

「ついに来たか……！」

　通常の鎮守府と同じく、名古屋城にも守護神というべき存在がいる。

　念導神格イフリート《鵺ぬえ》。かつて帝みかどの御ご所しよ・清せい涼りよう殿でんに現れた魔物の名を付けられている。神話伝承によく登場するキマイラの類たぐいだ。

　鵺の顔は猿、胴体は狸たぬき、四し肢しは虎。そして尾は蛇へびの形をしている。

　その神格が城を覆おおうように張り巡らした、念障壁。

　最後の防壁というべき結界である。内部に入りこんだ敵の目的は城の地下にある水霊殿の制圧と、総督・秋ヶ瀬象山の身み柄がらを確保することだろう。

「わしのお守もりはもういい。おまえは陣頭に立ち、城の防御に力を尽くせ」

「承知いたしました」

　秋ヶ瀬象山は娘とちがい、騎士侯の力を持たない。代わりに、信じた家臣に下駄をあずけて、その結果と責任を全て背負う。

　象山と城代はどちらも六〇代後半。同世代である。

　長いつきあいの家臣は多くを語らず、短い返答だけ残して、立ち去ろうとした。

　その直前、ここ名古屋城へと高速で飛来するレギオンの軍勢に気づいた。東の方角から、かなりの高速で飛び込んでくる。

　敵も味方も陣形を崩した乱戦のなか、楔くさび形がたの密集陣形を組んでいた。

　おかげでひどく目立ったのだ。一〇〇騎ほどいる。どれも皇国日本の青きサムライ、神威だった。だが畿内と東海道、どちらの兵か？

「あれは――立夏さまの軍団ですぞ！」

　城代が叫ぶ。騎士侯の超感覚で立夏の念波を感じ取ったのだろう。

　すぐさま象山はオペラグラスを取り出した。

　こちらに接近中の軍団をレンズ越しに見れば、陣頭にはたしかに娘の姿があった。皇国の黒い軍服を身につけて、青き翼よく竜りゆうを駆っている。

「名古屋の危機を知って、駿河から駆けつけたのか」

　颯さつ爽そうたる女おんな武む者しやぶりを目まの当たりにして、しかし、象山はあきれた。

「何をするつもりだ。あの程度の軍団に加勢されたところで、名古屋が陥おちることに変わりはないぞ？」

　秋ヶ瀬立夏の騎力は一五四。女王騎士たちにもひけは取らない。

　だが、この程度の寡か兵へいでいまさら戦況がくつがえせるはずはなかった。無駄とも言える娘の英雄的行動に、父が眉まゆをひそめたとき。

「お気をつけください、閣下！」

　やにわに城代が叫んだ。同時にクルセイド一騎が飛来してきた。

　銃槍を連射しつつ、象山のいるバルコニーへ接近してくる。目立つ天守閣に惹ひかれて、やってきたのだろう。

　秒間一〇発もの連射速度で、熱線がバルコニーに降りかかる。

　ふつうなら死ぬしかないという場面だが、城代の対応がみごとだった。

「武士もののふの銘めい《瑞ずい宝ほう》のもと――集結せよ、神威！」

　三騎の神威をとっさに召集し、バルコニーの前にならべた。

　青きレギオンたちは身を楯たてにして、バルコニーを守る。三騎とも顔面や胴体を撃たれて絶命。だが、彼らの方もけなげに銃槍を撃ちかえしていた。

　そのうちの一発がクルセイドの喉のどをつらぬき、相打ちとなる――。

　間かん一いつ髪ぱつでピンチをしのいだ城代。しかし、殊しゆ勲くんの老騎士侯と共に愕がく然ぜんとしていた。

「閣下!?」

「おおっ!?」

　クルセイドが乱射した熱線。うち数発が天守閣の屋根に命中していたのである。

　崩落が起きる。大量の木材やガレキ、瓦かわらなどがバルコニー――象山と城代の居場所にも降りそそぎ、ふたりはその下敷きとなり……。

　十数分後、駆けつけた兵たちによって、どうにか救出された。

　城代の方は幸い全身打撲など、比較的軽傷であった。しかし、象山は自力で起き上がることもできない状態であった――。
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　時をすこしさかのぼる。

「俺たちも名古屋へ向かうべきだ」

　橘たちばな征まさ継つぐが言い切ったのは、一一月七日の朝である。

　そのときの時刻は午前〇九時一三分。数時間前、リチャード獅し子し心しん王おうの軍団レギオン一〇〇〇騎を駿する河がから退しりぞけたばかりであった。

　実はこの日、獅子心王は名古屋攻撃に参加する予定だったという。

　が、駿河勢が彼の激情に火をつけるべく尽じん力りよくした結果、みごとに暴発してくれた。作戦開始まで半日しかないというのに〝ちょっとつまみ食い〟で駿河を攻略しようと……。

　夜戦となった。

　駿河鎮ちん守じゆ府ふは総員、夜を徹して奮ふん闘とうし、どうにか勝利した。

　だが、会心の勝利を祝す前に『維新同盟、名古屋へ進軍開始』の情報を得てしまった。それを聞くなり、征継は意見を口にしたのだ。

　しかし、駿河城じよう代だいの秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは怪け訝げんそうに首をかしげ、こう訊たずねた。

「名古屋での戦闘に参加するため、ですか？」

「ええ」

「しかし征継どの。正直に言って、それはあまり意味がない」

　朝の軍議中だった。駿河の騎き士し侯こうが全て集合している。

　征継。立夏。橘初はつ音ね。山梨から来た羽は部ぶ奈な・真ま池いけの両騎士侯。東方ローマ帝国より派遣された軍事顧こ問もん、アレクシス・ヤン。

　そして、高貴なる皇こう国こく日本の皇女・藤ふじの宮みや志し緒お理り――。

　一同を前にして、秋ヶ瀬家の騎士姫は淡々と続けた。

「昨晩、われわれはかなりのレギオンを失った。私の神かむ威いは一〇〇程度しか残ってない。征継どのの兼かね定さだも、十分な数は召集できないでしょう」

「つまり立夏さま」

　おずおずと口を挟んだのは、初音だった。

「行くだけ無駄ってことでしょうか？」

「……そうなるな。今の状況下で維新同盟――いや、英国軍が本気になったら、どうあがいても名古屋は陥おちるだろう。下へ手たにしゃしゃり出て、われわれの誰かが戦死するようなことになれば、そちらの方が遥はるかに痛い」

　名古屋は秋ヶ瀬立夏の故郷であり、名古屋城はいわば家である。

　しかし、彼女はひどく淡々と言葉を重ね、〝行くべきではない理由〟を語った。武将として非凡な器量を持つがゆえに、私情を封じたのだ。

　そんな先輩騎士を、初音は痛ましげに見つめている。

　が、当の立夏はあくまで冷淡さをキープしたまま、さらに言う。

「駿河から名古屋は遠い。一気に移動させれば、レギオンもだいぶ消しよう耗もうする。やはり、ここは静観すべきではありませんか、征継どの？」

　返答しようとしたときだった。やにわに志緒理が発言した。

「たしかに……そのとおりですね」

　高貴なだけでなく聡そう明めいにして、政治と戦略にも通つう暁ぎようしている。

　聖獣・天てん龍りゆう公こうの血は彼女にプラチナブロンドの髪と、すばらしい異能をあたえた。

　ゆえに騎士侯たちの誰もが姫の言葉を真剣に聞き、検討する。ひとりアレクシス・ヤンだけが面白そうな顔をして、志緒理の美び貌ぼうを眺めていた。

「今の駿河が動かせる兵はすくなく、しかも、名古屋遠征の負担は大きい。おそらく大局を動かすほどの影響力は持てないでしょう。でも」

　志緒理は澄んだ瞳ひとみで、じっと征継を見つめた。

　己おのれに仕つかえる武人の才覚を信じようとする、まっすぐな瞳だった。

「そうすれば必ず、なにかしら見返りがあると……征継さまはお考えなのですね？」

「はい。今、目の前にあるチャンスを活いかすつもりがあるなら、俺たちはまず、名古屋に行く必要があります」

　皆をあおるつもりはない。征継は熱量のすくない口調で言う。

　だが、好機チヤンスという言葉がみんなを惹ひきつけたのか。ほかの騎士侯たちは身を乗り出して、征継が続けるのを待った。

「なるほど」

　ひととおり聞いて、アレクシス・ヤンがにやっと笑った。

「やってみる価値ありの、いい手だとオレは思いますがね。まあ、チャンスというよりチャレンジって表現の方が正解な気もしますけど」

　そして、この数時間後。立夏ひきいる神威一〇〇騎が名古屋へ突入したのである。




「昨日の今日で、無茶なことを考える方だ……」

　今朝、征継が語った計画を思い出して。

　立夏は苦笑いした。ローマ軍参さん謀ぼうのヤンがコメントしたとおり、『チャンスと言えなくもないもの』を活かすためには、綱渡り同然の挑戦を繰りかえす必要がある。

　そのひとつめが名古屋への遠征だった。

　まず、こっそりと旅立たなくてはならない。

　駿河鎮守府から華々しく出陣すれば、その時点で維新同盟の斥せつ候こうに感づかれる。

　立夏は神威一〇〇騎を召集し、この連中に隠行ステルスの念ねん導どう術じゆつをあたえたあとで、一〇騎ずつ駿河湾の海中に送り出した。

　遮しや蔽へい物ぶつのない空を往ゆけば、かなりの高確率で発見されてしまうからだ。

　そして、駿河市のはずれあたりで山に入らせ、安あ倍べ川がわの上流に向かわせたのである。

　あとは南アルプスの尾根伝いに低速で飛び、ひそやかに名古屋方面をめざす。立夏は翼よく竜りゆうに乗って、同行した。

　深山での行動は、実はレギオンをすくなからず消耗させる。

　山の地霊がレギオンたちを呪じゆ縛ばくし、〝仲間〟に取りこもうとするからだという。地霊の干かん渉しようをはねつけるために神秘力を消耗するのだと。

　ともあれ、立夏の軍団は霊液をすりへらしながら西をめざした。

　幸いなことに、念ねん波ぱ索さく敵てきや斥候に発見されないまま、名古屋近郊までの道中をまっとうできた。維新同盟が大がかりな作戦を展開中であったことも影響したのだろう。

　かくして、一一月七日の一六時頃。

　名古屋城の念ねん障しよう壁へき内にクルセイドの一隊が突入したというタイミングで、立夏の軍団は戦場へ飛び出したのである。

「不要な戦闘はするな。私たちはまっすぐ城をめざす！」

　立夏は自ら翼竜を駆り、軍団を先導した。

　大都市・名古屋の空では、いたるところで空戦が行われていた。

　維新同盟の神威とクルセイドを敵に回して、東海道州軍の神威が劣勢ながらも善戦を続けている。両陣営、もはや陣形を組んでいない。

　レギオン各自の判断にまかせて、乱戦に突入している。

　そのなかを立夏の軍団は楔くさび形がた陣形を組み、一直線に名古屋城へと飛んでいく。

　いやでも目立つ。そして、女騎士侯である立夏が颯さつ爽そうと陣頭に立つ。さらに目立つための工夫だった。

「おまえたち、歌え。秋ヶ瀬立夏が名古屋に帰参したと声高らかに報しらせるんだ！」

　号令に応こたえて、指揮下の神威一〇〇騎が咆ほう哮こうする。

　――オオオォォォォォォオオオオォォォオオオオッ！

　――オオオオオォォォォォォォォオオオオオォォォォオオオオオッ！

　仮面の下から吠ほえ声と神秘力を発する《戦場の歌ウオークライ》だった。

　陣営を同じくする東海道の神威と騎士侯であれば、勇ましい歌声の霊れい験げんによって、すぐに秋ヶ瀬家の長女が帰還したと悟ってくれる。

　己の存在を敵ではなく、味方にアピールする――。

　それが立夏の狙ねらいだった。

　翼竜の腹を軽く蹴けって、加速を命じる。これまで山々の尾根を伝う形で、低速かつ低空の飛行をえんえんと続けてきた。風を切る軽やかさ、ひさしぶりだった。

　その爽そう快かいさに頰ほおがゆるむ。邪魔する者もいないから尚更だ。

　今、立夏の軍は一〇〇騎で密集し、天あま翔かける巨大な楔となっている。戦場をまっすぐに突っ切って、もう名古屋城は目の前だ。

　これを止めるには、阻そ止しする方も密集陣形を組まなくてはならない。

　だが乱戦に突入した今、即座に陣形をととのえることは女王騎士ひきいるクルセイドの軍団にとっても、むずかしいことなのだ。

「こうなると期待して、待っていた甲か斐いがある」

　にやりと立夏は笑う。もっと早く突入することもできたが、タイミングをはかっていた。一〇〇騎程度で加勢したところで戦況はくつがえせないと割り切って。

　もう――名古屋城まで、あとわずかだった。

　数々のアピールが功を奏したのか、城を守護する念障壁がやにわに解除される。

「通してくれるのか。ありがたい！」

　一〇〇騎をひきいて、名古屋城の敷地内に飛び込む。

　天てん守しゆ閣かくに金きん鯱しやちをいただいた本丸、二の丸、行政府庁舎、秋ヶ瀬家邸宅、広壮な日本庭園などを眼下に見おろしながら、ついに立夏は〝帰省〟を果たした。
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　ふたたび念障壁が復活する。立夏はすぐさま命じた。

「散れ。城内に侵入したクルセイドは発見次第、撃破しろ。しばらくの間、おまえたちの役目は城を死守することだ」

　背後に付いてきた神威一〇〇騎は陣形を崩し、敵影を求めて散開していく。

　そのなかに翼竜が二〇匹ほど混じっていた。念導士官など、駿河から連れてきた特殊技術を持つ兵たちが騎乗している。

　彼らにも重要な任務をまかせているのだ。

　立夏はうなずいて、念を発した。配下の神威たちに追加で命令するためだ。

「ここに集まれと、東海道州軍の同どう朋ぼうに呼びかけろ。レギオンと騎士侯たちの全員に、城にもどれと号令をかけるんだ」

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォ――。

　オオオオオォォォォォォオオオオオオオオォォォォォォ――。

　オオオオオオォォォォォォォオオオオオオオオオォォォォォォォ――。

　城内のあちこちに散っていった青きサムライたち。

　彼らが独特の嘯しよう声せいで謡うたい出す。のびやかで嫋じよう々じようたる響きは水みな面もの波紋さながらに、ゆっくりと名古屋市中にまで広がっていった。
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　レギオンの運用拠点・鎮ちん守じゆ府ふには、水すい霊れい殿でんが建設される。

　青き人造霊液を備蓄した巨大貯水池。ここに満ちる神秘的液体はレギオンと騎き士し侯こうに霊力をあたえるだけではない。

　流りゆう体たい炉ろの動力源にもなり、膨ぼう大だいな電力をも周辺地域にもたらしてくれる。

　また水霊殿を擁ようする鎮守府では、近隣住人がなにかしらの形で働いているケースも多い。地元企業や商店にとっては、大口の『おとくいさま』でもある。

　実は地域生活の成立に欠かせない、民間にとっても重要な施設なのである。

　ここ、名古屋城の地下にも、もちろん水霊殿はあった。

　巨大な地下貯水池のなかに円柱が規則的に立ちならんでいる。奥には沐もく浴よく所じよがある。この建築デザインは万国共通なので、駿する河がといっしょだった。

　今、地上では立りつ夏かひきいる駿河軍が大いに奮ふん戦せんしているだろう。

　一方、征継たちは沐浴所の霊液槽そうにつかっていた。大浴場を思わせる場所だが、お湯とちがって霊液はおそろしく冷たい。

　そのなかで、ぼそりと征継はつぶやいた。

「騎士侯の力にめざめた頃、実は不思議に思っていた」

「な、なにを？」

　話し相手は橘たちばな家けの妹分だった。

　ふたりは翼竜を飛ばして、立夏の軍団に同行していたのである。

「鎮守府を英国軍に陥おとされる前に、どうして水霊殿を破壊しないのかと。そうした方がのちのち敵に水霊殿を利用されないで済む」

「そ、その理由、騎士叙じよ勲くんのときにもらった教本に載のってたわっ」

「教本？」

「たしか戦略戦術……戦争のやり方の教科書っ」

　初はつ音ねは体をすくめて、征継の視線から逃れようとしていた。

　声も微妙に震えている。あからさまに狼ろう狽ばいし、落ち着かない様子だった。

　いつも能天気な少女にしては珍しい。が、無理もない。彼女は今、一いつ糸しまとわぬ姿で青い霊液につかり、征継と向き合っているのだから。

　霊液槽のなかでしゃがみこみ、体育座りをしている。

　立てた両足と両膝ひざで〝肝かん心じんなところ〟が見えないよう、ブロックしていた。

　征継の方もやはり霊液槽につかっている。こちらも全裸だ。ただ初音とちがい、何かを隠すような格好ではない。自然体であぐらを組んでいた。

「あ、あれよね。敵に奪われないよう、前もって食料とか土地を焼いちゃう焦しよう土ど戦術。古代ギリシアの頃からあった戦法だけど……い、今は禁止されてるって」

「ああ。騎士道協定で、だな」

「水霊殿をどかんと破壊したら、周辺地域の生活が崩壊しかねないから、だったわよね。電気の供給量とか、がくんと落ちちゃうみたいだし」

「土地を焼く戦法は結構役に立つのだがな。使い時さえ、まちがえなければ」

「そ……それよりね、お兄さまっ」

「なんだ？」

「あのう……あまり見ないで頂ちよう戴だいね？　何も着てないし……」

「そうか」

「そ、そこでどうして目をそむけないの!?　ちゃんと頼んだのに！」

「すまない。おまえの体が美しいのと、恥じらう姿がかわいらしいので、つい見入ってしまった。悪気はなかったんだが」

「もう！　お兄さまったら、すぐそういうこと言うんだから！」

　淡々と助平心を申告したら、初音はぷんとそっぽを向いてしまった。

　しかし、妹分の横顔にはそこはかとなくうれしそうな気配もあった。ストレートに賛美されて、まんざらでもないのかもしれない。

　ひとまず、征継は声をかける。

「悪いがもうしばらくがまんしてくれ。俺たちは一刻も早く《鎮守の契約》を終えて、名古屋城を本拠地にしなくてはいけない」

「え、ええ。いっしょに沐浴すれば、時間の節約になるものね」

　不機嫌さをひっこめて、初音がうなずく。

　まだ恥ずかしがっているが、立夏のことを思い出したらしい。

　立夏は名古屋城への突破口を作るため、また『味方の注目を集める』ために、駿する河がから軍をひきいて出陣した。だが、同行する騎士侯全員がそうする必要もない。

　征継と初音はここ名古屋を〝本拠地〟としたあと、レギオンを呼ぶことにした。

　その方が召集兵数も増えるうえに、遠征による消しよう耗もうもないからと。

　地上で戦闘中の立夏軍団、実は結構くたびれているのである。戦闘が長びけば、いずれボロが出るはずだった。

「早く立夏さまを助けにいきましょう、お兄さま！」

　ようやく初音はいつもの調子を取りもどし、体育座りのまま言った。

「そろそろいいみたいだし、ちゃちゃっと契約しないとね。……我わが銘めい《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》のもと、当地名古屋の霊殿へ願い奉たてまつる。われらに霊水の庇ひ護ごと兵へい法ほう印いん可かを授け、名古屋鎮守の武神と成さしめ給たまえ！」

「当地を守護する武神の列に、橘征継もくわえ給え」

　威勢よく初音が叫べば、征継も淡々とつぶやく。ふたりの全身が淡く光った。ここ名古屋城を本拠地とするための、《鎮守の契約》が成立したのだ。

　ぐっと拳こぶしをにぎりしめて、初音がつぶやく。

「なんだか元気はつらつだわ。霊液も補給できたおかげかしら」

　霊液には騎士侯の肉体を強化し、活力をあたえるという効能もある。

　昨晩、徹夜した疲れもふきとんだようだ。まあ、名古屋までの道中、初音は羽ばたく翼竜の鞍あん上じようでばっちり居眠りしていた。そのおかげもあるだろう。

　翼竜たちは賢い。騎手が寝ていても周囲に合わせて飛んでくれる。

　……もっとも、彼らの背中は常にガタガタ揺れる。安眠するために寝心地のよさが不可欠という繊細な輩やからには、落ち着かない寝床であるはずだが。

　ともあれ戦闘準備を終えたところで、初音はハッとした。

「お兄さまの方は契約しただけで、霊液の補給はできていないのよね？」

「そうなるな」

　騎士侯は霊液につかることで、自身とレギオンに『補給』を行う。

　が、前世での名前を忘れているため、征継にはできない。本来の騎力は一〇〇〇前後らしいのだが、いつも少数の兵しか召集できなかった。

「やっぱり、ここでやっておいた方が……いいのよね？」

「もちろんだ」

「そ、そう」

　初音は黙りこんでしまう。己おのれが為すべきことに気づき、やろうという気持ちになった。しかし、乙女の恥じらいから言い出せず、もじもじそわそわしている――。

　それを悟って、征継はかすかに頰ほおをゆるめた。微笑である。

　そっと立ちあがり、霊液のなかで体育座りをする初音へ近づいていった。

「初音。もしおまえさえよければ、また力を借りたい。いいか？」

「いい……けど。で、でも、前から来たらイヤよ、お兄さま」

　ほんのすこし不機嫌そうな口調だった。

　しかし、わずかに目を伏せた初音の表情に険けわしさはなく、むしろ胸がどきどきして、征継の顔を正視できないという風ふ情ぜいに見える。

「どういうことだ？」

「ほ、ほら。こんなふうにお風呂のなかで抱き合うなんて、初音にはまだ早いような気がするから……。う、うしろから、さわってほしいなあって」

　羞しゆう恥ち心しんと初うい々ういしさにあふれる初音の訴え。

　征継はその背後にそっと回り、妹分の全身を包みこむように抱きすくめた。

「あ――っ」

　霊液と同じほどに冷たい征継の体を感じて、初音はうめいた。

　彼女の方は熱いほどだった。補給した霊液によって、全身があたたまっているのだ。

「お兄さま、やっぱり冷たい……」

「おまえから熱をもらえれば、それで十分だ」

　初音は体育座りの両膝と両足で体の前を隠している。だから、胸のふくらみ――最もやわらかで母性あふれる部分に触れることはできないが、べつにかまわなかった。

　義妹いもうとというべき少女が征継のためにここまでしてくれる。

　それだけで幸福だった。体だけでなく、心にまでぬくもりを分けてもらえた。

「おまえは本当にかわいいな」

「お、お兄さまったら、またそういうこと言うのねっ。ん――んんんんっ」

　征継の腕のなかで、初音は切なげに全身を震わせていた。

　ちなみに、ひととおり補給が終わったあと。タオルで濡ぬれた体を拭ふいているときに『霊液を分ける儀式は服を着たあとでもよかったのでは』と初音が気づき、

「もしかして今、大失敗しちゃったかしら!?」

　恥ずかしさのあまり、悲鳴をあげるのだった。




　妹分との幕まく間あいはともかく、準備がととのった。

　征継はいつもの黒い学生服に日本刀・和泉いずみの守かみ兼かね定さだ。初音は桜色の着物に袴はかま、丈たけの低いブーツという『はいからさん』姿で地上にもどってきた。

　案内役として、管くだ狐ぎつねがふたりの先を走っている。いっしょに駿河から遠征してきた念ねん導どう士し官かんが城の間取りを小型随ずい獣じゆうに教えて、名古屋城は初めての橘兄妹きようだいに付けてくれたのだ。

　ふたりは広い日本庭園までやってきた。

「お兄さま、あれ！」

　立夏に仕つかえる神かむ威いと、英国軍のクルセイドが戦闘中であった。

　一対一。共に身の丈八メートル前後の巨兵同士。だが、英国レギオンの方がひとまわりは大柄である。銃撃戦ではなく、白兵戦だった。

　共に銃じゆう槍そう――銃剣付きのライフルを『槍やり』代わりに振るっている。

　ふたりが見守るなか、まずクルセイドが仕掛けた。銃身の先端に取り付けた銃剣で、神威の胴体めがけて突き。また突き。二段突きだった。

　しかし、神威はすばやい身のこなしでこれらをかわす。

　が、次の瞬間、やにわにクルセイドが銃槍を『ぶん！』と横にスイング。槍ではなく丸太でも振りまわすような動きだった。

　銃剣ではなく、ライフルの銃身で殴なぐりつけたのだ。

　神威は大きくふっとばされた――否いな。

　自みずから地面に倒れこむことで、ライフルによる殴おう打だをかわした。しかも、倒れながらも日本の青きレギオンは銃槍を横に払う。

　それはクルセイドのすねを切り裂く斬ざん撃げきになった。

　液体が流れ出る。英国レギオンの脚部を流れる霊液が噴出したのだ。

　今度はクルセイドが倒れる。神威は機き敏びんに立ち上がる。英国レギオンの喉のど笛ぶえに銃槍を突き立ててて、戦いは終わった。

「クルセイドとはああいうふうに戦わせればいいのね、お兄さま！」

「理屈ではな。実際にやらせてみると、すこしむずかしいぞ」

　目を輝かせる初音へ、征継は言った。

　パワーで勝る英国兵に、武芸の切れと俊しゆん敏びんさで勝負する。

　絵に描いたようなクルセイド対策だ。それを全ての神威に徹底させ、しかも支障なく遂すい行こうさせる。立夏の指揮力が非凡である証明だった。

　実は多くの日本人騎士侯が同じ戦法を配下に命じて、徹底させられずにいる。

　結局、レギオンとは〝意思を持つ巨人〟である。

　指揮官の念が弱かったり、戦術についての具体的なイメージが弱いと、つい『自らの判断』で動き、戦ってしまうときがあるのだ。

　今の白兵戦、さすが立夏の配下とたたえるべき勝利であった。

　しかし、次の瞬間。

　空から降ってきた閃せん光こうが殊しゆ勲くんの神威を襲い、その背中をふきとばした。

　新あら手てのクルセイドだった。こちらに飛んできた英国レギオンが銃槍を撃ち、橘兄妹の目の前で神威を射殺したのである。

　この新手に対して、近くを低速で飛行していた神威が突っ込んでいく。

　ちょうど敵を探していたのだろう。一気に速度を上げて、クルセイドの背後に回りこみ、銃槍の刃やいばで一突き――のはずだった。

　だが、神威のスピードは決して十分なものではなかった。

　どこか〝もっさり〟した空中機動。背後から一突き加える前に、標的のクルセイドは銃槍の引き金をひいた。神威の頭が仮面ごと撃ち抜かれる。

　駿河から数時間かけて南アルプスを越え、名古屋まで遠征。

　その旅たび路じの疲れが神威たちから、スピードや切れを奪いはじめている。

「そろそろ限界が近いな。俺たちも呼ぶぞ」

「ええ。我が銘めい《九郎判官義経》のもと集結しなさい、我が軍団レギオン！」

「集まれ、兼定たち」

　対照的な召集の言葉。征継と初音は兵たちを呼んだ。

　赤紫色の装甲を持つ神威型レギオン〝兼定〟。赤い装甲と白びやく衣えをまとい、頭部が烏え帽ぼ子しのように長い神威型〝九郎判官〟。

　征継たちの頭上で兼定が四〇騎、九郎判官が三〇騎、具現化した。

　ちなみに初音の騎力は七二。昨夜の戦闘ではそれほどレギオンを失っていない。実はもっと呼べるのだが、あえてこの数にした。

「みんな覚悟はいい？　たっぷり戦ってもらうわよ！」

「ああ。おまえたちの役目は、この城に死ぬまでとどまることだ」

　非情ともいえる指示。ただし、ふたりに悲壮感めいた重苦しさはない。

　征継はいつもどおりの淡々とした表情、逆に初音は笑顔――いたずらを仕掛ける直前の子供めいた表情だった。

「そうだ、お兄さま。立夏さまに言われたこと、忘れちゃダメよ」

「ああ、あれか。ここであの武ぶ勲くんを使う必要はないと思うのだが……まあ、いい。兼定たち、抜ばつ刀とうしろ」

　妹分に言われて、征継は思い出した。

　城中で戦う折は和泉守兼定の武勲を必ず使ってくれと、頼まれていたのである。

　幕末のサムライ・土ひじ方かた歳とし三ぞうより受け継いだ日本刀の銘――その継承者は指揮するレギオンに銘刀と新しん撰せん組ぐみの剣技を授けることができる。

　征継の指示によって、兼定四〇騎の持つ銃槍は日本刀へと形を変えた。




「来たか」

　立夏は翼竜を操り、天てん守しゆ閣かくのそばをゆっくりと飛んでいた。

　戦場となった名古屋城を広く見渡すためである。

　そして、友軍の出現を見た。日本庭園の上空に神威型レギオン兼定と九郎判官、合わせて七〇騎が忽こつ然ぜんと具現化したのだ。

「こちらはそろそろ限界だからな。ちょうど加勢が欲しかったところだ」

　駿河から連れてきた神威たちは健闘している。が、やはり疲労の色が濃い。城内に侵入したクルセイドに戦闘を挑んでも、敏びん捷しように動けなくなってきた。

　一騎、また一騎と返り討ちにされ、斃たおれていく。

　また、名古屋城をこれまで守護してきた念ねん障しよう壁へき。維新同盟が外部から加える攻撃によって、崩壊も間近だった。あちこちに新たな裂け目が生じていた。

　そこから続々とクルセイド、さらに畿き内ない将しよう家けの神威までもが侵入してくる。

　しかし――集まってきたのは敵だけではない。

　東海道州軍の神威たちも、続々と名古屋城内に集結中だった。

　維新同盟が侵入に使った裂け目から城内に入り、敵側のレギオンを見つけるなり銃槍を撃ち放ち、あるいはその刃で切りこんでいく。

　青い翼竜を駆る騎士侯たちも、幾人か見かけた。

　皆、立夏の同僚である顔見知りの東海道騎士侯であった。

「上う手まい具合に徹底抗戦の雰囲気が出てきたな。『城を枕まくらに討ち死にせん』というところか」

　立夏はフッと不敵に笑う。

　乱戦を繰りひろげていた敵と味方が名古屋城に集まりつつある。

　こちらの計画――橘征継が発案し、秋ヶ瀬立夏が微修正した計画に都合のよい状況がととのいつつあった。

「あとは父の承認次第か……」

　秋ヶ瀬立夏は東海道州軍の総司令官ではない。それは父の役職だ。ここに集つどった騎士侯たちと名古屋城の城じよう代だいに指図する権限、立夏には一切ないのである。

　今までの行動は筆ひつ頭とう騎士侯および『総そう督とくの長女』としてのスタンドプレー。

　この先は父の承認が必要だった。騎士侯たちに新たな指令を伝え、全員すみやかに遂行せよと厳命するために。

　そのために、橘兄妹といっしょに念導士官のチームを連れてきた。

　彼らの任務はまず計画の詳細を父に伝え、承認を得て、しかるのち戦場に散っている東海道の騎士侯たちに伝令を送ること。

　さて、どう転がった？

「今の名古屋で死力を尽くして戦うことの無意味さ、わからない人ではないはず。……というのが、娘の欲目でなければよいのだがな」

　次の瞬間、立夏の肩に管くだ狐ぎつねが瞬間移動してきた。

　伝令役の随ずい獣じゆうはメッセージを宙に投影する。駿河の念導士官からだった。

「ふ……っ」

　会心の笑みを浮かべる。準備はととのったらしい。

　城内で奮闘を続ける配下の全神威に向けて、立夏は念を送った。

「おまえたち、ご苦労だった。ここからは城になだれこんでくる維新同盟のレギオンと、一分でも長く戦いつづけてくれ」

　この城に死ぬまでとどまり、戦え。そういう命令だった。

　呼びあつめた東海道のレギオンと、名古屋城そのものを囮に使う――。それが計画の要かなめなのだ。立夏自身は翼竜の手た綱づなをひき、新たな行く先を教える。

　めざすは天守閣の入り口。

　そこで父や橘兄妹をはじめとする同朋たちと、落ち合う手て筈はずだった。

　名古屋からの撤退をつつがなく、最低限の犠牲だけ払う形で完了させるために。
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　維新同盟による今回の名古屋攻撃。

　一応、畿き内ない将しよう家けの騎き士し侯こうを『総大将』というポジションに据えている。

　が、実のところ、その人物に英国勢を統率する権限はない。さらに言えば能力も。作戦に参加する英国の女王騎士は六名。

　この六騎士を統率するのは、デヴィッド卿きようである。

　大英帝国軍・極東艦隊に所属する。黒王子ブラツクプリンスエドワードが赴任するまでは、騎士たちの主席をつとめていた。

　年齢三二。短く刈り込んだ金髪がさわやかな青年騎士だった。

　騎力は一六七。復活者リザレクトならざる今こん世せいの武人としては、なみはずれた力量だと言える。

「東海道のサムライたち、城に拠よっての防戦を選ぶつもりか」

　デヴィッド卿はつぶやいた。

　白き英国の翼竜に乗って、市内をゆっくりと飛んでいる。

　野球場の上空だった。四、五キロほど真西に行けば、ちょうど名古屋城だ。そちらには日英のレギオンが続々と集結中であり、混戦の中心地になりつつあった。

「東海道方の神かむ威い――何割か、急に数を減らしたようだな」

　騎士侯は念ねん波ぱを感じ取ることで、レギオンの総数を瞬時に直感できる。

　畿内将家と東海道は同じ神威型を使っている。だが、どちらの所属かは騎士侯であれば誰でも感知できることだった。

　すぐそばをちょうど同輩の女王騎士、コール卿が飛んでいた。

「長期戦に持ちこむことを想定して、レギオンの温存をはじめた――そういうことではないのですか、デヴィッド？」

　リーダー格のつぶやきを聞きとがめて、同僚は言う。

　二三歳。女王騎士でも若手である。こうした新鋭はしばしば本国や欧州をはなれて、極東地域のような辺境に戦場を求める。その方が〝年寄り〟どもに邪魔されず、のびのびと暴れられるからと。

「戦闘に参加してない軍団の具現化を解除すれば、騎士侯の疲労も抑えられます」

「東とう山ざん道どうもしくは関東将家あたりの援軍を期待してか」

　デヴィッド卿は憐れん憫びんゆえの苦笑いを浮かべた。

「すでに密約を交わした東山道はわれわれの陣営も同然。関東将家は……まあ、彼らの軍が間に合うことはないだろう。今、ちょうど太陽が沈みゆくところだが」

　夕暮れのどぎついオレンジ色が名古屋市内を染めている。

　そのなかで、デヴィッド卿は静かに豪語した。

「明日の朝、ふたたび陽ひが昇るまでには、必ず名古屋城を陥おとせるだろう。コール、君の貢こう献けんにも期待しているぞ」

　もし、この一幕を橘征継が見ていれば。

　ただ淡々とうなずいて、『第一の綱渡りの成功』を無言で祝ったことだろう。

　逆に秋あきヶが瀬せ立りつ夏かであれば、強く拳こぶしをにぎって、若さと闘志あふれる仕草でよろこびをあらわにしたであろう。

　女王騎士たちの〝先入観〟が征継たちに味方してくれたのだ。

　忠義と勇気にあふれる日本の武士は『城を枕に討ち死に』の覚悟にちがいないという。だが、それを油断と言うのは酷かもしれない。日本に上陸して以来、女王騎士たちは連戦と連勝を重ねてきた。

　おかげで、歴戦の勇士である彼らは早くも見切っていたのである。日本騎士侯の長所も短所もやや過剰気味の生真面目サムライらしさに集約されると――。
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　あえて目立つ形で戦場に乗りこんだ立りつ夏かの軍団。

　東海道州軍の戦友たちに高らかな咆ほう哮こうで『我に続け、城に集まれ』と檄げきを飛ばしながら、名古屋城を死守するために力戦。

　その間、駿する河がから来た念ねん導どう士し官かんたちがお膳ぜん立だてしてくれた。

　東海道総そう督とくのもとに駆けこみ、作戦決行の許可を得る。その後、城や市内に散っている騎き士し侯こう十数名に管くだ狐ぎつねを送り、指令を伝える。

　すなわち、

『全騎士侯に告ぐ。神かむ威いを戦場に残し、可能であれば名古屋城へ帰投せよ。三〇分後に総員、総督閣かつ下かと共に城より撤退する』

『帰投が不可能であれば、各自の裁量で名古屋を離脱。駿する河が鎮ちん守じゆ府ふまで落ちのびよ』

『名古屋城を死守する要なし。次戦にこそ東海道の興こう廃はいがかかると考えよ』

　という内容であった。

　命令者の名も記してある。『秋あきヶが瀬せ象しよう山ざん、土ひじ方かた』と。連名だった。

　騎士侯一二名が名古屋城に帰投できたところで、撤退は開始された。




「敵てき人じんの空虚なる地、無人の処ところを知らば、以もつて必ず出いずべし。敵を衝つき、陣を絶たち、皆その死をいたせ。……我が武ぶ勲くん《虎こ韜とう必ひつ出しゆつ》をとくと見よ！」

　撤退のために突破口を作るのは、橘たちばな家け女子の役目だった。

　名古屋城天てん守しゆ閣かくの前で、五騎の九く郎ろう判ほう官がんを召集する。そのあと初はつ音ねは高らかに口こう訣けつを唱えて、武勲《虎韜必出》を使った。

　そうして、配下のレギオンをひきつれて、妹分は歩き出す。

　征継はその背後に続く。ほかにも同行者はいた。秋ヶ瀬立夏。その父・秋ヶ瀬象山。彼の側近数名。駿河から同行してくれた念導士官のチーム。

　そして、東海道の騎士侯たちが一〇名。そういう顔ぶれだった。

　藤ふじの宮みや志し緒お理りはかつてこう言った。

『それほど長くない距離なら、ほとんど一瞬で移動できる――瞬間移動のような力、みたいですね。鵯ひよどり越ごえや八はつ艘そう跳とびの伝説を再現できるかもしれませんよ』

　武勲《虎韜必出》についてである。

　名古屋城より北東に十数キロ、一息に飛んだ。

　わずかな距離だとも言える。が、日本のような山がちの国では、その十数キロが都合のよい地形に導いてくれるケースがままある。

　今回の場合、庄しよう内ない川がわ上流部の山中まで出ることができた。

　攻城戦のまっただなかから、水清き渓けい流りゆうのほとりへ。

　征継たちは砂利ばかりの岸辺に立っていた。ひっそりと山中を進むつもりなので、初音はさっそく五騎のレギオンを消した。

　源みなもと九く郎ろう義よし経つねの名高い伝説『鵯越』にも負けない、デタラメすぎる移動だろう。

　あの話を初めて聞いたとき、征継は思ったものだ。同じ四つ足だからといって、鹿しか行けない山道を馬が下れるはずはない。バカげている、と。

　ともあれ、逃避行のはじまりだった。

　念導士官たちが随ずい獣じゆう・壬み生ぶ狼ろを二〇体ほど、具現化してくれた。

　銀色の毛皮のオオカミである。サラブレッドに負けないほど大きい。その背中に人間をひとりかふたりずつ乗せて、山道を駆け出す。

　目的地は一〇〇キロ以上先にある駿河。しかも陽ひが暮れはじめている。

　ふつうなら、こんな条件で山中を疾走できるはずない。が、壬生狼は夜目と鼻が利きくうえに体力・走力も尋じん常じようではない。

　行き先は念導士官が念ねん術じゆつで誘導している。まず問題なかった。

　オオカミの群れが走り出した直後。征継を乗せた壬生狼の隣に、立夏の壬生狼が来て、併走をはじめた。

「征継どの。すこしよいですか？」

　立夏が話しかけてきた。

「白状すると、名古屋からの撤退は特に問題ないだろうと思っていました」

「たしかに。初音の――《九郎判官義経》の武勲はとんでもない威力だ。それにおそらく、維新同盟にはまだ知られていない」

　最大の功労者は征継のすぐ前で、同じ壬生狼に同乗している。

　やはり《虎韜必出》は体力を消しよう耗もうするらしい。オオカミの背中の上だというのに、こくりこくりと初音はさっそく居眠りをはじめていた。

　妹分を自分によりかからせながら、征継はぼそりと言った。

「リチャードが健在だったら、できれば遠慮したい賭けになっただろうが」

「同感です。ただ」

　立夏はにやりと微笑ほほえんで、ちらりと征継を見た。

「征継どのはそれも織りこんで、今回の策を考えたのでしょう？」

「…………」

「昨夜、獅し子し心しん王おうは一〇〇〇騎ものレギオンを駿河で失った。軍団の復活にはおそらく半月以上かかる。今日明日はおとなしくしているだろうと」

「あの男が名古屋にいたら、俺たちの到着前に城は陥おちていたかもしれない」

　征継は肩をすくめた。

「城に兵と騎士を集めた時点で、撤退の意思をかぎとられた可能性さえある。なんにせよ、昨夜勝っておいてよかったということです」

「まったくです。だからこそ、強気で賭けにのぞむことができた」

　と、立夏はうなずいている。

　智勇――聡そう明めいさと猛たけ々だけしさをほとんど同じだけ持ち合わせている武人がたまにいる。どうやら秋ヶ瀬立夏はその手の将であるようだった。

　多くを語らずとも、征継の意図をしっかり読んでくれる。

「むしろ厄やつ介かいなのは私の同僚……東海道の騎士侯たちを短時間で説得して、まとめて連れ出すことができるか。そちらだと思っていました」

　立夏の言葉で、征継はそうかと納得した。

「それで土方の名前を」

「ええ。私もやられた手です。皇こう女じよ殿下のお智恵を拝借しました」

「俺としては、立夏どのの人望でどうにかなると見ていたのですが」

「私はそこまでの人気者じゃありません。むしろ、女だてらに生意気なじゃじゃ馬、総督のどら娘として有名なのです」

「ご謙けん遜そんを」

　ふたりの壬生狼は今、群れの先頭を走っている。

　そのうしろの五匹には、東海道の騎士侯一〇名が分乗していた。奇妙なことに、彼らは征継の背中へ、やけに熱いまなざしを向けているような……。

　立夏はにやりと笑った。

「名古屋城でも和泉いずみの守かみ兼かね定さだを使ってもらった甲か斐いがありました。みんな、征継どのが土方歳とし三ぞうではないかと疑い――というより、期待している」

「期待？」

「英国軍にエドワード王子がいて、リチャード獅子心王がいる。ならば日本にも……という想いは征継どのが考えている以上に強かったのでしょう。あと、この壬生狼ですが」

　力走を続ける銀狼の毛皮を撫なでて、立夏は言った。

「ご存じですか？　北海道の北領朝廷を明治政府の攻撃から守るため、土方歳三どのは壬生狼の群れをひきいて東日本の各地を転戦しました」

「一応、聞き覚えはある話です」

「兵の数も武装でも劣るなか、土方どのは正々堂々のいくさの作法など鼻で笑い、壬生狼を頼りに攻めては退ひき、退いては攻め――侍さむらいというより野の伏ぶせりのように戦い、政府軍を巧たくみに翻ほん弄ろうしたといいます」

「ほう」

「戦闘後、こうして壬生狼に乗って撤退することもすくなくなかったとか」

「……なるほど」

　ある意味、武勇談の再現と言えなくもない逃避行。

　それが理由で、騎士侯たちはすんなり作戦を受け入れてくれたのかもしれない。はじめ、彼らは『城を枕に討ち死に』という雰囲気だったのだ。

　今さらながら、征継は納得した。

　実は出発前にも一ひと悶もん着ちやくあった。誰あろう秋ヶ瀬立夏とその父の間に。

　現在、東海道総督である老人は熟睡中――否いな、昏こん睡すい中だった。名古屋城中での戦闘がもとで重傷を負ってしまったのだ。

　全身打撲、頭部外傷、頸けい椎つい捻ねん挫ざ、肋ろつ骨こつ骨折など。

　今は総督の体をロープで壬生狼の背にくくりつけ、搬送している。

　とにかく駿河まで運び、治療も療養もそれからだと。

　最低限の応急処置しか施ほどこしていない。だが、出発の前までは意識があった。そして、愛まな娘むすめの立夏と再会したとき、口論が起きた。




『おまえの策は正しい。今の名古屋で死力を尽くして戦うなど、無意味もいいところ。だが、わしは残るぞ』

　名古屋城を脱出する直前、天てん守しゆ閣かくの前で。

　このときはストレッチャーに横たわりながら、父は言った。

　市民を残して、おめおめ総督が落ちのびられるか。領主としての責任をまっとうするために残ると。

　対して、娘はおそろしくドライであった。

『残った父上が虜りよ囚しゆうとなり、人質もしくは交渉の材料にされることが不安なのです。都合よく負傷もしておりますし、このまま駿河へ搬はん送そういたしましょう』

『貴様！』

『そもそも父上ご自身が同じことをされているでしょう？　弟たちは今どこに？』

『そういえば、立夏さまって』

　ここで能天気に初音が口をはさんだ。

『弟さんがおふたりもいらっしゃるんでしたよね』

『ああ。維新同盟との戦いがはじまってすぐの頃、よそへ行かせたらしい。いずれ名古屋も戦場になると見越して』

『ふん。主家の子弟が虜囚の憂うき目に遭あえば』

　秋ヶ瀬象山はなんとも不満そうに言ったものだ。

『家か中ちゆうの者どもが要いらぬ配慮をするようになる。本当なら、この城が陥おちたときは自決し、運命を共にせよとでも言いたかったのだがな』

『そんなことを子に命じたら、時代錯誤の暴君と悪評が立ちます』

　にべもなく立夏は切り捨てた。

『君主であるというだけで家臣や子に理り不ふ尽じんな命令をくだすような者に、今時は国内外のメディアがなにかと手厳しい』

『わかっている。だから手を打ったのだ』

『負傷された父上も、まあ、似たようなあつかいでいいでしょう』

『…………』

『その体で駿河まで運ばれるだけでも、相当な苦行です。とりあえずはそれを罰の代わりと考えて、せいぜい痛みを我慢してください』




　ある意味、親子だからこそなのか。遠慮とは無縁のやりとりだった。

　結局、東海道総督・秋ヶ瀬象山は激しく揺れる壬生狼の上で意識を失い、今はただおとなしいだけの荷物になっている。

　しかし、こうした行動を是ぜとしなかった者もいる。

　名古屋城の城じよう代だいと、老齢の騎士侯ふたりは名古屋城に残った。市民と敵軍に対して、責任を取る者も必要だろうと言って。

　ともあれ、征継たちは新たに一〇名の騎士侯を仲間にできた。

　ただ頭数をそろえるだけでは意味がない。戦力として活用するために、わざわざ駿河から遠征してきたのである。

「征継どの。そろそろいい頃合いです。壬生狼から竜に乗りかえましょう」

　立夏の提案に、征継はうなずいた。

　念導士官に翼竜の群れを呼んでもらい、ここからは空を往ゆく。

　来たときと同じく、しばらくは尾根伝いに低空を飛ぶ。駿河に近づいたら一気に高度を上げて、駿河鎮守府に直行する予定だった。

　隠密行である。しかし、なるべく急ぐ必要があった。

　今夜の作戦はこれで終わりではない。まだ予定は詰まっているのだ。

「立夏どの。乗りかえのついでに『例の件』を騎士たちに――」

「説明いたします。ちょうどいいから父も叩たたきおこして、作戦に承認を得ておきましょう。意識がはっきりしないようなら、せめて私を総督代理に指名させておくべきです」

　見ているかぎり、秋ヶ瀬象山は子供にきびしい父親らしい。

　だが、愛娘の方もかなりの手厳しさで父と接する女おんな丈じよう夫ふだった。この親にして、この子ありと言うべきか。似た者同士、なのかもしれない。

　なんとなくおかしく思えて、征継は苦笑を浮かべた。

　ただし、傍はた目めには唇くちびるの角度がすこしななめになっただけなのだが――。








第二章



東へ西へ
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　一一月八日、〇〇時〇五分。

　日付が変わったばかりの深夜である。

　が、皇こう女じよ・藤ふじの宮みや志し緒お理りは旧知の人物を見舞っているところだった。

「最後にお目にかかったのはたしか……」

「今年の八月――でしたな。皇女殿下がローマの帝都よりご帰還なさって、すぐの頃です」

「そうでした。秋あきヶが瀬せさまはたまたま東京に滞在していらして」

　駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの衛生課内、特別病室での会話だった。

　志緒理は一八時間前、この部屋のベッドに横たわっていた。連日、橘たちばな征まさ継つぐに霊液をあたえつづけたことで、体力が限界を迎えたのである。

　そのときのベッドを、今はべつの人物が使っている。

　東海道将しよう家けの総そう督とく、秋ヶ瀬象しよう山ざん。こちらは八時間ほど前に名古屋城で負傷したという、立りつ夏かの父であった。

「このような形で殿下の御ご前ぜんに罷まかり出ることになり、なんとも情けないかぎりです」

「勝敗は兵へい家かの常、いくさには負傷がつきもの。そのように恥じ入られる必要はないと、わたくしは思います」

　よそゆきの温厚さでおっとりと言ってから、志緒理は表情をあらためた。

　今度はくすりと不敵に笑い、知性の鋭さを表に出したのである。

「日本の一将家の力で大英帝国に対抗しようとしても、上う手まくいくはずはございません。秋ヶ瀬さま以外の誰が総督でも、同じ結果になったことでしょう」

　ベッドの上で、上半身だけ起こしていた老総督。

　一瞬だけ目を細めてから、じっと志緒理を見つめて、苦笑いした。

「お人ひと柄がらが変わられた……ではなく。化けの皮を自みずからお捨てになりましたか」

「まあ。せめて『猫をかぶる』のをやめたと、おっしゃってください」

　秋ヶ瀬象山は海千山千の実力者である。

　ある程度、本音の言葉で語り合い、距離を縮めておきたかった。

　べつに個人的な友ゆう誼ぎを結ぶつもりはない。成り上がりを狙ねらう皇女と将家総督にとっては、それも仕事ビジネスの一環なのである。

「秋ヶ瀬さまの失策をあえて指摘するとしたら、ひとつだけです」

「東とう山ざん道どうと関東からの助すけ太だ刀ちを最後まで待ちつづけた……。そこに尽きますな」

「ええ。助力を乞こうべき相手は、やはり東方ローマであったと思います」

　志緒理の一言で、老総督の苦笑いから笑みが消えた。

　ほろ苦さだけを貌かおに残して、彼はつぶやく。

「たしかに同盟国ではある。だが、決して真の友邦ではないローマから大軍団をうかつに招けば、我が東海道まで連中の犬に成りかねない。なればこそ同じ皇こう国こくの民たみ、東日本の同どう胞ほうに期待をかけたのですが――」

「たしかに、あまりローマを介入させたくない状況ですものね」

　志緒理はうなずいた。

「エドワード黒王子、リチャード獅し子し心しん王おうまでそろえた維新同盟に対抗するには、英雄カエサル公の積極的な参戦が不可欠。でも、それを許したら、あの方こそが『対・維新同盟軍』をひきいる事実上の総指揮官に――」

「維新との勝敗がどうであれ、東海道はあの御ご仁じんに大きすぎる借りを作ってしまう」

　現在、皇国日本は十二の州に分かれている。それぞれを十二将家が〝地方領主〟として統治している。日本の女じよ皇おうと将家の関係、『江戸時代の将軍と諸しよ藩はん』のそれと同じだ。

　十二将家のなかでも、関東将家は特別な存在だった。

　経済的に群を抜いて豊かであり、皇こう都と東京と現女皇の保護者でもある。

　そして、この関東将家上層部と女皇・照てる姫ひめを〝飼いならす者〟こそが隣国・東方ローマ帝国のカエサル大だい元げん帥すいなのだ。

　関東将家と同じ轍てつを踏むまい。秋ヶ瀬象山はそう決意していたのだろう。

　だが今、老総督は苦いつぶやきを洩らす。

「すでにカエサル公の介入がはじまりつつある。かといって、公を脇わき役やくに押しやれるような役者は日本にいない……。東海道の悪あがき、ここまでかもしれませんな」

「いいえ。脇役はさすがに無理でしょうが」

　実力者ではある。だが、この老人は時代を超越するほどの傑けつ物ぶつではない。

　そして、領地ともどもかつてないほどの窮きゆう地ちに追いこまれている。

　そんな人物への販促活動プレゼンテーシヨン、ここからが本番だった。今の日本で聖獣・天てん龍りゆう公こうの孫と復活者リザレクトを誰よりも必要としているのは、彼なのである。

　志緒理はくすっと、自信ありげに微笑ほほえんだ。

「あの方には準主役程度で手を打ってもらう……。そういうキャスティングも不可能ではないと、わたくしは考えます」

「ほう。そういえば」

　東海道総督は鋭く志緒理を見つめた。

「このところ、なつかしい人物の名をたびたび耳にしますな」

「それも踏まえたうえで、ひとつお話をさせてください。維新同盟に敗れ、名古屋を失ってしまった東海道将家の今後ですが……」

　今朝の軍議で語り合った内容のひとつだった。

　ローマ軍人のヤン参さん謀ぼうからカエサル元帥の意向を聞きながら、志緒理が考え出した『次の一手』。立夏と橘征継も認めた、駿河勢の総意であった。

「ひとまず名古屋のことは忘れて、『東』をめざすべきではないでしょうか」

「東……もしや〝箱はこ根ねの関せき〟のことですかな？」

「ええ。東海道将家はまず、ここ駿河を臨時の州都としたうえで、エドワード王子から箱根を奪回すべきだと思います」

「奪回ですと？」

「はい。今夜、騎士のみなさまに出陣していただいたのも、それを見越してのことです」

　難攻不落の要よう塞さい・箱根の関。しかもエドワード王子が本拠地としている。

　現在、その守りは名古屋城など比較にならないほど堅けん牢ろうであろう。意表を突かれたのか、秋ヶ瀬象山は大きく目をみはった。
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　一一月八日、〇〇時三五分。

　日付が変わったばかりの深夜である。

　が、橘たちばな征まさ継つぐをはじめとする東海道軍の騎き士し侯こうたちは、休息の時を迎えていなかった。逆に戦場のまっただなかにいた。

　やってきたのは、駿する河が湾わんに面した地方都市・富士市――。

　一カ月前、維新同盟に奪われた街のひとつである。

「姫様もいっしょにここへ来たの、たしか一〇日くらい前よね」

「そんなものだな。この間は庭先に忍びこんだ程度だったが……」

　一体の翼よく竜りゆうに相乗りする、橘兄妹きようだいの会話だった。

　征継が騎手として手た綱づなをにぎり、そのうしろに妹分の初はつ音ねがすわる。富士市内の港・田た子ごの浦うら港こうを見おろしながら、征継はつぶやいた。

「今回はここを陥おとすことが目的だ。連中のお手並みを拝見だな」

　田子の浦港から東に四、五キロ。そこに富士鎮ちん守じゆ府ふは位置している。五ご稜りよう郭かく式――星形の城壁にかこまれた要よう塞さいだ。

　そこへ現在、二四二騎の神かむ威いが接近中だった。

　征継が駿河鎮守府からひきいてきた、東海道将しよう家けの軍勢である。

　ただし、神威。記憶のない復活者リザレクトが呼ぶ赤紫のレギオン〝兼かね定さだ〟ではない。

「名古屋の騎士さんたち、大丈夫かしら？」

　初音が心配そうにつぶやいた。

「みんな、すごく疲れているはずよ。昼間から戦いつづけて、そのあとは山越えで駿河まで脱出して、ほとんど休憩なしで出撃だもの」

　今夜の富士攻撃、征継は仲間にまかせていた。

　名古屋城から連れてきた騎士侯一〇名に。名はそれぞれ多た那な、香か丸まる、来く栖す堂どう、莉り桜お、虎とら賀が、須す戸ど、伊い興こう、備び前ぜん、綾あや瀬せ、弁べん家けという。

　彼らの騎き力りよくは合計六〇〇弱、程度だろうか。

　名古屋城での戦闘で、多くのレギオンを戦死・負傷させた。

　しかし、夕刻の撤退前に温存した神威が二四二騎、残っていた。その全てを富士奪還のために投入した。

　駿河鎮守府を出撃後、駿河湾の海中をひそやかに進み――

　富士市の沿岸部で浮上して、飛行開始。富士鎮守府を奇襲したのである。

「念ねん導どうの特務部隊に命じて、今度はこちらが念導攪かく乱らんを仕掛けている」

　竜の鞍あん上じようで、征継はぼそりと言った。

　総指揮官として、妹分といっしょに後方から戦いを見守っているのだ。

「富士市内では無線も電波も一切使えない。奇襲のお膳ぜん立だてはおおかたととのった。あとは名古屋の連中次第だな」

「初音が連れてきた九く郎ろう判ほう官がんも加勢に出せるけど……」

「必要ない。ここでおとなしくしていろ」

「はあい。……ううっ。見ているだけって落ち着かないわよね」

　予備戦力として、七〇騎の九郎判官を海中に潜伏させている。

　一方、名古屋から来た神威二四二騎は球状陣形を組み、空中を前進していた。

　富士鎮守府に向けて移動しつつ、銃じゆう槍そうの一斉連射をはじめる。しかし、ドーム状の念ねん障しよう壁へきがはりめぐらされて、五ご芒ぼう星せい型の要塞をすっぽりと覆おおいかくしてしまう。

　東海道軍の斉せい射しやは障壁によって、ことごとくはじかれる。

　さらに、鎮守府上空に巨大な眼球が現れた。

　直径六〇メートル前後はあろうという、『死の女神の目』であった。

「お兄さま、あれっ。この間も出た目玉のお化けだわ！」

「たしか《モルガン・ル・フェイ》とかいう念導神格イフリート……の分身だったな」

　神格の本体はあくまで箱はこ根ねにあるという。

　しかし、分身ですら通常の念導神格と同等レベルだろう。大英帝国軍でも最強クラスの守護神は、それほどのパワーを持つのである。

　巨大眼球のまわりには、守備隊のクルセイドが一四六騎もひかえていた……。

　初音が息をのむ。

「ど、どちらが有利なのかしら!?」

　攻撃側の東海道軍は二四二騎。数で勝るものの連戦で消しよう耗もうしている。

　念障壁を前にして、神威たちは陣形を変えた。

『壁状方陣』だった。約二四〇騎が四角い箱の形――横８列×縦たて５列×奥６列にならんで、空中に〝壁〟を造ったのである。

　壁となった東海道軍は銃槍を斉射しつつ、前進。

　まっすぐ鎮守府の念障壁に向かっていく。

　対する防御側、維新同盟。念導神格《モルガン・ル・フェイ》は夜空に雷雲を呼んだ。気象操作の神秘力――天てん象しよう勅ちよく令れいだった。

　月と星々を隠した雷雲から、電撃がひっきりなしに降りはじめる。

　ただし、東海道軍の『空中の壁』が標的ではない。電撃を浴びるのは、モルガン・ル・フェイの分身たる巨大眼球だった。

　その間も東海道軍は前進。ついに鎮守府の念障壁まで到達。

　密集したレギオンたちの壁と、ドーム状に展開された念力の壁――。

　ふたつの巨大な壁同士がぶつかり合った。

　壁状方陣を組んだ神威二四二騎の最前列――横８列×縦５列の四〇騎は、銃槍の刃やいばを目の前の念障壁にぐさりと突き刺す。

　一瞬、念障壁が激しく揺らいだ。

　が、それと同時に、かわいらしい少女の声が夜空にひびきわたる。

『天象勅令、発動。輝ける槍やりよ……死の女神より、庇ひ護ごを得よ』

　聞き覚えがある。《モルガン・ル・フェイ》を制御する念導精霊ジーニーの声だった。

　直後、上空の巨大眼球が極大の電光を放った。

　今まで浴びつづけた電撃の威力を全て集約して、東海道軍の二四二騎にたたきつける――そういう強烈な一発だった。

　神威二四二騎の『空中の壁』が大いに揺らいだ。

　壁の外側にいた者たちは、特にダメージが大きかった。

　電光で全身を灼やかれた神威。後方に吹き飛ばされる神威。衝撃で持っていた銃槍を取り落とした神威。体勢を崩してしまった神威……。

　なかには気絶し、地上に墜つい落らくしていく神威もいた。

　その乱れに乗じて、英国側が攻める。

　上空に浮かぶ巨大眼球の背後にひかえていたクルセイド一四六騎。そのうちの四〇騎が『空中の壁』の右側面に向けて、動き出したのだ。

　壁状方陣の外側――ダメージの大きい神威たちに襲いかかる。

　隙すきを突かれた形の東海道勢。その多くが上う手まく防御できず、喉のどや胸部、頭部などの急所をやられてしまった。

　クルセイドたちは陣形は組んでいなかった。

　ゆえにすばやく、機き敏びんで、密集した神威たちを翻ほん弄ろうするように切り裂いてみせた。

　小こ柄がらな青いレギオンが二〇騎近くも戦死。ばたばた墜落していく。

　速攻を成しとげたクルセイドたちはすばやく退ひいて、《モルガン・ル・フェイ》の眼球のそばへと帰っていく……。

　そして、巨大眼球は天からの電撃をふたたびチャージしはじめる。

　同じ手を仕掛けるつもりなのだ。征継はかすかに頰ほおをゆるめた。微笑だった。

「なるほど。英国の連中はそういうつもりか」

「何かわかったの、お兄さま!?」

「ああ。俺たちの勝ちはほぼ決まった」

「ど、どういうこと？」

「初音。管くだ狐ぎつねを伝令に行かせろ。送り先は戦闘中の全騎士侯。内容はこうだ。『全軍、現状を維持。そのまま戦え』」

「そんなのでいいの？　電撃ビリビリ対策とか、こっちも散開して迎え撃つとかは!?」

「いい。向こうはおそらく」

　怪け訝げんそうな初音の前で、征継は言い切った。

「勝手に息切れしてくれる」




　そして、三〇分が経過した。

　この間、《モルガン・ル・フェイ》の眼球は〝例の電撃〟を一〇回繰りかえした。

　それに合わせて、クルセイドも速攻を一〇回仕掛けてきた。

　そのたびに東海道軍はすくなくないダメージをこうむったが……現在、優勢にあるのは皇こう国こくのサムライたちだった。

　神威たちが造った『空中の壁』は今も健在。

　ここぞとばかりに銃槍を撃ちまくり、撃ちまくり、撃ちまくる。

　単調だがぶあつい猛攻で、眼前の鎮守府と英国レギオンをさいなみつづけていた。

　向こうの念障壁は崩壊寸前だった。数え切れないほどの裂け目、破れ目が生じている。守備隊のクルセイドも、もう五〇騎ほどしか残っていない……。

「本当にこのまま圧勝で終わりそうね。名古屋の騎士さんたちも最後まで息切れしそうにないし。昼間から戦いつづけだったのに、みんなタフだわ」

「忘れたか、初音？」

　感心する妹分へ、征継は声をかけた。

　あいかわらず同じ翼竜に相乗りしている。結局、最前線に出ることも、初音の軍団を動かすような局面になることもなかった。

「名古屋の連中は出陣前に駿河を本拠地とする契約と、霊液補給を済ませてある。騎士侯の体力なら、それで十分に回復する」

「あ、そっか」

　初音自身も名古屋城で経験したことである。すぐにうなずいた。

　ふたりを乗せた翼竜はゆっくりと飛んでいる。富士鎮守府に接近中だった。

「それに、名古屋の連中を猛たけらせているのは元気だけじゃない」

「？　一体、なに？」

「怒りだ」

　竜の手綱を操りながら、征継はつぶやいた。

「名古屋城では余力を残したまま完敗したからな。その直後に戦う機会をくれてやれば、馬の鼻先にニンジンをつるすようなものだ。勝手に闘志を燃やしてくれる」

「たしかに、雪せつ辱じよく戦せんだものね……」

「富士の維新同盟より、数も士気も俺たち東海道が上。そんな状況で敵が下へ手たな小細工を仕掛けてきても、こちらの優位はまず変わらない」

「それでお兄さま、現状維持でいいと言ったのね！」

「まあ、それ以外に指示できなかったというのもある」

　征継は淡々と言った。

「名古屋の連中、入れこみすぎなくらいに士気が高かった。おまけに、騎士侯を一〇人もよせあつめた急ごしらえの部隊だ。『まっすぐつっこめ』以外の指示を出しても、どうせ上手くいかない」

「そこは結構、身もふたもないのね……」

「レギオンたちは従順でも、騎士だの武将だのは我がの強い連中が多いからな」

「でも、すごいわ。結局お兄さまの言うとおりになったもの」

　初音が目を輝かせて、賞賛してくれた。

　リチャード戦後の軍議で、征継はこう言った。『名古屋はどうせ陥おとされるだろう。だが今日一日を上手く立ちまわれば、富士市くらいは奪いかえせる』と。

　だから名古屋へ遠征した。撤退を支援するためではない。

　敗戦後、散り散りになるであろう騎士侯たちを手元にかき集めて、その日のうちに富士奪還に投入するためだった。

　そう、名古屋で敗北した当日の夜に。

　敵の警戒心が自然とゆるむであろうタイミング。そして、リチャード敗北と名古屋攻撃によるゆがみが修正しきれないタイミングを突くために。

「昨日、リチャードから勝ちを拾えたことは大きかった」

　征継はつぶやいた。

「あれがなかったら、名古屋遠征はだいぶ危険な賭けになった。この富士市での戦いも、むずかしいものになっただろう」

「そういえば。お兄さま、さっき変なこと言ってたわよね」

　三〇分前を思い出したらしい。初音が言った。

「英国軍の狙ねらいが読めたみたいなこと。『そういうつもりか』って」

「連中が最もかんたんで、第一に選ぶべき方法で対抗してこなかったからな。妙な出来心を起こしたのだろうと踏んだだけだ」

「出来心って？」

「すこし自分で考えてみろ。あとで答え合わせをしてやる」

「いきなりおあずけなんて、ひどいわ！」

「べつに意地悪じゃない。これから、すこしいそがしくなる」

「富士鎮守府に乗りこむとか？」

「それもある。だが、そろそろ箱根からの援軍がこちらに動き出すはずだ。どうにかしなくてはならん」

「ここで迎え撃つのね！」

「いや。戦闘はできれば避けたい。連絡を入れてみようと思う」

「……連絡？」

　初音が首をかしげている。兄貴分の言葉が理解できないのだ。

　まだ智力のほどは不明だが、この少女は勘かんがいい。意外と察しもいい。そのうち、今の説明程度でもろもろ了解するようになるだろう。

　富士市の夜景と駿河湾を見おろしながら、ふたりの翼竜は飛ぶ。

　鎮守府までは、もうすぐだった。夜の海面は月や星々の輝きを反射して、なんとも幻想的な風ふ情ぜいであった。
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　富士鎮ちん守じゆ府ふで起きた東海道軍と維新同盟の戦闘。

　勝敗がほぼ決した時点で、念導精霊ジーニーモリガンは離脱を開始した。といっても、物理的に移動するわけではない。

　この地の分身に憑ひよう依いさせていた意識を、帰還させるのである。

　精霊モリガンの本体が配備されている難攻不落の要よう塞さい、『箱はこ根ねの関せき』まで。

　富士市から箱根までの約三〇キロをモリガンの意識体は二〇分弱の飛翔で飛び越えて、ついに帰還は完了した。

「……なんという、失態」

　いつもの依より代しろに憑依するなり、モリガンは屈くつ辱じよくの思いを口にした。

　身長一五〇センチ。生きた人間と見まごうほど、精巧な造りの少女人形。ベレー帽に海兵セーラー服という格好で、安楽椅子に腰かけていた。

「申し訳、ありません。富士鎮守府の防衛……失敗と、なりました」

「君が謝罪する必要はない、モリガンくん」

　やんわりと答えたのは、王子殿プリンスの愛称を持つ人物だった。

　黒王子ブラツクプリンスエドワード。

　中世イギリス王家が生んだ最高の軍事的天才にして、皇こう国こく日本に駐ちゆう留りゆうする大英帝国軍の総司令官である。

「君はあくまで、あの砦とりでの守護女神だ。人の手で為されたことの功罪は、全て人間に帰すべきだろう。敗北の責任を負うのはデフォーとチェンバレン――君に作戦を命じ、現場でレギオンを指揮していた騎士たちだ」

　ふたりは今、『箱根の関』にいた。

　駒こまヶが岳だけ付近に位置する軍施設・中央発令所。そのなかの一室だ。

　この土地が関東将しよう家けの版はん図とであった頃は、『箱根鎮守府総司令』が使用していた執務室である。今は英国とエドワード王子のものだった。

　モリガンの本体《モルガン・ル・フェイ》の神格基板も、この発令所にある。

　だが、数十分前までは富士鎮守府の分身に憑依して、向こうでの戦闘に参加していた。結果は敗北――。

　屈辱に歯は嚙がみするモリガンを前にして、〝王子殿〟は言う。

「モリガンくんのことだ。開戦前、彼らに忠告したんじゃないか？　『兵数で勝る敵軍を相手に、不用意な攻撃を仕掛ける必要なし。《モルガン・ル・フェイ》と共に専守防衛し、箱根からの増援を待つべし』、なんてね」

「その、とおりです」

「しかし、デフォーもチェンバレンも進言を無視した」

「…………」

「伯お父じ上うえが名古屋攻撃に参加できなくなった埋め合わせに、富士市をふくむ箱根近辺から手て練だれを向こうへ送った。代わりに富士の守備役として抜ばつ擢てきしたのがデフォーとチェンバレン。若手の騎き士し侯こうふたりだ」

　エドワードは両目をつぶり、推測をはじめた。

「ふたりとも騎力は七〇程度。まだ女王騎士の資格はない。ここですこしでも戦果をあげておきたい。ちょうどよく駿する河がの軍勢が攻めこんできた……。すかさず、モリガンくんに牽けん制せいを指示。陣形を乱した東海道軍に速攻を仕掛ける」

　ここ数十分の出来事を、見てきたように語る。全て正解だ。

「でも、敵の指揮官はわかっていた」

　エドワードは肩をすくめた。

「冷静に現状維持を選択……。密集陣形を崩さず、デフォーとチェンバレンの小細工をあしらいながら、そのまま押し切って優勢勝ちだ」

　指揮官の慧けい眼がんに驚き、モリガンは人形の目をぱちくりさせた。

　あいかわらず、遠い戦場で起きた事象を見てきたように把握してみせる。

「そこまで、読めるのなら……べつの騎士侯を富士に、配置しても、よかったのでは？」

「あいにくと人手不足だった。それにバカを言わないでくれ」

　エドワードはため息まじりに言う。

「僕は透視力者でも予言者でもないぞ。実戦の前にそこまでわかるはずないだろう？」

「十分、透視力者じみて、います」

　賛さん辞じではなく、むしろ皮肉めかしてモリガンはつぶやいた。

　これは魔術でも超感覚でもない。

　前世のエドワード王子が修しゆ羅らのごとく戦場での経験を積みかさねた結果、自然と身につけた洞察力なのだ。

　もしかしたら、今夜の敵将も同じ深さで読んでいたのだろうか？

　一方、エドワードは考えこんでいた。

「このタイミングで駿河が富士を攻めてきたか。伯父上の敗北とそのための修正にともなうゆがみ、明日や明後日なら修正も間に合ったんだが……」

　敗因を分ぶん析せきしながらも、王子の口元はなぜかほころぶ。

「やっぱり、彼の采配なのかな？」

　そのときだった。モリガンは念ねん波ぱを感知した。

　念ねん導どう士し官かんらが報告している。富士鎮守府より伝令付きの小型随ずい獣じゆうが到着。エドワード総司令の判断を求む、と。

「王子殿プリンス。富士鎮守府より、伝令が届きました。『箱根より富士まで、連絡請こうと』」

「ほう」

　面白そうに黒王子はにやっと笑い、いたずら小僧のように言う。

「モリガンくん。有線電話、だったか。あれをかけてくれ。相手は富士鎮守府の司令室。すぐに出てくれるはずだぞ」

「了、解」

　機械関係が苦手な中世人からの依頼に、モリガンはうなずいた。

　箱根の関と富士鎮守府。

　英国軍による征服後はどちらも維新同盟の掌しよう握あく下かにある。電話でのやりとりもひんぱんに行われていた。

　執務室のデスク。その上の電話機をモリガンは操作した。

　スピーカーモードをオンにして、「どうぞ」と会話をうながす。

「やあ」

『そこにいたか』

　電話機にエドワードが声をかけて、すぐ。

　淡々とした声がスピーカーから返ってきた。モリガンも聞き覚えがある。橘たちばな征まさ継つぐ。富士市郊外でまみえた、東海道の騎士侯である。

『王子どのも富士に――こちらに向かっているのかと思った』

「すこし箱根の方で野や暮ぼ用ようがあったのでね。だが、僕の近衛このえを派遣したところだ。ナイト・オブ・ガーターを三〇〇騎、富士市に向かわせている」

『王子どの自身は必要ないと？』

「実は後悔している。まさか、君がここにも出てくるとはね」

　エドワードは肩をすくめている。

『富士市、奇襲を受ける』の報を聞いて、すぐに黒騎士の軍団を派遣した。

　戦場で《モルガン・ル・フェイ》がサポートすれば、黒王子不在でも十分に戦えたはずなのだ。並の敵が相手ならば。

　モリガンは屈辱をかみしめつつ、上官たちの会話を聞く。

「聞いているよ。今日の昼間、橘どのは名古屋でもご活躍だったと。半日も経たたない間にこちらへ攻めこむとはまさに神出鬼没……いや」

　電話越しに謎の敵将と語らいながら、伝説の王太子は微笑ほほえむ。

「兵は神しん速そくをこそ尊たつとぶ――かな。さすがだよ。軍師とか名乗りたがる輩やからは無駄に凝こった戦法なり奇策なりを練りたがるがね。だが、用よう兵へい家かは巧こう遅ちより拙せつ速そくに傾くべし。神速ならば尚なおよし。橘どのはいくさの要よう諦ていをよく心得ておられる」

『…………』

「伯父上をはめた罠わな猟りようの仕掛けといい、ここ二日間の東とう奔ほん西せい走そうぶりといい、君の采配はどれもいちいち興味深い。君の――」

　ここでエドワードは言葉を切り、挑むように宣告した。

「真まことの名と合わせて、すこし考察してみたいところだ」

『過分な評価、おそれいる。……それでどうする？』

「さて。我わが黒騎士たちを一時足止めして、その間に僕も出陣……君といよいよ雌し雄ゆうを決するというのが第一の選択肢しだけれども」

『昨夜はリチャード王、今夜は王子どのか。豪勢すぎる晩ばん餐さんが続くな』

「それだ。伯父上は昨晩、あれだけ大盤ぶるまいしたというのに、君は四〇〇騎も兵を使ってない。みごとな手並みだったよ」

『だいぶ神経をすりへらしたがな』

「そうだろう。しかし、おかげで君のもとには無傷のレギオン――あの赤紫の剣士たちが五、六〇〇騎は残っているはずだ。あるいはそれ以上、ね」

　モリガンは瞠どう目もくした。

　謎めいた敵将・橘征継の騎力は一〇〇〇以上。そう黒王子は想定している。

　騎力一二五六に達した己おのれと、同等の将だと見ているのだ。リチャード獅し子し心しん王おう、大英雄カエサル、ネルソン提てい督とくらに肩をならべる英えい傑けつだと――。

「君の軍団は昨日、不自然にすくなかった……。そのことを知ったときに思ったよ。『やはり僕の襲撃にそなえて温存したのか』と。もしかしたら、うぬぼれかな？」

『さあな。俺が言えるのはただひとつ』

　電話機のスピーカー越しに、橘征継は淡々と言った。

『……先日拝見した英国流の布ふ陣じん、箱根の地にて打ち破る用意、当方にあり』

「ほう。僕の英国式長弓陣モード･アングレを」

『されど貴公がお望みならば、今こ宵よい、富士にてご披ひ露ろうつかまつる。以上だ』

「すばらしいな。日本に来て以来、これほど血が熱くなったのは初めてだよ。そうと言われたら是ぜ非ひ、完全なる英国式で橘どのを迎え撃ちたくなった」

『では』

「今日のいくさはここまでとしておこう」

『決戦はいずれ、箱根の関で』

「ああ。君と僕との約束だ」

　会話はそれで終わりだった。電話が切れた。

　ナイト・オブ・ガーターの武具を弓に変えて、長弓隊を編成する。それが武ぶ勲くん《クレシーの射手》。エドワード王子の代名詞というべき武勲である。

　その打破をめぐる名将同士のやりとり。

　騎士とサムライの威信をかけた、一種の前ぜん哨しよう戦せんであったのだが。

「もしかすると……橘どのは〝サムライ〟ではないのかな？」

　ぼそりと言う上官のつぶやきに、モリガンは驚きよう愕がくした。




　一方、富士鎮守府の城じよう代だい執務室。

　すこし前まで、二名の英国騎士侯に割り当てられていたという。

　部屋の隅の安楽椅子には、生きた人間かと見まごう少女型の人形がすわっている。小こ柄がらで金髪、白人美少女を模したものだった。海兵服を着ている。

　念導精霊の依代ではないか。そう念導士官たちは推測していた。

「ねえ、お兄さま」

「なんだ？」

　箱根のエドワード王子との電話、その終了直後であった。

　レギオン戦を制したあと、征継は初はつ音ねおよび地上部隊と共に富士鎮守府の内部に乗りこんでいった。各施設を制圧するためだ。

　そして、真っ先にこの執務室を確保させたあと。

　箱根に向けて、『連絡請う』と伝令を派遣させたのである。

「黒王子さん、お兄さまが兼かね定さだを温存してるだろうって考えてたけど……実はあんまり残ってない、が正解なのよね？」

「ああ」

　本拠地の近くで戦死したレギオンは一日ほどで復活する。

　近く――具体的には、約一〇キロ以内というところだ。しかし昨晩、征継は駿河市から一〇キロ以上離れて、薩さつ堆た山さんでリチャード軍を迎え撃った。

　そこで一六〇騎ほどを失った。この兵たちの復活には一週間近くかかる。

『本拠地で戦うかぎり、レギオンの補ほ塡てんはきわめて容易』

　それこそが最大のホームアドバンテージなのだ。

　また、征継には例の『霊液をふつうに補給できない』制限がある。今すぐ召集できる兼定、一二〇騎がいいところであった。

「お兄さまの采配がいろいろすごかったからこそ、伝説の王子さまが自分と同格だって誤解してくれたのはわかるわ。これもお兄さまの実力みたいなものだって」

　初音がしみじみとコメントした。

「ただ、ちょっとだけ詐さ欺ぎみたいよね」

「そう言うな。すくない兵で大国の軍と戦うとき、大切なものが三つある。第一は〝敵をあざむく〟こと。第二は〝敵を恐怖させる〟こと。最後は……」

「もしかして、ハッタリ？」

「そのとおりだ。飲みこみがいいな」

「でもよかったわ。向こうの王子さまがハッタリを真に受けてくれて」

「それはすこしちがう」

　無邪気によろこぶ妹分へ、征継は言った。

「英国式の布陣は攻撃よりも防御に使うべきものだ。だから俺は富士まで攻めてきてもいいと誘ったし、やつはそれに乗らなかった。逆に『箱根の地で迎え撃つ』と言われた。あれは絶対に勝利をもぎとるという宣言だぞ」

「攻撃より防御……？」

「ああ。本番前までに、何か攻略法を考えておかないとな」

「そ、そっちもハッタリだったのねっ」

「なに。とりあえず今夜の戦いは避けられた。当座はそれで十分だ」

「それもそうね。明日は明日の風が吹くっていうし」

　豪ごう傑けつ一族らしい割り切りの早さで、初音がうんうんうなずいている。

　そんな妹分へ、征継はおもむろに言った。

「ところで初音。おまえに前から頼みたいことがあった。いい機会だから伝えておく」

「どうしたの、いきなりあらたまって？」

「来月頭の学園祭を覚えているか？　俺はこれでも実行委員。しかもミスコン担当だ。女子の参加者が足りないから、おまえにも協力をお願いしたいんだが……」

　珍しく初音が『じと～っ』と批判的な目つきになっている。

　怪け訝げんに思い、征継は理由を訊たずねた。

「どうした？」

「今は維新同盟と戦ってる最中だし、ミスコンは軟派すぎないかしら？」

「こういうとき、娯楽を必要以上に自じ粛しゆくするのはよくないぞ。どこかで気晴らしをしておく方がいい。うちの学生にも、俺にも、息抜きは必要だ」

「お兄さま、楽しみにしてたのね……」

「富士市を東海道側にとりもどせば、駿河の状況もだいぶマシになる。学園祭やミスコン程度なら、つつがなく開催できるだろう」

「なんだか、ミスコンのために富士市を奪還したみたいにも聞こえるわね」

「…………」

「お、お兄さま!?」

　うかつなことを口走らないよう、無言に転じる征継だった。
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　一一月一二日。

　名古屋の陥かん落らくと富士市奪還、すでに四日前の出来事だった。

「ちょっと感動だわ。お店にちゃんと商品がならんでいるの、ひさしぶりだもの」

「毎日のように山梨方面から物資が届けられているからな」

　駿する河が市内のスーパーでの会話だった。

　初はつ音ねと征まさ継つぐはそろって買い出しにやってきたのだ。

　学生寮からも近い大型店てん舗ぽ。すこし前まで食料品や飲料のコーナーはがらがらのすかすか、空気しかならんでいなかった。

　だが、今は潤じゆん沢たくと言えないまでも、売り場の半分ほどが商品で埋められている。

　肉・野菜・魚などの生鮮食品をはじめ、インスタント食品、お菓子類などもようやく復帰をはたしていた。

「水で溶いた小麦粉をうすーくパリパリに焼いて、味付けして、お菓子代わりにする生活とようやくおさらばできるのね……」

「そんなことをしていたのか、おまえは」

「人はパンのみにて生きるにあらずよ、お兄さま」

　維新同盟によって、駿河一帯は一カ月以上も封ふう鎖さされてきた。

　人間も物資も出入り不能。流通はストップ。食糧等は市と鎮ちん守じゆ府ふが配給制にして供給をコントロールすることで、どうにかやりくりしていたのだ。

　夢と彩いろどりに欠けるパティシエ生活を告白したあと、初音がしみじみと言う。

「品しな揃ぞろえはまだまだだけど、お買い物できるってやっぱりいいわ」

「たしかに、インフレとかで経済崩壊した国みたいだったよねー」

　社会派の相づちは小お此この木ぎ泰たい世せいのものだった。

「お金があっても店で買えるものがない、みたいな……。今日、ひさびさに購買でパンを売っていて、ぼくもちょっと感動しちゃったよ」

　生徒会副会長にして、征継の数少ない友人でもある。

　皇こう女じよ専用寮舎の黒くろ百ゆ合り寮りよう。そこで初音は主あるじの志し緒お理りといっしょに暮らしている。今日は授業のあと、寮の備品や食糧を買い出しにきた。

　それに泰世もつきあっている。市内の自宅へ帰るついでだった。

「征継くんたちが富士市を取り返してくれたおかげだよ」

「名古屋から騎き士し侯こうたちを連れてこられたことも大きかった。おかげで軍団と指揮官をぐんと増やせた」

　駿河市の西には、掛かけ川がわ市と掛川鎮守府がある。

　駿河市の東には、富士市と富士鎮守府がある。

　ここ一カ月、どちらも維新同盟に制圧されていた。この東西のラインを走る鉄道は全て運行停止で、車道も通行止めであった。

　しかし、富士市からは北に――国道がのびている。

　東海道将しよう家けの領土である山梨県エリアにつながる道であった。

　富士市を奪還したことで、『駿河～富士～富ふ士じの宮みや～甲こう府ふ』という『静岡から山梨へ』ルートを自動車が移動可能になったのだ。

　一般車両が自由に行き来できる状況では、まだない。

　だが、警護付きで輸送トラック団が通行できるようにはなった。

　そして、その通行を守護するのが駿河、富士、山梨南部の各鎮守府である。

　名古屋から連れてきた騎士侯たち、前に富士鎮守府で救出した騎士侯たちを配属して、防衛ラインを築きあげた。

「日本という国は山ばかりだからな」

　ぼそりと征継はつぶやいた。

「陸路の移動では、山越えのルートを確保できることがなにより重要になる。だだっぴろい関東平野のような例外はあるだろうが……」

「でも、これで『めでたしめでたし』じゃないよねえ？」

「もちろん、そうだ。駿河の西は、掛川からもう維新同盟の勢力範囲。東も箱はこ根ねと伊い豆ず半島が維新同盟に取られたまま。駿河湾の制海権もあちらにある」

　泰世があまり楽観していないようなので、はっきりと言う。

「東も西も敵の勢力圏という状況、大きくは変わっていない」

「だよねえ」

「なんだかオセロみたいだわ。左右や上下を敵に挟まれたら、もうダメ～ってなるの」

　初音のつぶやきに、征継はうなずいた。

「結局、鎮守府を多く取るほど有利になる陣取りゲームだからな。挟まれたり囲まれると一気に不利になる。たしかにオセロに似ているかもしれん」
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「そう考えると、一気にわかりやすくなるわね。……あ、お兄さま」

　話の途中で、初音がある棚たなの最上段を指さした。

「それ取ってもらえる？　関西人ご用よう達たしのお好み焼き専用ソース」

「これか」

　征継の身長は一七五センチ。初音は一六〇弱だろうか。

　指定の品に手をのばし、妹分に渡すことで、より長身な男としての義務を果たす。『はいからさん』姿の初音がくすっとうれしそうに微笑ほほえむ。

　その一幕を見て、ふと泰世がつぶやいた。

「最近、ふたりの雰ふん囲い気きがちょっと変わってきたよねえ」

「えっ？」

　いきなりの指摘にどきっとする初音。泰世はさらに言う。

「前よりも仲よさそうというか、本当の兄妹きようだいみたいというか」

「そ、それはそうよっ。初音もお兄さまもずっといっしょに――その、がんばってきたんだから。姫様と駿河を守るために、必死だったのよ、これでも」

「自然とチームワークがよくなったんだねえ」

　納得顔の泰世に対して、初音はひどく『どきっ』とした面おも持もちだ。

　会話を聞きながら、征継はひそかにうなずいた。

　小此木泰世はなかなかととのった顔立ちの高校生男子である。

　だが、女子との浮いた話ひとつない朴ぼく念ねん仁じんでもある。『カップル』とか『新婚夫婦』のような言葉がここで出てこない。まさに泰世の真しん骨こつ頂ちようであった。

　そんな友人は市内の自宅に帰るため、ひとりでスーパーを出ていった。

「じゃ、次は鎮守府の方ね」

「ああ」

　ふたりきりになると橘兄妹は店を出て、駐車場へ向かった。

　東京近郊とちがい、自家用車がないと駿河市近辺ではなにかと不便だ。皇女専用寮舎の『備品』というべき車を停とめてあるのだ。

　皇こう国こく日本の法律では、満一六歳から普通免許を取得できる。

　運転席に初音、助手席に征継が乗りこんだ。

「泰世さんったら、急にあんなこと言うから、あわてちゃったわ」

　エンジンをスタートさせる前、初音が言った。

「仲がよさそうだと言われただけだぞ？」

「そ、それはそうだけど。でも、いろいろ事情があるからっ」

「いろいろ？」

「ほら。最近は毎朝、お兄さまとふたりで……」




　橘たちばな征継に霊液を分けあたえる役目。

　今は初音のものだった。以前は皇女志緒理がひそかに行っていた。が、その負担から姫君は体調を崩してしまったのである。

　征継はそのために連日、初音の部屋に通っている。

　皇女の寮舎には、専属女官兼護衛役の寝室もひとつあった。

　早朝、そこをこっそりと訪ねて、早起きしていた初音と肌を重ねて、その体に宿る熱と霊液を分けてもらっていた。

　女官の仕事もある。初音は毎朝、結構いそがしくしている。

　だから早朝の五時頃、まだ暗いうちに部屋へ行く。今朝もそうだった。

　しっかり起き床しようしていた妹分。うすい肌はだ襦じゆ袢ばんが一枚だけといういでたちで、恥ずかしそうに征継を迎えてくれた。

　ふたりで緑茶など飲み、ベッドにならんですわり――

　適当な話をしながら初音はもじもじしたあと、おもむろに言った。

『お、お兄さま。そろそろ……』

『ああ』

　誘いを受けて、征継は手をのばす。

　強引にならない程度の微妙な力加減で妹分を引きよせて、抱きしめる。

『姫のお体に必要以上の負担をおかけしたのは、俺のミスだった。ああいうことを繰りかえさないよう、気をつけなくてはな』

『初音の体なら大丈夫よ。頑丈にできているもの』

『たしかに、おまえの体はずいぶんと立派だ』

『そうでしょう？　これでもたっぷり鍛きたえてるんだから』

　征継のコメントを微妙に誤解している初音。

　全体的には細いくせに、ずしりという量感が胸からも腰まわりからも感じられる。

　原始、女性は太陽であった――。そんな文句を思い出すほど、実りと豊ほう穣じように満ちた初音の体を抱きすくめると、征継はえもいわれぬ満足感を覚える。

　みしっ。むちっ。しっかりとした張りと感触が押し返してくる。

　しかも、あたたかいというより〝熱い〟。初音の全身はいつも熱かった。

　血行がいいからか。あるいは、精神的にすこし幼いところがあるせいか。そんな肢し体たいをこのところ毎朝、抱きすくめている。

　だが、もちろんそれだけで終わらない。

　初音の――妹分のやわらかな肌と首筋に顔を埋めて、唇くちびるを押しあてる。

『ん、んんんんん！』

　唇から洩もれ出る、可か憐れんなうめき声。

　あるいは、征継が押しあてた肌の冷たさと身体的な心地よさに驚きつつも、しかし、しっかりと受けとめてくれている……。

　征継の目の前で、初音の肌襦袢がはだけている。

　深い胸の谷間を間近でのぞきこむことさえ、可能だった。

　その気になれば、初音がまとう薄布をはぎ取ってしまうことさえも可能だろう。気丈な妹分ははじめこそ動転して、文句を言うものの、たぶん受け入れてくれる。

　最後には『こくり』とうなずいて、柔やわ肌はだの全てで橘征継をあたためてくれる……。

　だが、もちろんやらない。そんな狼ろう藉ぜきは仲がもっと深まってからでいい。たとえば、征継の求婚をこの少女が受け入れてからでも。

　その時はおそらく、そう遠いわけではなかった。

　ともあれ、ひととおり征継を受け入れて、結果として大いに居住まいを乱し、声を上げてから、初音はしおらしいほどのささやき声で愚ぐ痴ちる。

『もう……お兄さまったら、本当にいたずら好きなのね。いつもいつも……』

　羞しゆう恥ちで頰ほおを赤く染め、非難するような口ぶりだった。

　橘初音という少女、一般的には決して女性的と言われないかもしれない。

　しかし、征継の前でだけ見せてくれる〝そういう顔〟はなんとも初うい々ういしく、可憐で、なにより愛おしかった。




　駿河市の西、有う度ど山やまと久く能のう山さんがならぶ丘きゆう陵りよう地帯。

　初音が運転する乗用車はその山道を軽快に駆けのぼっていく。もうすぐ駿河鎮守府に到着するところだ。

「初音。おまえも朝はやることがいろいろあるだろう」

　助手席で征継は言った。毎日の霊液補給、朝でなくともと思ったのだ。

「これからは夜、おまえのところに行っても……」

「だ、ダメよ。夜だと――姫様も起きていらっしゃるかもしれないし。ああいうことしてるって、音とか気配で気づかれたら」

　初音はぶんぶんと頭を振って、夜の儀式を否定する。

「ちょっと――ううん。すごく恥ずかしいわ……」

「ほう」

「だ、だから明け方がいいの。姫様も眠ってらっしゃるはずだし」

「そうか」

　さて。征継たちの主人は特別な力をいくつも持っている。

　いわゆる〝霊感・第六感〟の類たぐいも鋭いように見える。そのせいだろうか。もろもろの秘め事にも徒ただ人びとより鋭敏である……ような気がする。

　たとえば今朝なども。

　初音の部屋を辞じしたあと、寮の玄関ホールまで行ったところで。

　ばったり皇女殿下と出くわしてしまった。寝間着にナイトガウンという格好だった。

『ど、どうしたのですか、征継さま？』

　朝の六時前。だが、志緒理はすでに起きていたらしい。

　たまたま早起きだったのか、あるいは何かの気配に感づいて、寝床を抜け出したのか。ともあれ、皇女殿下はあわてた様子であった。

『こんな時間にもどって――い、いえ、寮へ来るだなんて……』

『忘れ物をしました』

『そう……ですか』

　こんな会話のあと、志緒理はそそくさと奥へひっこんでいった。

　もしかしたら。配下の騎士たちがふたりで霊液補給につとめている気配を察して、何か思うところがあり、皇女は落ち着かない気分で寮内をうろついていた――。

　そんな事情でもあったのかもしれない。

「そうだ、お兄さま。姫様のことで相談があるの」

　不意に初音が言った。

「最近の姫様、お兄さまと初音がいっしょにいると、何か言いたそうにしているときがないかしら？　胸のなかでもやもやしていることがある、みたいな」

「…………」

「ときどき『言いたい、でも言い出せない！』みたいな雰囲気になるの」

「たしかに、そういうときがあるかもしれないな」

「でしょう!?　あれはきっと日本と東海道の将来を考えて、ご心労がたまっていらっしゃるんだわ。初音たちに悩みを打ち明けたり、相談したいことがあるのよ」

「ほう」

「お兄さま。ふたりでがんばって、姫様のお心を明るくして差し上げましょう！」

「承知した」

　小此木泰世の朴念仁ぶりとはまたちがう、橘初音の善良さと単純さ。

　妹分のこういう大らかさ、征継などにはなんとも可愛らしく、また微笑ましい。対して、自分たちの女主人はもっと複雑な性格だ。

　清せい濁だく併あわせのみ、なかなかに悪あく辣らつであるくせに、純情な乙女の面もある。

　聡そう明めいで弁べん舌ぜつさわやかな藤ふじの宮みや志緒理が言いにくそうにすることなど、いくらもない。近いうちに彼女とあらたまって話をするべきだろう。

「お兄さま、もうすぐ着くわよ」

　が、さしあたっては駿河鎮守府での野や暮ぼ用ようを済ませる必要があった。

　今日は総そう督とく・秋あきヶが瀬せ象しよう山ざんとの〝面会〟があるのだ。
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「引退？」

　皇こう女じよ志し緒お理りが怪け訝げんそうにつぶやく。

　だが、すぐに事情を察した体ていでうなずいて、老ろう総そう督とくに訊たずねた。

「もしかして、名古屋陥かん落らくの責任を取られるおつもりですか？」

「まさに殿下のおっしゃるとおりです」

　秋あきヶが瀬せ象しよう山ざんはあっさりと認めた。

　駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの衛生課内、特別病室である。重傷を負った総督・秋ヶ瀬象山はいまもこの部屋で療養中なのだ。

　見舞いに訪れた皇女へ、彼はおもむろに告げた。

　東海道総督の地位を近日中にしりぞくと。このとき征まさ継つぐはお供として、皇女のすぐうしろにひかえていた。初はつ音ねはいない。病室の外で待機中だ。

　騎士ふたりが話題にした〝もやもや〟など、今の女主人は微み塵じんも見せない。

　凜り々りしく、才気に満ちた面おも差ざしで、東海道総督と向き合っている。

「維新同盟を押しかえすこともできず、州都名古屋まで陥おとされた大失態……」

　秋ヶ瀬立りつ夏かの父は自じ嘲ちよう気味に言う。

　皇女を迎えるためにベッドから起き出して、車椅子にすわっている。彼はじろりと、そばによりそう愛まな娘むすめを不満げに見やった。

「本来なら腹でも切って、州民と家臣に詫わびるべきところではありますが」

「そんな真似をされては東海道将しよう家けのイメージが悪くなると、私が諫かん言げんいたしました」

　しれっと立夏が口をはさむ。

　入院した父につきそう娘という立場だが、黒い軍服姿だった。

「戦国大だい名みようだって、そこまでする者は稀まれでした。艦ふねと運命を共にした艦長の逸いつ話わを美談に仕立てた大日本帝國の時代でもない。まあ、騎き士し侯こうのなかには感じ入る者もいそうですが……民たみやメディアは逆に引きます」

　つらつらと立夏は意見をつづける。

「いまどきの州民はもっとドライです。そもそも秋ヶ瀬家が東海道の主あるじとなったのは、ほんの五〇年前。その前の支配者は南なん朝ちよう――帝國政府ですし、その前は徳とく川がわ親しん藩ぱんの大名家たち。父上の死に意気を感じてくれる可能性は低いでしょう」

「ふん……」

　傷ついた父親に接する長女としては、あいかわらず厳しい。

　しかし、ふたりの間の空気は自然だった。いがみ合っているふうでもない。ごく自然な『家族の会話』の範囲内、なのかもしれない。

　これを親子で是ぜとする秋ヶ瀬家、やはり武門の名族ということか。

　うなずいたあとで、征継はおもむろに口を開いた。

「では総督閣かつ下か」

　皆の視線がこちらに集まる。身分でいえば、征継こそがこの場で最も縮こまるべき者なのだが。悪びれず、遠慮もせず、直ちよく截せつに訊きく。

「閣下の地位はどなたが継がれるのか、うかがってもよろしいか？」

「もちろんだ、橘たちばなどの」

　秋ヶ瀬象山もまた、対等と認める口ぶりで答える。

　まっすぐ征継を見つめてから、ちらりと傍かたわらの長女に視線を向けた。

「我わが子は三人……立夏の下に男児がふたりいる。が、いずれも器量という点では姉に遠くおよばず。ならば女の身ではあるが――」

「立夏どのをお世継ぎにされるおつもりか」

「いかにも」

　視線の意味を察した征継に、老総督は重々しくうなずいた。

　すると、心配そうに志緒理がささやく。

「現在の難局を乗り切るための人選としては、このうえないご決断だと思います。ですが、ご子息たち――特にご長男のお気持ちにしこりを残すのでは……」

「たしかに。皇女殿下のおっしゃるとおりです」

　ここで秋ヶ瀬象山はやや意地悪く、唇くちびるの端を曲げた。笑ったのだ。

「だが幸い、あやつらは姉に頭の上がらぬ軟弱者ぞろい。立夏とちがい、東海道随ずい一いちの将というよりどころもない。まあ、妙な意地で我がを通すこともないでしょう。むしろ文句を言いそうなのは……」

「ご家臣のどなたか、でしょうか？　たとえば、ご子息おふたりに近い筋の」

「はははは。殿下はご慧けい眼がんでいらっしゃる」

　皇女の聡そう明めいさを面白がるように、老総督は目を細めた。

　皇国日本において、総督の地位は世せ襲しゆう制だ。そして、男子相続というのが不ふ文ぶん律りつ。形式や慣習にこだわる人間にとって、女性の立夏が世継ぎとなることは、すくなからず不愉快であるにちがいない。

　まして、その人物が『総督の男児』の後見人などであれば尚なお更さら――。

　そこを志緒理は危き惧ぐしたのだ。しかし、立夏の父はにやりと剛ごう毅きに笑う。

「一応、前総督の秋ヶ瀬象山なる男が新総督の後ろ楯だてとして、目を光らせる……そういうつもりでおります。この老いぼれが健在で、維新同盟が暴れまわっているうちは、立夏の地位もまあ安あん泰たいでしょう」

「実質的には、今までとそう変わらないということです」

　ひさしぶりに立夏が発言した。

　跡継ぎの話になってからは、口をつぐんでいたのだ。

「私の本分は武将であること。また、秋ヶ瀬立夏ほどの騎士侯を城の奥に温存しておくような贅ぜい沢たく、今の東海道には許されません」

　冗談で自画自賛したあと、立夏はにやりと笑った。

「私は今までどおりに騎士筆ひつ頭とうとして軍務をつづけます。が、そのついでに『新総督』という名目の広報係になり、せいぜい人気取りにつとめるつもりです。政務の面倒なところはひきつづき父にまかせましょう」

　その言いぐさに、父親はふんと鼻を鳴らす。

　しかし立夏は「引退後はどうせ暇ひまなはずです」とうそぶいて、さらに言う。

「ここ最近、失態ばかりの東海道将家が州民からの信頼と人気を取りもどすには、受けのいい筋書きを用意すべきなのです。たとえば『女で、しかも騎士侯でもある前総督の娘がトップに立ち、維新同盟を駆く逐ちくする』というような……」

「ご事情、理解いたしました。では、おふたりにおねがいがございます」

　志緒理はしとやかに微笑んで、秋ヶ瀬親子にうったえた。

「よろしければ、わたくしに〝売りこみ〟をお許しくださいませ」

「ほう。殿下のようなご貴人が何をお売りになられると？」

「力と知恵を」

　車椅子に座す老人の問いへ、志緒理は間かん髪はつをいれずに答えた。

「新たな東海道総督と、そのお父上に申し上げます。わたくしたち――藤ふじの宮みや志緒理とその郎ろう党とうの助すけ太だ刀ちをお買い求めになりませんか？　なんらかの形で雇用していただければ、報酬と地位に応じた分のはたらきをしてみせますが」

「志緒理殿下と征継どの、それに橘初音の助太刀ですか」

　くすりと微笑む皇女を前にして、新総督就任が決まった騎士姫はつぶやく。

　藤宮志緒理と秋ヶ瀬立夏、正面からの対たい峙じであった。

「ご歴々の力量を間近で見てきた私としては……引退する老人が何を言おうと、金に糸目を付けずに囲いこみたい人材です。が、しかし」

　何か言いたげな父を視線で牽けん制せいしながら、立夏は言う。

「尊い皇こう家けの姫君を雇用というのは、いささか不敬に過ぎるという気も……」

「雇用契約では問題があるのなら、相談役、食しよつ客かく、居い候そうろう、いかような名目でも結構です。要は皇家ではなく、わたくし個人と秋ヶ瀬家のみなさまにある種の契約が成立している――そういう関係になれればと思います」

「皇家ではなく、志緒理殿下と秋ヶ瀬家の関係ですか」

「はい。さらに言えば、わたくし個人と秋ヶ瀬立夏さまの」

「なるほど」

　父によく似た剛毅さで、立夏はくくっと笑った。

「まあ、皇こう都とたる東京が志緒理殿下にとって、決して居心地のよい故郷でないことはわれわれも存じあげるところです」

「自分で言うのもあれですが、そのような皇女など厄やつ介かい者ものでしかないでしょう」

　いたずらっぽく言ってから、志緒理は自信を持って付けくわえる。

「ただし、平時であれば。そして今の東海道にとって、替えの効かない人材になれるという自信がございます」

「そこは私も全面的に同感です。……いかがですか、父上？」

「殿下のようなお立場の貴人を招き入れるのは、ご自身でおっしゃったとおり〝厄介〟以外の何ものでもないはず」

　秋ヶ瀬象山は苦笑いして、肩をすくめた。

「だが、今のわれらはそんな贅沢を言える立場ではない。しかも、その姫君に『土ひじ方かた歳とし三ぞう』という懐ふところ刀がたながついているのであれば、尚更」

「総督閣下」

　征継は頰ほおをかすかにゆるめて、微笑した。

「その名についての事情、閣下はとっくにご存じかと思っていたが」

「くわしく聞いておるとも、橘どの。そのうえで意見を言わせてもらえば……」

　海千山千の老人はふてぶてしく言った。

「本物であろうとなかろうと、どちらでもかまわん。役を演じる者が土方どのと同じか、それ以上の英えい傑けつで――しかも、そうと名乗っても不審に思われない人物ならば」

「役、か」

「我が陣営に土方歳三あり。その事実のみで兵も騎士侯も勢いづく。劣勢の東海道将家にとっては、なによりの護ご符ふとなるだろう。橘どのには悪いがな」

「いや、べつに」

　数日前の富士市奪還を思い出して、征継はあっさり言った。

「名前にこだわりはないので、俺はどうでもいい。〝本物〟には悪いと思うが……土方歳三の看板、なかなか役に立つ。使わせてもらえる分にはありがたく使う」

「なんと、そう来たか」

　ふたたび老総督は苦笑いした。

「節操がないというか、身もふたもない男なのだな、橘どのは。その前世が名高い英雄であるのなら、名前に人一倍のこだわりがあってもよさそうなものだが……」

「そういうものなのか？」

「もちろんだ。大日本帝國の頃におわした復活者リザレクト、大だい楠なん公こう・楠くす木のき正まさ成しげどの、真さな田だ信のぶ繁しげ公こうもそうであられたと聞く」

「ほう」

　秋ヶ瀬象山からは、老練な古ふる強つわ者ものの〝におい〟を感じ取れる。

　だからなのか、征継は彼にすこし親近感を覚えていた。初音などと語らうときと同じ気安さで向き合っている。

　そんな〝名無しの復活者〟を見て、老総督はつぶやいた。

「第二次大戦において帝國は敗れ、あの方々も戦死されるか、封印の憂うき目に遭あった。そうでなければ、橘どのにこのような役を持ちかける必要もなかったのだが」

「…………」

「さて。復活者といえば、ローマの建国者どのは今頃どうしているやら」

　東方ローマ帝国軍の大だい元げん帥すい。稀き代たいの大英雄。

　エドワード王子以上に、東海道の運命を左右するかもしれない異邦人。彼のことを話題に出して、秋ヶ瀬象山はため息をついた。
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　鳥がはるばる海を越えていく。

　ただし、海鳥ではない。なんと翼長四メートル近い大おお鷲わしだった。

　本来、外洋や沖合ではめったに見られない鳥だ。しかも大型猛もう禽きん類るいの標準サイズを凌りよう駕がするほどの巨体。この大鷲は随ずい獣じゆうなのだ。

　東方ローマ帝国軍が使う中型随獣、アクィラである。

　太平洋、東シナ海を経へて、ついに東方ローマ帝国の領海へとやってきた。実に二七〇〇キロを超す空の旅だった。

　スタート地点は日本の東海道地方、駿する河が市。

　アクィラは二〇時間ほどで、ついに香港ホンコンランタオ島南部の軍港に到着した。

　尋常の鳥類ではありえない速度・体力である。このアクィラがまっすぐめざした目的地、それは港に停泊する大型ガレオン艦フェラータであった。

　人造霊液を用いた流りゆう体たい炉ろによって稼か働どうする。

　大英帝国でいえば、駆く逐ちく艦かんティンタジェルなどと同系の艦となる。

　目当ての人物は供もつけずに甲かん板ぱんを歩き、己の乗船を楽しげに視察中だった。

　古代ローマ風の衣装を赤いマントでいろどった復活者リザレクトである。この艦はローマ建国の英雄、大元帥カエサルの御ご座ざ船せんなのだ。

　目の前に降りてきた随獣アクィラへ、カエサルは当たり前のように問う。

「来たか、ヤン参さん謀ぼう。駿河鎮ちん守じゆ府ふでの新生活はどうだ？」

「もちろん、あそこの食堂で本格中華を食えるなんて期待はしてませんでしたけどね」

　大鷲の嘴くちばしから発せられた回答、アレクシス・ヤンの声と口調だった。

「中華料理らしき食いものだって、チャーハン、ラーメン、焼き餃ギヨウ子ザしかない。あとは天てん津しん丼どんって謎料理だけです」

「ほう」

「早く香港に帰って、ちゃんとした広東カントン料理を娘と食いにいきたいッスね」

「なかなかすばらしい美食家ぶりだな。外食はもっぱら快餐店フアストフードとやらを利用している男とは思えないほどだ」

「国外に出ると、故郷のよさがわかるってアレですよ」

　生き真ま面じ目めさが不足気味のローマ軍人、アレクシス・ヤン。

　彼の肉体は今、駿河鎮守府の宿舎で借りたベッドに横たわっている。傍はた目めには仮眠中としか見えないはずだ。

　だが、ヤン参謀は念ねん導どう術じゆつ師しでもある。

　念導術で己おのれの意識体を随獣アクィラに憑ひよう依いさせ、香港に向かわせた。

　カエサル総司令へ直接の経過報告を行い、ついでに〝ある用事〟も済ませるために。

「とりあえず諸方面の調整、どうにかなりそうだ」

「ってことは、いよいよ閣かつ下か御自身が……」

「ああ。マレー方面の都合がつき次第、私も日本へ向かう」

　随獣に宿るヤン参謀へ、カエサルが語る。

「日本に着いたら畿き内ない将しよう家けにいきなり殴なぐり込み……というのはさすがに乱暴だが。それも悪くないかもしれんぞ」

「ガリア遠征をふたたびってわけですか」

　いたずら小僧のように笑う英雄へ、ヤンは言う。

　まだ終身独裁官となる前、カエサルは古代ガリア――今でいうフランス・ドイツ一帯に最高指揮官として遠征し、かの地に住むガリア人の反乱を平定した。

　数年がかりの戦闘の模様。

　それを自みずから記した名めい著ちよが『ガリア戦記』である。

「行き当たりばったりと言っては、あれだがね。情勢の変化に合わせて方針を細かに修正しつつ、臨機応変に戦いつづけるのさ」

「また本でも書いて、全世界同時発売と洒落しやれこみますか」

「何年か日本国内に専念できるのなら、全然ありだな。ま、最大の問題はそこまでの時間を確保できるか、だろうがね」

「となると当初のプランどおり、基本は日本のサムライたちにおまかせ、ですかね」

「ああ。東海道の盟友諸君と大英帝国の勇士たちが力戦を重ね、ともに疲ひ弊へいしきったところへ私が颯さつ爽そうと駆けつける……それが理想だな」

「美お味いしい場面で美味しいところだけ、要領よくつまみ食いですか」

　ふざけ半分。冗談めかした言葉のやりとり。

　しかし、人の悪さと機略がほんのりとにじみ出ている。大鷲の姿をした参謀へ、カエサルはさらに言う。

「東海道には〝土ひじ方かた歳とし三ぞう〟とかいう復活者リザレクトが参加しているのだろう？」

「ええ。幕末日本の新しん撰せん組ぐみ副長で、のちの北領朝廷・陸軍奉行。生前の経歴を考えると、大軍のあつかいに慣れているとも思えない人なんですがね」

　ヤン参謀は日本をふくめた、極東エリアのスペシャリストである。

　土方歳三とはいかなる人物か、とっくに承知していた。

「なかなかどうして、上う手まいことやっています」

「では、我が麗うるわしの姫殿下……志し緒お理りの方はどうだった？」

「閣下のお見立てどおり、きれいなお顔の下に爪つめも毒も隠し持っていたようで……。でも、あの姫君、だいぶ上手いこと猫をかぶっていたようですが」

　ヤン＝アクィラも質問を返した。

「その辺、どうやって見破ったんです？」

「志緒理は半年前まで我が国の帝都ザナドゥに留学していた。あの頃、彼女のまわりでいくつかの事件が起きたのさ。彼女が関かかわっていた形跡はない。だが、結果的に得をしたのは彼女だった――」

「へえ、そんなことが」

「私はこれでも皇こう国こく日本の保護者パトロヌスだからな。かの国の美び姫きについては、情報を入れさせるようにしていたんだ。だから気になった。それと、やはりあれだ」

　色気のある笑みをにやりと浮かべる。

「ユリウス・カエサルという男は女性に対して、一種特別な才能を持っている……。だからこそ看かん破ぱできたと言えるのかもしれないぞ」

「はいはい。特技が寝取りって御ご仁じんはひと味ちがうってわけですね」

　共和政ローマでの議員時代、カエサルには伝説がある。

　同じく議員をつとめる男どもの妻をかたっぱしから口説いて、その全員と〝深い仲〟になっていたというものだ。

「それより閣下。その志緒理殿下たちに、あの御方が東京入りしたと教えても――」

「ああ、かまわない」

「お名前もふくめて？」

「隠してもわかる者にはわかる。それほどの名前なのだろう？」

「了解です。出し惜しみはなしってことですね」

　大元帥のお達しに、ヤン＝アクィラはしみじみと言う。

「隠しつづけてきた〝とっておき〟、ついに披ひ露ろうしますか」

「いつか使うつもりだった切り札だ。この際、派手にやってもらうとしよう」

「あの人のご気性からすると、むずかしいんじゃないですかね。あれだけ才能も実績もあるくせに、とにかく目立ちたくないってお人です」

「しかし、武将としての才に加えて、女官や貴人のあつかいにも慣れている」

　カエサルは空を見あげた。雲はすくなく、よく晴れている。

　いにしえのローマ共和国でもない。古代ガリアの深き森でもない。ここはアジアの極東、亜熱帯の地であった。

「東京をあずける将としては、完璧なくらいに申し分のない男だぞ」

　皇こう都とと関東将家をまかせるため、カエサルが自ら選んだ男。

　ローマ貴族だったユリウス・カエサルとちがい、中華の版はん図とに生まれた人物だ。

　しかし、彼が前世で駆けた戦場はもっぱら中華の外地とその周辺であり、草原と砂漠がどこまでもつづく広野だったという。

　彼だけではない。エドワード黒王子。リチャード獅し子し心しん王おう。土方歳三。

　皇国日本に役者がそろいつつある。

　あるいは、かの地がいよいよ嵐の中心となるのかもしれない。その渦か中ちゆうに飛びこむ肚はらを決めて、カエサルはにやりと微笑んだ。
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　橘たちばな初はつ音ねを専属女官に任命したばかりの頃、志し緒お理りはまず教えたものだ。

「わたくし、女じよ皇おう陛へい下かと取りまきの方々にきらわれているのです」

「えっ!?」

　その辺の事情を知らなかったらしく、初音はびっくりしていた。

　まだ志緒理が皇こう都と東京にいた、九月頃のやりとりである。

「姫様、お美しいうえに頭もおよろしくて、すっごく素敵な方ですのに……」

　そんな女主人がどうしてきらわれるのか？

　不思議がる新米女官へ、志緒理はつつみかくさずに語った。

「それが全部いけないのです。美しいうえに頭もいいわたくしが近くにいると、女皇陛下が引き立て役になってしまいます」

「…………」

「あっ。今のはわたくしではなく、向こうがそう思っているという話ですよ！」

「いいんですよー。しれっと自分を『美人で頭いい』とか言っちゃうような人、初音は結構好きですからー」

　血筋をのぞけば、現女皇は『凡ぼん庸よう』としか言えない少女だった。

　それゆえに生まれた確かく執しつであり、女同士の揉もめごとは陰湿になりがちだともいう。この場合も残念ながら例外にはならなかった。

　結果、駿する河が市に移住した志緒理を皇こう城じようの人々は長らく放置していたのだが。

　皇都東京から、ついに使者がやってきた。

　日陰者の皇女を戦乱の東海道より救い出すため、ようやく重い腰を上げて――。




　一一月一三日、木曜日。

　使者がわざわざ臨りん済ざい高校まで来たので、志緒理は近場で〝謁えつ見けん〟することにした。特別に貸してもらった高校の校長室で、だ。

　そこそこ上等な応接机をはさんで、近衛このえ府ふ所属の将校と向かい合う。

「わたくしのために、よくいらしてくださいました」

「恐縮でございます。本来であれば真っ先に殿下のもとへ駆けつけ、お救い申し上げるべきところを、一カ月以上も無為にすごしてしまいました。近衛府一同、まことに慚ざん愧きの念に堪たえぬ思いで――」

「いいえ。お顔をおあげください」

　皇こう家け直属の軍組織『近衛府』の少佐が深々と頭こうべを垂れている。

　皇城の侍じ従じゆう武官だという彼、実は志緒理とも顔見知りだ。今年の九月、カエサル元げん帥すいを迎える園遊会に出席する際、供をつとめてくれた軍人なのだ。

　志緒理は重ねて言う。

「箱はこ根ねの関せきだけでなく、東海道各地はいまだ維新同盟の手に落ちたまま。今回、こちらへ来られたのも駿河市が解放されたからでしょう。決して、近衛府のみなさまの不ふ手て際ぎわでないと、承知しておりますわ」

　丁てい寧ねいなねぎらい。だが『心にもない』美び辞じ麗れい句くでもある。

　ローマ軍人のヤン参さん謀ぼうは包囲網をすり抜け、どうにか駿河市までたどりついた。近衛府の軍人に同じことができないとは思えない。

　本気で志緒理を救う気がなかった。要はそれだけだろう。

　一方、侍従武官はさりげなく話題を変える。

「ともかく、ご無事な殿下と拝はい謁えつすることがかない、ほっといたしました」

　なかなかに誠意あふれる口ぶりだった。

　決して『心にもない』言葉ではないのだろう。単に行動がともなわないだけで。さすが侍従武官。皇城のうるさい女官たちを相手にする〝接客のプロ〟だ。

　聞き心地のいい言葉で、近衛府の怠たい慢まんや無策ぶりをのらくらとごまかす。

　ある意味、それが彼の仕事なのである。

「殿下。皇城では照てる姫ひめ陛下をはじめ、皇家のみなさまが一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで志緒理殿下をお待ちでいらっしゃいます。そのご意思がありましたら、わたくしの方で帰還の手配を行いたいと思いますが……」

　今さらながら、侍従武官が駿河市にやってきた。

　一応、志緒理を連れもどすつもりはあるようだ。ただし『絶対に』ではない。その意思があればと、さりげなく付け足している。なければ放置してもかまわない。どうせ秋あきヶが瀬せ家けの庇ひ護ご下かにあるのだ……。

　女皇に近い筋の誰かに〝そういうこと〟を耳打ちされたのだろう。

「お気き遣づかい、とてもうれしく思います。でもお許しください。実はわたくし、このたび就職が決まったのです」

「就……職？　それはこの駿河市で、ということでございますか？」

「くわしくは週末の式典で発表となります。今はご勘かん弁べんください」

　やんわり微笑ほほえみながら、質問のつづきを牽けん制せいする。

　秋ヶ瀬象しよう山ざんから愛まな娘むすめへの家か督とく相続。その記念式典が今週末に行われることは、すでに公表されている。

「しかし殿下。皇家の姫君が宮く内ない省しようへの相談もなく『就職』などとは、前例なき椿ちん事じにございます。ここはいったん、皇城のご歴々にもお話をうかがって」

「ご安心ください。この件は竜胆先生のご許可をすでにいただいております」

　志緒理はにっこりと微笑んで、不思議な響きの名を口にした。

　その名前はよほど霊れい験げんがあったらしく、侍従武官は黙ってしまう。謁見の一部始終をうしろで聞いていた橘征まさ継つぐはひそかに「ほう」とつぶやいた。

　皇城からの使者にも影響力をおよぼす人物。『竜りん胆どう先生』に興味を抱いたのだ。




「よろしいのですか、征継さま？」

「何がでしょう？」

「今日は……初音がいっしょではありませんけど」

　謁見の一時間後。皇女志緒理といっしょに、征継は臨済高校の近所を歩いていた。

　やや先を歩く志緒理はすこしだけ不機嫌そうに見える。今の言葉尻じりにも小さなとげが隠されていた――気がする。

「あいつは鎮ちん守じゆ府ふの方に出かけています。必要なら、電話で呼びもどしますが？」

　駿河市の端っこに近い田舎いなか道で、ふたりきりだった。

　だが、もう念ねん導どう攪かく乱らんの影響はない。無線も通信もふつうに使える。

　どこかで電話を借りて、駿河鎮守府に連絡すればいい。初音は車を飛ばして、三〇分ほどで来るだろう。

「ま、征継さまっ。そういう意味ではありません！」

「では、どういう意味でしょう？」

「それは、その、征継さまもあちらに行ってよかったのですよ……と。もし初音といっしょがよければ……そう思っただけなんです」

　志緒理はもごもごと口のなかでつぶやいた。

　すこし前、侍従武官を相手に堂々と話していた姫君とは別人のようだ。

　だが、これもまた藤ふじの宮みや志緒理という少女の本質。彼女は聡そう明めいなプリンセスにして野心家であり、深しん窓そう育ちの乙女でもある。

　無骨な橘征継ごときには、理解しきれないほど繊細なのだ。

　こんな形で聡明な彼女が不機嫌さを口にする。ある意味、非常事態だと言えた。

「姫」

　じっと志緒理の美び貌ぼうを見つめて、淡々とつぶやく。

「俺はあくまで姫――皇女殿下に仕つかえる者。俺が最優先するのは藤宮志緒理の栄達であり、安全だ。特に必要がなければ、姫のおそばで次の戦いにそなえるべきだと思っています」

「わたくしのそばで、ですか？」

　あえて言葉ではなく、こくりとうなずくことで答える。

　彼女をまっすぐに見つめる。すると、何か感じるものがあったのか、ご機嫌ななめだった皇女殿下は気恥ずかしそうに目をそらした。

「わ、わたくしはただ、初音についていなくてもいいのかとお訊たずねしただけです」

「そうでしたか」

「はい。そこまでおおげさに言っていただかなくとも、征継さまのお心は理解できます」

　やや拗すねた口ぶりだが、その声にとげはない。

　少量の言葉と微妙なニュアンスのやりとりによって、女主人はすこし不満を晴らしたようにも見えた。今のうちに話題を変えるべきだろう。

「ところで、さっき話に出た竜胆先生……どういう人間なのですか？」

「そういえば、まだ征継さまにお話ししていませんでしたね」

　すらすらと志緒理は答える。

「竜胆先生は長く皇家のために働いて、勲くん一等を認められた功労者……いえ。それどころか現皇家を成立させた元げん勲くんのおひとりなのです。十年以上も前に引退されて、今は駿河市の近くで悠ゆう々ゆう自じ適てきの日々を送られています」

「なるほど」

　元勲とは、御国のために大功を立てた者だ。征継は納得した。

「だから引退後も、それなりの影響力を持っていると……」

「はい。そして、あの方はわたくしたち藤宮家の後見人であり、わたくしに念導の術を教えてくださった師でもあります」

　念導術師たちはその技を専門の教育機関で学ぶという。

　だが、皇女である志緒理がそうした施設に通っていたとは考えづらい。彼女には個人的な指し南なん役やくがいたのだ。

　竜胆先生とやらは、皇城に出仕する念導術の権威だったのだろう。

　その人物も、そして橘一族も、駿河周辺に起居している。だからこそ皇女志緒理はこの地を隠居先として選んだはずだ。

「姫のお話からすると……その先生、かなりの老人なのでは？」

　現皇家が〝南なん朝ちよう〟大日本帝國を制して、日本の支配者になったのは第二次世界大戦の末期である。五〇年以上も前だ。その頃に功績をあげた『元勲』ならば――。

「はい。象山さまもかなわないほどのご高齢でいらっしゃいます」

「こう言ってはあれですが、よく生きているものだ」

「ふふふふ。いろいろと秘密をお持ちの御方なのです。征継さまもお会いになれば、わかります。ただ――」

　意味ありげに微笑んだ志緒理だが、不意にため息をついた。

「次にいつ会えるかもわからない、むずかしい方なのですけど。自分はもう十分働いた、俗事には飽あきたと、何年も家に閉じこもっておられるのです。さきほどの『先生の許可を得た』も実はうそですし」

「つまり、世を捨てた老人であると」

「そう……ですね。そうだと言えなくもないです」

　なぜか歯切れの悪い皇女と共に、征継はある場所までやってきた。

　竹林のなかに建つ、美しいたたずまいの木造家屋。隅々まで手入れのゆきとどいた日本旅館を思わせる。

　梁りよう山ざん荘そう。以前、志緒理と初めて『肚はらを割って』話し合った場所だ。

　征継は気づいた。玄関口の前にビールびんが二〇本も入ったケースが置いてある。さらに国産ウイスキーやワインのびんが数本ずつ……。

　どこかの酒屋かスーパーが配達していったのだろう。

「この屋敷に先生を招くつもりで〝貢みつぎ物〟を用意しつづけているのですけど、なかなかいらしてもらえません」

「もしかして、これも貢ぎ物とやらですか？」

　ちゃぽん。征継はずっと持っていた一いつ升しよう瓶びんをゆすった。

　純じゆん米まい大だい吟ぎん醸じようの日本酒である。びん全体をつつむ紙袋には『特とく撰せん・南なん龍りゆう公こう』のデザインロゴが活いき活きと躍っている。

　初音が『姫様に頼まれたの』と、近所の酒屋で注文していた品だ。

　駿河市の封鎖解除を受けて、昨日入荷した。寮にとどけにきた酒屋の店主は『幻の激うま地酒！』と太鼓判を押していったらしい。

　今日の征継は、この銘めい酒しゆを運ぶための荷物持ちだった。

　そのために女主人と語らいながら、梁山荘まで歩いてきたのである。

「俺はてっきり『姫も酒をたしなまれるのか』と思っておりました」

「わ、わたくしは未成年です！　甘酒以外のアルコールを口にしたことはありませんっ。これは先生がお好きな銘めい柄がらだから、取りよせただけです！」

「なるほど」

「問題は『お好きな銘柄』がまだ一〇〇種類以上もあって、コレクションの完成はまだまだ遠いことなのですけど」

　竜胆先生、よほどの酒飲みらしい。志緒理はなやましげにつぶやいた。

「先生にはそろそろ社会復帰を果たして、わたくしを手伝ってほしいところです。東京のローマ陣営に新たな復活者リザレクトが加わった今、心からそう思います」

　数日前、ヤン参謀がある名前を教えてくれた。

　関東のローマ駐ちゆう留りゆう軍ぐんを指揮する新将軍だといって。その名に博識なプリンセスは驚きよう嘆たんしていた。まさか、それほどの人物が今こん世せいによみがえっていたのかと――。
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「わたしの名前、聞いていないのですか？」

「ええ。うちの――藤ふじの宮みやの皇こう女じよ殿下からは『ローマ軍の幹部を皇こう城じように案内してやってくれ』としか、命じられておりませんので……」

　不思議そうに問われて、橘たちばな玄げん蔵ぞうは答えた。

　橘初はつ音ねの父にして、藤宮家の東京邸をあずかる家か令れいである。

　話し相手は温柔な印象の美青年である。東洋人だった。長い髪をおさげにしていて、切れ長な瞳ひとみがひどく涼やかだ。いわゆる『濃い顔』ではない。

　端整な顔立ちはあくまであっさり、穏やかで、なにより美び麗れいだった。

　この〝きれいどころ〟に対して、橘玄蔵はプロレスラーを思わせる大男。ひげの濃い強こわ面もてである。皇女の家臣というより山賊の首領めいている。

「ま、今日はお客人の案内役、しっかりつとめさせてもらいますよ」

　玄蔵は持ち前のぞんざいさで請け合った。

　念ねん導どう攪かく乱らんのせいで、一カ月ほど駿する河がの主君と連絡が取れなかった。

　その間にひとり娘の初音は《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》を継けい承しようし、橘征まさ継つぐは復活者リザレクトとして覚醒をはじめたという。そして昨夜、ひさしぶりに皇女志し緒お理りから指示を受けた。

「やっぱり、皇城は初めてで？」

「はい。白状すると、こういう場所はいまだに苦手です」

　ふたりは現在、皇こう都と東京の皇城にいる。

　日本の国家元首にして聖獣・天てん龍りゆう公こうの孫娘、照てる姫ひめ女じよ皇おうがおわす宮殿だ。ふたりは通路を歩いているところだった。

「たしかに軍の関係者だとは、とても見えませんなあ」

「それ、よく言われますよ。どうしてでしょうね？」

「格好のせいじゃないですかね。そんな服を着た軍人、いやしませんから」

「ああ」

　玄蔵に指摘されて、美青年は微笑ほほえんだ。

　東方ローマ帝国の軍服を着ていない。彼がまとうのは長ちよう袍ほう――古式ゆかしい中国の衣服であった。裾すそが足下にとどくほど長い貫頭衣だ。これにズボンを合わせている。
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　まるで、中国の歴史映画から抜け出してきたようだ。

「でも苦手って割に、上う手まいことやられてましたねえ。女官長の相手」

「上手いも何も、わたしはただあいさつをしただけですが」

「いやあ。あいさつにいっただけでもイヤミを言われたり、厄やつ介かいな注文をつけられたり、あのばあさまたちはめんどくさいんです」

　すこし前、宮く内ない省しように顔を出してきた。

　このまったく軍人らしくない美青年が『東方ローマ帝国軍・関東駐ちゆう留りゆう部隊』の新たな指揮官であるとあいさつするために。

　政治や軍事など何もわからないくせに、口と態度の大きさだけは一人前な女官たち。

　しかし、彼女たちは今回、いつものやかましさをおくびにも出さず、この青年軍人を比較的あたたかく迎えてくれた。顔・言葉遣づかい・物腰のいずれも『完璧かつ極上』とまで評せるほど、涼やかな美男子だったから、だろう。

「女性が男の仕事に理解がとぼしいのは、今の世でも変わりないようですね」

「そうおっしゃるってことは、あれですか。お客人は過去から復活した方々のひとり……なんですかね、やっぱり？」

　軽く探りを入れるつもりの質問だったのだが。

　返ってきた答えに、橘玄蔵は驚いた。いきなり名乗られたのだ。

「そのとおりです。衛えい青せいと申します。以後、お見知りおきを」

「…………」

「おや。どうかしましたか？」

「ああ、いえ。名前を訊きいちゃならねえ御方だと、勝手に思っていたもので。あっさり名乗ってもらえるたあ意外でした」

　もともと乱暴だった敬語をさらに崩して、玄蔵は告白する。

　一方、衛青なる中国の《銘めい》を名乗った美青年はくすりと微笑む。

「いいんですよ。わたしごときの評判なんて、たいしたことありませんし。たぶん、衛青などという男について、何も知らないのではありませんか？」

「いやあ。そこはほら、なんて言いますか」

「ほら。わたしの評判なんて、その程度でしかないんです。こんな男にひきいられる兵の方がいい迷惑でしょうにねえ」

　橘玄蔵の困こん惑わくをよそに、いにしえの武人は軽やかに笑う。

　衛青。なんとなく聞き覚えがある。もしかしたら歴史の教科書にでも載のっている名前なのかもしれない。

　しかし、玄蔵は決して歴史にくわしいわけではない日本人。

　そんな男が彼の生涯をつまびらかに語ることは――不可能だった。

「今の時代では兵の代わりにレギオンたちが戦ってくれます。その点では気苦労がなくて、助かりますけどね」

　衛青なる美貌の復活者はのんびりとつぶやいた。




　この数時間後。一仕事終えた橘玄蔵は歴史書をひもとく。

　はたして《衛青将軍》とは何者なりしかと。

　史書にいわく、前ぜん漢かん――紀元前一二〇年頃の軍人であった。歴史家・司し馬ば遷せんを宮きゆう刑けいに処した武ぶ帝ていに武将として仕つかえ、騎馬民族を相手に軍功を積みかさねたという。

　だが、決して高貴の出ではない。

　幼い頃は奴隷同然のあつかいをされる〝羊飼い〟であった。

　にもかかわらず、のちに大将軍にまで栄達し、位くらい人じん臣しんをきわめる……。




　　　　　　　　　３




　箱はこ根ねの地には、東西南北に四つもの鎮ちん守じゆ府ふが存在する。

　まず、東の第一鎮守府『青せい龍りゆう門もん』。これは箱根湯ゆ本もと――東京方面から箱根に入るとき、玄関口となる温泉街の数キロ先に位置している。

　南の第二と西の第三鎮守府は、どちらも芦あしノの湖こから近い。

　箱根南部に広がる地域最大の湖。その南岸に第二鎮守府『朱す雀ざく門』、西岸に第三鎮守府『白びやつ虎こ門』がある。

　北の第四鎮守府『玄げん武ぶ門』は箱根の北部、仙せん石ごく原はらに位置する。

　つまり、箱根の東・西・南・北を守るように四つの要よう塞さいが置かれているのだ。

　箱根を制圧した英国の貴公子、エドワードがつぶやく。

「鎮守府四つ分のレギオンと念導神格イフリートで箱根の地に〝防壁〟を築き、西日本方面の進撃から関東および東京を守る……。そういう狙いか」

「は、い。それが『箱根の関せき』のコンセプト、です」

　介添え役の念導精霊ジーニーモリガンはうなずいた。いつもの人形に憑ひよう依い中だ。身長一五〇センチ、海兵セーラー服にベレー帽という姿である。

「べつに悪くはない考え方だ。だが結局、僕が〝鎮守府四つ分のレギオン〟を凌りよう駕がする兵で攻めこんだら――あっけなく陥かん落らくしてしまった」

　エドワードと精霊モリガンは中央発令所にいる。

　かつて『箱根鎮守府総司令』が待機し、東西南北の各鎮守府に指令を下した場所だ。ここは東西南北の四鎮守府――この四箇所の中心というべき地点だった。

　地名でいえば、駒こまヶが岳たけ近くの野原である。

「本当の意味での〝難攻不落〟ではない気がするな。結局、レギオン一千騎の攻撃を封じられるほどの防御力が要塞自体になかった……そういうことなのだから」

「同、感です。日本人も、同じように考えたのでしょう」
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「その結果がこれ、『四し神じん統とう合ごう』のからくりというわけか」

　中央発令所に城壁はない。

　石造りの塔が四つ、広い野原のなかに建っているだけだ。

　どれも建築のデザインはいっしょだ。鎮守府の護ご国こく塔とうと同じく素材は赤あか煉れん瓦が、高さ四〇メートル。四つの塔は菱ひし形がたを描くように配置されている。

　ふたりは英国籍の白き翼よく竜りゆうに相乗りして、四つの塔の上空を飛んでいた。

　手た綱づなを取るエドワードはつぶやいた。

「箱根には鎮守府が四つもある。それぞれを守る念導神格《青龍》《朱雀》《白虎》《玄武》をひとつに統合し、四体分の念力を持つモンスターに変へん貌ぼうさせる……」

「しかも、統合体は東西南北全ての鎮守府を、同時に、守護できます」

「うん。とんでもない仕掛けだよ」

　モリガンと共に賞賛したあとで、英国の貴公子はかぶりを振った。

「仕掛けがきちんと動くのなら、ね。僕が箱根を攻めたときにこれを使われていたら、ああもあっさり陥おとすことはできなかった」

「モンスターを、飼いならせる者が……日本に、いなかった、のです」

　モリガンは冷徹に言った。

「青龍・朱雀・白虎・玄武の統合体《四神》を、コントロールできる念導精霊。その役の精霊を、強大な念の力でサポートできる最高位の騎き士し侯こう……」

「しかしモリガンくん、そうであるなら」

　くすりと微笑ほほえんで、エドワードは口をはさむ。

「僕と君の組み合わせなら、なんとかなるんじゃないだろうか？」

「は、い。不可能ではないはず、です。特に王子殿プリンスはここ半月、最低限の出撃をこなすだけで、ひたすら念を温存し、てきました……」

「ああ。全ては《四神》を手中におさめるためだ」

　富士市を奪還された夜。

　エドワードは陣頭に立つことをひかえ、橘たちばな征まさ継つぐとの対決を見送った。

　それは近々、《四神》制圧の儀式をとりおこなうためだった。そして今、四つの塔の上空を飛びながら、翼竜の上でおもむろにささやく。

「いくぞモリガンくん。僕の念も使って、《四神》とやらを抑えこめ」

「了、解」

　念導精霊がうなずいた直後、空に巨大な眼球が具現化した。

　……富士鎮守府で橘征継らも目撃した、直径六〇メートルはあろう巨大眼球だった。ひとつだけではない。三個もある。三つ目であった。

　三つの巨大眼球が空にトライアングルを描いている。

　これこそモリガンの本体・念導神格《モルガン・ル・フェイ》の幻像であった。巨大眼球×三の背後には、同じほど巨大な魔方陣が出現している。

「では王子殿プリンス、どうぞ」

「思い邪よこしまなる者に災いあれ――我わが名と魂たましいにかけて、当地箱根の神霊に要請する。汝なんじらの祖国日本を捨て、我が軍門にくだれ。我われこそは《黒王子ブラツクプリンスエドワード》、大英帝国随ずい一いちの騎士、不敗の将である！」

　エドワードの心身から、莫ばく大だいな量の念力が放たれる。

　いつもはこれが一二〇〇騎ものナイト・オブ・ガーターに変化する。だが、今日は黒きレギオンはひとつも現れない。

　代わりに、空に浮かぶ『三つ目』が全て吸いこんでしまう！

　直後、英国の念導神格が放つ念の強さは三倍近くにふくれあがった。

「日本国の神々よ。我モリガンを主と認めよ。厳命、である」

　箱根の野原に日本人たちが建てた四つの塔。

　それぞれの屋上――そのすぐ上の空中に、四体の巨獣がいきなり具現化した。

　いずれも体長七〇メートルはあろうという巨体で、しかも、なかば透きとおっていた。実態ではなく幻影体イメージなのだ。

　四体というのは青き龍、朱あかき鳳おおとり、白き虎、黒き亀（ただし尾は蛇へび）であった。

　これこそ青龍・朱雀・白虎・玄武。中国や日本において《四神》と呼ばれる霊的神獣のグループなのである。

　モルガン・ル・フェイの『三つ目』は空中に浮かんでいる。

　しかも、四つの塔と四神を見おろす高みにいた。そして、より上空にいる『三つ目』に向かって、日本の巨獣たちが吸いよせられていく！

　青龍・朱雀・白虎・玄武が四体とも塔の屋上を離れて、上昇をはじめた。

　その先に待ちかまえる『三つ目』。日本の四神たちは念力を発して、モルガン・ル・フェイによる吸引を振り払おうとしたのだが。

　エドワードの念まで取りこんだ『三つ目』にはかなわない。

　……まず、精一杯あらがっていた青龍の幻像がついに力負けし、どんどんひきよせられていって――吸収。『三つ目』のなかに吸いこまれてしまった。

　あとは順番だった。

　二番目に玄武が、その次は白虎が、最後は朱雀が吸いこまれた。

「この中央発令所は東西南北の《四神》を統合するため、聖獣・天てん龍りゆう公こうより下か賜しされた神秘装置……。そして、箱根の五番目の鎮守府――で、よかったのかな？」

「その、とおりです。王子殿」

「にもかかわらず、今まで一度も機能したことがなかったわけか」

「は、い。その歴史、われわれ英国軍の手で書きかえられる、でしょう」

　箱根の山は天下の険、万ばん丈じようの山と千せん尋じんの谷がたちはだかる……。

　徒歩が主おもな移動手段であった時代、そう言われていたらしい。いにしえの昔より、天然の要害だったのだ。そのような地にさらなる堅けん牢ろうさを加えたことになる。

「これで東海道軍を……万全の形で迎え撃て、ますね」

「モリガンくんにしては珍しいな。ずいぶんと闘志あふれる宣言じゃないか」

「彼らには、富士市に残してきた〝あれ〟を、奪われましたから。リベンジ、です」

　クールな念導精霊も戦意を昂たかぶらせている。決戦の日は近い。エドワードは大いに満足して、モリガンにうなずきかけた。




「我が弟の裔すえ、エドワードよ。箱根の守備役、そろそろ余と交代するがいい」

　重々しく言い放ったのは、〝伯お父じ上うえ〟リチャード一世だった。

　軍議の席である。箱根の高級ホテル（といっても、こぢんまりとした瀟しよう洒しやな建物だ）を徴ちよう発はつして、エドワードの宿舎としている。その一室に首脳陣を集めたのだ。

　一一月一三日、一九時すぎ。

　中央発令所で《四神》を制したのは、この日の昼間だった。

「総大将である貴様は畿き内ないへもどるべきだ。あの地にいれば、征服直後の名古屋はもちろん、日本海より京都へ迫るローマ艦隊にも対応がたやすくなる」

「それは数日前、僕が伯父上におねがいした役目ではありませんか」

　獅し子し心しん王おうの意見に、エドワードはすぐさま言い返した。

　尚なお、本来この会議にプランタジネット家の祖先は呼ばれていない。二時間前、ふらりと勝手にやってきたのである。

　ほかに精霊モリガン、腹ふく心しんの老軍人グレイソン中佐などがいる。

「名古屋方面は伯父上の担当、そして関東方面は僕の担当で事を進める。いまさら方針を変える必要はないでしょう。はじめに決めたとおりですよ」

「さかしげなことを言うな。この戦機、貴様ひとりで愉たのしむつもりであろう!?」

　重厚な声で、リチャードは子供じみた文句をつけてきた。

　が、エドワードは余裕の笑みで受け流す。

「そのとおりですが、苦情は聞きませんよ。なにしろ伯父上は命令違反を犯したうえに敗北まで喫きつした身の上であられる」

　暗に罰則であると告げられて、リチャードは「ぬっ！」と絶句した。

「また伯父上はエスカリブールを一千騎以上も戦死させた。あの大軍を立て直すには、まだ二、三週間はかかるはずだ。当分、京都で雌し伏ふくをおつづけください」

「ぬぬぬぬ」

　通常、本拠地の外で戦死したレギオンは一、二週間ほどで復活する。

　しかし、それはあくまで徒ただ人びとの騎士侯がひきいる軍団の場合。彼らの騎き力りよくは三、四〇から多くて二〇〇というところだろう。

　一〇〇〇を超す復活者の軍団は、より多くの時間をかけて復活する。

「それに伯父上のご指摘どおり、海への警戒は大いに強めるべきですよ。カエサル公とその指揮下の騎兵艦隊に出陣の動きが見られる……そういう情報があります」

「……ほう」

「日本海を越えて、京都を直じかにたたこうとするか。太平洋側から来るか。いずれにしても、気は抜けません」

「ふん。余とて名古屋方面にとどまるのがいやというわけではない」

　重厚かつ稚ち気きあふれる獅子心王は、まんざらでもない顔になっていた。

　だが、尚も名な残ごり惜おしげに発言をつづける。

「しかし、聞いておるぞ。東京のローマ駐ちゆう留りゆう軍ぐんに新たな動きが出てきたと。しかも、東海道のサムライたちまで駿河を中心とする新体制を築きつつあるという。あの男も当然、箱根に向けて牙きばをむいてくるはずだ」

「あの男とは誰です？」

「とぼけおって。マサツグ・タチバナに決まっている」

「王子殿プリンス。その件でひとつ、よろしいですか？」

「ああ。言ってくれ、グレイソン」

「橘征継……東海道の将兵の間で、うわさになっているようですな。その者こそが『ラスト・サムライ』にして『皇こう家けの守護者』、土ひじ方かた歳とし三ぞうであると」

　軍人というより、謹きん厳げんな老ジェントルメンの印象が強いグレイソン中佐。

　彼の発言に、エドワードはうなずいた。

　実は、同じ情報をすでに聞かされていた。土方歳三。かつて新しん撰せん組ぐみなる治安組織のサブリーダーとして、京都で活動した（戦闘で斃たおした外敵より、内部粛しゆく清せいで抹まつ殺さつした隊士の方が多いという不思議な組織らしい）。

　橘征継と同じ日本刀サムライ・ブレードを振るった、剣の達人――。

　しかし、エドワードはつぶやいた。

「さて、橘どのは本当に土方歳三氏なのか……」

「王子殿はお疑いなのですか？」

「彼はたしかに『サムライの剣』という看板を目立つように飾ってはいる。しかし、その看板を抜きにすると……ああいう男がこんな島国に生まれるものかな？」

　この意見にリチャードは「ほう」とつぶやき、グレイソンは怪け訝げんそうにした。

　エドワードはさらに言う。

「むしろ考えるべきは……橘征継の用兵家としての特徴かもしれないぞ」

「まず、陽動と伏ふく兵へいに長たけて、います」

　ずばり即答したのは、念導精霊のモリガンだった。

　おそらく、ずっと考えていたのだ。上官が『橘どのはサムライではないのかな？』と言ったのを聞いて以来。エドワードは微笑んだ。

「そのとおりだよ、モリガンくん。だが、それだけではまだ不足だ」

「電撃的かつ、大胆に、軍団を動かします。無む思り慮しよなほど兵の消しよう耗もうを気にかけず、そうでありながら、しっかり行軍を成立させ、ます」

「みごとだ。僕とほぼ同じ見立てだよ。ああいう軍団の運用、こんな山ばかりの島国で身につくものかな？　むしろ広大な平原がどこまでもつづく大陸にふさわしいような……」

「つまりエドワードよ」

　リチャード伯父が眉まゆをひそめていた。

「マサツグ・タチバナは日本人ではないと言いたいのか？」

「その可能性は検討すべきでしょうね」

「どうかな？　ヨシツネ・ミナモトなどの伝説も余は耳にしているぞ。日本国の誇る才気あふれる騎兵長官だという。それに何より」

　ふんと鼻息荒く、リチャード獅子心王は宣言する。

「騎士のなかの騎士である余の敵としては、やはり極東のサムライが望ましい。余はタチバナが生きつ粋すいのサムライであろうと信じることにする」

「はははは。いや、伯父上はそれで問題ないでしょう」

　リチャード一世は『戦争の天才』である。

　計算や理性ではなく、本能と感情にまかせて勝利できる。

　そういう希け有うの逸いつ材ざいだ。敵将の正体がどうだなどと考えずとも、伯父の勝敗にはまったく影響しない。エドワードは朗ほがらかに笑ってから、ある旧敵のことを思い出した。

「デュ・ゲクラン……」

「フランス軍元げん帥すい、ですね。王子殿と、同時代を生きた」

　ひっそりとつぶやいたら、モリガンに聞きとがめられた。

「ああ。僕の好敵手――というほどではなかったがね。なかなかのいくさ上手だった。彼も陽動と伏兵に長けていたよ。そこは橘どのより上かもしれない」

　フランスはブルターニュ生まれの騎士である。

　当時、黒王子エドワードやその父王を中心とするイギリスとの戦争で、フランスは圧倒的に劣勢だった。そのなかで若き仏王シャルル五世を支えて、ひとり気を吐いていた武将がデュ・ゲクランなのだ。

　とはいえ、華々しい会戦で黒王子と真っ向勝負――はほとんどなかった。

　彼はイギリス軍との正面衝突を可能な限り避けた。あざやかな奇襲と迅じん速そくな撤退を繰りかえし、粘り強く、地道に、英国軍へダメージをあたえつづけた。

　まちがいなく、あの時代のフランスで最も手て強ごわい武将であった。

　ただし、橘征継がときどき見せる電撃的な大胆さは持ち合わせていなかったが。

「あの頃の僕らとフランスの大いくさを『百年戦争』と呼ぶんだろう？　正直、うわさに聞くジャンヌ・ダルク嬢より、デュ・ゲクランこそをあの戦争の大英雄と見なすべきだと、個人的には思うのだがね。才覚や貢こう献けん度どが天と地ほどもちがう」

「モリガンの、検索したところでは」

　海兵服を着た少女人形は淡々と言う。

「ベルトラン・デュ・ゲクラン公は、容姿に、めぐまれていなかったとか」

「ああ……まあ、醜しこ男おと言ってもよかったかな」

　いきなり容姿の話題になり、エドワードはとまどった。

「かなり太っていたよ。たしか仇あだ名なも《豚》だった」

「では……仕方、ありません。大衆はそのような人物より、『悲劇の乙女』を愛する、ものです。物語のなかでは、いくらでも美女だと脚色できます、し」

「君の意見は辛しん辣らつで、しかも的確だ」

　歯に衣きぬ着せない念導精霊のコメントに、エドワードは苦笑した。

　それから、軍議に出席している唯ゆい一いつの――『人間の乙女』へ目を向けた。

「そういえば、駿河市には聖獣の血をひく姫君がおわすらしいぞ。君が黄金獅子スリーライオンズの愛まな娘むすめであるように、向こうは天龍公の孫娘だという……」

「存じておりますわ、義あ兄に上うえ」

　軍人ならざる立場を考慮して、ずっと発言をひかえていた美少女。

　プリンセス・エレノア。皇国日本と同じく、大英帝国も王族の情報を秘ひ匿とくしている。それゆえ世に知られざる姫君だった。

　その金髪はみごとであり、その美貌は優ゆう艶えんであった。

「藤ふじの宮みや志し緒お理り――皇国日本の皇女殿下ですわね？」

「ああ。さすがに耳が早いな」

　京都、そして駿河市で披露したとおり、エレノアは『魔女』としか言いようのない魔力をいくつも持っている。だが、エドワードはその才智も信頼していた。

　それゆえにまかせている案件もあった。

「ところで、例の件について報告してもらえるか？」

「はい。……第二次世界大戦The Second World Warの頃、日本列島の大部分は〝南なん朝ちよう〟大日本帝國が支配しておりました。あがめる聖獣は大おお国くに主ぬしの命みこと。現皇家の前身である〝北ほく朝ちよう〟は北海道のみが版はん図とでした」

　麗うるわしい声で歴史を語ったあと、エレノアは核心を述べた。

「封印された大国主の体と、その頃によみがえった日本の武人たち……それらの行方を追う調査、畿内将しよう家けの力を借りて、ついに開始されたところです」

「了解した。ならば諸君、日本のもう一体の聖獣・天龍公――」

　エドワードは呼びかけた。

「そちらはわれらの手で是ぜ非ひ確保したい。みんなも知ってのとおり、われらが黄金獅子はもう長くない。大英帝国の版図から聖獣という存在を消滅させないために、ここ極東の地で力を尽くすことにしよう」




　　　　　　　　　４




　一一月一五日、土曜日。週末が来た。

「たったの一週間で情勢がずいぶん変わったよねえ。名古屋は陥おとされたけど、駿する河が市はいつのまにか解放されて、東海道の総そう督とくまで代替わりしちゃって」

　感かん慨がい深げな小お此この木ぎ泰たい世せいへ、征まさ継つぐは声をかけた。

「一応、名古屋を奪還するまではここが州都の代わりだぞ」

「臨時の州政府とかも駿河市に置かれるのよねー。半年前は想像もしなかったわ」

　初はつ音ねもしみじみつぶやいている。

　駿河駅近くの繁華街、スクランブル交差点の前だった。

　ひなびた地方都市にしては珍しく、都会的な雰囲気がある界かい隈わいだ。小こ洒落じやれたビルもすくなくない。街頭ビジョンまで設置されている。

　いつもは、地元企業やイベントのＰＲ映像などが流れる大画面。

　征継たちは足を止めて、そちらを眺めていた。『東海道新総督の就任を記念する式典』の模様が映し出されている。

「新総督閣かつ下か、前に学校まで来てた人だよね？」

「そうよ、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かさま。初音たちとも昵じつ懇こんの仲ってやつなんだから」

「器量に関しては文句のつけようのない方だぞ、泰世」

「その辺は、ぼくなんかがどうこう言えることじゃないけど……見み栄ばえのいい人だね。男だけじゃなくて女性の受けもよさそうだよ」

　大画面のなかで、立夏が凜り々りしくたたずんでいた。

　黒い将校用の軍服をまとい、腰のベルトに宝刀・鬼おに切きり安やす綱つなを鞘さやごとつるしている。今日は黒い軍帽もかぶり、いつもよりもさらに隙すきがない。

　式典の会場は神社だった。

　駿河鎮ちん守じゆ府ふからも近い、久く能のう山さん東とう照しよう宮ぐうである。

　日につ光こう東照宮と同じく徳とく川がわ家いえ康やすゆかりの古社だった。久能山の頂いただきにある。その境けい内だいに東海道将しよう家けの高官たち、民間の有力者などが集まり、立夏の家か督とく継けい承しようを祝福している。

　ちなみに、前総督・秋ヶ瀬象しよう山ざんも立ち会っているのだが。

　彼の姿はたいして画面に出ない。代わりに、中継のテレビカメラは立夏のアップをひんぱんに映し出していた。

　つまるところ、新総督・秋ヶ瀬立夏のプロモーション映像なのだ。

　就任記念式典の模様は駿河市内のテレビ局によってニュース映像となり、やはり駿河市内のアンテナより周辺地域に発信される。

　現在、維新同盟によって制圧されている東海道の諸地域にも。

　たとえば伊い豆ず半島、掛かけ川がわ、浜はま松まつ、さらには名古屋の手前あたりまで――。

　そうした地域の住民に『東海道将家、いまだ健在なり』とアピールし、彼らの心をつなぎとめて、維新同盟へ傾倒しすぎることをひかえさせる。

　それを目的とする映像であり、番組だった。

「姫様がおっしゃってたわ。維新同盟に取られた地域の人たち、今はまだ『このまま維新が勝つか、東海道将家が盛りかえすか』を見さだめている段階だけど……そのうち、どんどん東海道に見切りをつけはじめるだろうって」

「ああ。よく聞くよねえ」

　初音のコメントに、泰世がうなずいた。

「鎮守府を陥とされた都市の住民がだんだん心情的にも、経済的にも征服者側に協力するようになっていくって。いまどきは騎士道協定で市民が保護されている分、あまり『国家への忠誠心！』みたいなのは期待できないから。でも」

　泰世はすこしだけ遺い憾かんそうに付け足した。

「維新同盟は結局、大英帝国のひもつきだから、それを忘れていると痛い目に遭あうと思うんだけどなあ。一〇年前のあれ、『新女じよ皇おう・照てる姫ひめさまが即位されたと思ったら、実はローマの言いなりでした』事件みたいに」

　のんびりとした口調に、微量の批判精神がひそんでいる。

　父親は新聞社づとめ、自身も同じ会社でアルバイト中。征継の友人・小此木泰世は高校生ながら、なかなかの社会派なのだ。

　そんな友へ、征継は言う。

「姫と東海道将家に深いかかわりが生まれたことは、いずれ大きな意味を持ってくるかもしれん。そのあたりもふくめて、な」

「そっちも意外だったよ。志し緒お理り殿下が東海道で『斎さい宮ぐう』になられるなんてねえ」

　画面内では、久能山東照宮の神職や巫み女こたちが式を進行させている。

　その最前列にひときわ目立つ美少女がいた。

　平安朝もかくやと思わせる十二単ひとえと額がく冠かんを身につけ、今日はプラチナブロンドの髪をまっすぐ下ろしている……。

　征継たちの主あるじ・藤ふじの宮みや志緒理であった。

　もともと常人離れした容姿であるうえに、この衣装。

　ちらりと映るだけで、街頭ビジョンの画面が華やぐ。圧倒的なほどだ。

「姫は天てん龍りゆう公こう――龍の血を継がれる貴人だ。庶しよ民みんの俺たちなどとは比較にならないほど、すぐれた霊能をお持ちでいらっしゃる」

　ぼそりと征継は言った。

「だからこそ東海道将家は久能山の巫女として、姫をお迎え申し上げた」

「そうそう。ありがたーいご託たく宣せんを神様から授かっていただいて、総督の立夏さまにたくさんアドバイスをしてさしあげるの。いいアイデアでしょう？」

　初音と共に、〝志緒理が就職する理由〟をしれっと語る。

　表向きの口実と言いかえてもよいが、霊能者として皇女が際きわ立だってすぐれていることも事実である。新総督の得がたい助言者であることも。

　ウソというほどではない。しかし、泰世は首をかしげた。

「でも斎宮ってさ、〝伊い勢せ神宮で神様に仕つかえた皇女さま〟のことでしょ？　志緒理殿下が久能山の巫女なら……ちがう称号の方がいいんじゃない？」

「そこは『気にするな』ということだ」

「立夏さまが『わかりやすい方がいい』とおっしゃったの。『どうせ何百年も前になくなったお役目だ。細かいことを気にするのもバカバカしい』って」

「新総督さまは雑というか、豪快なんだねえ……」

「逆より全然いいぞ。王が神経質な国はろくなことにならん」

　話している間も、式典はつつがなく進行していく。

　が、実はこの街頭ビジョンの映像、ライブではない。午前九時頃に行われた内容を繰りかえし再生しているのだ。

　一般家庭のテレビでも、同じものが特別番組として流れつづけているはずだ。

　現在時刻は一二時四五分。午後に入っている。

　街ゆく駿河市民にとっては、すでに目新しい映像ではないだろう。だが、街頭ビジョンをちらちら見ていく人々は多かった。

　理由は明白だった。ふたりの少女がおそろしく画面映えするのだ。

　軍服を着た立夏の凜々しさ。

　十二単をまとう皇女の神こう々ごうしさ。

　そのどちらもが印象深い。ちらりと見るだけで心に刻みこまれる。

　むずかしいことを抜きにそれだけのインパクトをあたえる。ふたりの少女が持つ〝華〟と、テレビという媒ばい体たいの持つ魔力ゆえであろう。

（実のところ志緒理の衣装は『ひとりでも歩けるよう生き地じをすくなくした十二単〝風〟』なのだが、まあ、そこは問題になるまい）

　中継のカメラは明らかにふたりを重点的に追いかけていた。

　画面に映る割合は『新総督四〇％、皇女殿下三〇％、その他三〇％』というところか。

「でも、個人的には〝これ〟にいちばんびっくりしたよ」

　泰世がしみじみと言って、大画面を指さした。

　高貴なる美少女ふたりのそばに、なんと『橘征継』がひかえている。

　いつもの学生服の上に、将校用の外がい套とうを羽織っている。が、前に着た黒い外套ではなく、色は浅あさ葱ぎ色。襟えりや袖そで口ぐちなどだけ白かった。

　さらに具現化させた和いず泉みの守かみ兼かね定さだ――鞘さやごとの日本刀まで、腰につるしている……。

　そして、画面の下にテロップが出る。

『志緒理殿下の騎士、橘征継公には新設された特務騎士団・新しん撰せん組ぐみの副長として、東海道騎士の指揮に当たっていただくことが正式に決定――』

『尚なお、同騎士団の長は目もつ下かのところ不在。志緒理殿下が局長代行として、総指揮を担当される予定である――』

　街頭ビジョンに映る姿、この街角にたたずむ征継のそれとまったく同じだ。

　学ランの上に浅葱色の外套をまとい、帯剣までして、涼しい顔で待機している。この格好はさすがに目立つ。道ゆく人々も気づくことが多く、驚いた顔で今ここにいるリアルの征継を見て、ふたたび大画面を凝視していた。

　こちらを気にして、ひそひそとうわさ話をする人々もいる。

　この手の反応、これからきっと増えていくはずだ。いちいち気にしても仕方ない。周囲を飄然と無視する征継へ、友人はあきれ顔で言う。

「何もその格好のまま、僕との待ち合わせ場所に来なくても……」

「気にするな。このあとも式典にもどる予定だ。着替えるのが面倒だった」

「そこは横着しないでよ。でも、実質上の指揮官が『副長』って変な部隊だよねえ。志緒理殿下の局長代行って、やっぱり名前だけの名誉職なんでしょ？」

　さすがに泰世は察しがいい。征継はうなずいた。

「そんなところだ。まあ、いつまでも『皇女殿下の騎士』で東海道州軍を指揮するわけにもいかないからな。適当な隊と官職を新設しただけの話だ」

「初音が一番隊の隊長なのよ。隊はまだひとつしかないし、隊員も初音しかいないけど♪」

「本当に新撰組みたいなんだねえ。でも征継くん、変なうわさを聞いたよ」

「なんだ？」

「君の正体が土ひじ方かた歳とし三ぞう、みたいな話」

　征継は初音ともども黙りこんだ。

　そのうわさを助長するための部隊名であり、《副長》である。東海道将家は英雄の名を拝借して、橘征継の指揮権と威光を高めようとしている。

　しかし、征継個人を知る友人は、さすがに首をかしげたようだ。

「気にするな。いくさのときは妙な話がどこからともなく出てくるものだ」

「そんなものかなあ」

「そんなものだ。それより、おまえとは学園祭とミスコンの件、きちんと話しておきたい。もうしばらくしたら、学校にも顔を出せると思う。時間を作ってくれ」

「あいかわらずだねえ。ところで『もうしばらく』ってことは――」

「お察しのとおりだ。すこしの間、こちらがいそがしくなる」

　征継は和泉守兼定の柄つかを軽くたたいた。

　まもなく刀の出番が来る。黒王子ブラツクプリンスエドワードとの対決が近かった。




「まったく」

　すぐ隣の皇女にだけ聞こえる声で、立夏はささやいた。

「カメラで撮られつづけるというのも、なかなか落ち着かないものですね」

「でも、立夏さまは本当に堂々としていらして……。すばらしい式典となりました。このあとのこと、いろいろやりやすくなると思います」

「それについては、皇女殿下のご貢こう献けんもすくなくないはずですが」

　皇女志緒理に誉ほめそやされて、立夏は苦笑いした。

　朝からつづいていた記念式典も午後に入って、終わりが近い。今は市内に出て、『パレード』の真っ最中だった。

　新総督と、その側近一同を乗せて、駿河市内を練り歩いているのだ。

　もちろん徒歩ではない。二階建てのバスを使っている。二階部分に屋根はなく、一種のオープンカーである。現在、駿河市内は交通規制中。警護団の車両だけが付きしたがい、開けた道路をゆっくり進んでいる。

　バスの二階部分のまんなか、いちばん目立つ位置に立夏はいる。

　すぐ隣には、十二単をまとった志緒理殿下。

　これは〝絵作り〟を考慮した配置だった。ふたりで道路沿いの市民に笑顔や明るい表情を向け、ときに手を振る。

『新総督就任』にふさわしい華やかさ、にぎにぎしさを演出するためだ。

　行く先々で、大勢の駿河市民が歓かん呼この声で迎えてくれる。

　近隣から駆けつけた者もすくなくないだろう。なかなかに〝めでたい〟雰囲気だが、東海道将家の置かれた窮きゆう境きようを考えると、ただの〝空元気〟だともいえる。

　しかし、これはこれでいい。

　空元気でも、出せるうちはまだ余力があるという証明なのだから。

（それにしても、厄やつ介かいな立場に追いこまれた……）

　バスの二階から駿河の街を見まわして、立夏はひそかに思った。

　維新同盟の侵攻だけではない。それによって、同どう胞ほうである東日本の各将家がまったく当てにならないことも浮き彫りになった。隣邦の東方ローマ帝国をうかつに頼れば、この東海道まで英雄カエサルに〝骨抜き〟にされてしまう。

　そのなかで、明るい材料も一応ないではない。

　すぐ隣にいる不遇の皇女、藤宮志緒理。謎めいた復活者リザレクトを手て駒ごまに持ち、自身もすぐれた見識と卓越した霊能力までそなえている。

　純粋に将の立場で見れば、これ以上ない有為の人材である。

　だが、その高貴な血筋は今後、日本皇家や周辺各国とのパワーゲームにおいて、吉と出るか凶と出るか……。

　なんとも読みづらい、計算が利きかないジョーカーである。

　平時であれば、こんなカードはとっとと捨ててしまうにかぎる。

　しかし、そんな贅ぜい沢たく、今の自分たちには許されない。それに橘たちばな征継――敬愛してやまぬ土方歳三を想起させる復活者という破格の存在……。

（賭けに出るしかないわけだ）

　立夏はにやりと笑った。大負け寸前の博ばく打ちをひきついでしまったのだ。凡ぼん庸ような手を打つだけでは、有り金をじりじり失うだけだ。

　ある意味、『東海道将家のピンチにつけこんでいる』姫君も貴重な盟友だ。

「殿下。すでにいくつかの策を聞かせていただいておりますが」

　隣の皇女にだけ聞こえる声で、ふたたび立夏はささやいた。

「箱はこ根ねの件、殿下のご提案どおりに進めたいと思います」

「まあ、では――」

「ええ。東京入りしたというローマの復活者と呼こ応おうして、箱根の関に東西から挟み撃ちを仕掛ける。しかるのち、不ふ甲が斐いない関東将家と皇こう城じようの連中に代わって、我が東海道が箱根一帯を実効支配する……」

　それは合意が成立した瞬間だった。

　ここ東海道から維新同盟を退しりぞけるだけではない。今回のピンチを逆にチャンスに変えて、事を起こすべしという。

「目先の敵軍を退けるだけでは根本的な解決にならない。どうせなら維新同盟ではなく、われわれこそが関東と東京を制して、皇国日本の第一党となるべし――。たしかに、そこまでやらなくては意味がないでしょう」

　皇女にのみ聞こえる声で、宣言する立夏だった。




　　　　　　　　　５




　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが父の地位を継承した日の夕刻。

　記念式典はつつがなく終わったが、まだ全てのイベントが終わっていない。

　関係者は駿する河が市内のホテルに招かれていた。今夜、懇こん親しん会かいという名目のパーティーが開かれるからである。

　だが、この日の主役たちはまだ会場入りしていなかった。

　駿河鎮ちん守じゆ府ふ。敷地の中心部にそびえ立つ、高さ四〇メートルの護ご国こく塔とう。その屋上に彼らは集まっていた。

　すなわち秋ヶ瀬立夏、藤ふじの宮みや志し緒お理り、そして橘たちばな征まさ継つぐと、もう一名。

「おや。もう着替えちまったんですか？」

「あの格好のままですと、さすがにいろいろ不自由しますから」

「残念ですねえ。まちがいなく、うちの御おん大たいの好みでしたのに。生で見られなくて、あとで絶対悔くやしがりますよ」

　アレクシス・ヤンと志緒理のやりとりだった。

　礼法という点からは、とても誉ほめられない。同盟国の皇こう女じよに対して、いちじるしく敬意に欠けている。しかし、どこか憎めない。怒れない。

　ヤンは世界中のどこでも、たやすく友人を作れる男なのだろう。

　参さん謀ぼうとしての才覚は不明だが、〝使える〟人材であることはまちがいない。しかも、念ねん導どう術じゆつ師しときている。

　そのヤンが『ぴゅうっ』と口笛を吹いた。

　護国塔の屋上近くを飛んでいた随ずい獣じゆうアクィラ――翼長四メートルはあろう巨大な鷲わしが『クアァァァッ』と鳴いて、応こたえる。

「あいつに意識をくっつけて、わざわざ香港ホンコンと往復した成果、お目にかけますよ」

　いきなりヤンの肉体に異変が生じた。

　軍服を着た中国系東方ローマ人の姿がぼやけて、輪りん郭かくを失う。それから三〇秒ほどかけて、ぼやけた人影は新たな姿形を得る。

　それは古代ローマの軍装をまとう、中年男性の立ち姿であった。

　ヤン参謀は忽こつ然ぜんと〝変身〟を遂とげたのだ！

「いやあ志緒理。ひさしぶりだな。東京での園遊会以来か」

　中年男性は快活に笑って、颯さつ爽そうとあいさつする。

　ほう、とひそかに征継はうなった。耳に心地よい美声で、滑かつ舌ぜつもいい。さすが名演説家というべき第一声だろう。

　彼のそばに行って、志緒理がしとやかに頭を下げる

「ごぶさたをしてしまい、申し訳ありません。閣かつ下かにはいつも格別のご配慮をいただいていたというのに」

「なに。君と私の関係でそれは言いっこなしだ」

　不思議な印象だった。頭髪はうすく、背も大して高くない。

　だが、顔立ちは端整で、威厳と愛あい嬌きようを併あわせ持つ――。

「君も知っているだろう。ユリウス・カエサルは常に麗うるわしき女性の擁よう護ご者しやであり、間抜けな男どもを出し抜く不ふ逞ていの輩やからだ。たかが数カ月程度のごぶさたで、君との友情にひびが入ったりはしないさ」

　ついにその名前と、独特の名調子が出た。

　皇帝カイザーの語源となった男、カエサル。今、征継の前に史上でも稀まれなる覇者がいる。

　……これは念導術の起こした奇跡であるらしい。

　遥はるか遠い香港の地で大だい元げん帥すいの念を受け取り、それを呼び水として、駿河の地までユリウス・カエサルの意識体を召喚。アレクシス・ヤンの肉体に憑ひよう依いさせる……。

　しかし、まさか姿形まで変身するとは。

　驚きよう嘆たんする征継の前で、カエサルはもうひとりの美女へ声をかける。

「ごきげんよう、東海道総そう督とくどの。お父上とは面識もあるのだが、あなたとは今こ宵よいはじめてお目にかかる。……ここだけの話、今回の代替わりは民衆だけでなく、私にとってもうれしい椿ちん事じだった」

　今度は秋ヶ瀬立夏へ、愛嬌あふれる笑顔が向けられていた。

「ここ駿河鎮守府の勇戦と苦闘は全て承知している。それを指揮した総督どのがたしかな軍才と器量の持ち主であることも。そのうえ美貌の乙女でもあるのだから、私としては願ってもない同盟相手だ」

　さらりと美貌を誉ほめるあたりが彼の真しん骨こつ頂ちようか。

　しかも、すっと右手を差し出して、古代ローマ発祥だともいう『握手』を求めてみせる。そのなれなれしさ、不思議なほどカエサルという男に似つかわしい。

　立夏も同感なのか、微苦笑して握手を交わした。

　だが、そこで終わらないのが秋ヶ瀬家の騎士姫らしかった。

「同盟というのは、箱根を東西から挟撃するという内容でよろしいですか？」

「もちろん箱根だけではないとも。その問題を皮切りに、維新同盟という内ない憂ゆうをきれいに片付けるまでの間、ご協力願うことになるだろう」

「それは我が東海道にとっても、ありがたいお話です」

「本音を言えば、このまま駿河にとどまりたいところではある。が、この念導術はいくらも保もたないそうだ。しかし二週間……いや、一〇日後に私もいよいよ日本へ帰還できる。そうできるよう手配を進めているところだ」

　己おのれの胸に手を当てて、カエサルが請うけ合う。

「それまでの間、箱根攻略に向けての打ち合わせを進めるとしよう」

「その件ですが……元帥閣下のご到着前に箱根を陥おとすべきだと、われわれは考えます」

「ほう。私の出番はないと言うのかね？」

「閣下がかつてガリアの地でご披ひ露ろうなさった攻城戦の手て際ぎわ、志緒理殿下より聞きおよんでおります。しかし、それでも――」

　カエサルはかつて、攻城戦においても非凡な手際を示したという。

　防御側より兵力が圧倒的にすくない状況下でも、巧たくみにローマ軍団を指揮して、次々と砦とりで・要よう塞さいを攻略していった。そんな彼へ立夏は告げる。

「ユリウス・カエサルの出番は作るべきでないと思うのです」

「理由を訊きいてもいいかな？」

「かんたんです。閣下の再来日は最低でも一〇日後とおっしゃった。だが、それだけ時を置くと、眠りについたはずの獅し子しがふたたびめざめてしまう」

　橘征継に敗れたリチャード獅子心王。

　今、あの出しゃばりがおとなしいのは、単に兵力がすくないからだろう。

　しかし、カエサルが来日するという一〇日後であれば――かなりのエスカリブールが復活しているはず。それゆえの提案だった。

　が、獅子心王は表向きの理由。本音のところはまたちがう。

　箱根攻略の功績、カエサルのみに渡すまじ。その意図あっての提てい言げんだった。

「ふむ……」

　カエサルはじっと立夏を見つめる。

　ただの女好きではない。海千山千の英雄にして策略家である。

　東海道側の思おも惑わくなど、ふつうに見抜いているだろう。だが――征継は確信していた。

　この申し出が拒絶されるはずはないと。

　東海道将家、特に駿河の者たちに利用価値を感じて、直属の参謀を送りこんできたくらいなのだ。それに何より、この男は俺の存在を承知している……。

「総督どの……いや。立夏とお呼びしてもかまわないかな？」

　不意にカエサルが訊たずねた。立夏は即答でうなずく。

「もちろん結構です」

「では立夏。君の指摘は実にもっともだ。是非、その線で進めてほしいと思う。だが……いいのかね？」

「何がでしょう？」

「エドワード王子の手腕、うわさに聞くだけでも相当なものだ。無論、われわれローマもできるかぎりの支援をさせていただくが、一〇日以内に箱根を陥とすというのは――」

「たしかに、とてつもない試練となるでしょう。でもカエサルさま」

　ここでひさしぶりに、志緒理が口を開いた。

　あでやかに微笑み、そして、ひそやかな自信をこめて言う。

「それくらいもできない者がユリウス・カエサルの軍団と肩をならべるというのは……不ふ遜そんもいいところではないでしょうか」

「なるほど。いや、たしかに君の言うとおりかもしれん」

　日本皇家と関東将家への皮肉と取れなくもない、志緒理の大言。

　それに鷹おう揚ようなうなずきを返して、カエサルは色気あふれる仕草でウインクした。古代ローマの伊だ達て男おとこらしい茶目っ気であった。

「ならば同志諸君。自立心なき友情はただのなれあいでしかないという君たちの申し出、ありがたく受けさせていただこう。……それと、あとひとつ」

　ようやく――だった。

　カエサルはおもむろに橘征継を見つめて、征継の方も強い視線を返す。復活者リザレクトふたりの目が合い、ついにファーストコンタクトがはじまった。

「君が《土ひじ方かた歳とし三ぞう》くんか？」

「そう呼ぶ者もいるが……俺が答えるべきことではないだろうな」

「ふふふふ。なかなか上う手まい答え方だ」

　皇帝と英雄の象徴的存在は愉快そうにほくそ笑み、さらに問う。

「実戦の指揮は君にまかされるはずだな。自信のほどをおうかがいしてもいいかな？」

「できることをするだけとしか、俺には言えん。だが、これは断言できる」

　眼前の大英雄とくらべて、橘征継がどれほどの勇名を持つ存在か。

　今のところ、それは誰にもわからない。だが同じ戦場に立てば、名声など関係ない。強い者、運のいい者、より智恵を巡らせた者が勝利する。

　それだけの話だった。その思いにまかせて、征継は言う。

「英雄の誉ほまれ高きカエサルどのと同じ戦場で武功を競うより、俺ひとりの方が気楽に黒王子どのと対決できる。高みの見物をおねがいしたい」

「はははは！　よかろう。君の言葉、たしかにうけたまわった！」

　そこでタイムアップとなった。
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　古代ローマの英雄。その立ち姿がやにわに消えて、アレクシス・ヤン参謀の制服姿へと急変したのである。

　史上最も名高き英雄と名も知れぬ将、生涯初の遭遇であった。
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「これはまた面妖な」

　深刻であるべき一言を、むしろ衛えい青せいはのんきそうに口にした。

　箱はこ根ねの東に置かれた第一鎮ちん守じゆ府ふ『青せい龍りゆう門もん』。なにしろ、ここを守護する念導神格イフリート――その出現を見とどけた直後なのである。

　一一月一六日、日曜日の早朝。夜が明けつつある頃だ。

「まさか、あのような〝怪物〟と戦場でまみえる日が来るとは」

　衛青はつぶやく。

　箱根の空と山々は朝日を浴びて、神こう々ごうしいほどの薔ば薇ら色であった。

　古代中国の武将は今、箱根湯ゆ本もとの空を飛んでいる。

　銀色の翼よく竜りゆう――東方ローマ軍の飛行随ずい獣じゆうにまたがっているのだ。遥はるか紀元前の昔、一武将として軍馬を駆り、戦場へ乗りこんだときのように。

　ただし、身にまとうのはあいかわらず長ちよう袍ほう――軍服ならざる平服だった。

「城壁など形ばかりで、当節はああいう怪物が砦とりでの代わりをする……。なるほど、話に聞いていたとおりですね」

　感慨深げに、衛青はつぶやいた。

　箱根湯本の駅周辺より、南に数キロ移動した山間部である。

　ここに五ご芒ぼう星せい型の城壁と護ご国こく塔とうが築かれている。箱根第一鎮守府『青龍門』だ。その塔の上空に、異様な怪物が顕けん現げんしていた。

　黄金に光り輝く、全長七〇メートルはあろう龍――。

　皇こう国こく日本の念導神格は通常、巨大な魔法円を背負うことが多い。だが、この黄金龍は巨体と同じほど大きな『三つ目』を背負っていた。

　英国の猛も者さ、《モルガン・ル・フェイ》の具現体たる巨大眼球である。

　また黄金龍の顔を見れば、その額ひたいには『第三の目』までがそなわっていた……。

　そして、次の瞬間。

　三つ目の黄金龍がやにわに三度も咆ほう哮こうした。

　ルォォォォォォオオオオオオオオォォォォォォンンンンンン！

　ルォォォォォォオオオオオオオオォォォォォォンンンンンン！

　ルォォォォォォオオオオオオオオォォォォォォンンンンンン！

　黄金色に輝く念ねん障しよう壁へきが光のドームとなって、第一鎮守府『青龍門』と黄金龍自体をおおいかくしてしまう。

「光の壁まで造る金色の龍……しかも三つ目ですか」

　中華の将であった衛青にとって、なじみぶかいはずの幻獣だ。

　が、いささか過か剰じように装飾された『龍』を前にして、苦笑まじりである。そんな復活者リザレクトに声をかける者がいる。

「青龍・朱す雀ざく・白びやつ虎こ・玄げん武ぶを合身させた神格統合体――関東将しよう家けの資料によると《四し神じん》という呼び名らしいです」

　衛青のすぐそばを飛ぶ大おお鷲わしが言った。

　翼長四メートルにも達するローマ軍の鳥型随獣、アクィラである。そして、発した声はローマ軍参さん謀ぼうアレクシス・ヤンのものだ。

「使いこなせる精霊も騎き士し侯こうもいないってんで、ずっと宝の持ち腐れだったんですがね。どうやら英国軍のボスが首輪をつけたようです！」

「ああ。うわさの黒王子どの、ですか」

　尚なお、ヤンの肉体そのものは駿河鎮守府の宿舎に横たわっている。

　ついに衛青が『青龍門』攻撃をはじめると知り、意識だけ鷲型随獣に乗せて、箱根まで飛ばしたのである。戦闘の経けい緯いを駿する河が勢とローマ大だい元げん帥すいに報告するために。

　古代中国の名将はヤンの同行を快かい諾だくしてくれた。

「この時代でめざめて以来、初の大いくさがあんな怪物相手――。昔からそうですが、わたしという男はどうも巡り合わせが悪いらしい」

　あいかわらず苦笑いをしながら、衛青はつぶやく。

　言葉だけ聞けば、愚ぐ痴ちである。しかし、なんともいえない案あん配ばいの軽やかさで、飄ひよう々ひようと口にして、後ろ向きな印象をあたえない。

　それは不運と栄光、双方を味わい尽くした男ゆえの境地なのかもしれない。

「ひとまず、記録映像とやらで見せてもらったとおりに攻めましょう」

「っていいますと？」

「黒王子どのが箱根を陥おとしたときに使った戦法、そのまま使います」

「ははあ。騎き力りよく一〇〇〇を超す復活者の大軍団、正面からぶつけて、東西南北にある鎮守府四つを順々に陥としていく、ですか」

　破格の大軍を擁ようする者だけに許される横綱相撲。

　威風堂々たる王者の戦法。それを発案した衛青の騎力、実に一〇五一。かつての位い階かい『大将軍』に恥じないものだった。

　関東側では箱根最も寄よりの鎮守府、小お田だ原わら城じようより一〇〇〇騎ちょうどをひきいてきた。

「……ケントゥリアの諸君、そういうことです。攻撃準備、はじめ」

　命令というより、軽やかな要請だった。

　衛青に付きしたがうのは、東方ローマの主力騎〝ケントゥリア〟。

　彼らは一斉に銃じゆう槍そうをかまえ、先端を敵陣へ向ける。

　全長八メートル弱。大おお柄がらなレギオンではない。だが、銀色の鎖くさり帷子かたびらとトサカ付きの兜かぶと、長方形の大おお楯だてを装備。いかにも武ぶ張ばった『兵士』の外観である。

　要所要所をいろどる赤い布と、背中の羽根飾りがアクセントになっている。

　彼らは包囲を完成済みだった。《四神》が展開したドーム状の念障壁、その周囲三六〇度を白銀のローマ軍団はぐるりと取り囲んでいるのだ。

　中央部が空洞と化した、ドーナツさながらの包囲陣形である。

「漢かんの帝室に仕つかえた大将軍さまがバリバリに西洋風のレギオンを指揮するってのも、面白いもんですねえ」

　鷲型随獣に宿るヤンに言われて、衛青は「たしかに」と微笑した。

　復活者が召集するレギオンの種は『現世に呼んだ聖獣が何か』によって決まる。

　衛青を冥めい府ふより呼びもどしたのは白銀双狼レムス・ロムルス――建国者カエサルが地中海から東アジアの地に連れてきた聖獣なのだ。

　おもむろに衛青は命じた。

「はじめてください。《四神》とやらが造った壁を徹底的に射い貫ぬいて、穴だらけにして、打ち壊すのです」

　ローマ軍団の銃槍が熱線をたてつづけに吐き出した。

　熱と衝撃の連続。《四神》の念障壁を激しく揺さぶる一斉掃射だった。

　そのまま約一〇分、集中砲火を浴びせつづけただろうか。

　だが、にもかかわらず。念障壁は無傷だった。穴だらけになるどころか、かすり傷ひとつも刻みつけていない。

　第一鎮守府『青龍門』と三つ目の黄金龍、悠ゆう々ゆうと健在――。

　長時間の連射で、さすがにケントゥリアたちも霊液を消しよう耗もうし、疲労していた。小休止とばかりに射撃を中断する。

「黒王子どのは同じ戦法で四箇所の壁を難なく粉砕していましたが、《四神》とやらには通じないようです。困りましたね」

　あの独特の軽妙さで美しき復活者はつぶやく。

　あまり困っているようには聞こえない。一方、ヤンが随獣アクィラの嘴くちばしを借りて、念ねん導どう術じゆつ師しとしての見立てを訴える。

「これだけのレギオンの集中攻撃を耐えるなんて、とんでもない堅さです。たぶん神格四体分の念をここ一箇所に集めて、とびきりの念障壁にしたんですよ！」

「まさに難攻不落の城壁ですか。みごとなものです」

　衛青がつぶやいた直後だった。

　すっぽりと第一鎮守府をおおいかくす念障壁。これは直径二、三キロにもおよぶ巨大なドームなのだが、その表面全体に火花が走り――

『天てん象しよう勅ちよく令れい……発動。輝ける槍やりよ、死の先ぶれとなれ』

　可か憐れんな少女の声が天にこだまする。

　それはもちろん、念導精霊ジーニーモリガンの唱えた口こう訣けつであった。

　そして、第一鎮守府をつつみこんだ念障壁が放電をはじめる。周囲に集つどった一〇〇〇騎のケントゥリア全てを呑のみこむほどの、極大の電光をまき散らしたのである。

「なんだ、あの強度は!?」

「ケントゥリアの諸君、結界とやらを広げてください」

　神格統合体《四神》が放った電撃の威力と規模。それは〝念の専門家〟アレクシス・ヤンが強力すぎると驚きよう愕がくするほどであった。

　が、衛青はあくまで冷静に、淡々と命じていた。

　ケントゥリアたちは防御結界の粒子をまとっている。白き光の粒子。その神秘的効果によって、外部からの攻撃を中和する。

　この結界、レギオンが密集するほど防御力は高くなる――。

　衛青のケントゥリアは一〇〇〇騎を数える。突然の天象勅令にもたじろがず、結界粒子の霊れい験げんによって、どうにか無傷で耐えきったのだが。

　放電が終わった直後、いつのまにか念障壁が消滅していた。

　代わって、黒き英国レギオンの大部隊が第一鎮守府中心部の護国塔――その真上に、四〇〇騎ほど出現していた。クルセイドではない。

　黒王子ブラツクプリンスエドワードの近衛このえ兵へい、ナイト・オブ・ガーター。

　彼らは一〇〇騎ずつ、四隊に分かれていた。どの隊も壁状方陣を組み、それぞれ鎮守府の東・西・南・北に位置取りしている……。

　衛青はつぶやいた。

「なるほど。それが狙ねらいでしたか」

　全ての黒騎士が長ちよう弓きゆうを装備。光の矢をつがえて、外を向いていた。

　その『外』では、一〇〇〇騎のケントゥリアが鎮守府を包囲中。まわり全てが敵。適当に射いるだけでも矢は当たる。東西南北に一隊ずつ配置してあるので、周囲三六〇度をおおむねカバーできる。

　ナイト･オブ･ガーター四隊が案あんの定じよう、斉せい射しやをはじめた。

　しかも、放たれるのは全て必殺の魔弾――！

「あれはエドワード王子の武ぶ勲くんですよ！」

「たしか英国式の長弓とやら、でしたね。並々ならぬ威力だという……」

　ケントゥリアたちは、防御結界を展開させている。

　しかし、それが意味をなさない。攻撃を打ち消すはずの結界粒子が矢を止められない。銀の装甲に深々と突き刺さってしまう。

　とっさに大楯をかかげたケントゥリアは多かった。

　楯のぶあつさはどうにか矢の貫通を許さず、銀のレギオンたちを多数救った。

　が、それも間に合わず、さらに急所を射貫かれてしまったケントゥリアはわずか一いつ矢しで絶命し、地上へ墜おちていく……。

　しかも、四〇〇騎のナイト・オブ・ガーターは弓を射つづける。

　矢をつがえ、放つまで五秒から一〇秒。手しゆ練れんの妙技であった。連射が止まらない。敵陣を包囲し、優位なはずのローマ軍団が一転して、今は『格好の的まと』になっていた。

　たまらず、ヤンが訴える。

「将軍！　楯に隠れろとケントゥリアに指示を――」

「いいえ。それはあまり意味がない。あの楯だって、長くは保もちません」

　進言をあっさりと退しりぞけて、衛青は言った。

「ケントゥリアの諸君。攻撃に転じてください。陣形の前方にいる者はなるべく我わが身を楯にして、後方の味方をかばうように」

　それから、おおよそ一分が過ぎた。

　悪夢のごとき英国式の弓きゆう射しやはつづき、殺さつ戮りくが繰りかえされた。

　わずか一分――六〇秒の間に、実に一〇二騎ものケントゥリアが射殺されていた。ローマ軍団一〇〇〇騎、その一割に達する数である。

　だが、この間も包囲を崩さなかった衛青指揮下のケントゥリアたち。

　矢の雨を浴びながらも銃槍をかまえなおし、引き金に指をかけて、ついに報復射撃をはじめようとした。

　第一鎮守府および、その内部に布陣したナイト・オブ・ガーターの長弓隊へ。

　相手は今、弓矢を放つために念障壁を解除している。

　痛つう打だとなるはずだった。だが開始寸前、ふたたび念力のドームが展開される。絶妙のタイミングだった。《四神》を制御するのは、英国軍の猛者モルガン・ル・フェイ。ケントゥリアの動きをよく読んでいたのだ。

　また、黒騎士たちも念障壁が復活する寸前で弓をおろしていた。

　こちらを指揮するエドワード王子もまた名将。介かい添ぞえ役である精霊の意図をしっかりと把握し、そつのない連携をしてみせたのだ。

　ふたたび念障壁におおわれた鎮守府を前にして、衛青はつぶやく。

「ははあ。これはなかなか……」

　約九〇〇騎に減ったケントゥリアはそのまま包囲を維持した。

　ふたたび一斉銃撃の開始。しかし、念障壁は小揺るぎもしない。あげく集中砲火が途切れたところで、またも報復を受ける――。

　念障壁が全方位に向けて放つ、極大電撃。

　これを受けて、全ケントゥリアの動きが麻ま痺ひ。そこですかさず念障壁は消滅し、内部にひそんでいたナイト・オブ・ガーター四〇〇騎が弓を連射……。

　またしても、わずか六〇秒でケントゥリア約一〇〇騎が射殺された。

　ローマ側が反撃をはじめても、時すでに遅し。念障壁はとっくに復活している。

「このまま包囲をつづけても、同じことの繰り返しになるだけでしょう。われわれの軍は半日も保たず、全滅するはずです」

　わずか二〇分程度で、二〇〇騎以上のケントゥリアを失った。

　この大損害を目まの当たりにした衛青将軍。ため息というにはやや軽やかすぎる吐と息いきをもらして、ぼそりと言う。

「壁のなかに閉じこもられると、もう外からは突き崩せませんね」

「世界中を探しても、あそこまで堅い念障壁はほかにないって代しろ物ものですよ。ここはちょっと軍を退ひかせて、べつの攻略法を考えては――」

「どうせ退くなら、小田原城まで退きましょう」

「へっ？」

　随獣アクィラは鷲型。つまり猛もう禽きん類るい。

　だが、嘴からこぼれたヤンの声は姿に似合わぬ間抜けさだった。対して、漢帝国出身の美男子はあくまで涼やかに微笑ほほえんでいる。

「あの砦が掛け値なしに〝難攻不落〟とわかった以上、今、攻める必要はないはずです」

「……ああ、なるほど」

　ヤンが大元帥カエサルの直属である理由、智略ゆえではない。

　そちらはいたって凡ぼん庸ようなのだ。『念導術まで使える情報担当将校』として、便利使いされているだけだった。しかし、一応は参謀である。

　ヒントをもらって、衛青の意図を遅ればせながら悟ることができた。

　そして、ひそかに思う。

「つかみどころのない人だよな、ほんと……」

　姓は衛、名は青、字あざなは仲ちゆう卿けい。

　生みの母は評判の美女で、恋多き遊び人だった。父は定かでない。父と目もくされる役人の家庭に使用人としてひきとられ、奴隷同然の境遇で育つ。

　父かもしれない男は衛青少年に牧童の仕事をあたえた。

　羊の群れと共に山で暮らし、馬で家畜を追うという日々だった。だが、ある日、唐突に長ちよう安あんの都へ旅立つ日が来た。生き別れの姉が呼びよせてくれたのだ。

　姉は貴人の家で働いたことが縁で、皇帝陛下の寵姫となっていた。

　そう、皇帝。それも前ぜん漢かんの最盛期をきずいた武ぶ帝ていである。『皇帝お気に入りの寵ちよう姫きの弟』はここから栄達の階段をのぼりはじめるのだ。

　しかし、不遇の生い立ちからか。

　衛青将軍は生涯ひかえめで、自みずから目立とうとはしなかったという。




「騎力一〇〇〇を超す復活者、であるのに」

　精霊モリガンの依より代しろが不審そうにつぶやいた。

　身長にして三〇センチ程度、フィギュアサイズの人形である。海兵セーラー服を着て、エドワードの肩に腰かけている。

「あっさり、軍団を退かせました。攻城戦が得意では、ないのでしょうか？」

「かもしれない。だが、そうだとしてもいくさ上手ではあるのだろうな」

　勝利の余裕にまかせて、エドワードは微笑した。

　白き英国の翼竜を駆って、箱根湯本の上空をゆったりと飛行中だ。今まで念障壁の内部に閉じこもっていたので、自由なフライトがことのほか楽しい。

「どういう、意味でしょう、王子殿？」

「結局、昔も今も攻城戦で有効な作戦は二種類しかないのさ。どちらも即効性はない。そして、どちらも選べないときは――どんな作戦を考えようと、それは無駄に自軍の兵を殺す類たぐいの愚ぐ策さくでしかない……」

　遥か昔、中世の頃に経験した戦闘をエドワードは思い出した。

「クレシー、そしてポワティエのいくさで我が英国の弓兵に蹂じゆう躙りんされたフランス軍……彼らがいかに愚おろかだったかを考えてみるといい」

　武ぶ勲くん《クレシーの射手》によって、黒王子の騎士たちは弓使いに変化する。

　この能力の元となった戦闘、長弓ロングボウを巧たくみに運用した事例として知られている。

　敗れたフランス軍は『騎士』を戦術の中心とする軍団であった。

　騎士。すなわち重装騎兵である。丘の上に布陣した英国軍めがけて、フランス騎士たちが颯さつ爽そうと馬を駆り、突撃していく。

　これを迎え撃つのは、英国式長弓隊が連射する矢の雨だった。

　フランス騎士が乱れ飛ぶ矢をかいくぐり、英国陣地に到達しても、落とし穴が待ちかまえている。さらに馬から下りた英国騎士が歩兵として襲いかかってくる。

　かくして、英国はクレシーの戦いで大勝利した。

　一〇年後のポワティエの戦いでは、落とし穴が生け垣に変わる。

　どちらの戦闘もフランス軍の敗因は同じだった。『入念に防備を固めた英国陣地へ、フランス騎士が勇猛かつ無策に攻撃を繰りかえしたこと』だ。

「そういえば、日本にも『長なが篠しのの合かつ戦せん』という同種の戦闘があった、そうです」

「英国式モード・アングレの長弓にせよ、銃にせよ。すぐれた飛び道具をそなえた敵陣への攻撃は、慎重であるべきなのさ」

　つぶやいてから、にやりと笑う。

　ここで退いた以上、顔も名前も知らないローマ軍の敵将は長期戦を考えているはずだ。

　しかし、そちらへの備えは十分だった。

　維新同盟――否いな。大英帝国軍はこの二カ月間、腰を据えて関東侵攻に取りかかるため、じっくりと下準備を重ねていた。補給線の確保などに抜かりはない。

　だからこそ、短絡的に『東京を奇襲』などの策に出なかったのである。

「さて。君の方はどう出るつもりかな、橘たちばなどの……」

　こちらは顔と、仮の名乗りを知る敵将だった。

　万全の迎撃態勢をととのえたエドワードに、いかなる手で対抗してくるか。そのことを考えるだけで、自然と胸が高鳴ってきた。




　　　　　　　　　２




「これが昨さく日じつ、箱はこ根ねの青せい龍りゆう門もんで起きた戦闘……その記録映像です」

　うわさに聞く衛えい青せい将軍の出陣と、あっさりすぎる撤退。

　一部始終を念ねん導どう術じゆつで映像化したのは、現地に赴おもむいたアレクシス・ヤン。

　それを再生してくれた術師は藤ふじの宮みや志し緒お理りであった。いまや東海道将しよう家けの〝斎さい宮ぐう〟となった皇こう女じよその人である。

　富士鎮ちん守じゆ府ふの会議室に集まって、軍議の真っ最中だった。

　小お田だ原わら城じようをのぞけば、箱根に最も近い鎮守府だ。隣国の大だい元げん帥すいとの〝約束〟を成じよう就じゆさせるため、新東海道州軍のトップと最精鋭はついに最前線へやってきたのである。

　新総そう督とくの秋あきヶが瀬せ立りつ夏かがいる。

　一六歳の若さで騎力七二を得た〝新鋭〟橘たちばな初はつ音ねがいる。

　そして、己おのれがいる。

　かりそめの名は橘征まさ継つぐ。真の名前は誰も知らない。

　最近はひそかに、べつの名でも呼ばれている。皇こう国こく日本の英えい傑けつ、土ひじ方かた歳とし三ぞうだ。

　その関係で『新しん撰せん組ぐみ』なる仰ぎよう々ぎようしい隊名まで預かることになった。まあ、〝本当の自分〟などにたいして興味もないので、問題はないのだが。

「三つ目の龍まで出てきて、一〇〇〇騎のレギオンすら追い払うなんて……。今まで見た鎮守府のなかで、いちばんすごい感じだわ」

　隣にすわる妹分が発言した。

　出席者は全員、木製の円卓の前にすわっている。

　が、二〇人以上いても使えるサイズなので、真ん中付近にみんな集まっていた。

　このあと、ほかの騎士侯や将校も集まってくる予定だった。その前に〝東海道新総督と、その懐ふところ刀がたなたち〟だけで会議をしておこうとなったのである。

「こんなすごいの、日本にもあったのね」

「誰にもあつかえなくて、長く放置されていたのです」

　初音のコメントに志緒理がため息まじりに答える。

　ちなみに、新撰組一番隊隊長として組織に組みこまれたあとだが、初音はあいかわらず『はいからさん』姿のままだった。

「四〇年以上も前、西日本と関東将家の関係がぎこちなくなったときの話です。西からの進撃を想定して、箱根の関せきを強化する計画が生まれました。このとき初代女じよ皇おうの日ひ美み子こさまが天てん龍りゆう公こうに祈き願がんされて、《四し神じん統合》の咒じゆ儀ぎを授かったと聞きます」

　神に等しき存在、聖獣たち。

　彼らは妻や娘たちに祈き念ねんされれば、〝神秘の下か賜し〟で応こたえてくれる。

　この世界はそうやってレギオン、念導神格イフリートなど、あまたの神秘を得てきた。

　ゆえに聖獣の血をひく女性は王族・皇こう家けとあがめたてまつられ、彼女たちを最高の特権階級者――『姫』として遇する。

　だが、征継は前に志緒理から聞いた。

　その〝おねだり〟は命を代償にする。姫たちの寿命をすくなからず削り取ると。箱根に《四神》を封じるために支払った命、いかほどであっただろう？

「そうだ、姫様。ローマの将軍さんですけど」

　不思議そうに初音が訊たずねた。

「どうしてすぐに撤退したんでしょう？　箱根の守り神さまがとんでもないのはわかりますけど、もうすこし粘ってもよかったような……」

「今の箱根は、東西南北のどこを攻めても難攻不落ですからね」

　志緒理は軍略にも明るい。即座に答えた。

「無駄に城攻めをつづけるより賢い攻め方がある。そう思われたのでしょう」

「そんな戦法あるんですか!?　じゃあ、初音たちも同じやり方で――」

「残念ながら不可能です」

　ぱっと表情を輝かせた初音へ、東海道の斎宮は淡々と語る。

「実は名将と言われる方でも、攻城戦で打てる策はそう多くはありません。極端な話、ふたつだけです。堀や城壁を機材などで無力化するか……」

「兵ひよう糧ろう攻ぜめか、だな」

　言葉を継いだのは、立夏だった。

「皇女殿下のおっしゃるとおりだ。知っているか、橘。昔から城攻めには時間がかかるのが相場だった。だから『籠ろう城じよう』が効果的だったんだ」

　歴戦の将である立夏は、さすがによくわかっている。

　彼女自身も実際、一カ月以上も駿河鎮守府で『籠城』を行っていたのだ。

「敵が攻めあぐねている間、こちらはひたすら防戦をつづけて、外からの救援を待つ。最初は劣勢でも、その手で逆転した防御側はかなり多いぞ」

「そ、そういえば『城攻めに二年かかった』みたいなお話、ありましたっけ……」

「衛青将軍は兵糧攻めを選ぶはずです」

　納得顔でつぶやく初音へ、志緒理が言う。

「あの方の前世での武功、実は全て《匈きよう奴ど》討とう伐ばつに関するものです。匈奴はとても勇猛な騎馬民族で――中国北方や西方を勢力圏としていました」

　ここでなぜか、志緒理がちらりと征継を見た。

　目配せではない。つい思わずという風ふ情ぜいで、一瞬だけ視線を動かしたのだ。

「彼らは街も城も造らず、馬と共に移動をくりかえす遊牧民でした。当然、衛青将軍は城攻めの経験をほとんど持たないはずです」

「それで兵糧攻め……。たしかに、初音たちには無理ですねー」

「はい。カエサル公の来日は八日後の予定……。箱根への補給線を断ち、向こうの食糧庫が空からになるのを待っていたら、間に合いません」

「じゃ、もうひとつはどうですか？　『機材でお城を無力化させる』方」

「古代や中世なら破は城じよう槌つい、カタパルト、あと〝とっておき〟として、土木工事や爆薬という切り札もありましたが……。現代では、なかなかそういう機材はありませんね」

「鎮守府を守るのは念導神格と、なによりレギオンの軍勢だからな」

　志緒理がため息をつくと、立夏も口くち惜おしげにうなずいた。

「結局、レギオンを制しうるのは同じレギオンのみ。攻撃側は防御側の三倍、軍勢の数を揃そろえるというのが定じよう石せきだ。ただ、ケントゥリア一〇〇〇騎でも陥とせない鎮守府をどれだけのレギオンで攻めれば足りるのか……」

　言うべきことがすくなくなってきた、からか。

　女性陣は自然と口を閉ざし、黙りこんでしまった。沈黙が落ちる。沈ちん思し黙もつ考こうしているのではなく、妙案が浮かばずに苦しんでいる雰ふん囲い気きだ。

　自分の番が来たようだ――。征継はひさしぶりに口を開いた。

「箱根の攻め方については、俺にいくつか考えがある」

「本当、お兄さま!?」

「ああ。どうにかなりそうなこともあれば、むずかしそうなこともある。あまり時間がないのはたしかだが……まだ猶ゆう予よはある」

　目に輝きがもどった初音へうなずきかけて、征継はいつもどおりに淡々と語る。

「もう幾日か、考えを詰めてみるつもりだ。おまえも手伝ってくれ」

「ええ。まかせといて！」

「征継どの。差し支えなければ、お考えのいくつかをうかがってもよろしいか」

　熱量のすくない征継の話しぶりがかえって効いたのか。

　いつもの覇気と凜り々りしさを取りもどして、立夏が訊ねてきた。

「もちろんです。まず俺たちも箱根の補給線を断ちにかかる――ふりをして、短期決戦の思おも惑わくを隠す。また、姫とあのヤン参さん謀ぼうを仲介役にして、ローマ軍との連携を密なものにする」

「ローマ軍。それは小田原城の者どもですか、征継どの？」

「はい。あの衛将軍……おそらく、かなり使える男です」

　はっきりと征継は請け合った。

　まだ初陣での、そつのない采配しか見ていない。あの状況での最適解を瞬時に見つけ出したという点では評価に値するが、それだけだとも言える。名将の呼び名にふさわしい才気を見せつけたわけではない。

　だが、その〝そつのなさ〟〝地味さ〟が不気味でもあった。

　逆にあれこそがエドワード王子の華麗さ、リチャード一世の野性とならぶ『復活者リザレクト・衛青将軍の真価』ではないのか――。そんな気さえする。

　もし、最も目立たない対応策を、わざと選んだのであれば。

　まちがいなく、当てにできる男のはずだった。

「そして、いちばんの問題は俺の補給を万全にすることです」

　補給。その言葉に志緒理と初音がびくりとした。

　橘征継に霊液をあたえるための特殊な方法、彼女たちしか知らないのだ。

　しかし、立夏がきょとんとしている。東海道新総督のために、征継は己の秘密をつらつらと語っていった。

　全てを聞き終えて、立夏は珍しく狼ろう狽ばいしていた。赤面までしている。

「つ、つまり、征継どのは殿下と橘から霊液を分けてもらっていたと？」

「はい」

「は――肌を重ねて、その熱を受け取るという形で？」

「はい」

「皇女と騎士、義理とはいえ兄と妹であるにもかかわらず!?」

「はい。ですが、今まで以上の負担を姫と初音にかけることは忍びない。そこで代わりとなる策をひとつ考えました」

「!?　どういうことですか、征継さま!?」

「は、初音たちの手助けはもういらないというの!?」

「俺のもくろみどおりにいけば、そうできるかもしれないな」

　志緒理と初音まで驚きよう愕がくし、詰きつ問もんしてきた。それに淡々と答えてから、征継はじっと立夏の美び貌ぼうを見つめた。

　新総督である彼女に、是ぜ非ひとも許しを得る必要があった。

「立夏どの――」

「ま、征継どの。あなたはまさか……」

「はい。そのまさかです。是非、お許しをいただきたい」

「そ……それは少々、時期尚しよう早そうではないでしょうか！　わ、私にも心の準備というものが必要ですし、いくら征継どのの頼みでも、にわかには承しよう諾だくしかねることが……！」

　声を張りあげつつ、立夏が目をそらす。

　征継のまっすぐで、真しん摯しな瞳ひとみを受けとめかねたのだ。

　女じよ傑けつである彼女にしては珍しいことだった。しかし、仕方ないのかもしれない。あまりにいきなりすぎる要請なのだから。

　だが、ほかに道はない。征継は深々と頭を下げた。

「どうか、お許しください。東海道将家に仕つかえる騎士侯たち――彼らからも霊液を分けてもらうこと、全てさしゆるすと」

「……えっ？」

　なぜか立夏が絶句していた。啞あ然ぜんとしている。

「我が将家に仕える……騎士たちから？」

「はい。今までは姫と初音しか、頼れる人間がいなかった。だが、今はちがう。まわりにいる騎士侯もずいぶんと増えた」

「征継さま。たしかにずいぶんと増えましたが――男性ばかりではありませんか！」

　しとやかであるべき志緒理まで、なぜか動揺もあらわにしていた。

「ま、まさか、男の方にも〝あれ〟をお願いするつもりですか!?」

「もちろんです。連中を当てにできると、補給はずいぶん楽になる。それに、なんといっても屈強の男たちが一〇人以上――」

　少女である志緒理にだいぶ無理を強しいたこと、征継は忘れていなかった。

「あの者たちが相手なら、体の負担もあまり心配しなくていい」

「ダメよお兄さま、破は廉れん恥ちすぎるわっ。ちょっとだけ見たい気持ちはあるけど！」

「初音の言うとおりですっ。主あるじとして、認めるわけにはいきません！」

　箱根攻略の糸口とすべき、起死回生の秘策。

　しかし、皇女殿下と妹分は声を荒らげて『やめろ』と訴え、盟友・秋ヶ瀬立夏は呆ぼう然ぜんとした体ていで口をぱくぱくさせているのだった。
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　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かに補給のからくりを告白し、予定どおり軍議に出席したあと。

　征まさ継つぐは海の近くまでやってきた。

　富士市、田た子ごの浦うら港こうである。二十日ほど前も訪れた場所だ。あのときは富士鎮ちん守じゆ府ふにとらわれた騎き士し侯こう三名を救うため、ここから事を起こした……。

　もう陽ひが沈みはじめている。

　夕暮れ時、落日の色に染まる駿する河が湾わんは得えも言われぬ美しさであった。

　だが、べつにそれが目当てではない。

「これがなんとかっていう英国の船なのね。ジングルベルだったかしら？」

「たしか、ティンタジェルという艦名だったはずだぞ」

　ここまで車で送ってくれた初はつ音ねと、言葉を交わす。

　田子の浦港の埠ふ頭とうには、日本国籍ではない大型艦船が停泊していた。

　駆く逐ちく艦かんティンタジェル――。富士市を維新同盟より奪還したあと、市内の英国兵を捕虜とすると共に、この艦も港で拿だ捕ほしたのである。

　全長、実に一八三メートル。満載排水量一万五千トン。

　流線的な船体は軍艦というより、むしろスタイリッシュかつシンプルな北欧家具などを思わせる。が、これはステルス設計を取り入れた結果云うん々ぬんと誰かが言っていた。

　動力源は人造霊液を用いた流りゆう体たい炉ろ。

　限定的ながら、水すい霊れい殿でんの代役も果たせる。

　有翼巨兵レギオンの活動拠点ともなる、一種の空母でもあった。

「お兄さま、どうして急にここへ来たの？」

「軍議でこいつの名前が出て、すこし気になった。何か使い途みちがあるかもしれん」

「この船で箱はこ根ねの関せきに突撃するのも、かっこいいわよね」

「箱根が海辺にあるなら、それも悪くない」

「芦あしノの湖こは海じゃないものね……。ニジマスとかワカサギいるし」

「ブラックバスもな。みごとなくらいに淡水湖だ。海にもつながっていない」

　監視役の歩兵部隊に搭乗口を開けてもらい、立ち入り禁止の英国艦にも乗りこめるのは騎士侯ゆえの特権だろう。

　バカ話に興じつつ、妹分といっしょに艦内を歩きまわった。

　甲かん板ぱん。ヘリ格納庫。艦内に入って操船区画、多目的ホール、食堂、調理室、娯楽室、シャワールーム、そして医務室――。

　英国人はおろか東海道の兵さえ、ひとりも見ない。

　この艦は封ふう鎖さされており、無人なのだ。人ひと気けのない医務室で初音が言う。

「流体炉をオンにして、船を動かすくらいならできるけど……武器の管制とか、索さく敵てきとか、精霊さんの力が必要なことは何もさせられないのよね？」

「らしいな。それもモルガン・ル・フェイの仕し業わざだと聞いたぞ」

　駆逐艦ティンタジェルは大英帝国の最新鋭艦。

　対空武器管制システム〝Evil-Eye〟は艦を制御する念導精霊ジーニーの念に連動し、艦載火器に神秘的効果までも付与する。

　そのシステムをはじめ〝念ねん導どう系全般〟に、強固なロックがかけられているという。

　管理者であった精霊――あの《モルガン・ル・フェイ》が為したことだろうと、東海道の念導士官らは分ぶん析せきしていた。

　艦の記憶領域から重要情報の抜き出しすらもできないと。

　黒王子、獅し子し心しん王おうだけでなく、英国軍にはこのような伏ふく兵へいもひそんでいるのだ。

　敵の手て強ごわさをあらためて征継が実感していたとき。

「ところでお兄さま。さっきのあれ……本気なの？」

　いきなり初音に訊きかれた。

「お、男の人とも霊液補給の儀式をしたいっていう、あれ！」

「本気に決まっている。冗談であんなことは言わん」

　征継はいつものとおり淡々と抗弁した。が、妹分の方はいつもの明朗さを返上して、言いにくそうにしながら食い下がる。

「でも、それはつまり――男の人と、はは、肌を合わせて、体を温めてもらうってことで……なんていうか、お兄さまにも抵抗があるんじゃないかしら！」

「いや。特にはないな」

「ええっ!?」

「北の果てにでも行ったと思えばいい。冬の極限に挑むような極ごつ寒かんの地では、仲間と身を寄せ合い、暖を取るのは当然の行為だ。そこに男も女も関係ない」

「服とか脱いで、男の人と抱き合うことになるのよ!?」

「必然性があれば、脱ぐことに異論はないぞ」

「それは女優さんが言うセリフだわっ。あ、あのね、お兄さま。もしもよ。そういうふうにした男の人が――お兄さまにどきどきして、恋心とか持ったりしちゃったら……」

「男が俺に恋したら、だと？」

　じろりと見据えると、妹分は珍しく愛想笑いでごまかそうとした。

「た、単なる仮定の話よ。でもやっぱり、さすがのお兄さまだって、そういうのには抵抗あるわよねぇ……」

「いいや。あまりない」

「へっ？」

　間抜けな声を出した初音へ、征継は訥とつ々とつと言う。

「たとえ男同士でもそれが真剣な気持ちなら――受け入れるかどうか、俺も真剣に考えるのが筋だろう。結果、相思相愛になることも……」

「お兄さまってまさか、男同士のフォーリンラブに問題ない人!?」

「そのあたりは経験がないのでわからん。だが考えてみれば、俺は過去の記憶がない。もし前世でそういう人間だったなら……まあ、何も支障はないだろうな」

「支障は大ありよっ。初音が許さないんだから！」

「……どうして？」

「どうしても！　だ、だから、男の人ともするとか言わないで……」

　今まで初音は興奮気味に話を進めてきた。

　だが、急に声をひそめた。切ない表情で征継の腕を取る。まるで不安に襲われた子供が親にすがりつくような――女おんな丈じよう夫ふの橘たちばな初音らしくない仕草だった。

　しかも、初音はちらりとベッドを見る。そういえば、ここは医務室だった。

「わがままを言う分は……初音ががんばるわ」

　今も、そしてこれからもという含みを持たせた誘いの言葉。

　こんな妹分は初めて見る。征継は目をみはった。

「お兄さまのために、いくらだって力を分けてあげる。大丈夫。初音はたいていの男の人より頑丈で、根性だってあるんだから。騎士侯の人にだって負けないわ……」

　さっきは思わず『どうして』と訊いた。

　しかし、もうそれを繰りかえす必要はない。今の初音を見れば、さすがにわかる。まさか、あんな話だけで嫉しつ妬とをするとは――。

　そのうぶさをかわいらしく思い、征継もベッドをちらりと見た。

　ふたりで白いシーツの上に腰かけ、ささやき合う。

「おまえには今朝も分けてもらった。あまり無理をさせたくないんだがな」

「バカにしないで。あんなの半日近く前じゃない。そ、それより、すこしの間、あっちを向いていてね。準備……しなくちゃ」

　くるりと初音に背を向けて、医務室の壁を見つめる。

　うしろから、衣きぬずれの音が聞こえてきた。

　このような行為を交わす間あいだ柄がらになってから、もう一〇日ほどだろうか。が、征継の前で肌をさらすとき、初音はいまだに恥ずかしがる。

　いつもの明朗快活さと、ふたりきりのときの初うい々ういしさ。

　そのギャップもまた可か憐れんだった。

「い、いいわ」

「…………」

　許可が出たので振りかえる。征継は何も言えなかった。

　初音は『はいからさん』の和服も袴はかまも脱ぎ、その下に身につけていた和装用の下着も取り去って、ただベッド用の毛布を肩にかけただけという格好だった。

　乳房などは左腕で器用に隠して、全てをさらけ出しているわけではない。

　そして、初音はひどく恥ずかしそうでもあった。

　夕暮れ時である。船の小さな丸窓から紅あかい西日が差しこんでくる。だが、初音の顔や肌が赤いのは夕日のせいだけではない。

「初音」

「あ、あのね。ちょっとはしたないかもしれないけど、お兄さまにはたくさんあったまってほしいし、だったら――初音がたくさん脱いだ方がいいかなって思ったの。こ、ここまでしない方がよかったかしら……」

「いいや。それがいい」

　初音の肩に手をのばして、ひきよせる。

　ふたりはベッドの上で抱き合った。そのまま初音が上になり、征継を押し倒すような格好になる。顔と顔が近い。くすりと微笑ほほえみ合う。
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　征継が笑うとき、いつも唇くちびるの動きがすくない。かすかに頰ほおがゆるむ程度だ。

　だが、このときは割と自然に笑うことができた――気がする。

「お兄さま……」

　ささやきながら、初音が唇を――征継の首筋に押しつけた。

　くちゅっという口づけの感触。なんとも甘やかだった。上になっている初音の肢し体たいは心地よい重さで、征継を圧迫してくれている。

　ふたりの足と足も自然と絡からみ合うような格好になっていた。

　一方、初音は唇を押しつけていたことに気づき、ハッとした。無意識だったらしい。

「ご、ごめんなさい。たまにお兄さまがしていたから、つい……」

「俺はそんなことをしていたのか？」

「そう……ね。いつもというわけではないけど」

「いやだったか？」

「う――ううん。いやじゃない……から初音もつい……」

　可愛いことを言う妹分。そのわがまますぎる全身をぎゅっと思わず抱きしめる。初音はどこかうれしそうに微笑み、もう一度、ちゅっと首筋に口づけしてくれる。

　そのまま抱き合うこと、暫しばし――。

　冷たかった征継の体がじんわりと熱くなってくる。

　同時に、初音も切なげな吐と息いきを洩もらした。

「んん……んん……ふぁっ。あ――いつもより熱いわ、お兄さま……」

「どうした？」

「お兄さまをいっぱいあたためて差し上げようと思っていたからか――すごく、体が火ほ照てってしまったの……。頭もぼーっとして、なんにも考えられなくなってきて……」

「俺のためにか」

「そ、そうよ……んんっ。ふあ――っ」

　思わず征継は上体を起こした。あぐらをかいて、初音をそのうえにすわらせる。妹分とベッドの上で向かい合う、そのまま強く抱きしめ合うという体勢になった。

「初音」

　今度は、こちらが初音の白い首筋に顔を埋めた。

　けなげな妹分の火照りを吸引するように唇を這はわせ、吸いつく。そのおかげか、熱湯のように熱くなっていた体がすこしだけぬるくなった。

「お兄さま！」

　感極まったのか、初音が叫ぶ。

　そのまま抱き合うこと数分。ようやく火照りが収まってきたので、毛布以外の何も着ていない少女から、はなれようとしたのだが。

　逆に初音の方が『ぎゅっ』としがみついてきた。

「だめよ、お兄さま……。今日はいつも以上にがんばるって決めたんだから。初音から取れるだけのものを取っていって頂戴……」

　もちろん、けなげな妹分に必要以上の負担をかけたくない。だが、その可憐さに激情を刺激されて、征継はふたたび初音を強く抱きしめた。

　結局、それから二回も初音の体は最大限に火照りを宿らせた。

　そのたび、征継はかなりのぬくもりと霊液を分けてもらう形となった。

　が、三回目が終わったあと、さすがに体力自慢の橘初音も疲れ切ったらしい。すうすうと寝息を立てはじめてしまった。

　生まれたままの姿で眠る初音を毛布でくるみ、しばらく寝顔をいつくしんだあと。

　征継は医務室を出ていった。

　駆逐艦ティンタジェルの見学、まだ途中だったのだ。

　ひととおり見終わったあとで初音を起こし、艦を出るつもりだった。ひとまず艦内から甲板に出て、それから塔を思わせる艦橋部へ入っていく。

　艦長はじめ、操船に関かかわる士官たち、ときには艦隊司令なども集つどう場所。

　まさに駆逐艦ティンタジェルの司令塔であった。

「軍船、か」

　窓まど際ぎわにひとりたたずみ、征継は〝外〟を眺めてみた。

　甲板上に建てられた、タワー型の艦橋である。ちょっとしたビルほどの高さだ。昔の帆船なら、マストの上の見張り台でしか楽しめない眺望だろう。

　もう夜になっていた。

　艦は埠頭に停泊しているので、田子の浦港の外に広がる駿河湾まで見渡せる。

　やわらかな月の光と初冬の星座が海原を照らしていた。今日は波もおだやかで、夜の海は落ち着きのある雰囲気だ。だが、思うところは何もない。

　はじめて翼竜に乗ったときは、なつかしさのようなものを感じたのだが。

「俺の前世、船との縁はなかったようだな」

「それをたしかめに、ここへいらしたのですか？」

　……うしろから声をかけられた。

　気配を察していたので、驚きはしない。落ち着いて返事をする。

「供も連れないで不用心でしょう、姫」

　振り向けば、そこには藤ふじの宮みや志し緒お理りがいた。
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　不用心だと指摘されて、志し緒お理りは不満そうに言った。

「子供あつかいしないでください。わたくしよりも手て練だれの念ねん導どう術じゆつ師しを探す方がむずかしいこと、征まさ継つぐさまもご存じでしょう？」

「たしかに」

　白いブラウスに紺のスカートという清せい楚そな私服姿。変装用のメガネもかけている。印象操作の念導術も使っているのだろう。

　供の話はもうやめて、征継は皇こう女じよの問いに答えることにした。

「実は軍議の途中でこの艦の話を聞いたとき、妙な考えが頭に浮かんできたのです。ティンタジェルという船、今度のいくさで使えるのではないかと」

「箱はこ根ねの関せき――山城を攻めるのに、この船が使えると？」

「はい。もしかすると、前世とやらで俺は軍船のあつかいに長たけていて、そのおかげで何かアイデアが浮かびかけたのかと思い……」

「実物を見にいらしたのですね」

「ただ、勘かんちがいだったようだ。結局、何も思い浮かばない」

「いくら大英帝国の最新鋭艦でも、山には登れませんからね……」

「まったくです。来た意味はありませんでした」

　淡々と報告したら、志緒理はくすりと笑った。

　もちろん嘲ちよう笑しようなどではなく、今の述じゆつ懐かいを微笑ほほえましく思ったようだ。しかし、すぐに表情をひきしめ、心配そうにささやく。

「そういう不確かな勘までたしかめたくなるほど、今回の箱根攻めはむずかしいのですね。征継さまにとっても……」

「あの四し神じんとかいう仕掛けは、それだけ厄やつ介かいです」

　駿する河が鎮ちん守じゆ府ふを守護していた精霊・咲さ久く耶やと念導神格イフリート《青せい龍りゆう》。

　残念ながら、あのあたりとは役者がちがいすぎる。精霊モリガンが制御する青龍・朱す雀ざく・白びやつ虎こ・玄げん武ぶの統合体――。

　あんな怪物とエドワード王子の組み合わせ、最悪の敵と言ってもいい。

「実はわたくしも四神の力を目まの当たりにして、思うところがありました。皇こう女じよである己おのれがしかるべき手を打てば、あの怪物を労せずして封じこめるのではないかと」

「…………」

「今、そういうことが実際にできるかを調べております。すこしお待ちいただけますか？」

「姫。それはあなたのお命を――」

「覇は業ぎようを志こころざす以上、どこかで必要になることです。大丈夫。あまり負担が大きいようなら、さすがにべつの手段を講じます」

　志緒理は珍しく冗談めかして、くすっと微笑んだ。

「わたくし、まだ就職したばかりですし。いきなり病気療養なんて間抜けすぎます」

「同感です。姫にはどうかご自愛をしていただきたい」

　ひさしぶりにふたりだけで、ゆっくり話している。

　そんな気がした。考えてみれば、以前は霊液を分けてもらうため、必ず日に一度はふたりきりになっていた。そのついでに話もあれこれとしていた。だからだろう。

「と、ところで征継さま。補給の件ですけど」

　志緒理も霊液のことを思い出したのか。不意に話題を変えた。

「男性の……騎き士し侯こうに協力をおねがいするというのは――」

「姫もご反対か？」

「そ、その、望ましくはないと思います。……べ、べつに同性愛的な行為が反社会的でわたくしの騎士にふさわしくない――そういう差別的な考えからではありません。ただ、征継さまにはそうしたことをしていただきたくないといいますかっ」

　動転しているからか、やたらと『的』を多用する皇こう女じよ殿下。

　その反応を愛いとおしく思いながら、征継はあえて訊きく。

「俺だから駄目なのですか？」

「は、はい……。あの、征継さま」

　皇女殿下は決然と顔を上げた。

　変装用のメガネのおかげで、聡そう明めいな印象がさらに強くなっている。

　やはり美しい女性だった。彼女は目の奥に揺れていた迷いを意思の力で振りはらい、おずおずと言う。

「ずいぶん休ませていただきましたから……わたくしだって、もう大丈夫です」

　こういう分野には奥ゆかしい志緒理からの、精一杯の申し出だった。

　これで燃えなくてはどうかしている。征継は何も言わずに姫君の体を両手で抱き上げた。

「きゃ……っ!?」

「姫。もちろん、あなたの力添えも俺には必要だ」

　皇女殿下の玉ぎよく体たいを『お姫様だっこ』の言葉どおりに運んだ先は、すこし先にある革張りのシートだった。

　軍艦の装備品としてはなかなかに豪ごう奢しやだ。艦長用なのかもしれない。

　その座席に皇女を横たえさせる。

「い、今、支度をいたします……」

　おずおずと言って、志緒理は上体を起こす。

　ブラウスのボタンを全てはずした。さらに座席の上で膝ひざ立だちになり、スカートのホックまではずしてしまう。しゅるりと紺色の生き地じが落ちる。

　龍の血をひく姫君は、肩から白いブラウスをひっかけている。

　だが、それ以外は薄桃色の清楚な下着姿に、素足をつつむストッキングという格好におなりあそばし、征継のために清らかな柔やわ肌はだをお示しくださっている。

　あいかわらず座席の上で膝立ちになったまま。

　おかげで身長差がたいしてなくなり、征継も立ったままなのに目の高さが同じだ。

　変装用のメガネはつけたまま。はずし忘れたのだろう。いつも以上に聡明そうな皇女殿下がすぐ前にいる。

「姫。お情けを頂ちよう戴だいいたします」

「そのようなこと、おっしゃらないでください。征継さまあってのわたくしです。その御方のために身を削るくらい――」
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　ささやく皇女の肢し体たいをぐっと抱きしめる。

　彼女の方も強くしがみついて、抱ほう擁ようを受け入れてくれた。そのときに征継はふと悪戯いたずら心ごころを起こして、耳元でささやきかけてみた。

「身を削る……だけですか？」

「へ、変なおしゃべりよりも集中なさってくださいっ」

　たしなめられた。だが、志緒理は甘えるように頰ほおをすり寄せてくる。征継の頰にだ。無意識の行動であるように見える。

　これが皇女殿下のお心であり、ふたりの距離感なのだ。

　さびしかったと言わんばかりに甘えを見せられて、征継の心に火が付いた。

　今まで以上の強さで『ぎゅっ』と抱きしめる。高貴な女性を相手に、すこし乱暴すぎる振るまいだったかもしれない。

　しかし、それをしっかりと受け止めて。

「征継さま……」

　姫君はうっとりとつぶやいてくれた。それから征継の首筋に顔を埋めて、ちゅっ、ちゅっと幾度も軽い口づけを繰りかえしてくれる。

　考えてみたら、霊液補給のための行為を初はつ音ねよりも長く経験しているのだ。

　振るまいと物腰は清楚であっても、より深く、濃密に、征継との時間を共有してきたともいえる。今も征継の背中や腕をやさしくさすり、冷え切った復活者リザレクトの体をすこしでもあたためようと心を尽くしてくれていた。

「……姫」

「……征継さま」

　ただ呼び合うだけで絆きずなが深まる。そんな気さえする。

　やがて、征継の体はじんわりとあたたまってきた。志緒理の肢体から、順調に霊液のエッセンスを吸い取りつつあるのだ。

　だが、ここで征継はさっきのことを思い出した。

　まるで熱湯のように熱くなっていた妹分。その熱はおびただしい量の霊液となって、橘たちばな征継が戦うための力となってくれた。また、初音にもかつてないほどの高揚をあたえていた。

　意識を集中し、あえて熱を奪わぬよう――征継は己に言い聞かせた。

　すると、徐々に反応が現れてきた。

「ま、征継さま……。今日はわたくし、すこし……変かもしれません。体がいつも以上に熱くて、ぼうっとして、上う手まく考えがまとめられなくて――」

　うわごとのように志緒理がつぶやく。

　メガネの奥の瞳ひとみはうつろで、いつもの怜れい悧りさはどこにもない。

「ふぁ……っ。まさつ――んんんっ！　あ……んんんん……ぅぅぅぅ！」

　もう堪こらえ切れないという風ふ情ぜいで皇女殿下のささやき声が高まったとき、征継はとっさに体の緊張を解いた。

　火ほ照てりきっていた皇女の熱がすさまじい勢いで流れこんでくる。

　そして、けなげに耐えてくれていた志緒理もまた、そこでついに限界を迎えた。

「あ――――」

　志緒理の全身から力が抜けていった。

　そして、がくり。征継の女主人は気を失ってしまったのだ。だが、その口元は満足そうに微笑み、しかもひどく幸せそうに恍こう惚こつとしていた。




　意識のない志緒理を置いて、艦を去るわけにはいかない。

　駆く逐ちく艦かんティンタジェルでの用事もまだ終わっていない。結局、征継は皇女殿下を抱いて、さっきの医務室にもどった。

　初音がひとつしかないベッドで、すやすやと眠っている。

　めざめる気配はない。が、英国船の医務室だからか、ベッドがかなり大きい。日本人女性なら三、四人はいっしょに眠れそうだ。

　初音の隣に志緒理を寝かせて、征継は甲かん板ぱんに出た。

　月の明るい夜だった。

「さて――」

　あらためて考える。男もふくめた東海道の騎士侯たちから霊液を分けてもらう計画、やはり予定どおりに実じつ践せんすべきではないかと。

　志緒理と初音の気持ちはうれしいが、勝敗にかかわる一事なのだ……。

「帝王の狗いぬよ。力が足りず、苦労をしているようだな」

　うしろから声をかけられて、征継は驚きよう嘆たんした。

　志緒理のときとちがい、気配を感じていなかったのだ。ゆっくりと振りかえる。青い和服と羽織を着た童女がそこにいた。

　小学校の高学年あたりだろうか。きれいな顔立ちをしている。

　そして――和服だけでなく、髪まで青みがかった輝きを放っていた！

「俺が何者か、知っているのか？」

　あからさまに只ただ者ものではない。単刀直入に訊く。

　和服姿の童女はふてぶてしく、いたずら小僧のように、にやりと笑った。

「正確には何も知らぬし、わからぬ。じゃが、顔を見れば自然といくつか思い浮かぶ」

「霊感のようなものか」

「おまえは狗じゃな。生涯のほとんどを王者の狗として生きた男だったのだろうよ」

「おまえの方も……人間ではないようだ」

「わかるか。さすがじゃ、死にぞこない。わしの姫が見込んだだけのことはある」

　そこまで言った――直後だった。

　尊大な老人めいた口を利きく謎の童女が『ふっ』と消えた。

　伝令役の管くだ狐ぎつねのように忽こつ然ぜんと消え失せたのだ。まさか瞬間移動をしたのだろうか。征継が首をかしげたとき、甲板に新たな人影が現れた。

　まっすぐ征継の方に向かってくる。待ち合わせの相手だった。

　今夜、ティンタジェルの艦上で会う約束だったのだ。

「お待たせしました、征継どの」

　やってきたのは東海道新総そう督とく・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かその人であった。
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「そういえば、立りつ夏かどのの私服は初めて拝見します」

「たしかに、いつも軍服ばかりでした。変……でしょうか？」

　東海道随ずい一いちの騎き士し侯こうがすこし不安そうにしている。

　今夜、立夏は黒のライダースジャケット、グレーのスキニーパンツという服装だった。彼女のスタイルのよさ――特に足の細さがよく目立つ。

　そこまで寒い夜でもないのだが、ジャケットのファスナーを固く閉めている。

　征まさ継つぐはわずかに目を細めた。

「変どころか、逆によくお似合いではないかと」

「わ、私相手に世辞などおっしゃらないでください。それよりも――」

　恥ずかしそうに身をすくませつつ、立夏は言う。

「前から気になっていたのですが、敬語はおやめください。あなたは皇こう女じよ殿下に仕つかえる復活者リザレクトで、しかも正式に叙じよ勲くんされた騎士侯。私より格上と言ってもいい」

「それならば逆に」

　いつもどおりの冷静さで、征継は反論した。

「立夏どのの方こそ、俺などに丁てい寧ねいな口を利きく必要はないでしょう。今の俺は皇女殿下の陪ばい臣しんとして、東海道の組織に組みこまれた身だ」

「征継どの。言い方をあらためましょう」

　秋あきヶが瀬せの騎士姫から総そう督とくに昇格した少女は譲らなかった。

「あなたは天下の英えい傑けつ・土ひじ方かた歳とし三ぞう――かもしれない男。将しよう家けの総督といえども、十分な敬意を示すべき重要人物です。これも演出のひとつとして、お受け入れください」

「なるほど」

「それに実を言うと、征継どのとは今よりも肚はらを割って話をする……肝かん胆たん相あい照てらす仲にもなりたいとも思っておりました。ご協力をおねがいしたい」

　立夏がいたずらっぽく微笑み、ウインクする。

　これ以上の固こ辞じは野や暮ぼになりそうだ。征継はうなずいた。

「了解した。なら、すこし肚を割っておこう。……実は立夏どのの私服を拝見できて、今夜の俺は運がいいと思っている」

「そ、そういう肚の割り方は唐突すぎます！」

　率直に告白したら、立夏は文句をつけてきた。

「うわさに聞くミスコンの件といい、征継どのは意外と軟派ではありませんか」

「できれば、立夏どのにも参加してほしいと思っているんだが」

「御免こうむります。私はこれでも将家の娘。しかも、今は総督となった身です」

　今までとはやや会話の雰囲気がちがう。

　気安さにまかせて立夏は言い返し、さらに話題も変えてくる。

「それよりも例の……我が将家の騎士たちに霊液補給を手伝わせる話ですが」

「立夏どのも反対か？」

「当然です。そもそも征継どのの補給の件は最高機密とすべき大事。ふ……不特定多数の騎士と関係を重ねたりしたら、守れる秘密も守れなくなります！」

「なるほど、言われてみれば」

　立夏の言葉で、征継はようやくその可能性に気づいた。

　迂う闊かつだった。戦うことばかり考えて、そちらには思いが至らなかったのだ。また、東海道新総督はうつむいて、こんなことまで言う。

「だ、だから私が家か中ちゆうの者たちになりかわり、征継どのに霊液を分けあたえる……そのお役目を果たしたいと思うのです」

「立夏どのが？」

「はい……。あ、でも、勘かんちがいをされては困ります！」

　いきなり立夏が怒り出した。

「私はべつに、あなたが土方歳三かもと思ったから興味を引かれたわけではありませんし、それがきっかけでどんどん征継どののことが気になりはじめて、いつのまにか無視できなくなったわけでもありませんから！」

「なるほど」

　語るに落ちたという気もするが、それが立夏の訴えだった。

「では、いずれ立夏どのにも手助けをおねがいするとしよう」

「い……今すぐ、でもかまわないのですよ？」

「今？」

　おずおずと恥じらいながらもきっぱり言われて、征継は目をみはった。

「はい……。箱はこ根ね攻略の日限まで、もう幾日もありません。それに出遅れて――あ、いえ、あとから馳はせ参じた者としては、寸すん暇かを惜しんで征継どののために全力を尽くす覚悟が必要かと思います。皇女殿下や橘初はつ音ねにも負けないように」

「そこまでの覚悟がおありか」

「武士として、当然の心得です」

　むしろ乙女としてではないか、などとは言わず。

　征継はぐっと私服姿の立夏を引きよせた。凜り々りしい美貌をじっと見つめる。

「では、俺に身をまかせてもかまわないと？」

「ふ、ふつつか者ではございますが、お許しをいただけるなら、是非……」

　羞しゆう恥ちというより、未知の体験におびえている風ふ情ぜいの将家令嬢。

　ファスナーをいちばん上まで引きあげて、しっかりと上半身を隠している黒革のライダースジャケット。

　当然、これは邪魔なものであった。

　さりげない手つきで征継はファスナーを下ろし、そして驚いた。

「さ……作法については、さきほどうかがいましたから……」

　立夏が小声でささやく。

　ジャケットの下は、ショート丈たけのタンクトップだった。

　ブラジャーかと見まちがえるほど丈が短いため、立夏の細いウェストがむき出しだ。しかも薄手のタンクトップだけで、下着は着けていないようであった。

　征継は頰ほおをゆるめて微笑し、ジャケットを脱がせた。

　そして、うしろがちょうど艦橋部の壁だったので、そこに寄りかからせるように立夏をすわらせる。征継もかがみこみ、正面から抱きしめようとする。

「立夏どののぬくもりと霊液、少々拝借させていただく。よろしく頼む」

「あ、いえ――」

　征継に抱かれる寸前のところで、立夏はささやいた。

　これからはじまる行為の予感で緊張しつつも、まっすぐ征継の目を見つめ、女じよ傑けつの評価にふさわしい鋭気と共に決然と言う。

「少々ではなく、取れるだけのものをお取りください。征継どのがそうなさったからこそ、皇女殿下は倒れられたのでしょう？」

「それは……」

「不ふ遜そんかもしれませんが、私は復活者である征継どのと対等のおつきあいをしたいと思っています。気き遣づかいをされたり手心をくわえられるより、同格の盟友としてぞんざいにあつかわれる方が――うれしいです」

「…………」

「それに見くびらないでいただきたい。橘初音に負けるほど、私はぬるい鍛え方をしておりません。手荒にあつかってもらって結構です」

　今こん世せいに生きる者の気き概がいと言うべきか。征継は微笑した。

　自分やエドワード王子のような復活者を規格外の怪物と仰あおぎ見て、かなうわけがないと決めつけるのを是ぜとせず。

　秋ヶ瀬立夏は気構えだけでも対等たらん、いずれ追いつくと思い定めているのだ。

　だからこその誇りに満ちた訴え――断りなどしたら、逆に非礼というもの。征継はしっかりと将家令嬢の美しい肢し体たいを強く抱きしめた。

　征継の胸板で、立夏のやわらかな胸のふくらみがぐっとつぶれる。

　量感という点では初音にも皇女殿下にもやや後おくれを取っている。だが、のびやかで均整の取れたスタイルという点では、秋ヶ瀬立夏が一歩抜きん出ていた。

　今、征継はその凜々しい美しさを肌で感じている。

　こちらの体がじんわりあたたまってきた頃、立夏の目つきもとろんとしてきた。

「すこしずつ苦しくなってくると思うが……」

「望むところです。征継どののお体、こんなに冷た――んっ、あ……」

　立夏の息づかいがすこし荒い。体の奥で何かがうずいているという風情だ。

　例の要領で、征継は熱の吸収を抑えている。しかし、それを考慮しても、立夏の全身はずいぶんと早く火ほ照てってきているようだった。

　心身の熱が高まりやすい――立夏はそういう資質の持ち主なのだろうか。

　志緒理や初音の最初の頃とちがう反応を見て、ふと征継は思った。しかし、今はどうでもいいことだった。

「立夏どの。体の力を抜いてくれ」

「わかり……ました。あ、んあああああああああっ!?」

　脱力した途端に、立夏の全身から火照りが抜けていったはずだ。征継に抱かれたまま、東海道一の女騎士はがくりと気を失った。

　彼女が失った熱と霊液は今、記憶のない復活者の身中にある。

「ありがたいことだな……」

　すやすやと眠る立夏の体に、彼女のジャケットをかける。

　皇女志緒理、橘初音、秋ヶ瀬立夏。彼女たちの助けがあって、自分はどうにか戦うことができる。頭が上がらないというものだ。

　……そして、征継は気づいた。血が熱い。どくん。胸の鼓動も強い。

　立てつづけに三人から霊血を分けてもらったことで、橘征継の神秘力はいきなり急上昇してしまった。それゆえの変化だろう。

　すぐに落ち着くはず――と、高をくくった瞬間だった。

「ん……？」

　景色が一変した。




　二〇世紀末の日本、港に停泊する軍艦の甲かん板ぱんにいたはずなのに。

　いつのまにか広大な草原のまっただなかを疾走している。貧相な瘦やせ馬に騎乗して。だが実のところ、これは千里を踏とう破はする屈強の軍馬であった。

　以前、志緒理の導きで〝過去の記憶〟をかいま見たことがある。

　あのときと同じ景色だった。

「俺の力……霊液が一気に増えたせいか」

　これは幻視。夢のようなもの。征継はうなずいた。

　はてしない広野を疲れ切った精兵たちと共に、一心不乱に駆けている。だが、あのときとちがい、確信があった。

　今の自分には〝目的地〟がある。そこであの男が待っている……。

　やつも今、一軍をひきいて、同じ場所をめざしているはずだ。ただし、征継とはまったくちがうルートをひた走って。

　両軍の距離は何百キロ離れているだろう？

　しかし、ひたすら駆けつづければ、必ず盟友の軍と合流できる。あとは待ちかまえていた敵軍を撃滅し、目当ての都に襲いかかればいい。

　俺たちならできる。新たな確信がこみあげてくる。

　血のつながりがなくとも、血を分けた兄弟にも等しい盟友同士。

　彼と我われとの両軍こそが帝国最強の矛ほこにして最速の矢。二振りの剣。まさに《双頭の狗いぬ》というべき一いつ対ついなのだから……。

「×××」

　盟友の名をつぶやこうとして、征継は気づいた。

　自分は、あの頼もしい男の名前も忘れ去っているのだと。
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　かくして駆く逐ちく艦かんティンタジェルでの一夜は明け、朝が来た。

「おはようございます、姫」

「お、おはようございます……。あの、これはどういうことなのでしょう？」

　艦内の医務室。征まさ継つぐが朝のあいさつをしたら、ベッドの上でめざめた皇こう女じよ殿下は不思議そうにまわりをきょろきょろ見まわした。

　無理もない。いつのまにか艦橋から医務室に運ばれていたのである。

　船窓からは朝の日差しが入りこんでいる。

　またベッドの両隣では、橘たちばな初はつ音ねと秋あきヶが瀬せ立りつ夏かがすやすやと眠っていた。しかも、毛布の合間から見える両名はなかなか扇せん情じよう的てきな格好だった。

「うーん……もう食べられないわ……」

　寝言をつぶやく初音は、裸でシーツにくるまっていた。

　立夏はといえば、ショート丈たけのタンクトップに灰色のスキニージーンズのみ（靴や靴下は征継が脱がせておいた）。

　なにより、当の志し緒お理りこそが薄桃色の清せい楚そな下着、その上下のみという姿だった。

「きゃあああああああああああっ!?」

　たおやかな姫君らしくない悲鳴が皇女の口から放たれる。

　その声は初音・立夏の両名を起こしてしまうほど、大きなものであった。




　三〇分後。

　征継はひとりティンタジェルを下船して、見張りの歩兵部隊にあいさつした。

　乗艦時にあずかった鍵かぎなども返しておく。あとは富士鎮ちん守じゆ府ふに帰還――ではなく。田た子ごの浦うら港こうからも近い、海辺の大きな公園に向かった。

　はじめて富士市に来たときも、しばし立ちよった場所だ。

　あのときは初音に隠れて、こっそり志緒理から霊液を分けてもらった。その際にも使ったベンチのまわりで、女性陣三人が待っていた。

　もちろん皇女殿下とその専属女官、そして東海道新総そう督とくである。

　彼女たちが征継といっしょに『一夜を明かした』とうわさになってはいけないので、こっそりと先に下船してもらったのだ。

「「「…………」」」

　志緒理と立夏だけでなく、いつも朗ほがらかな初音まで無言だった。

　三人とも、雰囲気もなんとなく暗かった。ちなみに昨夜の顚てん末まつ、まだ説明していない。しかし、征継を待つ間に女性陣はきっと情報交換を行ったはずだ。

　していなくとも、起床時の状況から事情をあれこれ類るい推すいできるはず……。

　征継はまず、主君である志緒理に頭を下げた。

「姫。昨夜はありがとうございました」

「い、いえ。征継さまの主あるじとして、当然のことをしたまでで……」

　珍しく言葉に詰まり気味の皇女殿下だった。さらに征継は言う。今度は妹分の初音と、盟友というべき立夏の方を見つめながら。

「初音と立夏どのにもあらためて礼を言う。みんなが分けてくれた霊液のおかげで、俺は今まで以上の力を得ることができた。そのおかげだろうな。過去――前世とやらの記憶もすこしだけ思い出せた」

「ほ、本当、お兄さま!?　すごいわ！」

「まあ、記憶というよりはその断片程度でしかないが」

「言われてみれば……今朝の征継どのは、かつてないくらいに念がお強い」

　初音がよろこび、立夏も目を細めている。

　ここにいる女性たちにはわかるはずだ。橘征継の心身に満ちる力がこれまでとはひとつ上のステージに行っていると。現在の騎き力りよく、おそらく四〇〇以上――。

　今まで、どうしても越えられなかった壁を突破していた。

　この分なら、箱根攻めの日までに十分な用意をととのえることも可能かもしれない。

「そ、それはわれわれ全員から……霊液をもらったおかげだと？」

「まちがいなく、そうだろう」

　力強く征継が断言するのを受けて、立夏はちらりと目配せした。皇女殿下と、それから後輩の女騎き士し侯こうに向かって。

「殿下。さ、さきほど申し上げたとおり、不特定多数の騎士が征継どのと関係――いえ、この秘密を知るような事態は避けるべきかと思います。ですから」

「わ、わたくしたちだけで事を為すべし。そうおっしゃりたいのですね？」

「たしかに、お兄さまが変に暴走して、これ以上ややこしくなるのは御免だわっ。お、男の人とあれこれみたいなの、ちょっとだけ興味はあるけど……」

　やはり、若じやつ干かんの話し合いはすでに為されていたようだ。

　三人の女性陣を見て、征継は既き視し感かんを覚えた。ひとつの土地を三国間で奪い合う抗争勃ぼつ発ぱつ時のようだ。

　それぞれが我がを通そうとすれば、全ての国が甚じん大だいなダメージを負う。

　ならば協定をもうけて、しばらく〝なあなあ〟で事を進めるべし。そういうときと同じ空気を感じる。自分も何か、言っておくべきか。

　征継が口を開きかけたときだった。

「おい。そろそろ、わしが話をしてもよいか？」

　背後から声をかけられた。尊大な老人のような物言いのくせに、声自体はかわいらしい少女のソプラノ。聞き覚えがある。

　振り向けば、はたして昨晩の童女がいた。

　青い和服を着て、結い上げた髪まで青みがかった輝きを宿している。

　手に持つのは扇せん子す。さらに、神秘に関かかわる者独特の超然たる雰囲気までまとう。このうえなく印象的な童女へ、まず志緒理が呼びかけた。

「よくいらしてくださいました、竜りん胆どう先生！」

　皇女志緒理の諸しよ葛かつ孔こう明めいというべき存在、竜胆先生。

　橘征継のなかで、その名と顔がはじめて一致した瞬間であった。




「うすい」

　注文の品を一口すするなり、竜胆先生は言った。

　さっそく話しこもうとする志緒理を制して、謎の童女はいきなり要求したのだ。

『ほこりっぽい街中に出てきて、わしはのどが渇かわいておる。景気づけの一杯を所しよ望もうしたい。ほれ、そこの女中、何か調達して参れ』

『ちなみに！　わしが一杯所望と言ったら、茶だの珈琲こーひーだのを持ってくるなよ』

『わしの口は、酒か般はん若にや湯とう以外の飲み物を受けつけぬのじゃ！』

　この面メン子ツの素性も訊きく前に、女官でもある初音へ声をかける。

　あやしい眼力を披ひ露ろうした竜胆先生は、さらにとんでもない注文を付け足して、初音を送り出し、そのまま一五分が経過。コンビニから運ばれてきた缶ビールをすすり、「うすい！」と眉をひそめたのである。

　あげく、こんなことまでのたまう。

「まったく……わしとて酒飲みのはしくれ。『とりあえずビール』の奥深さは解しておるつもりじゃ。だが、これはいかん。のう女中、おまえの姫様の恩人を饗きようする一杯なら、せめて当地駿する河がの地ビールをそっと差し出すくらいの気き遣づかいは欲しいところ。あれもまあ軽い酒じゃが、なかなかコクがあってよろしい」
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「そ、そんなこと言われても未成年だし、お酒のことはわからないわっ」

　さすがの初音も困こん惑わくしている。

　まさか、小学生にしか見えない童女にこんな説教をされるとは、夢にも思っていなかったのだろう。一方、立夏が皇女殿下に耳打ちしていた。

「たしか油ゆ山やまの温泉町で隠いん棲せいしている、殿下の後見人どのでしたか」

　油山。一応は駿河市内である。

　ただし、南アルプスの山中に位置する。ひなびたというより、温泉以外はほとんど山しかない土地だった。さらに立夏は言う。

「かなりのご高齢だと、うかがっていたのですが」

「はい。先生があの御姿でいらっしゃる理由、実はちゃんとあるのですけど――」

「念導精霊ジーニー、か？」

　少女ふたりがささやき合うそばで、征継はぼそりと言った。

　直接、竜胆先生に向けた問いかけだった。果たして青い和装の童女はにやりと笑い、缶ビールをぐびりとあおった。

「さすがじゃ、死にぞこない。よく見破った」

「酒を飲めるということは……実体か。おまえは幻影やら、依より代しろやらを使わなくても、人前に出てこられるんだな」

「そこらの三さん下したといっしょにするな」

　竜胆先生はビールの缶を逆さにした。一滴も落ちてこない。飲み干したのだ。かなりの酒豪でもあるらしい。

「わしの本ほん地じは《伏ふく龍りゆう》。この世に数ある随ずい獣じゆう、精霊、魔神どものなかでも、至高というべき格の持ち主じゃぞ」

「それでやけに勘かんがいいわけか」

「まあな。もっとも、今の姿ではその程度の神じん通つう力りきしか使えぬ。妙な願いごとをされても取り合わぬので、そのつもりでおれよ」

「でも先生。本当によくいらしてくださいました」

　感激した体ていで志緒理は言って、国産ウイスキーのポケットびんを差し出す。

　初音がビールといっしょにコンビニで買っておいたのだ。竜胆先生は満足そうに受け取り、ふたを手早く開けて、ぐびっと一口。

「ほれ。昨日、姫が桐きり箱ばこ入りの大だい吟ぎん醸じようといっしょに送ってきた質問状。酒がなかなかの味わいだったので、答えてやる気になったのじゃ」

　即物的な理由を語ってから、先生はずばり核心を衝ついてきた。

「皇こう家けの血筋を以もつて、日本国の念導神格イフリートどもを御ぎよす咒じゆ儀ぎはありやなしや。結論から言えば、実はある――」

「本当ですか!?」

「うむ。ただし、連中の神格基盤に近づかなくては使えんぞ。箱根攻めとやらの役には、あまり立たぬのではないか」

　はっきりと告げられて、志緒理はうなだれた。

「たしかに、神格基板が隠されているのは鎮守府の奥深く。そこへ入りこむには、なんらかの形で念ねん障しよう壁へきを無力化しないといけません……」

　それはもう、鎮守府を落とすのとほとんど同じ意味だった。

　たしかに役立ちそうもない。征継も同感だったのだが――このとき不意にわかった。

　駆逐艦ティンタジェルが気にかかった理由。

　それを卒そつ然ぜんと悟ることができた。こういう使い方なら、今回のいくさでも役に立つのではないだろうか。

「姫。その術、使うかどうかはべつとして、ご教示いただいてはいかがでしょう？」

　いつもどおり淡々と言う。

　しかし、なにがしかの気配が今の言葉に宿っていたのか。三人の女性たち、そして竜胆先生は興味深そうにこちらを見つめている。

　それらの視線を泰たい然ぜんと受けとめて、ぼそりと征継は報告した。

「箱根の関せきを攻める計画、ひとまずできあがりました」
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　一一月二二日、土曜日。

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かの総そう督とく就任から、ちょうど一週間目を迎えていた。

　この間に衛えい青せい将軍の出陣があり、東海道勢の最精鋭は富士鎮ちん守じゆ府ふに集つどい、竜りん胆どう先生もやってきてくれた。

　そして、〝新しん撰せん組ぐみ副長〟橘たちばな征まさ継つぐはといえば。

　東海道の騎き士し侯こうに指示して、日に一度は伊い豆ず方面へ出撃させていた。

　あちらには維新同盟に奪われたままの長なが浜はま鎮守府がある。また伊豆半島の近海では、ティンタジェルと同型の英国艦が三隻も稼働中だ。

　それらを活動拠点とする維新側のレギオンが〝補給ルート〟を警護しているのだ。

　そう。伊豆方面から箱はこ根ねへ向かう、陸・海・空の補給ルートを。

　護衛部隊の本拠地となる長浜鎮守府、三隻の英国艦を攻撃すれば、箱根への補給は大いにとどこおるはずだった。

　そのために連日、数百騎の神かむ威いを伊豆各地に送りこんでいたのである。

　衛青将軍ひきいるローマ軍団、関東将しよう家けの騎士侯も折よく同じ作戦に取り組んでいた。期せずして連携する形になり、伊豆方面をいい具合にかきまわすことができた。

　それに負けじと維新側も騎士侯を伊豆に集めて、迎撃態勢をきずく。

　そうした攻防がこの一週間、毎日繰りかえされていた。

　しかし今日――。

　征継はべつの目的を持って、富士鎮守府を出発した。

　まず車で東海道領内の山梨へ。そこからヘリに搭乗。東の県境から神奈川に入り――『小お田だ原わら城じよう』へとやってきたのである。しかも、単独ではない。

　美しき新総督、妹分、さらに高貴なる女主人までいっしょだった。




「江戸時代の頃、箱根の関所は芦あしノの湖この近くにありました」

　志し緒お理りの昔話に、秋ヶ瀬立夏と橘初はつ音ねが耳をかたむけている。

　ここは関東地方の小田原城。そして、今は三人とも裸であった。

「当時の関所から、ここ小田原城まで直線距離にすると四里程度だったはずです。ほんの一六、七キロですね」

「ふつうの道だったら、一日で着いちゃいそうですねー」

「実際は旧東海道の険けわしい峠とうげ道みちを登ることになる。かんたんにはたどりつけないぞ」

「江戸時代、箱根の関は要よう塞さいであり、『入り鉄砲と出女』をきびしく見張る検問でもありました。つまり江戸から出る大名家の女性と、江戸へ持ちこまれる鉄砲、ですね」

　なかなかに和なごやかな雰ふん囲い気きだが、女三人が集まった場所は小田原城のなかでも、特に機密性の高い一室だった。

　鎮守府の地下に設けられる、巨大な水すい霊れい殿でん――その沐もく浴よく所じよである。

　古代ローマの浴場を思わせる建築様式と内装。青き霊水をたたえた霊液槽そうも大理石造りで、荘そう厳ごんな趣おもむきがある。

　三人とも、一いつ糸しまとわぬ姿で人造霊液につかっている。

　まもなく決行する箱根攻め。そのために霊液を補給中なのだ。

　皇こう女じよである志緒理も、素性を隠して同行することが決まっていた。だから騎士侯でもないのに、神秘力を高めるため霊液のなかにいる。

　そして、志緒理はつい思ってしまう。

「このふたりとも、征継さまは懇ねんごろでいらっしゃるのですね……」

「？　何かおっしゃいましたか、殿下？」

「い、いえ。なんでもありません。気になさらないでくださいっ」

　気づかないうちに独り言になっていたらしい。

　不思議そうにする立夏へ愛想笑いをしてから、今度こそ頭のなかだけで考える。

（征継さまとの間に、いろいろありすぎたせいかしら……）

　いっしょにいる女子二名の体つき、なぜか気になってしまう。

　秋ヶ瀬立夏は細身だった。すらりとしている。

　それでいて細すぎるという印象はなく、女性として発育すべき部位は十分以上に肉付きゆたかだった。バストからウェスト、そしてその下へと続くラインのくびれと隆りゆう起き。そのみごとさは、世の全ての女性から羨せん望ぼうされそうなほどの造形美なのだ。

　立夏さまにくらべると……志緒理はすこし暗い気持ちになった。

　一四歳頃から急激に成長をはじめた、運動ぎらいの皇女の体つき。武芸の鍛たん錬れんでひきしまった女騎士侯のそれに対して、少々肉付きがよすぎるような――ごまかさずに言えば『ちょっと太い』ような――気もする。

　逆に橘初音は、むしろ主人の志緒理よりも発育がいい。

　なにしろ和服の上からでも、彼女のバストのみごとさは見て取れる。

　だが、なんといっても腕自慢の橘一族。荒事や武術修行でいつも体を酷こく使ししているだけあって、『しゅっ』とへこんでいるべき部位はなかなかに締まっている。全体としては、しっかりとくびれのある豊満さ、女性美あふれる肢し体たいであった。

　まあ、初音の方がややボリューミーという見方もできるだろうが。

　むしろ男性視点では、その量感こそがよいという結論にいたるのでは――などと心配にもなってしまう。以前、興味本位で読んでみた男性向け週刊誌も『大は小を兼ね、大きいことはいいことだ』という世界観で記事を書いていた気がする。

　あと、不安な点としては。

　立夏・初音の両名とくらべて、ちょうど中間に当たる藤ふじの宮みや志緒理は逆に『中途半端』であり、それゆえ魅力にとぼしいのでは――という問題だった。

（これはまちがいなく、意味のない考えごと……）

　最近、なぜかこんなことをよく考える。身近にいる同性とくらべて、藤宮志緒理は魅力的といえるのか、などと。

　今まではずっと、この手の自意識とは無縁であった。

（そんなことで悩まなくても、客観的に考えて、わたくしが水準以上の美少女であることは疑いようのない事実ですのに……）

　わかっているのに、つい考えてしまう。これではいけない。

　今の思し案あん、志緒理は頭から強引に追い出した。もうすぐ箱根攻めなのだ。

　しかし、ふと気づけば。三人とも、いつのまにか無言になっていた。みんな考えごとをしているようだ。ほかのふたりの肢体をちらちらと気にしながら……。

「そ、そうだ姫様。それに立夏さまも」

　急に初音が言い出した。

「さっきお会いした衛青将軍……結構、美男子さんでしたよねえ？」

「そういえば、そうだったかもな。まあ、私の好みとはすこしちがうが」

　この軽薄な話題に、意外にも立夏が乗ってきた。

　ふたりとも、今の微妙な空気をふきとばしたいのかもしれない。渡りに船なので、志緒理も合わせることにする。

「あの方のお姉さまはその美び貌ぼうを見こまれて、武ぶ帝てい――漢かん帝国最盛期の皇帝から寵ちよう愛あいを受けたそうです。もしかしたら、姉君に似ておられるのかもしれませんね」

　寵ちよう姫きから武帝の正妃となった美女・衛えい子し夫ふ。

　衛家は市し井せいで暮らす完全な庶しよ民みんであったが、武帝の姉・平へい陽よう公こう主しゆの屋敷で働いていたことがきっかけで、衛子夫は皇帝に見そめられる。

　みごとなシンデレラ・ストーリー。これは彼女の弟も同じだった。

「中国の山奥で羊飼いをしていた青年は都に出てきたあと、姉の口くち利ききで宮殿の使用人として就職します。それを知った武帝は――彼を将軍に抜ばつ擢てきし、一万騎をあたえるのです」

「い、いきなり一万騎ですか!?」

「はい。お気に入りの愛人の弟だからというのがひとつ。敵が遊牧民の匈きよう奴どであったことも理由のひとつでした」

　驚く初音を見て、志緒理はくすりと微笑ほほえんだ。

「衛青将軍の出身地は匈奴の勢力圏に近く、しかも羊飼いをしていたおかげで〝同業者〟の遊牧民――つまり匈奴の知り合いも多かった……。つまり、敵部族の風習や内情に誰よりもくわしかったのですね」

「でも、それだけで将軍さまって、ひいきしすぎですよねえ」

「ふつうなら悲惨な結末を迎えるだけの話でした。一万騎を道連れにして戦死するか、都に逃げ帰るか。でも、ほかの将軍がことごとく匈奴に敗北するなか、衛青将軍ひとりだけが勝利して、凱がい旋せんを果たします」

「あの優やさ男おとこどのには武将の才があったというわけですか。それも桁けた外はずれの」

　立夏が感心している。志緒理はうなずいた。

「はい。その後も衛青将軍は匈奴討とう伐ばつで功績をあげつづけ、大だい司し馬ば、大将軍へと栄達を重ねます。ただ幸か不幸か、ひかえめな性格の影響もあって、軍や宮廷の人気者になることはなかったそうです。部下にやさしく、驕おごりたかぶらない好人物だったといいますが……」




「以上がおまえの任務になる。理解できたか？」

「……でき、た」

　征継が訊たずねると、相手は目をそらしつつ返事してくれた。

　だが、声に力がない。それ以上、何も言わない。コミュニケーションが成立しているとは言いづらい状況だった。

　話し相手は〝人見知り〟の念導精霊ジーニー・咲さ久く耶やである。

　見た目は巫み女こ装しよう束ぞくを着た、黒髪の幼女だ。今、ふたりそろって小田原城の天てん守しゆ閣かくにいるところだった。小田原市の街並みと相模さがみ湾わんを一望できる。

　関東平野の西端に位置し、太平洋に面した地方都市である。

　戦国時代、関東一円を勢力圏とした北ほう条じよう氏しはここ小田原を本拠地とした。由ゆい緒しよある城下町であり、熱海と共に箱根から最も近い港街でもある。

「おまえはあの竜りん胆どう先生とは、ずいぶんとちがうな？」

「…………？」

「いや。むしろ、あちらの方が特殊なのか」

　この城に着くなり、征継は地下の水霊殿で《鎮守の契約》を済ませた。

　今は仲間の女性陣が霊液につかっている。その間、任務のために連れてきた咲久耶と話をしていたのだが。明らかに会話がはずんでいない。

「やはり立夏どのにも来てもらって、正解だったか」

　駿河鎮守府を守護する咲久耶。その念導神格イフリートとしての本体は今も駿する河がにある。

　とある任務を託たくすために精霊だけ連れてきたのだが。旧知の人間以外には、心を開かないようだった。征継が肩をすくめたとき、声をかけられた。

「あなたが橘征継どの、ですね？」

「そういう貴殿は――衛青将軍か？」

　過去の世より甦よみがえった死にぞこない同士、初対面であった。

　東方ローマ帝国の将は温柔そうな美男子で、青い中国服を着ていた。対して征継はいつもの学生服に、新調してもらったばかりの陣じん羽ば織おりを身につけている。

「今日はよろしく頼む。でも、いいのか？」

「何がでしょう？」

「今回、衛将軍には俺の補佐役、というより黒くろ子この役をやってもらう形になる。それがすこしばかり申し訳ない」

　小田原城で待機するローマ軍団、そして関東将家所属の小田原城じよう代だいとはアレクシス・ヤンをつなぎ役にして、何度も連絡を取り合った。電話や随ずい獣じゆうによる伝令で、直じかにやりとりする場合も多かった。

　まあ、小田原城代の方はほとんどローマ側の言いなりである。

　実質的な討議の相手は、衛青将軍ただひとりであった。彼と共に今日の作戦内容を決定したのだが、おおむね征継の意図どおりにできた。

　衛青将軍が東海道サイドの要求をほとんど呑のんでくれたから、なのだ。

　ひととおりの話が終わったあと、征継はある想像をもてあそんだ。さて、衛青なる男はどうして、東海道との衝突を避けたのだろう？

　事なかれ主義なのか、単に征継以上の策を思いつかなかったのか。

　それとも、どのような状況でも己は切り抜けられるという――一種の諦てい念ねんと自負の持ち主だから、なのか。なぜか最後である気がした。

「ははは。そのようなこと、気になさらないでください」

　謝罪を受けて、衛青将軍は軽妙に笑った。

「わたしは目立つことがきらいなので、かえってちょうどいいくらいです」

「そう言ってもらえると助かる」

　温和に微笑む衛青将軍の美貌を見て、征継は確信する。

　この男、格別の目立ちたがりであるリチャード獅し子し心しん王おうやエドワード王子、そしてカエサル大だい元げん帥すいなどとは真逆の存在。

　だが、だからこそ。唯ゆい一いつ無む二にの個性を持つ名将なのかもしれない――。

　ここで気づいた。衛青将軍が不思議そうにこちらを見ている。

「俺の顔が何か？」

「いえ。実は少々、不思議な気分になっております」

　美しき復活者リザレクトはいつのまにか、なつかしげな表情になっていた。

「あなたとお話をしていると、なにやら同郷の御ご仁じんと再会できたような……そういう気分になるのです。失礼ですが、お生まれは？」

「…………」

「中華の封ふう土どに生まれた方――という気も実はしない。不思議ですね」

「その辺は訊きいてくれるな。俺には答えられないことだ」

「これは失敬」

　あの軽妙な微笑を見せてから、衛青将軍は謝罪してくれた。

「詮せんないことを申しました。お忘れください」

　今回の出陣にそなえて、征継はかなりの霊液を得ることができた。

　協力してくれた少女三人のおかげである。だが、それだけ身にまとう念も強くなり、もはや復活者である事実は隠し切れない。

　征継はやんわり詮せん索さくを制止し、衛青将軍も鷹おう揚ように受け入れる。

　なにはともあれ、いにしえの武将ふたりによる共闘のはじまりであった。
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「王子殿プリンスは、あまり信用しておられない、のですね？」

　ずばりと精霊モリガンは訊たずねてみた。

「この要よう塞さい、〝箱はこ根ねの関せき〟の堅けん牢ろうさを……」

「信用してないとは言わないさ。ただ、所しよ詮せんは人間が運用するものだからね。同じ人間の手で必ず攻略できるはず……そう思わないか？」

　黒王子ブラツクプリンスエドワードは泰たい然ぜん自じ若じやくと返答する。

　ふたりは今、護ご国こく塔とうの屋上にいた。高さ四〇メートルほど。今日の箱根湯ゆ本もとはどんよりと曇っていた。雲が黒く、ぶあつい。

　一一月も下旬、二二日の午後。まもなく真冬が到来するという時季だ。

　山やま颪おろしの風がびゅうびゅうとうなり、ひどく冷たい。

　箱根の関、東の第一鎮ちん守じゆ府ふ・青せい龍りゆう門もん――。その中心部に建つ護国塔の屋上で、精霊モリガンは上官と語らっているのである。

　このあたりはまだ箱根一帯の入り口、中心部よりもだいぶ標高が低い。

　しかし、今日の気温はだいぶ冷えこんでいた。

「それであの指示、『貴官の判断に基もとづき、箱根より撤退することを許す』、ですか？」

　一〇分ほど前、エドワード王子が下した命令だった。

　西の第三鎮守府・白びやつ虎こ門にいる副官グレイソン中佐へ、ひそかに伝令を送ったのだ。僕が指揮を執とれなくなったときはと、前置きして。

「なに、グレイソンなら問題ないだろう。必要と判断したときは躊ちゆう躇ちよなく全軍をまとめ、伊い豆ず半島なり太平洋なりに向かってくれるはずだ」

　黒王子の口調は、むしろ他ひ人と事ごとのように冷静だった。今まさに戦闘中であるにもかかわらず。モリガンもまた、冷静にコメントする。

「戦闘開始から、まだ二時間も経過して、いませんが」

「僕が陣頭に立つ以上、必要な指示だよ。今日の相手はついに逆襲をしかけてきたローマ陣営の復活者リザレクト……。情報では《衛えい青せい》なる古代中国の将だという」

　今から、約二時間前。

　箱根が誇る東西南北の四鎮守府へ、同時に攻撃がしかけられた。

　東の第一鎮守府を攻めるのは、うわさの衛青将軍ひきいるケントゥリア一〇〇〇騎。

　南の第二鎮守府を攻めるのは、同じくローマ軍団のケントゥリア一二〇騎。そして関東将しよう家け所属と思われる〝頭の長い〟神かむ威い型レギオン七〇騎。

　西の第三鎮守府を攻めるのは、富士より進発した東海道所属の神威二〇〇騎。

　北の第四鎮守府を攻めるのは、山梨方面より進発した東海道所属の神威一八〇騎。

「随ずい獣じゆう部隊による偵察スカウトと、念ねん導どう班による解かい析せきの結果が、出ました」

　ちょうど小型随獣の小妖精スプライトが伝令を運んできた。

　その内容を念ねん波ぱで読み取って、モリガンは淡々と報告する。

「衛青将軍の軍団以外は、いずれも、複数名の騎き士し侯こうがチームを組んだ――混成軍団である模様、です。また、どの戦場にも、例の〝赤紫〟はいないと」

「橘たちばなどのの参戦はまだということか」

　エドワードは独りごちた。

　尚なお、護国塔の上空には、三つ目の黄金龍が顕けん現げんしている。

　例の複合念導神格イフリート《四し神じん》である。第一鎮守府・青龍門のまわりに強固きわまりない念ねん障しよう壁へきを展開し、万全の防備をかためていた。

　対する衛青将軍のケントゥリア一〇〇〇騎。

　鎮守府から見て、小お田だ原わら方面の空に陣をしいている。壁状方陣だった。

　ドーナツ状の包囲陣を取った前回ほど、接近していない。

「あれの弱点、見抜かれていたようだな」

　エドワードはにやりと笑った。前回、牽けん制せいに使った《四神》の極大電撃。あの天てん象しよう勅ちよく令れいの影響範囲、念障壁から七、八〇メートル以内なのである。

　そうと気づいて、その範囲内に侵入するなと厳命したのだろう。

　衛青将軍のケントゥリアたちは一〇〇メートルほど先で壁状方陣を組んでいた。そうして、銃じゆう槍そうによる斉せい射しやを青龍門の念障壁へ加えている。

「上を開けてくれ、モリガンくん」

「了、解」

　念障壁は今まで、鎮守府全体をドーム状におおっていた。

　上官の指示に応こたえて、モリガンはその天井に当たる部分の念を解除する。そして、開放された天井を見あげるレギオンたちがいた。

　第一鎮守府の中庭に集まったナイト・オブ・ガーター、四〇〇騎であった。

　武装は例によって、全騎とも鋼鉄製ロングボウ。黒騎士四〇〇騎は左手で持つ弓をななめ上にかたむけさせて、つがえた光の矢を空へと向けた。

「忠実なる騎士諸君。英国の鏃やじりをローマの陣中に送りとどけろ！」

　黒王子の号令一下、弓兵と化したレギオン四〇〇騎が撃ちはじめる。

　あえて狙ねらいはつけない。〝開放された天井部分〟から外へ――ななめ上へと、光の矢をひたすら連射しはじめる。

　幾千、幾万もの矢が空へ飛び出し、放物線を描きながら急降下をはじめる。

　つまり、上空から無数の矢が切れ目なく落ちてくるのだ。まさに『矢の雨』。しかも、この雨は防御結界も効かない必殺の魔弾――。

　ばたばたと、銀色のローマ軍レギオンが墜つい落らくしていく。

　直線的に矢を射いるときとちがい、ピンポイントを射い貫ぬくような射撃にならない。

　運がよければ頭などの急所に当たるという射法だった。だが、どこかに矢が当たれば確実にダメージになる。

　連射して弾幕とすれば、かなりの殺傷力となる。

　前回ほど効率よく殲せん滅めつはできないが、それでも破格に強力だった。

　これもまた英国式長弓陣モード・アングレ――。防御壁の強固さと《クレシーの射手》を組み合わせる、エドワード王子の十八番であった。

「王子殿。第二、第三、第四鎮守府の戦況報告がとどいて、います。各鎮守府とも念障壁の強さを恃たのみに、戦闘を継続中。いずれも、われら維新同盟が優位、です」

　ここ第一鎮守府・青龍門を守護する騎士侯はエドワードのみ。

　彼以外の騎士侯は、ほか三箇所の防衛にまわっている。青龍門に現れたのが衛青将軍だと判明した時点で、ここを黒王子の担当としたのである。

「さっきはああ言ったが、《四神》の力はすさまじいの一言だな。東の青龍門にいながら、西と南と北の鎮守府にもここと同じ強度の念障壁を展開できるのだから……」

　エドワード王子が苦笑いをしている。

　神格統合体《四神》は、ほか三箇所でも活躍中だった。

　南の第二鎮守府・朱す雀ざく門には、具現体として三つ目の大だい鳳ほう凰おうが顕現している。

　西の第三鎮守府・白びやつ虎こ門には、黄金の毛皮を持つ三つ目の虎が顕現している。

　北の第四鎮守府・玄げん武ぶ門には、蛇へびを尾とする三つ目の黄金亀が顕現している。

　どれも青龍門を守る〝三つ目の黄金龍〟と同等の能力を持つ。そして、この四体のユニットこそが神格統合体《四神》なのである。

　念導神格四体分の念をひとつにまとめて、四倍どころか四乗の力を得る。

　それがこのシステムのコンセプトであった。まあ、実際はさすがに四乗とはいかず、三〜四倍程度であるらしい。また、長期間の使用は箱根一帯の地脈を不安定にさせるとの予測があり、濫らん用ようは避けねばならないのだが……。

　今、攻撃側は東西南北の四方位を同時に襲い、《四神》の力を分散させている。

　賢明な判断だった。ほか三箇所を守る必要がないと判断できれば、どこかの《四神》を一時的によそへ〝出張〟させて、合ごう力りきさせることもできるのだから……。

　まさに難攻不落。驚異の実験要よう塞さいである。

「しかしだ、モリガンくん」

「何、でしょう？」

「そろそろ、例の彼が何かを仕掛けてくる頃だと思わないか？」

「…………」

「たしかに《四神》はすさまじい。でも、それは結局、皇こう国こく日本の聖獣たる天てん龍りゆう公こうがこの国のために授け給たまいし力だ。エレノアの警告を忘れちゃいけない」

「無論、記憶しており――王子殿プリンス、伝令です！」

　新たに小妖精スプライトが一体、瞬間移動してきた。

　小型随ずい獣じゆうがたずさえてきた伝令を瞬時に念導術で読み取り、モリガンはそのメッセージウインドウを虚こ空くうに表示させる。

　文章ではなく映像、しかもリアルタイムのものだった。

　そこに映されている巨大建造物はモリガンにも、エドワードにも、きわめてなじみぶかい代しろ物ものである。どうして、こんなところに？

　困こん惑わくと、親しい者を奪われた怒りをモリガンが感じたとき、

「そうか……その手があったか。あまりに単純で、バカバカしすぎて、その手はこちらも予想できなかったぞ。いや、ちょっと贅ぜい沢たくすぎる使い方じゃあないか！」

　エドワード王子がいきなり陽気に笑い出した。

　いつもの驚異的な洞察力で、早くも敵の思おも惑わくを読んだのだろう。

　だが、それは『一本、取られた！』というより、『なんてことをやっているんだ！』と半分あきれる類たぐいの笑い声だった。




「見えてきたな……」

　いよいよ征まさ継つぐは箱根の空に乗りこんできた。

　箱根峠とうげの山々を眼下に見おろしながら、青き翼よく竜りゆうを駆る。ほんの数百メートル先には、膨ぼう大だいな湖水をたたえる芦あしノの湖この姿が見て取れる。

　隣を飛ぶのは、盟友・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かを乗せた翼竜だった。

　めざすは芦ノ湖、その南岸に位置する第二鎮守府・朱雀門――。

「あれがふたつ目の《四神》か。派手だな」

「たしかに。金色というのはどうしても悪目立ちしますね」

　正直なコメントに立夏もうなずく。

　例によって、箱根の第二鎮守府は五ご芒ぼう星せい型の城壁にかこまれていた。

　その上空には、翼長七〇メートルはあろう巨大な鳳凰が顕現し、威風堂々と両翼を広げている。額ひたいに第三の目――モルガン・ル・フェイの烙らく印いんが浮かんでいた。

　これが朱雀門を守護する《四神》なのである。

　東と同様、堅牢すぎる念障壁を鎮守府のまわりに展開している。

　天井にあたる『上の部分』を開放しているのも、東・青龍門と同じだった。

　ここにナイト・オブ・ガーターはいない。代わりに白き英国レギオン・クルセイドが二〇〇騎ほど鎮守府内にひかえている。

　対して攻撃側。まずケントゥリアが一二〇騎だった。

　銀色のローマ軍レギオンだ。そのなかに日本勢もまざっている。神威ではなく、烏え帽ぼ子しのように頭が長い神威型――九く郎ろう判ほう官がん、七〇騎。

　征継たちに先行して、初はつ音ねは箱根入りしていたのである。

　ケントゥリアと九郎判官の混成部隊は銃槍を撃ちまくりつつ、じりじりと第二鎮守府・朱雀門へ前進。低速飛行で接近をはかっている。

　守備側は念障壁の強さに頼りつつも、反撃を忘れない。

　いちじるしく接近してきた敵部隊には天象勅令で極大の火か焰えんを浴びせて、牽けん制せい。その隙すきにクルセイドが数十騎ずつ天井から外へ出て、気前よく銃槍を連射する。

　このコンビネーションで攻撃側を翻ほん弄ろう中だった。

　ケントゥリアと九郎判官はなかなか念障壁にたどりつけず、突破口を作れない。

　戦闘がこのままつづけば、ふつうに守備側が勝利するだろう。

「俺は城攻めについて、たいして見識を持っていないようだ」

　肩をすくめて、征継は言った。

「その道の達人だったカエサルとちがい、たいした戦法は思い浮かばない。ただ……結局、城などというものは全体を粉々に打ち砕く必要などない。どこかに突破口を作れば、それでどうにかなるところはある」

「はい。だから昔は城壁を崩すため、専用の兵器を運びこんだ」

　翼竜の上で、立夏が相づちを打つ。

　破は城じよう槌つい。巨大な石をバネ仕掛けで撃ち出すカタパルト。火薬と爆弾は中世の昔から世界各地で使われていた。

「現代のわれわれは――こいつを破城槌の代わりにするわけですか」

　立夏がつぶやいた直後。

　こいつによって、天空からの襲撃が為された。

　ざっくり言えば『空を飛ぶ巨大な軍艦がぶあつい雲のなかから隕石のように落ちてきて、朱雀門めがけて突入を開始した』のである。

　その艦は全長一八三メートル。満載排水量は一万五千トン。

　流線的なステルス船体を持つ、英国の大型駆く逐ちく艦かんティンタジェル――。

　堂々たる偉容の巨艦が天から落ちてきた。天変地異にも等しい異常事態に、三つ目の大鳳凰は甲かん高だかい声で咆ほう哮こうする。

　クゥゥェェェェェェェエエエエエエエエエエエエエエエッ！

　翼長七〇メートルにも達する大鳳凰。今まで朱雀門のまわりに展開した念障壁のドーム内にこもり、要塞と我が身を守っていたのだが――

　やにわに障壁をすり抜けて、障壁の〝外〟に出てきた。

　緊急での対応が必要だと悟ったのだろう。三つ目の大鳳凰――その巨体が激しい劫ごう火かにつつまれて、巨大なる『火の鳥』と化す。

　火の鳥となった状態でティンタジェルに体当たりし、突入を止めようとしたのだろう。

　しかし、空飛ぶ軍艦には護衛部隊がいた。すぐ隣を一五〇騎の神威が球状陣形で飛行中だったのだ。秋ヶ瀬立夏の軍団だった。

　この一五〇騎がここぞと銃槍を連射して、焰ほのおの大鳳凰に向けて弾幕を張る。

　先乗りして戦闘中だったケントゥリアと九郎判官たちもそれに倣ならい、大鳳凰への一斉連射を敢かん行こう。牽制に協力してくれた。

　かくして無数の熱線を浴び、巨大なる火の鳥がひるんだ隙に。

　大型駆逐艦ティンタジェルはすさまじい勢いで突っこんでいった。第二鎮守府・朱雀門を守るドーム状の念障壁めがけて。
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　巡航ミサイル、大陸間弾道ミサイルなど。

　第二次世界大戦の終結直後、米軍がその有用性を声こわ高だかに吹ふい聴ちようしたという。

　だが実際に運用する段階で、したたかに挫ざ折せつを味わった。念ねん導どう攪かく乱らんによって、赤外線・電波の類たぐいがたやすく無効化される時代である。それらの誘導なくしては命中のあやふやな飛び道具は――結局、いちじるしく〝使えない〟兵器であったのだ。

　また、現代の主力兵器であるレギオン。

　彼らは〝神秘性をともなわない攻撃〟を、高確率で無効化できる。

　この特質は念ねん障しよう壁へきにもそなわっている。そのため、長らくミサイル開発などという研究分野に潤じゆん沢たくな予算が投入される事態にはなっていなかった。

　だが近年、潮しお目めがすこし変わってきた。

　ミサイル攻撃の発射や照準管理、神秘性付与を念導神格イフリートたちに託すシステムが開発されたのである。駆く逐ちく艦かんティンタジェルにも搭載されている。

　……征まさ継つぐたちは苦心して、ティンタジェルを小お田だ原わら市の近海に運んだ。

　海辺に停泊させて、『動かぬ砲台』にすることもできた。小田原から芦あしノの湖こまでは直線距離にしてわずか一六キロ。艦載兵器の射程距離ならば、箱はこ根ねの関せきも余裕で狙ねらえる。

　しかし、ちまちました砲撃を《四し神じん》に加えても、効果はうすい。

　ならばと――征まさ継つぐはシンプルすぎる案を思いついた。駆逐艦ティンタジェルをそのまま《四神》にぶつけたら、どうなると。

　だが、もちろん。

　人造霊液と流りゆう体たい炉ろを動力とする艦だからといって、空を飛べるはずはなかった。




「アイデアを最初に聞いたときは、まあ、バカげていると思いました」

　正直すぎるコメントを立りつ夏かが口にする。

「いくらなんでもレギオンたちに軍艦を運ばせるというのは――無理があると。しかし落ち着いて、兼かね定さだを五、六〇〇騎呼べる前提で考えてみれば……」

　小田原近海から箱根まで、時速六〇キロ台で飛行してきた大型駆逐艦。

　推進力の源は赤紫色で、しかも数百個以上あった。

　全てティンタジェルの底部や左右の側面などにびっしりとはりついている。

　橘たちばな征継に仕つかえる神かむ威い型レギオン〝兼定〟である。しかも七〇〇騎。この日のために多量の霊液を分けてもらえたおかげだった。

　現在、新しん撰せん組ぐみ副長の騎力は実に七二二にも達しているのだ！

「いけるように思えたのが勘かんちがいでなくて、なによりでした」

「たしかに。俺もほっとしている」

　兼定はベースとなった神威と同じく、小こ柄がらなレギオンだった。

　だが、身の丈たけ八メートルの巨人であり、屈強な有翼巨兵である事実は変わらない。その両腕には二〇トン超の大型トラックをかかえ上げ、投げとばすだけの力がある。

　そして、膂りよ力りよくに見合うだけの推すい力りよくもふりしぼれる――。

　今、征継と立夏は翼竜に乗り、奇策の成否を空中から見守っている。

　……黒雲を割って、箱根の空に現れたティンタジェル。

　……第二鎮守府の念障壁めがけて、降下および突入をはじめる。

　……あとは慣性にまかせればいいと、兼定七〇〇騎が一斉に艦から離脱。

　……守備隊の一部が銃じゆう槍そうを撃ちまくり、弾幕を張るも、艦の突入は止められない。

「海兵科の連中が涙目になっていました。念導系のロックを全て解除し、永久的に借用してしまえば、かなりの戦力になると皮算用していたようです」

「機会があれば同じ艦をどこかで奪えばいい。これにこだわる必要はない」

　なんとも野蛮な返事をしてから、征継は訊きいた。

「あの念導精霊ジーニーの具合は？」

「おそらく大丈夫でしょう。咲さ久く耶やはあの調子だから頼りなく見えますが、一〇分、二〇分と時間を区切れば、意外としっかりやってくれます」

「なるほど、たしかに」

　そして轟ごう音おんがとどろく。ティンタジェルの船体が艦首から念障壁にぶつかった結果、生じた音だった。黄金に色づいた念力のドームがゆがむ。きしむ。

　それでも全長一八三メートルの巨船を押しのけようと、力の限りをふりしぼる。

　だが、その直後。

　ティンタジェルの艦首から船体中央部にかけて、大爆発が起きた。

　英国の最新鋭艦に積まれた流体炉が暴走し、安定を維持できなくなったのだ。

「咲久耶のやつ、上う手まく炉をいじってくれたらしい」

　この任務をまかすために連れてきたのだ。にやりと立夏が笑っている。

　艦に搭乗させた精霊の方も、今頃はすっきりした気持ちで消滅しているだろう。結局のところ分身なので、本体が駿する河がにあるかぎり何度でも復活するのだ。

　そして、この爆発がダメ押しとなった。

　艦首から二分の一ほどまでがついに障壁を突き破り、内部にすべりこんでいく。全長一八三メートルの巨船による、重量感あふれるスライディングだった。

　鎮ちん守じゆ府ふをかこむ五ご芒ぼう星せい型の城壁にもぶつかる。

　当然、これも艦首が踏みつぶしたところで、ようやくスライディングは止まった。

　今まで完璧な防御を見せていた念障壁。しかし今、ティンタジェルが突き破った箇所のまわりもボロボロと崩れ、黄金色のドームには大きな亀き裂れつが生じていた。

　その亀裂から――次々とレギオンたちが障壁の内部へと侵入していく。

　今まで第二鎮守府・朱す雀ざく門もんを攻めていたケントゥリアたちと、橘初はつ音ねひきいる九く郎ろう判ほう官がんの混成軍団である。

「征継どの。ひとまず上う手まくいったようです」

「みんなに手助けをしてもらえたし、小田原まで船を運ぶこともできたからな」

　小田原から芦ノ湖までは、直線距離で一六キロ程度。

　時速六〇キロ台で飛行できれば、ほんの十数分で到着できてしまう。

　また念導系こそ《モルガン・ル・フェイ》の力でロックされていたが、ティンタジェルを航行させるくらいはできた。

　突とつ貫かん工事で船体を擬ぎ装そうしたのち、艦を小田原へと出航させる。

　そのために連日、伊い豆ず半島やその近海に出撃し、航路となる駿する河が湾わんの警戒網を大いに混乱させた。仕込みをしっかりととのえたうえで、網の目をくぐるようにして小田原付近までティンタジェルを運ばせた。

　さらにいえば、衛えい青せい将軍には黒王子をひきだす囮おとり役になってもらった。

　あの男とナイト・オブ・ガーターが青せい龍りゆう門に現れたのを確認したあと、ティンタジェルの飛行を開始したのである。

　アイデアの根幹はバカげているが、実行の段階ではおそろしく細心に事を進めたのだ。

「さて――内部にもぐりこめた橘と殿下が上手くやってくれるかどうか……」

　立夏のささやく声に、征継も深くうなずいた。




　一方、第一鎮守府・青龍門。護ご国こく塔とうの屋上では。

「しかし橘どの。こちらにも備えがないわけではない」

　黒王子ブラツクプリンスエドワードがあやしくつぶやいていた。

　橘征継の策のバカバカしさと大胆さに当てられて、すこし前まで大笑していた。だが、すでに真顔にもどっている。精霊モリガンが映し出す映像――第二鎮守府・朱雀門の様子を見つめながら、彼はささやく。

「君の策、はたして成じゆう就じゆするかな？」

　十数キロ隔へだてた遠方にいる強敵への、挑戦の言葉であった。
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　箱はこ根ねの第二鎮ちん守じゆ府ふ・朱す雀ざく門もん。

　五ご芒ぼう星せいの形の城壁内は、三国のレギオンが参加する乱戦の真っ最中であった。

　防御側は大英帝国の主力騎、クルセイド二〇〇騎である。対して、念ねん障しよう壁へきの内側に侵入した攻撃側はローマと日本の混成軍団だった。

　主力はケントゥリア一二〇騎。衛えい青せい将軍の部下二名が指揮官だという。

　そして、七〇騎の日本レギオン〝九く郎ろう判ほう官がん〟。橘たちばな初はつ音ねが小お田だ原わら城じようで召集し、銀色のローマ軍団と共に進撃させた兵たちだ。兜かぶとの頭頂部が烏え帽ぼ子しのように長く、甲かつ冑ちゆうの色も赤。そのうえ白びやく衣えまでまとう。

　三国それぞれのレギオンが銃じゆう槍そうから熱線を放ち、刃やいばを振るって、それぞれの敵を屠ほふろうと力の限りを尽くす。

　そのなかで最も目立つ戦士たちは、九郎判官だった。

　ベースとなった神かむ威いはレギオンのなかでも特に機き敏びんな種である。だが、九郎判官義よし経つねの分身たちははしこいだけではない。きわめて身軽でもあった。

　クルセイドが振るう刃をひらりひらりと避けつづける。

　さながら五ご条じよう大橋で武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいを翻ほん弄ろうする牛うし若わか丸まる。その体さばきは軽く、足の運びはなめらかだった。後方からの攻撃さえも、ときに見えているかのようなあざやかさで横や前に跳び、かわしてしまうことがある。

　身の丈たけ八メートルの巨人とは思えない、鳥からす天てん狗ぐのごとき武芸であった。

　攻撃に転じれば、その太た刀ちさばきは神しん速そくにして鋭利。銃槍の刃でクルセイドの頸けい動どう脈みやくを瞬時に断ち切り、甲冑の継ぎ目を易やす々やすと抉えぐる。

　とはいえ乱戦のさなか。流れ弾だまに当たるときもある。

　また武運尽きて、あるいは体勢を崩したところに一撃食らうなどして、クルセイドの刃に屈する九郎判官もすくなくなかった。

　が、デビュー間もない騎き士し侯こうの軍団としては、十分以上の働きである。

　そして、この頃。当の指揮官は――美しき主君と共に、地下深くへ侵入していた。




「姫様っ。そろそろゴールも近そうですよ！」

「さすがに守備兵などはいないと思いますが、慎重におねがいします！」

「了解しましたっ！」

　専属女官にして騎士侯の初音を連れて、志し緒お理りは地下通廊を降りていた。

　鎮守府の地下には必ず水すい霊れい殿でんが建設される。箱根の四鎮守府も例外ではない。そして、神秘力の枯こ渇かつしたレギオンを迅じん速そくに救済するため、全長八メートルの有翼巨兵も通れるサイズの通廊も万一に備えて併設されているのである。

　もちろん、地上から地下水霊殿まで直通であった。

　ふたりを運ぶのは、二騎の九郎判官だ。一騎は初音を肩に乗せ、もう一騎は志緒理を手のひらに乗せてくれている。

　オレンジ色の非常灯がまばらにあるだけの地下通廊。

　そのなかを九郎判官二騎が飛ぶ。この通廊はゆるやかに下っているという。数百メートルは降りたかというとき、唐突に目の前が開けた。

「着きました、水霊殿！」

　初音がうれしそうに叫ぶ。

　通廊は広大な水霊殿の天井に通じていた。人造霊液の貯水池が眼下に広がっている。碁ご盤ばんの目のように通路が走り、奥の方には沐もく浴よく所じよの入り口などもある。

　この空間には数十本もの円柱が屹きつ立りつしている。貯水池の底から天井にまでとどく、きわめて長大な代しろ物ものだ。サイズは全て同じ。直径六、七メートルの太さだった。

　古代ギリシアのコリント様式を模した、巨大円柱である。

「鎮守府を守護する念導神格イフリート――その神格基板は水霊殿の柱のどれかに内蔵される。皇国日本では、それが定番の安置場所です。念ねん導どう術じゆつで探してみます」

「じゃ、降りてみましょう！」

　初音の指示で、二騎の九郎判官が着陸する。

　青い貯水池のなかに造られた通路の上だ。レギオンたちはすぐに人間ふたりを降ろしてくれた。さっそく捜索をと、志緒理が念を凝こらそうとしたとき。

　すぐ近くで、ひどく不吉そうな念ねん波ぱが放たれるのを感じ取った。

　色でいえば『黒』そのもの。ぞくりと背筋が震える。その念は寒気、呪じゆ詛そ、邪気、呪じゆ縛ばく――さまざまな負のエッセンスを内包していた。

「これは一体……？」

「ひ、姫様！」

　いぶかしんだ瞬間に専属女官の切迫した声を聞いた。

　志緒理は理解した。今の念波、初音に向けて放たれたものだったのだ。見れば、いつも元気はつらつな少女はうつろな目つきで棒立ちになっている。

　負の念波によって、全身をからめとられていた。

　そして、この念を放出した者は――美麗なる金髪の乙女だった。

　儚はかない、妖精のごとき美び貌ぼう。肌は驚くほど白く、代わりに漆しつ黒こくのコートをまとう。喪も服ふくめいた装よそおいが彼女にはこのうえなく似合う。

　唐突に現れた、のではない。隠匿ステルスの念導術でずっと身を隠していたはずだ。

　今まで志緒理ですら感知できなかったのだから、相当なレベルの術師である。初音をからめとった念波、乙女の全身よりにじみ出ていた。

「あなたは――」

　素す性じようを問いかけて、志緒理はやめた。

「名前は存じあげませんが、大英帝国の姫君とお見受けいたします。もし必要でしたら、わたくしの方から名乗り申し上げたいと思いますが……」

「それにはおよびませんわ」

　容姿と同じく、金髪の乙女は声も水晶を打ちあわせたかのごとく美麗だった。

「藤ふじの宮みや志緒理さまを存じあげないほど、我わが大英帝国は不勉強ではございません。でも、妾わたくしの名前をお教えする必要はあるでしょう」

　にっこりと大輪の花のように笑っても、明るい印象はない。

　彼女はあくまで妖あやしき魔性の薔ば薇ら、闇やみ夜よの星、月のおぼろな光なのだろう。

「アレクサンドリナ・エレノアと申します。以後、お見知りおきを」

「やはり英国の聖獣、黄金獅子スリーライオンズさまの――」

「娘に当たります。何人目の娘かは秘ひ匿とく事項につき回答できないこと、先にお詫わび申し上げますわ。志緒理さまが妾の存在に気づいているとは、本当に予想外でした」

　にこやかに話しかけてくる。

　しかし、右手は剣けん呑のんすぎる道具をにぎっていた。大口径のリボルバー拳銃。白く華きや奢しやな手にも、たおやかな容姿にも、不似合いなこと甚はなはだしい。

　銃口は志緒理の胸に向けられていた。恐怖を押し殺して、ささやく。

「立夏さまと初音から、魔力の使い手が駿河に現れたと聞きましたから……」

「たったそれだけで？　志緒理さまはご聡そう明めいでいらっしゃるのですわね」

　くすくすとプリンセス・エレノアが笑う。

　開戦直後の頃、駿河鎮守府にあっさりと侵入を果たし、立夏をあやしげな魅了の術で呪縛し、初音の目の前で変身までしたという。

　そこまでの異能を使いこなす人間、王家の姫以外に存在しうるはずがない。

「エレノアさまは……父君に祈き願がんされたのですね？　自らの寿命とひきかえに、我われに禁きん忌きの呪力を授け給たまえと」

　英国の姫は答えず、あやしく含み笑いをしている。

　しかし、正解のはずだった。父なる聖獣に『魔力の下か賜し』を祈願する。それ以外にあれだけの力を得る方法、今の世には存在しないのだから。

　だが――ただ一度、復活者リザレクトを得るために祈願するのとは訳がちがう。

　何度でも望むままに使える『多種多様な魔力の下賜』。一体、何十年分の寿命とひきかえなら、成じよう就じゆできるのだろう。

　エレノア姫に残された命、おそらくそう長くはない……。

　だというのに。志緒理に冷たい銃口を向けながら、彼女は今も妖あやしく微笑ほほえんでいる。まさしく魔女そのものであった。

「わたくしがここに来るとわかったのも、そのお力のおかげなのですか？」

「さて、どうでしょう？　なんとなく胸騒ぎがしたのです。箱根をおびやかすものがあるとしたら何か、義あ兄に上――エドワード王子と密談しているときに。あるいは、天てん龍りゆう公こうのお血筋の姫であれば、思わぬ秘策を繰り出せるのではと」

「ただの胸騒ぎ……」

「ふふふふ。女の勘かんはただでさえ恐ろしいもの。まして妾わたくしは魔女。神秘と魔性に関しては天てん啓けいにも近いひらめきを得られるのでしょう」

「…………」

「ここ数日、実は胸騒ぎが収まらなかったのです。試しに箱根へ足を運び、気になる場所を見張っていたら、案の定――志緒理さまをお迎えすることがかないました」

「事情を聞いたら、最悪の気分になりました」

　舌打ちしたい気分だったが、志緒理は慎つつしみ深く堪こらえた。代わりにいつもの猫かぶりをやめて、少量の毒を吐く。

「魔女の勘などというもので、計画を台無しにされるなんて……」

「まあ。志緒理さまも神秘の技の使い手でいらっしゃるのに？」

「わたくしの術はそこまでずるくありません。エレノアさまの魔力、人間同士の駆け引きや抗争では、反則もいいところです」

「そこは同意せざるを得ませんね……。ところで志緒理さま」

　かちゃり。リボルバーの撃鉄に、エレノアは親指をかけた。

「そろそろ今後のお話をいたしましょう。その女騎士ともども、妾の賓ひん客かくとして我が陣営においでいただくか。この無ぶ粋すいな道具で強制連行させていただくか」

「わたくし、枕が変わると眠れなくなる質たちなのです」

「大丈夫ですわ。大英帝国の威信にかけて、必ずご希望に添う寝具を探し出し、寝室にご用意させていただきます。安心して、身ひとつでご同行くださいませ」

　にっこりと微笑むエレノアを前にして、志緒理は悩んだ。

　護衛役の初音はさっきから微動だにしない。ここまで同行してくれた二騎の九郎判官も同じだった。金かな縛しばりさながらに直立している。

　念導術や神秘力で験げん比べをしても、かなうはずはない。

　野望も計画もかなぐり捨てて、英国の姫にしたがうしかないのか……？

「わたくしは――」

　己おのれの不ふ甲が斐いなさへの怒りから、声が震えたときだった。

「くくくく。その程度の魔力とやらで、我が皇こう国こくの姫を連れ去ろうとは片腹痛い。わしの目の黒いうちはそんな痴しれ言ごと、決して吐かさぬぞ」

　芦ノ湖の湖こ畔はん、第二鎮守府・朱雀門の地下――。

　水霊殿に来る必要のない人物がいつのまにか、そこにいた。その名は竜りん胆どう先生。志緒理にとって、諸しよ葛かつ孔こう明めいというべき在ざい野やの傑けつ物ぶつだった。
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　数日前、橘たちばな初はつ音ねは初対面の人物から酒のことで文句をつけられた。

　とはいえ、未成年である。酒のよしあし、酒飲みへのしかるべき配慮など、わかるはずもない。そこで初音はてっとりばやく『外注』を選んだ。

　駿する河が市近辺に住む橘一族の親戚一同へ、次々と電話をかけたのだ。

「あ、おじさま？　姫様の用事で必要だから、家にある『いいお酒』をみんな富士鎮ちん守じゆ府ふまで送ってちょうだいね。隠したらダメよ。あとでわかったら姫様に言いつけて、お説教していただくんだから！」

　結果、翌日にはもう注文の品がとどけられた。

　荒くれ者ぞろいの橘一族、腕っぷしと度胸に比例して酒量も多くなる傾向にある。その男おとこ衆しが秘蔵していたコレクションの数々、軍の輸送車に託されて、富士鎮守府の初音のもとまでやってきたのである。

　集まったアルコール類、実にダンボール一〇箱以上であった。

　限定生産の地ビールにはじまり、酒好きの定番から幻の逸いつ品ぴんまで各種とりそろえた日本酒あれこれ、世界規模で見ても希少な舶来のウイスキー各種、大富豪のセラーから強奪してきたという武勇伝付き上級ワイングラン・ヴアン三〇種、さらには激レア焼しよう酎ちゆうコレクションなど、呑のん兵べ衛え垂すい涎ぜんの銘めい柄がらがずらりと取りそろえられた。

　再三、駿河へ招かれても、竜りん胆どう先生は『めんどくさい』と無視していた。

　しかし、そんな性格だからこそ、目の前に銘酒の数々があれば『帰るのもめんどくさい』とだらだら富士鎮ちん守じゆ府ふの宿舎にこもり、ひとり酒をつづけることになり。

　いつのまにか箱はこ根ね攻めの日を迎えていた。

　近くにいれば、志緒理のこともいつもより気にかかるのか。

　一応、竜胆先生は小お田だ原わら城じようにも同行してくれていた。ステンレスのポケット水筒スキツトルに幻の限定焼酎『神殺し！』を入れて、ちびちびやりながら。

　ほろ酔いの先生は城にとどまり、皇こう女じよ一行を見送ったはずなのだが。

　今、唐突に第二鎮ちん守じゆ府ふ・朱す雀ざく門もんに現れ、エレノアと志緒理の間に割りこんだのである。




「竜胆先生……」

　安あん堵どの吐と息いきをこぼしてから、志緒理はつぶやいた。

　小学校の高学年にしか見えない童女。青い和服に同色の髪。見まちがえようのない竜胆先生の姿であった。いきなり登場したことに驚きはない。

　その気になれば、管くだ狐ぎつねや小妖精スプライトなどと同じやり方で瞬間移動できる――。

　神出鬼没、神通広大が竜胆先生の売りなのである。

「ふん」

　呪じゆ縛ばくによって微動だにしない初音を一いち瞥べつして、竜胆先生は言った。

「騎き士し侯こうどもを虜とりこにし、下僕に変える魔性の念――なかなか面白い芸を使う。じゃが、わしや姫には効かぬぞ。なにしろ騎士ではないのだから」

「一目で見破られるとは……ご慧けい眼がんでいらっしゃるのですね」

　くすりと微笑んだ直後、エレノアは手しゆ練れんの早はや業わざを見せた。

　右手のリボルバーをいきなり発砲したのだ。銃に慣れているようだ。凶弾はあやまたず先生の幼い顔をふきとばす――はずだった。

　しかし、命中寸前ではじきとばされた。

「念ねん障しよう壁へき……」

　今度こそ、エレノアの美び貌ぼうが驚きよう愕がくでこわばっていた。

　竜胆先生のほっそりとした全身を淡い白色の光が取りまいている。この光が銃弾をはじきとばしたのだ。そして、先生の青い和服に――ぐるぐると一匹の蛇へびが巻きついていた。

　しゅーしゅーと舌を出す、白銀の蛇である。

　体の長さは二メートルほどか。鋭い両目はあざやかな紅玉ルビー色だった。

「念障壁をはりめぐらす小蛇……その愛玩動物ペツト、もしかして念導神格イフリートだというのかしら？　見たところ、あなたも精霊のはしくれのようですわね？」

「ふふん。つまらぬことで頭を悩ます暇ひまはないぞ」

　竜胆先生の手にいきなり、手品のように扇せん子すが現れた。きちんと閉じてある。これをほくそ笑みながら『ばっ』と開いて、ふてぶてしく言い放つ。

「わしはものぐさじゃが、誰かをこき使っていいなら話はべつ。獅し子しの娘よ、わしの代理に成敗されるがいいわ。それ！」

「もうっ。ちょっと人使いが荒いわよ、先生！」

　不意に動き出したのは――ずっと硬直していた初音だった。

　今、扇子が勢いよく開いた瞬間、駆け出しの女騎士侯を虜にしていた念がきれいに雲うん散ざん霧む消しようしたのである。これも竜胆先生の神通力だった。

　初音は大きく振りかぶり、エレノアめがけて何かを投げつける。

「でも、お酒をいろいろ送ってもらった甲か斐いがあったわ！」

「く――っ！」

　反射的にエレノアは跳びのいた。飛んでくる藍色の物体を避けるために。

　それは巻物だった。初音はとにかく速攻をしかけようとして、《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》の銘めいが具現化した品――藍色の巻物を投とう擲てきしたのだ。

　前回、駿河に現れた魔女エレノアを牽けん制せいしたときと同じ攻撃だった。

　しかし前とちがい、初音はさらなる奥の手まで入手していた。

「九郎！」

　背後でひかえていた有翼巨兵が動き出す。二騎いる九郎判官の片割れである。身の丈たけ八メートル近い巨体だが、あの烏からす天てん狗ぐじみたすばやさで銃じゆう槍そうをかまえ直したのだ。

　銃口より熱線が即座に放たれる。しかも十連射。一瞬の早はや業わざだった。

「お父さま、妾わたくしに加護を！」

　が、発砲の瞬間、エレノアが『黒い鷹たか』へと変化した。

　たおやかな乙女から猛もう禽きん類るいへの早変わり。駿河でも見せた変身術である。

　そのまま空中へ飛び出して、十連射の閃せん光こうをやりすごす。直後、一〇本もの水柱が『ばしゃあああああっ！』と噴きあがった。

　人造霊液の水面に、十連射が着弾したのである。

　鷹と化したエレノアは翼をはためかせ、志緒理たちが侵入に使った天井の入り口から地下通廊へと入り、水すい霊れい殿でんから逃れていった。

　残ったのは盛大な水しぶきを浴びて、したたかに濡ぬれた日本の女たちだけ。

「前もそうだったけど、あの女、とんでもなくすばやいのね」

　口くち惜おしそうに初音がつぶやく。獣けものめいた反射速度。同じ聖獣の姫でも、志緒理とはどうやら運動能力が段ちがいのようであった。

「まあ、おかげでこちらも助かったのかもしれん」

　竜胆先生は『あーん』と舌を突き出していた。その上でポケット水筒スキツトルを逆さにして、一滴だけ落ちてきた焼酎を意地汚く舐なめている。

「白状すると、わしの神じん通つう力りきはそろそろ種切れじゃった」

「どういう意味、先生？」

「酒の切れ目が縁と神通力の切れ目。わしの酔いが覚めると、こいつも消えてなくなる」

「……酔すい拳けんみたいなものってことで、いいのかしら？」

　初音が首をかしげている。

　今まで竜胆先生の体に巻きついていた白銀の蛇――念導神格《伏ふく龍りゆう》のささやかな具現体がいつのまにか消滅していた。

　ともあれ、もう邪魔者はいない。志緒理は感覚を研ぎ澄ました。

　六〇秒ほど精神集中すると、立ちならぶ円柱のひとつに埋めこまれた神格基板の気配を察知できた。あとは教わった咒じゆ儀ぎを試す番だ。

「火は黄金を試し、苦難こそが英雄を試す。この門をくぐる者は一切の望みを捨てよ」

　志緒理は皇国の姫として、定められた口こう訣けつを唱えた。




　今日、箱根の空はどんよりと曇っていた。

　晴れていれば三〇キロ北西にそびえる富士山もよく見えるのだが、代わりにぶあつい黒雲が天に広がっていた。ごろごろと低い雷鳴までとどろきはじめる。

　さながら、これより天と世界に異変が起きるという前兆だった。

　そして、朱雀門上空に顕けん現げんしていた三つ目の鳳ほう凰おう――。

　額ひたいに浮き出ていた眼球こそが《モルガン・ル・フェイ》による支配の証あかしだ。しかし今、第三の目は忽こつ然ぜんと消え失せて、代わりに『皇』の字が浮かびあがる。

　箱根第二の念導神格が日本皇家の支配下にもどったのだ。

「聖獣・天てん龍りゆう公こうの眷けん属ぞくにして四し神じんの一、《朱雀》に命じます。わたくし藤ふじの宮みや志緒理の言葉を我わが祖父の詔みことのりと思い、絶対の服従を捧げるのです」

　地下の水霊殿から念を飛ばし、志緒理は命じた。

　全身がだるく、足に力が入らない。今にも倒れそうだった。

　祖父・天龍公の威光を借りて、《従属の咒儀》を行った代償だろう。おそらく寿命にして一年分ほどの生命力が削そぎ取られたのではないか。

　……しかし、実のところ。

　これは聖獣の降臨以来、世界各地で繰りかえされてきた取引なのだ。

　一九世紀後半から、世界の有り様は大きく変わった。聖獣に嫁とついだ女たち、あるいはその娘や孫娘たちがすこしずつ寿命を失うのとひきかえに、さまざまな神秘が国家にあたえられてきたのである。

　レギオン、人造霊液、念導神格、精霊、随ずい獣じゆう、念導術、水霊殿、流りゆう体たい炉ろ……。

　そして現在。皇女志緒理は箱根守護の大鳳凰をコントロール下に置き、指示を下す。

「朱雀よ。全ての念を外部へ放出し、眠りにつきなさい。箱根守護の任、一時的に放棄することを特別に許します」

　朱雀門の上空で、黄金の鳳ほう凰おうが高らかに咆ほう哮こうする。

　クォォォォォオオオオオオオオォォォォォオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォンンンンンンンンンンンンッ！

　同時に、翼長七〇メートルはあろう巨体から金色のオーラが放出されていった。

　念力である。本来、念とは無色無形だが、これが強大すぎるため、色まで視認できるようになっていた。

　金色の念は黒雲の満ちた天に、北極圏のオーロラのごとく広がっていく。

　天に捧げられて、霞かすみのように消滅したのである。そして、今まで黄金に輝いていた鳳凰が変色した。新たな色は燃えるような朱であった。

　朱色――念導神格《朱雀》本来の姿にもどったのだ。

　この変化がさらなる連鎖を呼ぶ。志緒理は粛しゆく々しゆくとささやいた。

「箱根守護の切り札《四神》は青せい龍りゆう・朱雀・白びやつ虎こ・玄げん武ぶの念をひとつに統合することで誕生します。その一角である朱雀が全ての念を天に返せば、《四神》の存在そのものが維持できなくなる……。今、箱根の関は全ての防壁を失いました」

　それは斎さい宮ぐう、日本国最高の巫み女ことしての託たく宣せんでもあった。

　東の第一鎮守府では、三つ目の黄金龍がただの《青龍》にもどっていた。

　西の第三鎮守府では、黄金の毛皮を持つ三つ目の虎が《白虎》にもどっていた。

　北の第四鎮守府では、蛇を尾とする三つ目の黄金亀が漆しつ黒こくの《玄武》にもどっていた。

　四よん位み一体の念力統合が崩れた結果である。

　当然、今までのように驚異的な強度の念障壁、天てん象しよう勅ちよく令れいを行使することはできない。それどころか四神統合を強制解除させられた影響で、具現体の維持も不可能になった。

　四体の念導神格は全て――忽然と消滅した。

　箱根が城壁を失った瞬間であった。
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「モリガンくん。各鎮ちん守じゆ府ふの守備隊に伝令を頼む」

　神格統合体《四し神じん》の消滅後、エドワードはすぐにそう命じた。

「各隊、そのまま担当の鎮守府に二時間とどまり、防御戦を継続。規定の時間がすぎたあとは状況の変化に合わせて、各自の判断で臨機応変に対応せよ」

「了、解」

　忠実なる精霊モリガン――その依より代しろがこくりとうなずく。

　第一鎮守府・青せい龍りゆう門もん。その護ご国こく塔とうの屋上である。尚なお、エドワード自身は待機させていた翼よく竜りゆうのもとへと早歩きをしている。

「さて……ここからは仕切り直しの時間だ。僕は近衛このえのナイト・オブ・ガーターを連れて、この第一鎮守府から退去する。モリガンくんは同行してくれ」

「了、解。やはり、王子殿プリンスは本隊と合流、ですか？」

「そのとおりだ。君もわかっているじゃないか」

　エドワードはにやりと笑った。モリガンの微妙な表情を見たからだ。

　……難攻不落の要よう塞さいを失ったのに、上官はかえって活いき活きとしている。これで完全に五ご分ぶと五分、互角の状況で橘たちばな征まさ継つぐと対決できる――とほくそ笑みながら。

　その度しがたさにあきれつつも、黒王子の采配に興味を抑え切れないのだ。

「いくぞ、モリガンくん。この青せい龍りゆう門もんには四〇〇騎を連れてきた。中央発令所に残しておいた者たちが八〇〇騎だ。合わせて一二〇〇騎なら十分すぎる。箱はこ根ねの戦場を支配するのは大英帝国の黒騎士たちだと、日本の諸君に知らしめてやろう」

　青龍門には、ナイト・オブ・ガーター以外にもクルセイドが一五〇騎ほどいる。

　彼らに鎮守府の防衛をまかせて、黒王子とその郎党は〝中央の本隊〟と合流。その後、反撃に転じて、東西南北の敵軍を各個撃破する――。

　それがエドワードの狙ねらいだった。しかし。

「君はもちろん邪魔しにかかるはずだな、橘どの……」




　黒王子、直属のレギオン四〇〇騎のみを連れて、大おお涌わく谷だに方面へ移動――。

　現地に伏ふく兵へいあり。ナイト・オブ・ガーター八〇〇騎を確認。エドワード王子、一二〇〇騎をひきいて、早そう雲うん山ざん上空に布ふ陣じんした模様――。

　アクィラや八や咫た烏がらすなど、偵てい察さつ役の随ずい獣じゆうたちが以上の情報を持ち帰ってきた。

　無論、橘征継もそれを追っているのだが。

　現地入りの前に済ませておくべき交渉があった。折せつ衝しようと言ってもいい。〝友邦〟東方ローマ帝国の名将との話し合いである。

　敵の首しゆ魁かい・エドワード王子をどのようにして追い詰めるか――。

　征継は立りつ夏かと共に青き翼竜を駆って、合流地点の小こ涌わく谷だに上空までやってきた。

　ひきつれる兵は朱す雀ざく門の戦闘で六〇〇騎に減じた兼かね定さだ、ほとんど無傷で残せた立夏の神かむ威い一五〇騎であった。

　一方、銀の翼竜に乗る衛えい青せい将軍はケントゥリアを約四五〇騎、ひきつれていた。

　青龍門の戦闘でエドワード王子の注意を惹ひきつけるため、英国式長弓陣モード･アングレと正対しつづけた結果、一〇〇〇騎の軍団が半減してしまったのである。

　両陣営とも、ほかのレギオンは東西南北の四鎮守府に残してきた。

　エドワード王子が残していった軍団と交戦中なのだ。

　東海道勢の七五〇騎と、ローマ勢四五〇騎が連合すれば、計一二〇〇騎。

　比率で言えば、東海道サイドが主導権を取ってもおかしくはない。だが、より多くの犠牲を払ったローマ側が承服しなければ、少々こじれそうな――そういう比率でもある。

　考えるうちに、合流地点の小涌谷上空にやってきた。

　箱根湯ゆ本もと方面より、衛青将軍ひきいるケントゥリアの球状陣形が接近中だ。

「征継どの」

「ああ。すこし話をつけてくる」

　立夏に目配せして、征継は七五〇騎の東海道軍からはなれた。ひとり翼竜を飛ばして、ローマ軍四五〇騎へと近づいていく。さて、衛将軍との折衝はどう落ち着くか。

　しかし、小涌谷上空で落ち合った直後、あっさりと言われた。

「橘どののご存念にしたがいましょう」

「……話が早いのは助かるが」

　さすがの征継も、今回は苦言を呈ていした。

「俺はまだ何も計画を話していない。答えが早すぎるのではないか？」

「ご安心ください。これはわたしの《武ぶ勲くん》なのです」

「なに？」

　前世で成し遂とげた戦場での大功を、今こん世せいでも再現する――。

　武勲とはそのための異能である。しかし、この問答にいかなる能力が駆使されたのか。いぶかしむ征継の前で、衛青は己おのれのこめかみを指さした。

　珍しいことに、いつもひかえめな彼がいたずらっぽく微笑している。

「日頃の行いが悪いのか、巡り合わせが悪いのか。わたしの身の回りでは、いくさで戦う以外の厄やつ介かい事ごとが不思議と尽きない日々でした。高貴な方々に無茶ばかり言われたり、ひきいる兵が明らかに敵方より弱かったり……」

　言葉だけ聞けば愚ぐ痴ちなのだが、他ひ人と事ごとのような軽妙さで語る。

　実際、衛青将軍はにこやかに微笑ほほえんだままだった。

「そのおかげか、進退についての勘が不思議と働くのですよ」

「勘かん、だと？」

「はい。退ひくべきか、進むべきか。どちらへ進めば運気が上がり、下がるのは何処いずこの方位か……。そういったことがなんとなく、虫が知らせるように」

「わかるというのか」

「あなたの示す道に進むことがいちばんの活路である……。今回はそのように感じます。我わが武勲《亢こう竜りゆう有ゆう悔かい》の霊れい験げんです」

　衛青はなんとも地味な能力を軽やかに明かしてくれた。

　それが武勲だというのか。首をかしげる征継の前で、衛青はさらに笑う。

「わたしの身辺には、やけにアクの強い方がそろっていたのです。人材を見る目はあったくせに人心はわからない皇帝陛へい下か。そのわがままな姉君たち。頑固一徹すぎる将軍閣かつ下か……。そういう方々に振りまわされた歳月が培つちかってくれた才能かもしれません」

「なるほど」

　征継はうなずいた。ただし、半分程度しか信じていなかった。

　衛青将軍にそのような能力がある。きっと事実なのだろう。そうでなくては、何も聞かないうちに征継の戦術に身をゆだねるなど到底できまい。

　しかし、『勘が働く』だけの武勲とは――どうにも信じがたい。

　おそらく真実の一部を〝ひかえめ〟に語ったのだ。まちがいなく衛青将軍の武勲はもっと強大であり、勘とやらは能力の一部にすぎないはずだった。

「衛将軍。機会があれば、貴殿の〝底〟をじっくりたしかめてみたいものだ」

「わたしごときの本性など、何も面白くはありませんよ。むしろ、橘どのでしょう」

「俺だと？」

「あなたが今まで見せたというご采配。配下がずば抜けた精兵であると信頼していなければ到底できない――そういう類たぐいのものばかりだと思います。兵への負担が大きすぎる」

「…………」

「余程の強国のお生まれか、豪ごう傑けつぞろいの最精鋭をひきいる将であったのか」

「そういえば。さっき弱兵がどうとか言っていたな、将軍？」

　指摘されて、美貌の将は「はい」と苦笑した。

「騎馬の民たみである匈きよう奴どを討つため、わたしも騎馬の軍団を授かりましたが……所しよ詮せんは漢かんの国内で育った馬と乗り手です。生まれてから死ぬまで、ずっと草原を馬で駆けつづける戦士たちとは――まあ、比較になりません」

　ともあれ、主導権を巡る話し合いは予想以上にすんなりと終わった。

　数十分後、いよいよエドワード王子と相あい対たいする形となった。




「モリガンくん。いよいよだぞ」

「御ぎよ、意い」

　エドワードはナイト・オブ・ガーターの軍団をふたつに分けていた。

　まず九〇〇騎に横長の壁状方陣を組ませて、〝前列〟とする。その数百メートルうしろに残り三〇〇騎を〝後列〟として置いた。

　後列にはロングボウを装備させて、『英国式モード・アングレ』の準備も万端だった。

　エドワード自身はモリガンと共に、後列の隊にまざっている。尚、念導精霊は人形サイズの依代に移りかわり、黒王子の肩に乗っていた。

　そして、相対する敵軍の陣容を見て――エドワードは目をみはった。

「戦場に斜線を描く……斜線陣か。エパミノンダス卿きようの戦法とは古風な。ふふふふ。洋の東西を問わず、古こ今こんの名将は同じ手を繰りかえすものか！」

　中世騎士といえば、実は無教養な輩やからが多かった。

　騎士道精神を喧けん伝でんしたのは、むしろ戦場往おう来らいの荒くれ者たちにすこしでも倫理観を植えつけるためだった。決して、現代の人々が思い描くほど優雅な存在ではないのだ。

　だが、ここに数少ない例外がいる。

　英国王家の英才教育を受け、宮廷では優美な礼儀作法を身につけた。

　武芸と戦争術のみならず、ラテン語の読み書きにも長たけ、ギリシア・ローマの古典にもある程度の造ぞう詣けいを持つ貴公子――黒王子ブラツクプリンスエドワードその人である。

　彼は今、橘征継が古代ギリシアの名戦術を再現したことに気づいていた。




「王子どのとの真っ向勝負だ。各隊、横おう列れつを組み、壁を造れ」

　対して、東海道将しよう家けと東方ローマ帝国の連合軍団。

　こちらの陣形も横長の壁状方陣だった。箱根の早雲山上空に両陣営とも一〇〇〇騎以上のレギオンを集結させて、空中に『壁』と『壁』を造っている。

　だが英国側のそれと、こちら側のそれには大きなちがいがあった。

　左から順に、赤紫色の兼定六〇〇騎、銀色のケントゥリア四五〇騎、青い神威一五〇騎という配置で横列を組んでいるのだが。

　左端の兼定だけがあえて縦たて方向に長い縦じゆう列れつを作っていた。

　結果、完全な横一線『一』ではなく、左側だけ『∟』と縦にのびている。




　　　　　　■

　　　　　　■

　　　　　　■

　　　　　　■

　　　　■■■■




　この左端の縦列が六〇〇騎の兼定なのである。

　均等な横列ではない。最も強剛かつ数も多い猛も者さのいるサイドを極端に厚くする。なんともいびつで、かたよりのある陣形だった。




　　　　　　　　　２




　第二鎮ちん守じゆ府ふ・朱す雀ざく門もん。

　この砦とりでを難攻不落としていた《四し神じん・大だい鳳ほう凰おう》はもういない。

　だが、黒王子配下のクルセイドがあと一〇〇騎ほど健在であり、ケントゥリア・九く郎ろう判ほう官がんの混成軍団を相手に奮闘中だった。

　しばらく第二鎮守府にとどまり、敵を惹ひきつけよと指示されたのだろう。

　鎮守府周辺での乱戦はまだ収まりそうにない。しかし、徐々に東海道・ローマ側が優勢にまわりつつある。このまま状況が推すい移いすれば、おそらく問題ない。

　志し緒お理りは安心して、話題を変えることにした。

「……斜線陣とは、古代ギリシアで生み出された戦術です」

　鎮守府敷地内の芝生に簡易テントを張った、即席の陣地。

　そのなかで折りたたみのイスに腰かけ、膝ひざには毛布を掛けている。《神格従属の咒じゆ儀ぎ》を行った代償でだいぶ消しよう耗もうしていた。

　しかし、意識はしっかりしているし、念ねん導どう術じゆつも使える。

　今も偵てい察さつ役の八や咫た烏がらすを派遣して、橘たちばな征まさ継つぐと黒王子の対決を監視させていた。

　虚こ空くうにウインドウを呼び、中継映像も実況中だ。そのなかで今、橘征継がいわゆる斜線陣の形にレギオンをならべていた。

「当時は兵を横長に、そして均等な厚みに配置する重装歩兵フアランクス戦術が定じよう石せきでした。が、都市国家テーベの指揮官エパミノンダスは左側だけ兵士を極端に厚く配置して、二倍近かったスパルタ軍を撃破したのです」

「二倍の敵を!?　すごい！」

　初はつ音ねがきらきらと目を輝かせて、驚きよう嘆たんした。

「なんで『ななめの線の陣』なのかはわかりませんけど！」

「左に精鋭を集中させる分、そちらがどうしても突出するからです。でも中央や右側が遅れたら、散り散りになって中央突破や各個撃破の対象になってしまいます」

　だから、すこし遅れながらも中央や右の兵たちも左の強兵に着いていくのです――と、志緒理は宙に『＼』の線を描いてみせた。

「空から見ると、戦場に左肩上がりの斜線が引かれた形になるのですね」

「じゃあ姫様。そんな必殺戦法を知ってるだなんて、お兄さまのお生まれはもしかして大昔のギリシアなんじゃ――！」

「その可能性はないでしょう、まちがいなく」

「だ、断言までしなくてもっ！」

「斜線陣の要諦は『ななめの線を描くこと』ではなく、『どこか一箇所に戦力を集中し、それを駆け引きに利用すること』。その考え方を突き詰めていけば、自然と似たような陣形にたどりつくはずです」

　すらすらと戦術論を語ってから、志緒理は付け足した。

「指揮官の素す性じよう、洋の東西、現代と過去も関係なく」

「そういうものなんですねー」

「今回はおそらく、たまたま斜線陣に似ただけなのでしょう」

「おっしゃることはよくわかりましたー。でも姫様。お兄さまがどこのお生まれか、わかっているような言い方……されてません？」

「そうでしたか？　そんなつもりはなかったのですけど」

　初音にずばりと核心を衝つかれて、志緒理はどきりとした。

　が、おくびにも出さず、さらりとごまかす。彼の言動の端はし々ばしから、おそらくは――という解答を自分なりに見み出いだしてはいる。

　しかし、確証はない。まだ口にすべき段階ではないだろう。

　今は目の前の戦闘にしっかりと向き合い、早々に決着をつけるべきだった。一秒でも早く、橘征継の加勢に向かえるように――。

「それよりも初音。征継さまもおっしゃっていたとおり、この戦い、必ずあなたの力が必要になるでしょう。心の準備をしておきなさい」

「はい、姫様！」

「わたくしも霊力の限りを尽くして……エドワード王子の計算、狂わせてみせます」

　黒王子の思おも惑わく、おおむね読めている。

　箱はこ根ね中心部で橘征継・衛えい青せいの復活者リザレクトふたりを撃破し、その後、東西南北の四鎮守府に残る東海道・ローマ連合軍を順々に各個撃破するつもりなのだろう。

　だから各鎮守府にレギオンを残し、防御戦に徹しさせている。

　対して、志緒理たちの狙ねらいは真逆だった。

　こちらは東西南北の四鎮守府ですみやかに守備隊を撃破。しかるのち中央で戦う橘・衛青軍を支援するため中央に向かい、エドワード王子の軍団を追いつめる――。

　そして、藤ふじの宮みや志緒理こそがこの作戦の要かなめなのだ。

　志緒理は深呼吸をしてから、あらためて念を研ぎすましはじめた。




　そして、早そう雲うん山ざん上空。

　征継ひきいる東海道・ローマ連合軍とエドワードひきいる英国軍。

　両軍は今まで数キロをはさんで対たい峙じしていたが、ついに前進をはじめた。このまま進めば正面衝突して、近距離での白兵戦となる。

　しかし当然、両軍とも銃撃も開始した。

　秒間一〇発で連射可能な銃じゆう槍そうを撃つ。撃つ。撃ちまくる。

　双方とも一二〇〇騎の大軍である。合計で二四〇〇もの銃口より熱線が吐き出され、弾雨となり、弾幕となる。

　ひっきりなしに降りかかる熱線を、白い防御結界の光で中和させる。

　両軍がその身にまとう光こそが彼らの命綱なのだ。しかし、中和しきれない熱線がしばしば有翼巨兵の甲かつ冑ちゆうや肉体を抉えぐり、撃ち抜いていく。

　この撃ち合いは――連合側がやや優勢だった。

　すなわち、兼かね定さだ・ケントゥリア・神かむ威いのレギオン三種より成る軍団である。

　理由は明白だった。対する英国側のうち三〇〇騎は後列にまわり、銃槍の斉せい射しやに参加していないためだ。

　ナイト・オブ・ガーター――英国騎士たちの黒き骸むくろがばたばたと墜つい落らくしていく。

　だが、もちろん後列の黒騎士三〇〇騎も黙ってはいない。手にしたロングボウと光の矢で後方より弓射撃を開始した。

「射手の諸君、今回も頼むぞ」

　エドワード王子のつぶやきに応こたえて、速射と連射がはじまった。

　矢をつがえる。ぎりぎりと弦つるを引いて、ひょうと射いる。

　弓とはそういう武具だ。引き金を引くだけの銃槍とはちがう。秒間一〇発も撃てる文明の利器とちがい、英国式ロングボウは一〇秒に一いつ矢しか二に矢しというところだ。

　だが、その矢は防御結界さえも貫通する。

　光の粒子で守られた連合側のレギオンも、黒騎士の矢を防げない。

　しかも前列のナイト・オブ・ガーターの軍団が『生きた壁』になり、黒き長ちよう弓きゆうの射手たち三〇〇騎を守っている。報復射撃もとどかない。

　弓使いを射撃に専念させる『英国式モード・アングレ』の真しん骨こつ頂ちようであった。

　後列の射手たちは弓をななめ上にかたむかせて、射撃していた。矢は放物線を描いて飛んでから、連合軍側に襲いかかるのだ。

　もちろん、赤紫・白銀・青の骸もばたばたと墜落していく。

　英国の黒騎士が斃たおれていくペースより、明らかに速い。射撃戦では、やはり大英帝国サイドに一いち日じつの長ちようがある……。

　だが、連合側もこれで終わりではなかった。

　東海道・ローマの混成軍団が選んだ陣形は斜線陣。左端が大きく突き出している。

　そして、左に配置された兼定数百騎は――中央のケントゥリア、右端の神威らよりも飛行速度がすこし速かった。

　全軍の左サイドがななめに突出して、『＼』となる。

　対して、敵ナイト・オブ・ガーターの前列は『│』と横一列だ。

　黒騎士たちの前列と、突出した兼定たちの先頭が激突するまで――あと数十秒。

「兼定――最前列の二〇〇騎、切り込み役になれ。抜ばつ刀とうしろ」

「やはり、そう来るか。突入隊に矢を集中しろ。彼らを好き勝手に暴れさせると、サムライの剣で僕らの陣形をずたずたにされるぞ」

　斜線陣の左で厚みを作っていた兼定たち。

　その最前列にいた二〇〇騎が加速と、さらなる突出をはじめ、ナイト・オブ・ガーターの大軍へと急接近をはじめた。

　しかも、手にした銃槍が銘めい刀とう・和泉いずみの守かみ兼定へ変化する。

　抜刀した兼定隊の役割は白兵突撃で英国レギオンに斬きりかかり、次々と骸に変えて、敵の密集陣形に乱れを作ることだった。

　密集が崩れたら、その箇所に攻撃を集中させる。陣形をずたずたにする。

　だが、そうはさせじと矢が降りそそぐ。

　抜刀した突入隊・兼定へ、ナイト・オブ・ガーターの弓兵隊が集中射撃を繰り出し、殲せん滅めつにかかる。赤紫のレギオンらは日本刀で矢の雨をはじき落とし、払いのけようとする。

　刀剣と矢のせめぎ合い。

　一ひと月つき近く前、征継ひきいる兼定は同じ手で英国式の矢を何度となく防いだ。

　しかし――今日はあのときとちがう点があった。

「ちっ」

「向こうはやはり疲れているか」

　征継は舌打ちし、エドワードはほくそ笑む。

　兼定たちの振るう剣が明らかに乱れ、鈍にぶり、弱まっている。

　普段ならば新しん撰せん組ぐみ仕込みの太た刀ちさばきでほとんどの矢を払い落とすはず。しかし、今日は二本に一本ほどの割合でしくじり、矢を受けてしまう……。

　矢傷がもとで何十騎もの兼定が重いダメージを負い、墜落していった。

「ティンタジェル移送の消しよう耗もうは大きかったようだな」

　エドワードはフッと微笑んだ。

　小お田だ原わら近海から芦あしノの湖こまでの一六、七キロ。征継の指示で、兼定たちは全長一八三メートルの大型駆く逐ちく艦かんを支えて、飛行してきたのである。おかげでかなりの霊液を消耗していた。

　レギオンにとって、それは人間でいう疲労と同じである。

　剣技の冴さえが何割か失われ、いつもは犯さない失敗も犯すようになってしまう。

「弓兵諸君、同情する必要はないぞ。撃ちまくれ」

　ここが狙い目と、エドワードは告げた。

　矢の雨が降りそそぎ、赤紫の剣けん客かく集団を次々と蹂じゆう躙りんしていった。疲労した今の兼定にとって、手痛い攻撃である。

　結局、突入隊の二〇〇騎の半分以上がむなしく地に墜ちていった。

　しかし、それでも。斜線陣の先鋒たる抜刀突入隊は横列を組んだナイト・オブ・ガーターの間近にまで、ついにたどりつき――

「総員抜刀。土ひじ方かた歳とし三ぞうの剣術を見せてみろ」

　ここからは銘めい刀とうと、土方歳三仕込みの剣技がなにより物を言う。

　約四七〇騎残っていた兼定隊は手にした銘刀を平ひら青せい眼がんに構えて、黒き英国の近衛騎士どもに襲いかかっていった。

　だが、しかし。

「思い邪よこしまなる者に災いあれ――。赤紫と交戦する陣頭の一〇〇騎は楯たてを使え」

　武ぶ勲くんの発動をうながす、黒王子の聖句だった。

　抜刀兼定とついに接触したナイト・オブ・ガーター。彼らの楯にラテン語の短文『Honi soit qui mal y pense』が浮かびあがる。

「騎士諸君。われら騎士団への聖なる加護をかざして、悪に打ち克かて！」

　兼定と接触したナイト・オブ・ガーター、そのなかの一〇〇騎。

　彼らの武装が変わった。標準武装の銃槍が長弓へ――ではなく、『長方形の楯』に変化したのだ。レギオンの巨体と同じほど大きい。

　かつて天てん然ねん理り心しん流りゆうの剣技すら止めた、黒王子の切り札のひとつ。

　しかし、挑むしかない。征継は淡々と命じた。

「防御は考えなくていい――。かかれ」

　あの一〇〇騎は攻撃用の銃槍を捨て、巨大な楯のみをかざしている。

　ならば攻防の駆け引きは必要ない。最大威力の斬ざん撃げきをたたきつけるだけでよかった。『楯の黒騎士』たちに斬きりかかる兼定は――八はつ相そうの構えを取った。

　上段の構え方の一種である。刀を持つ両手は口元あたりの高さに置く。

　縦に構えた大刀の切っ先はまっすぐ天に、雲へと向けられる。ゆえに天然理心流では『雲向かい』ともいうらしい……。

「全力で切り捨てろ」

　騎士の楯一〇〇騎分に対して、振りおろしの斬撃が次々と襲いかかる。

　防御も二の太刀も考えない、渾こん身しんの一太刀ばかり。

　しかし、それでも聖なる騎士の楯はほとんどの日本刀をはじき返した。なかには楯の鋼板に刃やいばが食いこむ刀もあったが、それらはわずかな例外だった。

「ふふふふ。サムライの剣とはそんなものか？」

「やれ。鬼と呼ばれた男の配下がそんな有様では、地獄で笑われるぞ」

　聖騎士の総そう帥すいは涼やかに微笑し、鬼の副長は淡々と継続を命じる。

　そして、これに応える兼定たちはまさしく〝鬼神の申し子〟であった。八相からの斬撃を繰り出し、失敗した連中の背後から、あるいはその頭上を飛び越して――赤紫色の剣客どもが新たに続々と飛び出してくる。

　巨大な楯ですっぽりと、全身を隠していたナイト・オブ・ガーター。

　その楯自体に兼定たちは体当たりを喰くらわせ、足あし蹴げりをたたきつけて吹っ飛ばす。バランスを崩させる。そこに後続の剣士たちが飛びかかり、今度こそ必殺の剣で黒き英国レギオンに致命傷を刻みこむ。

　そこには日本剣術の研ぎすまされた精せい緻ちさなど皆かい無むであった。

　むしろ『おそろしく連携のいい、集団での喧けん嘩かが上う手まい愚ぐ連れん隊たい』の手て際ぎわである。

　これもまた新撰組副長・土方歳三の衣い鉢はつを継ぐ《和泉守兼定》の武勲ならではの殺法であろう。乱戦では結局、〝すかした剣法〟ばかり使っていられないのである。

　また、これは同時に征継の仕掛けでもあった。

「さすがだ橘どの。この攻撃の厚み、やはり斜線陣の効き目か」

　英国軍団の後方で、エドワードがうなずいていた。

　最前列で接敵した兵がもたついていても、うしろから飛び出す兵が二撃目、三撃目を加えて、敵陣をずたずたに、スムーズに切り裂いていく――。

　これこそが精鋭を縦に厚くならべた効果だった。

　そして、縦に厚い抜刀兼定の陣容はいまや〝ナイト・オブ・ガーターの横列〟をつらぬく楔くさびであった。

　このままでは、黒騎士たちの陣形はほどなく突き破られるだろう。

　しかし――敵方の斜線陣を見た瞬間に、ここまでの推移を読み切っていた男は言う。

「貴公がここまで……僕の喉のど元もとにまでサムライの刃を突きつけられる将だということは、とっくにわかっていた。当然、騎士として報復の一手も用意していた」

　翼よく竜りゆうに乗って、エドワードは飛行中である。

　眼下ではふたつの軍団が熾し烈れつな白兵戦を演じている。斜線陣を組んだ東海道・ローマ連合軍と、横列陣を組んだナイト・オブ・ガーターの軍団が対決中だ。

　斜線陣の突出した左端と、横列陣の右端が激突し、混戦状態だった。

　しかし、両軍ともそれ以外の兵たちはまだ数十から百メートルほどの距離を置いて、銃槍を撃ち合っている。まだ完全な乱戦ではないのだ。

　エドワードはごく冷静に見おろしていた。

　白兵戦に熱狂するサムライたちと黒騎士たちのぶつかり合いを。

　あそこを突き崩せば、戦況は一気に変わる――。

「貫つらぬけ……騎士の誉ほまれにかけて」

　プランタジネット家の貴公子が口ずさむ、葬送の言葉だった。

　今まで後列からの弓射撃に専念していたナイト・オブ・ガーター三〇〇騎。彼らの武装がいつのまにか銃槍に――通常どおりにもどっていた。

　そして、四〇〇メートルほど高度を上げて、斜線陣を見おろす位置に陣取っていた。

　彼らに向けて、黒王子はおもむろに命じる。

「ガーター騎士の諸君、全力かつ全速だ！」

　それは騎兵突撃の指示だった。

　リチャード獅し子し心しん王おうがこよなく愛する戦法である。

　敵軍めがけて全速全力で飛行し、銃槍を『騎兵槍ランス』に見立てて、その穂先で鋭くレギオンの甲かつ冑ちゆうを貫きとおす。突撃の勢いと体当たりで敵をふっとばす。これを数十、数百、数千という大集団でぶちかます――。

　今回は三〇〇騎のナイト・オブ・ガーターによる騎兵突撃だった。

　今まさに兼定と交戦する味方の黒騎士たち。彼らも巻きこんでかまわないどころか、『巻きこめ』という非情の命令でもあった。

　四〇〇メートル上方から、黒き流星群が斜線陣の左端に襲いかかる！

　だが、同時に。橘征継も「やれ」と指示を出していた。

　そして、敵と自分それぞれの度しがたさを目まの当たりにして、感じ入っていた。これもある意味、好敵手同士であるという証明かと。

「まさか、おたがい似たような策を考えていたとはな……」

　次の瞬間だった。

　白兵戦を繰りひろげる兼定軍団とナイト・オブ・ガーターたち、そこに突撃をしかけた黒騎士たち――その全てを巻きこむ攻撃が横合いから加えられた。

　それはケントゥリアと神威たち、友軍であるはずの数百騎による銃撃だった。
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　陣形の一箇所に精鋭を集めて、その部分の攻撃力を高める。

　結局、そこが斜線陣の要よう諦ていである。精鋭たちが高めた攻撃力によって眼前の敵を撃破したら、どうするべきか？　次の敵に向かえばいい。

　まだ健在の敵の方へと移動して、その側面や後こう背はいを突くのである。

　では、『攻撃力が高くない部分』はどう振る舞うべきか？

　好戦的である必要はない。味方とはぐれて孤立するのは駄目だが、孤立しない程度にゆっくりと前進して、戦闘参加をなるべく遅らせる。

　敵軍と接触し、交戦がはじまったら、敵の撃破など考えない。

　むしろ膠こう着ちやくさせることを狙ねらう。攻撃よりも己おのれの護身を第一に考える。そうこうする間に『攻撃力の高い精鋭たち』が最初の敵を撃破して、こちら――『攻撃力が高くない部分』とやり合っている敵に襲いかかってくれる。

　そこから積極的攻勢に転じて、残敵を挟撃なり包囲殲せん滅めつすればいい……。




　これが理想的かつ攻撃的な〝斜線陣の用法〟である。

　しかし、応用法などというものは、戦場と指揮官の数だけ存在する。今回、橘たちばな征まさ継つぐは『最精鋭である兼かね定さだ六〇〇騎』をどこまでも囮として活用するつもりだった。

　敵はエドワード王子とナイト・オブ・ガーター。

　戦力をかたよらせても、結局、黒騎士たちを撃破しきれないのでは？

　その懸け念ねんがあったからだ。そして、杞き憂ゆうではなかった。

　橘征継ひきいる兼定たちは抜ばつ刀とうと天てん然ねん理り心しん流りゆうという切り札まで使いながら、ナイト・オブ・ガーターの弓と楯たてを容易には攻略できず。

　そのうえ、もたついていたところに騎兵突撃を仕掛けられて――

「ケントゥリア諸君。射撃の標的をすこしの間、変更します」

「兼定を巻きこんでもいい……いや。巻きこんでしまえ。そのうえで兼定と交戦するナイト・オブ・ガーターを薙なぎ払え！」

　衛えい青せいと秋あきヶが瀬せ立りつ夏かはすかさず指示していた。

　直前に総大将である橘征継から、伝令の管くだ狐ぎつねが来ていたのである。打ち合わせどおりに動けという簡潔な指示、『やれ』をたずさえて。

　ふたりがひきいる兵は現在、ケントゥリア四〇〇騎ほどと神かむ威い一二〇騎ほどだった。

　今まで、左端で突出する兼定たちにつられるようにして、ゆっくりと敵軍に向けて前進していた。銃じゆう槍そうを連射しながら。

　しかし、すこし前から射撃頻ひん度どを抑え気味にしていた。

　突然の進路変更と加速にそなえて。そして、この数十秒間。敵指揮官の注意が『総員抜刀した兼定たち』に自然と向けられたため、妨ぼう害がいされることもなく――

　ケントゥリア・神威の混成部隊は一気に『左ななめ前』へ加速。

　ナイト・オブ・ガーター、そして奮ふん戦せんする兼定たちの右側面にみごと位置取りし、『／』という斜め一直線の陣形を組んだ。

　そして撃つ。連射しはじめる。弾幕を張る。

　大楯を持つ黒騎士たち、上方から突撃を仕掛けた騎士たち、斬りこんだ兼定たちが集まっているあたりへ。かなり混沌とした状況だ。

　そのあたりのナイト・オブ・ガーターは一様に陣形を崩していた。

　密集していなければ、防御結界もたいした効果を生まない。意外な方角からの一斉連射を浴びて、かつてない勢いで黒騎士たちが容よう赦しやなく屠ほふられていく。箱根の山々の尾根へと、ばらばら墜落していく。

　また、落ちていくのは兼定たちもいっしょだった。

　こうして敵味方ともにかなりの数を一気に減らしながら、そのまま両軍は前進を続け、本格的な白兵戦へと移行していった――。




「ひとまずは現状維持といきましょうか……」

　衛青はひっそりとつぶやいた。銀の翼竜を駆って、戦場の空を飛翔している。まわりでは白銀のローマ軍レギオンが勇戦中だった。

　東方ローマ帝国の主力騎、ケントゥリア。

　日本の神威と同じく、どちらかといえば小こ柄がらな種のレギオンである。

　対して、クルセイドが基本形であるナイト・オブ・ガーター。白銀のローマ兵よりもひとまわりほど大柄だった、しかし、青きサムライたちとちがい、体格の不利をケントゥリアは敏びん捷しようさでおぎなうわけではない。

　ケントゥリアは大きな方形の楯を装備している。

　これを前にかざして、黒騎士たちの放つ熱線、あるいは銃槍の刃やいばをとにかく堪たえ忍び、攻め疲れた敵の手が止まった瞬間、抜け目なく反撃を放つ――。

　下へ手たに攻撃的に戦うより、すくない労力で敵をしとめるときも多い。

　体格が小さい分、心身と楯は堅けん牢ろうかつ粘り強く、逆襲の牙きばは鋭い。それがケントゥリアというレギオンなのである。

　あまり前がかりにならず、どっしりと陣を固める守備的な戦闘が得意であった。

　その特性にまかせて、持久戦の構えを取りつつ衛青はつぶやく。

「橘どのの命数はいまだ尽きていない――。ならば、わたしごときの運気を旋回させずとも、持ちなおす目はまだあるはず……」

　激しく交戦するレギオンたち以外、そばには誰もいない。

　ゆえに、彼のつぶやきを聞きとがめる者はその場に不在であった。




「戦闘がこのまま推すい移いすれば……我わが英国軍の優勢が、程なく明確になります。そう、モリガンは予想する、のですが」

　エドワードの耳元で、可か憐れんな少女の声が訴える。

　肩の上に乗る念導精霊ジーニーモリガン。有能な介かい添ぞえ役が進言しようとしている――否いな。今の依より代しろは数十センチしかない人形のくせに、器用に肩をすくめていた。

「王子殿の予測は異なる、ようです、ね？」

「それがわかるとはすばらしいな。精霊のくせに僕の顔色を読んだのか」

「あなたの場合、心理状態がすぐ表情筋に影響をあたえ、ます。読みやすいのです」

　こんなときでさえ、モリガンの物言いは皮肉っぽい。

　エドワードは苦笑いして、感覚を研ぎ澄ました。箱根の中心部、早そう雲うん山ざん。その上空で戦闘中のレギオンが何騎いるかをカウントする。

　まず英国軍。ナイト・オブ・ガーターが八〇〇騎というところか。

　そして東海道・ローマ連合軍。赤紫の神威型が約一六〇騎、ケントゥリアが三四〇騎、青い標準型の神威が一〇〇騎――合計で約六〇〇騎弱だろう。

　疲ひ弊へいしているのは〝赤紫〟だけではない。

　ケントゥリアも同じだ。青せい龍りゆう門もんでエドワードを長時間惹ひきつけていたのだ。

　今は二〇〇騎程度の兵力差でも、次第にどんどん広がっていくだろう。しかし、それでもエドワードの全身には闘志がみなぎっている。覇気と闘争心のせいで、表情もだいぶ晴れやかになっているはずだ。

　確信があった。自分が好敵手と認めた男、決してこのまま終わりはしない！




　そして、橘征継――。

　今、三国のレギオンが闘争に興じる激戦区をすこしはなれていた。

　翼竜の高度を地上近くまで落とし、早雲山の尾根の間を飛んでいる。上空の戦闘で斃たおれたレギオンたちの体が点々と横たわっている。

　兼定。ケントゥリア。神威。ナイト・オブ・ガーター。

　色でいえば、赤紫と黒が目立つ。両者はそれだけ激しく戦ってきたのだ。また、犠牲者のなかでいちばん多いのは、もちろん兼定だった。

　やはり、征継の配下は矢傷ばかりだ。

　ナイト・オブ・ガーターが放った光の矢、まだ消滅していなかった。

　突き刺さったままだった。頭や胸部、頸くびまわりなどを貫つらぬかれて、あえなく絶命した者。ふとももや脚部、腰などを射い貫ぬかれて、動けなくなった者。肩や腕、装甲の表面に軽く矢が刺さっただけで、あまり重傷には思えない者もいる。

　力尽きて、横たわる者が多い。

　すわりこみ、脱力して、顔を上げることもできない。そういう者もいた。

　霊液をだいぶ消しよう耗もうし、力が枯こ渇かつしたのである。征継が今の状況に満足した直後、やにわに殺気を感じた。翼竜の手た綱づなを軽くひきもどす。

　飛行中である。しかし、賢い随ずい獣じゆうはそれだけで察して、とっさに右へ進路を変えた。

　数秒後、それまで征継と翼竜がいたあたりに――何かが降りそそいだ。

　銃声と熱線だった。

　こちらに飛来するナイト・オブ・ガーターが銃口を向けている！

　たいして傷は負っていない。戦闘中の衝撃で、低空域まで吹っ飛ばされたのだろう。仮面の奥の双そう眸ぼうは明らかに征継を見据えていた。

　征継から流れ出る念――大軍を操るための念力を感知しているようだ。

　この人間こそが指揮官であると見抜き、討ち取るつもりなのだ！

「仕方ない。片付けるか」

　自みずから刀を取って、返り討ちにすべし。

　和泉いずみの守かみ兼定の柄つかに手をかけた瞬間だった。盟友の声を聞いた。

「我が銘めい《鬼おに切きり安やす綱つな》……天下に名高き宝刀よ！」

　翼竜を最大限に急がせて、秋ヶ瀬立夏が英国レギオンの方へ飛んでいく。

　腰のベルトに下げた源げん氏じの宝刀を引き抜き、口こう訣けつまで唱えていた。彼女も自らの手で切り伏せるつもりなのだ。

　小乱れの刃は紋もんが二尺七寸の刀身に浮かんでいる。

　風格という点では、征継の持つ和泉守兼定を凌りよう駕がする利剣であった。

「鬼切の武ぶ勲くんをふたたび世に示せ！」

　天下第一の宝刀・鬼切安綱。立夏が継けい承しようした《銘》である。

　狙われたナイト・オブ・ガーターは銃槍の刃を鋭く振りまわし、羽虫のごとく飛来する騎士たちを薙なぎ払おうとした。

　……みごと捉とらえる。巨大な刃は翼竜の青き巨体に突き刺さり、両断する。

　まっぷたつであった。しかし、騎手の方は――切られた鞍くらの上にいなかった。みごとな跳躍力で空中に飛び出し、源氏の宝刀を振るっていた。

「いやあああああああああっ！」

　立夏が空中へ飛び出した先に、ナイト・オブ・ガーターの黒き仮面があった。この面を宝刀でしたたかに斬り裂く。

　あざやかに跳躍しながら、みごとな剣術と身体能力で。

　そして、この太た刀ちは致命傷になった。黒騎士の巨体は墜落をはじめ、早雲山の表面に激しくたたきつけられる。『大おお江え山やまの鬼――酒しゆ呑てん童どう子じをも斬った名刀』の武勲は、かよわき人の手でレギオンすらも討とう伐ばつさせる秘ひ太だ刀ちなのだ。

　しかし、空に飛び出した立夏の方もこのまま落ちるしかない。

「立夏どの！」

「おまかせします、征継どの！」

　それだけのやりとり。しかし、征継は翼竜の腹を蹴った。

　加速させる。落ちていく立夏の下へとまわりこむ。それを見て、名めい剣けん客かくでもある女総そう督とくはゆっくりと愛刀を腰の鞘さやに収める。

　余裕だった。彼女は微笑んでさえいた。

　二秒後、征継は竜の手た綱づなを放して、両手で落ちてきた立夏を抱きとめた。

　いわゆる『お姫さまだっこ』の格好だ。抱かれた方はあいかわらずの笑顔で、征継の首に両手をまわしてみせた。

　みごとと自賛したくなるほど、ふたりはあざやかに窮きゆう地ちを切り抜けたのだ。

「礼を……言わねばなりませんね」

「いいや。その必要はない。俺の方がすぐ礼を言う立場になる」

　ささやきを交わしつつ、互いを見つめ合う。

　征継がそのまま立夏を己の前にすわらせれば、ふれあいはすぐに抱ほう擁ようへ切り替わった。将しよう家か令嬢は翼竜の鞍あん上じようで横ずわりになり、征継の方にしなだれかかってきたのである。

「征継どの――」

　立夏は強く密着してくれた。

　軍服越しに彼女の体温とやわらかさが伝わってくる。

　初冬の箱根である。しかも早雲山の中腹あたり。標高はかなり高い。おまけに決して好天の日でもない。そのなかを翼竜に乗り、飛行している。

　当然、空気も風もおそろしく冷たかった。

　ただでさえ冷たい征継の体だが、さらに冷え切っていた。

　にもかかわらず、立夏の全身はあたたかかった。抱いているだけで心地よい。

　これが騎き士し侯こうの肉体なのだ。日々の霊液浴で強化された体はきわめて強健で、この悪条件下でも平熱を保っていた。しかも、彼女は防寒具らしきものを一切身につけていない。いつもの軍服姿である。

　霊液を補給するために抱き合うときは、相手の露ろ出しゆつを多くしてもらう。

　しかし、今日は服越しのぬくもりでも、征継は十分以上にあたたまっていたのだが。

「あ――し、失礼しました」

　立夏がハッとして、いきなり襟えり元もとのボタンをはずしはじめた。

「どうした、立夏どの？」

「失念していました。このときはなるべくこうするのが作法であると」

　肌の露出をすこしでも増やすつもりなのだろう。

　軍服の上衣とブラウスのボタン、立夏は途中まではずしてくれた。もちろん、直じかにふれあうところがはだけていなければ意味がない。

　しかし、あらわになった胸の谷間をのぞきこむ形になり、征継は微笑んだ。

「こ、これではいけませんか？」

「いいや。俺としては、これ以上ないくらいによろこばしい」

「よかった……！」

　立夏がうれしそうにつぶやき、ぎゅっと首っ玉にしがみついてくる。

　彼女の美しい黒髪はかぐわしく、顔と顔、頰ほおと頰をすり寄せ合うようにして鞍上で抱き合うのもまた心地よい。

　そうして抱き合ううちに、征継の体に霊液がみなぎってきた。

　立夏が分けてくれたぬくもりのおかげだった。

「いくぞ、おまえたち」

　すかさず征継は指示を出した。

　相手は早雲山の上空で今も必死に戦闘中の兼定たち。疲弊しきった体でナイト・オブ・ガーターとの決戦に臨んでくれている。
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　そして、墜落した〝ふり〟でこの山中に逃れた兼定たち――。

　英国式の矢は受けたものの、致命傷には至っていない。あるいは、戦闘の動きに支障がない程度の負傷である。そういった兼定たちも二〇〇騎以上、早雲山の山中で身を横たえ、あるいはすわりこんで、身を休めていたのだ。

　――征継が新たな霊液を得たタイミングで、戦線復帰するために。

　――英国側に『自分たちが優勢である』と現実以上に錯覚させ、勢いづかせて、ここぞというタイミングでその足をすくうために。

　早雲山の山中を飛ぶ征継・立夏の翼竜。

　その行く先々で赤紫色のレギオンが剣を杖つえにして立ちあがり、仮面の奥の瞳ひとみに闘志と殺気をみなぎらせていた。ここに落ちてきたなかの半分近くが〝死んだふり〟だったのだ。

　少々ずるい手だが仕方ない。征継はにやりと笑った。

　こちらにはティンタジェル移送というハンデがあったのだ。

「おまえたち、反撃開始から最初の一〇分が肝かん心じんだ。死ぬ気で戦う必要はない。逆だ。必ず一騎以上の黒騎士を殺せ」

　将軍としての訓示というより、荒くれ者どもをあおる無法者の頭領。そのような言葉を淡々と告げて、征継は兼定たちの闘志に火をつけた。

「必殺の気構えで一〇分も戦えば――流れは必ず、こちらに来る。以上だ」




　そして、早雲山上空。

　数分前まで、赤紫色のレギオンたちは疲労困こん憊ぱいしていた。

　青息吐息の状態で、どうにかナイト・オブ・ガーターとの乱戦を持ち堪こたえていたのだ。しかし今、やにわに精力を取りもどしていた。

　日本刀を振るい、戦場を飛びまわる動きに切れがもどっていた。

　しかも、明らかに――数が増えている。

　赤紫色の神威型、すこし前までは一五〇騎を切っていたはずだ。だが今、あらためて念ねん波ぱでカウントしてみれば。

「王子殿。敵レギオンに増援あり。現在、赤紫は三〇一騎、です」

「増援というより、死んだふりだったんだろう。僕らを勢いづかせてから、その足をすくって、逆襲の効果を倍以上に高めたのさ」

　エドワードはつぶやいた。増援の〝赤紫〟は下から――早雲山の山中から飛んできて、何食わぬ顔で戦闘に加わったのだ。

　伏ふく兵へいとして、もともとひそませていたのではない。

　戦闘継続がむずかしいほどに疲弊し、墜落していった連中を〝復活〟させた。

　そうでなければ、エドワードの眼力が〝死んだふり〟の擬ぎ態たいを見抜いていたはずだ。

「やはりな……。橘どのはなんらかの方法で戦闘中のレギオンに霊液を補給させている。おそらく、それが彼の武勲であるはずだ」

「水すい霊れい殿でんに、帰還もせずに、ですか？」

「伯お父じ上うえとの戦闘を見たときから、あるいはと気にかかっていたんだ。もうまちがいないだろう。その武勲があるからこそ、配下の軍団を思い切って酷こく使しできるのだろうな。疲弊しきった兵をいわば囮おとりにして、ごく自然に敵の油断や判断ミスを誘い出す……」

　肩の上でモリガンの依代が絶句している。

　が、さすが大英帝国軍の猛も者さ。すぐに気を取りなおし、こう訊きいてきた。

「では、王子殿。われわれの……対策は？」

「特別なことは必要ない。このまま戦いつづければいい」

　ひそやかにエドワードは言い切った。

「忘れないでくれ。ナイト・オブ・ガーターは精鋭中の精鋭。英国最強の軍団と断言してもいいレギオンたちだ。まず彼らを信じよう」

　エドワードは自らの動きを封じるように、ぐっと拳こぶしをにぎりしめた。

「たしかに、この一〇分で流れはひっくり返された。今はあちらが優勢だろう。だが、ここを堪たえ忍び、反撃の一手を繰り出せれば――僕らの勝ちだぞ？」

　驚く身長三〇センチのモリガンへ、さらに言う。

「そして白状すると……実を言えば、僕にだってあるのさ。疲れ切った兵たちにふたたび火をつけるための切り札がね」

「切り……札？」

「ああ。そろそろ仕掛けてみるとしよう。――聞け、英国の誉ほまれ高き黒くろ獅じ子したち。今こそ騎士の典てん範ぱんに背を向けよ」

　禁断の武勲を解き放つための、忌いまわしき口訣であった。

　あたかも敬けい虔けんな聖職者であるかのように、エドワードはおごそかにささやいた。

「人を捨て、獣に帰ることこそが神の御み国くにへの道を拓ひらくと知れ。ガーター騎士の諸君、君たちが隠し持つ裏の顔、ここに解禁することを許可する」




　　　　　　　　　４




　優雅にして、騎士道精神に富む男。

　黒王子エドワードがそうでないと主張できる者は少数だろう。

　まあ、幾分かの軽薄さはあるにせよ、彼は〝騎士の理想〟をまっとうしようと己おのれを律してきたし、腹ふく心しんの部下たちにも同じ要求をつづけてきた。

　ゆえにこそ、黒王子とガーター騎士団の銘めいは英国の誉ほまれであった。

　彼の生涯のほとんどは勝利でいろどられている。戦場での采配だけでなく、騎士としての品位と高潔さでも人を魅了しつづけた。非業の死はあくまで病やまいによるもの。人の世の何者にも屈することはなかった。

　限りなく不敗に近い名将。天才にして快男児。時代を超越するカリスマ。

　だが――。

　それだけで常勝不敗が達成できるものだろうか？

　いくさとは血と暴力、殺意と悪意、憎悪がうずまく酷こく烈れつな世界である。

　莫ばく大だいな額の軍資金も費やさなくてはいけない。今の世のレギオンとちがい、兵たちには報酬もあたえなくてはならない。騎士道協定のごとき〝戦争をスムーズに進行させるために特化した共通ルール〟も中世にはない。恐怖と暴力抜きの敵地制圧は不可能に近かった。資金と兵ひよう糧ろうを侵攻先で現地調達する必要もあった……。

　それらの現実、エドワードの才能をもってしても不可避だった。

　彼はそういうとき、現実から目をそむける男でもなかった。それが己の理想とは異なると承知しながら、自らの手を汚すことにも意識的だった。

　黒王子エドワードはまごうかたなき、イギリスの英雄である。

　しかし、当時のフランス人民にとっては征服者たちの総大将であり、殺さつ戮りくと略奪の指示者であり、ごく稀まれに虐ぎやく殺さつの遂すい行こう者しや〝漆黒の騎士シユバリエ・ド・ノワール〟であった。

　エドワードはときどき、己の異名について思う。

「白王子などと呼ばれるよりはいいさ」

　自じ嘲ちようと自戒と、ある種の後悔と共に、ひっそりとつぶやくのである。そこまで清せい廉れんな人間ではないし、羞しゆう恥ち心しんの面でも少々きついと。

　ともあれ黒王子の『黒』たる理由、隠された由ゆ来らいの解禁をついに彼は命じた。

　今、箱はこ根ねの戦場では、彼の軍勢が猛たけり狂っている。しかも、鮮血を思わせる紅あかき念のオーラまでまとっていた。

「さすが僕に仕つかえる近衛このえたちだ」

　黒王子の前で、ところせましと殺戮が繰りひろげられていた。

　あるナイト・オブ・ガーターは銃じゆう槍そうを至近距離から二連射。被弾し、戦闘不能になったケントゥリアの頭部を左手でわしづかみ――ぐしゃりと、にぎりつぶす。

　べつの騎士は神かむ威いを背後から切り伏せたあと、墜落寸前の屍しかばねに蹴けりを喰らわす。

　またべつの黒騎士はとある神威の両目を切り裂き、盲目にしたうえで、腹部を十数度も銃槍で突き、とどめを刺した。

　両腕を失い、戦闘不能になりながらもかろうじて飛行する〝赤紫〟がいれば、黒騎士二騎がふたりがかりで銃撃を浴びせて、蜂の巣に……。

　数えあげれば、きりがない。

　無論、戦場である。無惨な殺戮はどこででも見られる。

　しかし、今のナイト・オブ・ガーターが振るう暴力は全体的に過か剰じようであり、どこか狂的であった。血に酔っている、とすら形容したくなる。

　それはおそらく、ふだんの姿と似ても似つかないからだろう。

　騎士団総そう帥すいに似たのか、ナイト・オブ・ガーターの所しよ作さはいつも優雅だ。

　戦場にあってさえ、なんとも優美な仕草で銃槍を構え、整然と集団射撃を行い、華麗とさえ言えるほどの槍やりさばきを披ひ露ろうしてくれる。

　だというのに、今は――。

「名前だけは、知っていました。王子殿の武ぶ勲くん《Chevalier De Noirシユバリエ・ド・ノワール》」

　軍服の肩の上で、精霊モリガンの宿る人形がつぶやいた。

　あいかわらずの冷静さだ。しかし、ナイト・オブ・ガーターたちの残忍かつ苛か烈れつな戦いぶりに驚きよう愕がくし、目をはなせないでいる。

「軍の共有記憶領域データベース、王子殿の項目に記載されて、いたのです。なぜか名称だけで、内容の記述がなく……不審に思って、いました」

「僕が削らせたんだよ。記録するに値あたいしないと」

　エドワードは淡々と言った。

「僕の武勲のなかではいちばん効果が単純で、つまらないものだからと。ただ、それだけにしばしば劇的な――劇的すぎる成果を生む」

「効果とは、やはり」

「たぶん君の推測どおりだ。騎士たちに虐殺を命じて、猛らせる。細やかな芸はできなくなるが、代わりに戦闘能力は二割増しというところだな。命令解除しなければ、霊液を使い果たすまで全力で殺しつづける……」

　圧倒的優勢とは裏腹に、エドワードは冷ややかだった。
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　この武勲を使うときこそ、用兵家として慎重でなくてはならないと思う。必ず騎士としての本道に立ちもどり、これは禁きん忌きの力だと自戒するために。

　戦闘が膠こう着ちやくしかけたとき、あるいは、劣勢になりかけたときなど。

　ここぞというタイミングで行使すると、すさまじい結果を生む劇薬であった。

「さて、橘たちばなどの」

　青い血が散乱する戦場のどこかにいるはずの雄ゆう敵てき。

　眼前にいない男の名前を呼んで、エドワードはさらにつぶやく。

「勝利を奪うための采配、武勲……最善を尽くしたという自負が僕にはあるぞ。あとは我が騎士団を信じるのみだ。この状況をひっくりかえす力、はたして君にあるかな？」




「借り物の武器をありがたく拝借しながら戦ってきたが……」

　天あま翔かける翼竜の上で、ぼそりと征まさ継つぐは言った。

　腰のベルトにつり下げた和泉いずみの守かみ兼かね定さだ、その柄つかを軽く撫なでながら。

「ここに来て、敵の方がさらに厄やつ介かいな武器を引っぱり出してきたな。しかも、向こうは全部自前と来ている」

　クレシーの射手。ガーター騎士団の聖なる楯。そして、死を呼ぶ虐殺の武勲。

　エドワード王子の武勲はどれも強大だ。それだけ前世で積みかさねた武功がすさまじいのだろう。そのうえで、あれだけの軍才を持つ――。

　まさに点ほどの死角もなし。将器でいえば、獅し子し心しん王おうを完全に凌りよう駕がしている。

「あの王子どの、つくづくすさまじい男だな」

　征継は手放しの賛さん辞じをつぶやいた。

　立夏と相乗りする翼竜、殺戮の嵐がふきあれる戦場とは一〇〇メートルほど距離を置いて、飛行中だった。乱戦の模様を外から眺めている。

　黒き騎士団の狂気と暴走にさらされた東海道・ローマ連合軍。

　四、五秒ごとに兼定、ケントゥリア、神威のどれかが手傷を負わされ、血の代わりに青い霊液を噴出させている。そのダメージが致命傷となり、墜落していく者も目立つ。もはやあからさまなほどに劣勢であった。

「ここからはどちらの兵が強いか、ぎりぎりの力比べになる」

　征継は言った。まだ限界だとは思わないが……。

　だいぶ苦しい戦況である。ただでさえ厄介なナイト・オブ・ガーターの軍団がさらなる力を得て、暴走中なのだ。

　この脅きよう威いを跳ね返すだけの何かをしぼり出さねば、敗北は決定的だった。

「立夏どの、もうすこしつきあってくれ。俺ごときの器量がどこまで通じるか、だいぶあやしい気もするが……今は悪あがきをするしかない」

「そうでしょうか？」

　征継に背中をあずける形で密着していた立夏が首をかしげた。

　鞍くらの上でくるりと振り向き、横ずわりになる。そうして征継の方へ顔と体を向けて、どこかいたずらっぽい表情で言った。

「私の知る橘征継は、決して黒王子などに後おくれを取る人物ではありません。この二カ月、あなたの戦いぶりをずっとおそばで拝見してきましたが……」

　じっと征継の目を見つめ、立夏は言ってくれる。

「あの英国の御ご仁じんに負ける要素、何ひとつないと断言いたします」

「ほう」

「まあ、あちらもかなりの遣やり手ですが、征継どのとせいぜい互角程度でしょう。しかし、王子などという恥ずかしい仇あだ名なの分、確実にこちらが有利のはず」

「俺も前世では王子だったかもしれないぞ？」

「もっとがさつな生おい立ちではないですか。征継どのはそういうお人柄です」

「言われてみると、そんな気になってくるな」

「あなたは――私の敬愛する土ひじ方かた公こうのいわば名みよう代だい。あの御方の武運も引き継いだと思えば、さらに勝機は増すでしょう。それに借り物の武器、結構ではありませんか。わざわざ自前でそろえるより、必要なときだけ借りる方が合理的です」

「たしかに、その方が身軽だな」

　征継はにやりと笑った。立夏もくすりと微笑み返す。

　肩をならべて戦うだけでなく、苦しいときには肩を貸し、共に笑い、笑わせることで荷を軽くしてくれる。盟友とはかくありたいものだった。

　それに何より。征継は心からの感想をぼそりと言った。

「こういう言い方は不敬かもしれないが、立夏どのはやはり佳いい女だな」

「そ、そのように言われると、不思議と……悪い気はしません」

　誰よりも勇ましく、凜り々りしい少女がほのかに恥じらう。

　この表情を初めて見た男は橘征継であるはずだ。そう確信して、深くうなずく。そして、征継はふとつぶやいた。

「何日か前、俺は過去のことをすこしだけ思い出した。昔、俺には――盟友がいた。くわしくは覚えてないが……武人としても、男としても、エドワード王子に何ひとつ見劣りするところはなかったはずだ」

「その御仁と征継どのは、いっしょに……？」

「ああ。地の果てまで共に駆け、主君を同じくする将として共闘した。今も立夏どのが俺と共にいてくれる。それだけで俺には十分だ」

　借り物の武器、結構――。

　その言いぐさを気に入って、征継はまた笑った。

　かすかに頰をゆるめるだけの微笑。それほど頼れる盟友がいて、必要なときに手を貸してくれるのなら、手元には何もなくていい。そして今、真の名前も定かでない橘征継のそばにはこれほどの少女がいてくれる……。

　愛いとおしさにまかせて立夏を見つめる。彼女もはにかみながら応えてくれる。

　その瞬間、奇妙な感覚を味わった。霊液を補給した直後以外、一定以上の体温に達しないはずの征継だというのに――血がたぎってきた。

　比ひ喩ゆではない。実際に熱かった。血管を流れる液体が沸ふつ騰とうしはじめたようだ。

「征継どの、これは……」

　立夏も驚いていた。距離が近いので変化にすぐ気づいたのだ。

　思わずという体ていで征継の腕をさすり、頰ほおをさすって、その熱さをたしかめる。瞳ひとみを大きく見開いて、まじまじとこちらを見つめる。

　そんな彼女の肢し体たいを――征継はぐっとひきよせた。

「立夏どの。よければ、俺の頼みを聞いてほしい」

　借り物の武器。必要なときだけ。盟友。

　血の熱さ。記憶のかけら。なつかしき友×××。今、征継の全身を巡る血管に強い霊気がみなぎり、血という血が大いに猛っている。

　もう征継は理解していた。これは覚醒のはじまりなのだ。

　騎き士し侯こうの力に目覚めたときと同じだ。今よりも先をめざす橘征継の意思と、しかるべくととのった神秘的環境が相乗して、新たな変革をもたらす――。

「俺と同じ血を分け合う盟友になってくれ」

「め、盟友？」

「共に地の果てまで駆け、同じ獲え物ものに喰らいつき、その肉を分かつ。勝ち負けも、栄光も、没落も全て分かち合う。友であり、兄弟でもある。そういう間あいだ柄がらだ」

　征継は己の右腕――その袖そで口ぐちをまくりあげた。

　そして、おもむろに手首を軽く嚙かみちぎる。皮が破れ、むき出しになった腕の肉から紅あかい鮮血が流れ出てきた。

　この生々しい傷口を、立夏の目の前に差し出した。

「受けてくれるなら、俺は……俺たちは今よりも先に行ける。必ず」

「征継どの……」

　立夏はおずおずと顔を近づけていった。

　征継の手首へ。鮮血がしたたる傷口の方へ。

　実のところ、答えは最初からわかっていた。秋ヶ瀬立夏なら必ず応こたえてくれる。だからこそ、ふたりは真の盟友同士となれるのだ。

　彼女の震ふるえる唇が傷口にふれた。血を吸う。ほんのすこし吸う。

　だが、まだ足りない。それは立夏もわかっている。もうすこし強く、しっかりと吸い、今度こそ味わう。橘征継の血を口のなかにふくみ、舌の上に乗せたのだ。

　それから立夏はしっかりと舌をのばして、手首の血を何度も舐なめてくれた。

　舌で愛おしむように、傷口の手当てになるようにと、ゆっくり丁てい寧ねいに。己の血と霊的な縁が彼女の体内に宿った――その確信を征継は得た。

「こ、これでいかがでしょう……？」

「十分だ。ありがとう、立夏どの」

　上うわ目め遣づかいにこちらを見あげる将家令嬢の唇。紅く濡ぬれていた。

　もちろん、征継の血だ。立夏が見せてくれた献身をなによりもうれしく思い、つい粗相をしでかしてしまった。

　征継の方も思わず唇を近づけて、彼女の唇を吸ってしまったのである。

「あ……」

　立夏の唇は鉄の味がした。征継が流した鮮血の味わいだ。

　これを彼女は愛情深く舐め取り、味わってくれたのだ。感謝と愛おしさにまかせて征継は立夏の唇をキスでふさぎ、唇と舌できれいに己の血を拭ぬぐいさる。

　そして、もうひとつ粗相をした。

　なかに舌を差し入れて、立夏の舌を探り、そちらも舐め取ったのである。

　今度も血の味がした。しばらくのちに唇を離すと、立夏はなんとも照れくさそうにうつむき、ぼそりとつぶやいた。

「こ、困ります。こういう真似は……」

「失礼した。もう二度としないよう、天に誓う」

「そ、それも困ります。困るのは総そう督とくという立場上の問題で、私個人としては……」

　甘えるような口ぶりだ。立夏のこんな声は初めてだった。

　征継はあらためて唇を近づけて、もう一度、彼女の唇をふさいだ。剣術の技ぎ倆りようも男勝りの騎士姫はうっとりと受け入れてくれた。
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　暴走するナイト・オブ・ガーターに三種のレギオンが圧倒されつづけて、すでに一〇分以上が経過していた。

　その間、各レギオンとも数が大いに減少している。

　最大勢力はあいかわらず英国の黒騎士たち、およそ七〇〇騎前後であった。

　対して抜ばつ刀とう状態の兼かね定さだたちは二四〇騎。しばらく防戦のみに徹していたケントゥリアたちは一七〇騎。立りつ夏かひきいる標準型の神かむ威いは六〇騎――。

　東海道・ローマ連合の生存レギオン数、合計で約四七〇騎であった。

　乱戦に入った状況で、ついに二〇〇騎を超す戦力差。しかも、ナイト・オブ・ガーター七〇〇騎は虐ぎやく殺さつの武ぶ勲くんで明らかに力を増している。

　このまま押し切るだけで、大英帝国の勝利は確定する。その流れが完成していた。

　にもかかわらず、反撃の火の手は上がった。

　その発火点は秋あきヶが瀬せ立夏と、彼女に仕つかえる軍団だった。

　生き残っていた神威六〇騎――その全てがやにわに青く輝きはじめたのだ。それは強力であるがゆえに視認可能になった、念の輝きだった。

　騎士侯の立夏は征継の翼竜に相乗りして、離れた位置から指示を出していた。

「弓を引け」

　立夏の指示で、青く輝く神威たちが攻撃準備に入る。

　その両手に銃じゆう槍そうはない。左ゆん手でに持つのは『濃い飴あめ色の弓』。おそろしく堅い木材を使い、製作されたようだ。小振りだった。

　英国式のロングボウは黒騎士たちの背せ丈たけと同じほど、弓自体が大きい。

　神威らの装備した弓はその半分程度だろう。この小さな弓の弦つるに青い光の矢を右め手てでつがえ、ぎりぎりとひきしぼる……。

　立夏に仕える神威六〇騎は、戦場のあちこちに散っていた。

「撃て！」

　女総督の凜り々りしい声によって、一斉に矢は放たれた。

　その全てが――命中した。しかも、全て急所に。ナイト・オブ・ガーターの兜かぶと、仮面、頸けい部ぶ、甲かつ冑ちゆうの継ぎ目の下にある心臓部やみぞおち、脊せき髄ずいなどのレギオンにとっても致命的となる部位をピンポイントで貫つらぬいてみせたのだ。

　当然、漆しつ黒こくの英国レギオン六〇騎があっさりと墜落していく。

　青き日本の弓兵たちはふたたび矢をつがえ、ぎりぎりと飴色の弓をひきしぼる。

「撃て！」

　直後、またも六〇騎の黒騎士が骸むくろとなった。

　ばらばらと早そう雲うん山ざんの稜りよう線せんへ落ちていく。銃槍の斉せい射しやほどの速射性はまったくないが、これもまた凄せい絶ぜつなる魔弾であった。

　一発必中であり、しかも一撃必殺。英国式の矢にも見劣りしない。

「なんて精確な弓なんだ……」

　立夏が呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　今、神威六〇騎が矢を放ったのは乱戦のさなかなのだ。

　命中確実な至近距離でなければ、味方に当たることを警戒して、レギオンたちも銃槍を撃たないという状況下である。にもかかわらず、神威たちは恐れずに矢を射いて、近い標的にも遠くの標的にも等しく命中させた。

「これが征まさ継つぐどのの――ふたつめの武勲……」

「俺の武勲でもあり、かつての友の武勲でもある。今こん世せいの盟友である立夏どのの兵を借りて、あの男の力をふたたび現世で再現させたのだからな」

「とてつもない弓の名手だったようですね、その御ご仁じんは……」

　そうだった。征継はかすかに思い出した。

　盟友×××はかつて――――と呼ばれた自分に勝るとも劣らない武将でありながら、そのうえ『弓の神』ともいうべき達人でもあったのだ。

「俺もやつも同じ主君に仕える狗いぬ同士。そろって駆けていったものだ」

「なるほど。ならば《双頭の狗》というわけですか。かつてはその人物と。今は私――この秋ヶ瀬立夏と！」




「橘どのの運気、やはり尽きてはいなかったか」

　衛えい青せいはくすりと微笑んで、つぶやいた。

　ついさっき、やにわに弓を武装した皇こう国こく日本のレギオン・神威。

　今までも十分に鍛え抜かれた精兵の動きで銃槍を操っていた。しかし、飴色の弓に持ち替えてからは、まさしく鬼神のごとき働きだった。

　百発百中の精度で、強力無比な矢を放ちつづけるのである。

　その威力を目まの当たりにして、暴走中のナイト・オブ・ガーターも迫りくる矢を銃槍で振りはらいはじめた。必死に回避しようとする者も出てきた。

　おかげで射殺のペースはずいぶんと落ちた。

　が、それでも神威の精密射撃はすさまじい脅きよう威いであった。

　次々と英国レギオンが手足や急所を射い貫ぬかれていく。深手を負っていく。

　それを邪魔すべく、射手の神威に向かって突進するナイト・オブ・ガーターもいた。至近距離からの射撃や白兵戦で抹まつ殺さつせんとするために。

　が、ここで次々と赤紫色の兼定たちがガードに入った。

　暴虐の黒騎士どもの前に立ちふさがり、日本刀と日本剣術を振るって、殺戮者の黒き装甲を断ち切ってしまう。

　しかも、ここでも神威は神がかった弓技を見せる。

　兼定の刀とナイト・オブ・ガーターの銃槍が鍔つば迫ぜり合いなどをしていても、青き日本の射手は臆おくせず矢を放つ。

　このとき、赤紫色の兜と漆黒の兜はほとんど密着していた。

　にもかかわらず、神威の矢はあやまたずナイト・オブ・ガーターのこめかみを射貫いてみせるのである。ほんの数メートルずれていれば、日本の仲間を殺あやめたはずだ。

　なんとも息の合った共闘ぶりだった。

「つがいや兄弟でもああはいかないでしょうに……」

　赤紫色の兼定と青き神威が見せるコンビネーション。

　百戦錬磨の衛青をほうと感かん嘆たんさせるほど、みごとであった。微笑しつつ、彼も配下のケントゥリアに全面攻勢の指示を出した。

　英国軍の勢いを押しかえすなら、今しかないと判断して。

　そして、ついに潮しお目めが変わりはじめる。

　ナイト・オブ・ガーターがまとう鮮血色のオーラが消えた。

　畏おそるべき虐殺の武勲、ついに行使が中断されたのだ。冷静に戦わせる方がよいと黒王子は判断したのだろう。

　事実、英国勢は東海道・ローマのレギオンたちから、さりげなく距離を取っていった。

　さらに壁状方陣を組む。防御結界の白き光の粒子がまき散らされる。防備を固めた英国の陣形めがけて、神威たちは矢を放つ。

　が、防御結界はしっかりと機能し、矢を中和していく。

「英国式の矢とちがい、結界は素通りできないのですね」

　衛青がうなずいた直後だった。

　早雲山上空の戦場に、新たな軍団が飛来してきた。東海道州軍のレギオンが四〇騎ほど、南の方位から駆けつけたのだ。

　球状陣形を組んでいる。やけに頭の長い神威型〝九く郎ろう判ほう官がん〟の軍勢だった。

「お兄さま、立夏さま、お待たせ！　ようやく来られたわよ！」

　青い翼竜を駆り、同行する指揮官は橘たちばな初はつ音ね。

　復活者リザレクトであるはずの橘征継、彼の『妹』だという少女だった。




「あれはたしか……朱す雀ざく門もんを攻めていた兵か」

　エドワード王子が不審そうに眉まゆをひそめていた。

　頭の長い神威型、その軍団の到着をモリガンが報告した直後である。

　意外だった。すこし前、東海道勢の神威がすさまじい弓矢を使いはじめたときでさえ、黒王子は落ち着いて、「なるほど」とつぶやいただけだった。

　おそらく予感していたのだ。橘征継ならば、必ず何かの手で対抗してくると。

　むしろ、ひそかによろこんでいたのかもしれない。

　その後もエドワード王子は冷静に〝弓矢の武勲〟を見さだめ、ガーター騎士団の《シュバリエ・ド・ノワール》を解除し、戦いを仕切り直そうとしていた。

　だが今、彼はむずかしい顔で数秒ほど思し案あんし――。

「モリガンくん。朱雀門……第二鎮守府の守備隊から伝令は来ているか？」

「一件、あり。防御戦の継続が不可能である旨むねと、撤退を行う旨が……」

「それであのレギオンが自由になり、橘どのに合流したのか。しかし早すぎるぞ。まだ一時間しか経たっていない」

　戦闘開始の直前、エドワード王子はこう指示した。

『各隊、そのまま担当の鎮守府に二時間とどまり、防御戦を継続せよ』

　二時間ならば持ち堪こたえられる。

　そう彼は読んだのだ。その間に橘征継と決着をつけて、東西南北の各鎮守府を援護しに行けると。にもかかわらず、はずれた。

　透視力者のごとき眼力を誇る、黒王子エドワードの予測が！

「考えられる原因としては……あれか。エレノアの想像を超えるほどに、例の姫君はすぐれた資質をお持ちだった――。そういうことか」

　つぶやく貴公子の肩の上に、モリガンの依より代しろは乗っている。小さくとも念ねん導どうの技に不備はない。彼女は新たな伝令を察知し、すぐに報告した。

「第三鎮守府……白びやつ虎こ門のグレイソン中佐から、伝令です。中佐は朱雀門の陥落を知り、このように進言して、います」

「なんと？」

「ここ第三鎮守府に、王子殿の軍団を移動させ、一時休息させてはいかがか……と。霊液補給後、あらためて敵軍と対たい峙じされては。とのことです」

「……退ひくなら白虎門じゃないな」

「えっ？」

　啞あ然ぜんとするモリガンに対して、エドワードの方は憮ぶ然ぜんとしていた。

「どうやら、ここまでのようだ。全軍に伝令を頼む。これより箱はこ根ねの関せきを放棄する。新たな陣地は――そうだな。熱あた海みに置くとしよう」

「撤退、ですか!?」

「ああ。このまま戦闘をつづければ、僕らはここ早雲山で包囲殲せん滅めつの標的にされるだろう。余力があるうちに退かないと、取り返しがつかなくなる」

　英国の貴公子は不愉快そうにささやく。

「僕としたことが失敗だった。橘どのにばかり気を取られて、その主人への配慮が足りなかった。これはその不ふ手て際ぎわへの罰だと考えよう……」




　一一月二二日、土曜日。一六時一三分。

　箱根、芦あしノの湖この南岸近く。今日はすっきりしない天気だったが、ようやくぶあつい雲もうすれ、晴れ間が見えはじめていた。

　しかし、もう陽ひがだいぶ傾きつつある。

　藤ふじの宮みや志し緒お理りは護ご国こく塔とうの屋上から、夕焼けの空を眺めていた。

　第二鎮守府・朱雀門である。すぐそばには和服姿の念導精霊ジーニー・竜りん胆どう先生がいる。そして、ふたりの頭上には――

「みごとと誉ほめてやろう、姫よ。なかなかの手て際ぎわであった」

「きちんと飼いならせるか……すごくどきどきしていました。今だから白状できますけど」

　翼長七〇メートルはあろう大だい鳳ほう凰おうが具現化していた。

　黄金色に輝いている。神格統合体《四し神じん》のひとつである。ただし、モルガン・ル・フェイの影響下を脱したために三つ目ではない――。

　この巨鳥の主人は現在、皇こう国こく日本の皇こう女じよ・藤宮志緒理その人だった。








終　章









　激戦の舞台となった箱はこ根ねは夜を迎え、闇やみと静せい寂じやくにつつまれている。

　現在は全ての戦闘が終結していた。

　一一月二二日、土曜日。一八時四五分である。

　しかし、箱根守護の四鎮ちん守じゆ府ふには、周囲を輝かしく照らす〝黄金の守護神〟が四体も顕けん現げんしていた。闇夜のなかなので、ひときわ目立つ――。

　東の青せい龍りゆう門もん上空では、額ひたいに『皇』の字を戴いただく黄金龍が巨体をうねらせていた。

　南の朱す雀ざく門上空では、同じく『皇』を戴く黄金の大鳳凰が両翼を広げていた。

　西の白びやつ虎こ門上空で『皇』を戴くのは、黄金色の巨大すぎる虎。北の玄げん武ぶ門上空でも、蛇へびを尾とする黄金の巨大亀がその額に『皇』を戴いている……。

「すごいわね。あの神様たちがみんな、うちの姫様の子分だなんて」

「そこは素直に〝守り神〟でいい気もするぞ」

　箱根の空を往ゆく、橘たちばな兄妹きようだいの会話であった。

　それぞれ青い翼よく竜りゆうに乗り、夜空を二騎ならんでの飛行中である。

　日中はずっと雲が晴れない曇どん天てんだった。が、山の天気は変わりやすい。今は一転して、月が冴さえ冴ざえとした光を地上に落としてくれている。

　よく晴れた、明るい夜空であった。

　そのなかを翼竜二匹はゆったりと飛んでいく。

　夜目が利きくうえに超常的な方向感覚を持つ、随ずい獣じゆうならではの夜間飛行だ。

　ヘリなどであれば、操縦士は夜間装備なしのフライトを避けたがる。このあたりは『文明の利器』にはないメリットである。まあ、むき出しの五体をさらしながら寒風ふきすさぶ山中を飛行など、騎き士し侯こう以外の人間には拷ごう問もんでしかないが……。

「でも、お兄さま」

　ちょっと考えこんでから初はつ音ねが言った。

「もう箱根からエドワードさんたち――維新同盟の軍団はきれいに撤退したわけだし。あんなふうに四体とも外に出す必要は……」

「まあ、ないだろうな」

　今、芦あしノの湖こから南に五キロほど移動したあたりを飛行中だった。

　しかし、征まさ継つぐは目がいい。この位置からでも箱根湯ゆ本もと、芦ノ湖南岸と西岸、仙せん石ごく原はらの夜空に浮かぶ《四し神じん》が放つ黄金の輝きを見きわめられる。

「東海道が箱根を陥おとした証あかしとして、二、三時間ほど出しておくことに決まったそうだ。映像も撮影しておいて、あとで宣伝に使うらしい」

「それも姫様のお考え？」

「ああ。立りつ夏かどのも寝こむ前に承認していた」

　征継の新たな武ぶ勲くん《双頭の狗いぬ》を行使するにあたり、立夏の力を借りた。

　あれが大きな負担となったのだろう。戦闘終了後、立夏は立っていられないほどに疲労してしまい、後事を配下に託たくして、早々と就寝したのである。

「大英帝国の王子さま、ぴゅーって撤退していったわよね。初音も駆けつけて、これからが本番だというときに」

　兄貴分の隣で翼竜を飛ばしながら、初音はにこやかに言う。

「でも、あの逃げっぷりを見て、気分爽そう快かいになったわ。今までやられっぱなしで、ようやく仕返しできたって感じだったものね！」

「たしかにいい逃げ足だった」

　うなずいてから、ぼそりと征継は言った。

「初音。あれこそ名将の引き際ぎわとわかるようになれば、おまえも一人前だ」

「そ、そうなの？」

「ああ。あの王子どの、やはりすさまじいやつだ」

「でもすごさを言うなら、姫様もすごいのね。竜りん胆どう先生、誉ほめてらしたんだから」

「あの女が？」

「ええ。皇こう家けの姫なら、ほかの方でも《四神》を一度消すまではできるだろうけど、あの四体に天てん龍りゆう公こうの名みよう代だいと認めさせて、再召喚できるほど霊格の高い姫はいない。世界中の王家を見渡しても見つかるかどうか――みたいに！」

「なるほどな」

　霊力だけでなく覚悟と才覚の方も。征継はうなずいた。

　藤ふじの宮みや志し緒お理りは自みずからの意思で寿命を削り、その代価に応じた分の成果を回収してみせた。南の第二鎮守府・朱雀門を一時間で陥とせたのは、《四神・大だい鳳ほう凰おう》を降臨させて、東海道・ローマ連合軍の味方をさせたからだ。

　それがエドワード王子の計算を狂わせた。

　実は――ナイト・オブ・ガーター一二〇〇騎が箱根中心部に集結すると見て、直後に征継は言ったのである。

　黒王子の予測を超える早さで東西南北の四鎮守府を陥とせれば、勝てると。

　すると志緒理がすぐさま言った。ならば自分が《四神》を動かすと。

　……初音が援軍に駆けつけた頃、青龍門でも《四神・黄こう龍りゆう》が降臨中だった。そして、白虎門・玄武門でも《四神》が――今度は維新同盟の敵として出現する、その寸前で。

　エドワード王子は退ひいたのだ。

　もうすこし退却が遅ければ、東・西・北からも神かむ威いとケントゥリアが増援に駆けつけ、ガーター騎士団を包囲殲せん滅めつできただろう。

　だが、攻囲の完成前に、英国の貴公子は去った。

　ナイト・オブ・ガーター約四八〇騎に球状陣形を組ませて、南西へ向かって。

　途中で各鎮守府から脱出した友軍の兵・レギオンとも合流しつつ、ひどく整然と。その動きを見て、征継は追撃しなかった。

　これ以上は泥仕合にしかならないと、直感したのである。

「こういう形で箱根と四神を制した以上、姫への注目と関心は――良くも悪くも、今までと大きく変わる。俺もおまえも心しておくべきだろう」

「わかったわ！　ところでお兄さま、こんなところに何の用なの？」

　箱根の南端ともいうべき界かい隈わいまで来ていた。

　征継が翼竜を降ろしたのは、十じつ国こく峠とうげの山頂近くだった。それに倣ならって、初音も自分の竜を着地させる。ここから南、地域で言えば伊い豆ずや熱あた海みに区分けされる。

　翼竜二匹に待機姿勢の『伏せ』を取らせて、歩き出す。

「待ち合わせだ。戦闘が終わったあと、朱雀門の司令室に伝令が来ていた」

「誰と？」

「会えばわかる」

　十石峠の山頂には、ふもとから登ってくるケーブルカーの終点駅がある。

　維新同盟と東海道・ローマ連合の戦闘があったため、今日は運休だったはずだが――駅舎入り口の前に、背の高い人影が立っていた。

　待ち合わせの相手だった。その顔を見て、初音がぎょっとする。

「ひさしぶりと言うべきか、迷うところだよ。数時間前まで激しく戦っていたのだから」

「顔を合わせるのは、ちょうど一カ月ぶりだぞ」

　英国軍将校の黒い軍服を身につけた貴公子、黒王子ブラツクプリンスエドワード――。

　駅舎の壁にもたれかかりながら、優雅に微笑ほほえんでいる。征継のうしろで立ちすくむ初音にくすりと笑いかけたあと、伝説の王太子は言った。

「僕の方はひとりだ。連れてくると、口うるさく皮肉を言われそうだったのでね」

「貴公ほどの男にそこまでできる猛も者さがいるのか。英国が強いわけだな」

「僕としては、もうすこし遠慮してもらってもかまわないのだがね」

「それはそうと、俺に何の用だ？」

「ちょっと話をしたくなった。さっきの感想戦もふくめて。たまにはいいだろう？」

「まあ、そうだな」

「あ、あのう……ちょっと、いいかしら？」

　おずおずと初音が挙手していた。発言許可を求めているようだ。征継が黒王子とふたりでうなずいて、先をうながすと。

「さっきまで戦争してた同士がその直後に密談って、いろいろまずいんじゃ……」

「なぜだい？　べつに内通していたわけでもないのに」

「とっくに戦闘は終わっている。おまえさえ黙っていれば、問題ない」

「ええと、じゃあ、ほら。おたがいに兵を伏せておいて、暗殺とか狙ねらったり」

「僕らは念が読めるじゃないか。伏ふく兵へいなんて、すぐにわかるさ」

「おたがい、おとなしく殺されるタマでもない。体力と時間を無駄にするだけだぞ」

「……つまり、これはアレなのかしら」

　珍しく初音はため息をついて、しみじみと詠えい嘆たんした。

「戦いが終わったら敵同士だったことなんて忘れて、お酒を酌くみ交わして、明日にはまた命をかけて殺し合いをしちゃう戦国の世の武勇伝ノリ！」

「なかなか上う手まいことを言うお嬢さんだ」

　エドワードはにやりと笑った。

「橘どの。今回は君――だけじゃないな。君の姫君にしてやられたよ」

「それをわかるところがさすがだな」

「まあ、ね。あれほどの姫が皇国日本にいたのかと驚きよう嘆たんし、そして……ふふふふ。あれこれと考えさせられた。さて、彼女のような人材がいるなら、東海道将しよう家けとの接し方を少々あらためるべきかもしれない、などとね」

「だから、ここに俺を呼んだのか？」

「どうかな。でも橘どの。君たちがカエサル公の到着を待たずに箱根を攻めた理由、僕はわかっているつもりだ。それは内々に伝えておこう」

「…………」

　東方ローマ帝国は同盟国だが真の友邦にあらず。潜在的には敵国だと言える。

　大英帝国は明らかな敵国だが、さて、敵の敵は味方という言葉もある。短いが、さまざまに含みのあるやりとりであった。

　征継がここに来た理由、まさにこうなる予感があったからだ。

　とはいえ、ここで何かを決めるつもりもない。それはおたがいさまだろう。はっきりとした答えを征継は口にせず、エドワードも飄ひよう々ひようと夜空を眺めている。

「ああ、そうだ。これは別件なのだがね」

　不意に黒王子は真剣な口調になった。今までよりもお気楽さがない。

「今日の戦い……まあ、僕らが箱根から撤退したとは言える。それは認めよう。しかし、君は主君たる姫君の力を借りて、そこまで持ちこんだ。そして戦闘終結時、僕と君の両軍をくらべると――実は僕の騎士団の方がだいぶマシな状況だった」

　そうではないかと、エドワードは真剣な顔で訴えて。

「以上を鑑かんがみて、僕は思うんだ。今日の戦い、僕と君の個人戦として見ると……引き分け、もしくは僕の優勢勝ちだという見方が成り立たないかと」

「そんなことはないだろう」

　言下に否定しつつ、征継は思う。

　最後の時点では二〇〇騎程度の兼かね定さだしか残っていなかった。衛えい青せいのケントゥリアも一二〇騎程度、立夏の神威は四〇騎を切り――。

　たしかに〝あのとき残していた戦闘力〟はガーター騎士団の方が上だった。

　エドワードの言い分、一理あるうえにただの負け惜しみではないとも思うのだが、もちろん口に出すはずがない。代わりに淡々と言う。

「最終的に、箱根に残ったのは俺たちだ。俺の勝利でまちがいない」

「いやいや。そこは議論の余地が大いにある。近日中にどこかでしっかり話し合おう。そうだな……熱海か箱根のどこかで、湯にでもつかりながら」

「なに？」

「そのときにできれば、君の姫君とも御ぎよ意いを得たいものだ」

　最後に何食わぬ顔で付け足し、エドワードはいたずらっぽく微笑した。




　箱根奪還が終わったあと、志緒理も疲労困こん憊ぱいしていた。

　戦闘中の消しよう耗もうから秋あきヶが瀬せ立夏が早々に就寝するのを見とどけたあと、殊しゆ勲くんの皇こう女じよも第二鎮守府内に個室を用意してもらい、さっそくベッドに横たわり――

　めざめると、数時間が過ぎていた。

「起きられるか、姫よ？」

「先生……は、はい。どうにか――」

　室内には竜胆先生の和服姿があった。

　高級将校用の個室なので、ソファやテーブルなどの調度が軍施設の割に豪華だ。後見人兼師し匠しようはそちらにすわり、ひとり手て酌じやくで酒杯をかたむけていた。

　志緒理は軽く息を切らしながら、身を起こした。

　体がすこし重い。《四神従属の咒じゆ儀ぎ》で身を削った影響だろう。

　しかし、どうにか五体を動かして、竜胆先生のそばへ歩いていく。テーブルには赤いひょうたんと陶製の大皿、そして和紙が一枚置いてあった。

　大皿には青い液体――人造霊液がなみなみと注いである。

　先生は志緒理の顔を見て、酒杯を置いた。代わりに和紙を取る。

「もしかして……何か霊視をされるのですか？」

「昼のいくさを見て、頭のなかがもやもやしてきた。今なら啓けい示じを授かれるかもしれん。あの死にぞこないの正体について」

　志緒理はどきりとした。その内心を知ってか知らずか、竜胆先生は和紙をビリビリと破り、数十もの紙片に変えて、宙にばらまく。

　大皿のなかの青い霊液に――紙片が三枚、入った。

　その三枚の上に漢字が一字ずつ、浮かびあがる。『不』『速』『台』であった。

　しかし、啓示を出した当人はふんと鼻を鳴らして、ひょうたんを取りあげた。酒杯には注がず、なかの酒をぐびりと直じか飲のみする。

「なんのことやら、さっぱりだな。全然わからん」

「この三つの字は……征継さまのお名前なのでしょうね」

　志緒理がつぶやいた瞬間、先生は眼光を鋭くした。

「姫。もしや、あやつの素す性じように心当たりがあったのか？」

「今の今まで……確証はありませんでした。ただ、いくつかのヒントはすでに見えていたのです。おそらく騎馬の軍団をひきいる武将であったこと。その指揮は合理的で、行軍はきわめて大胆かつ迅じん速そくであること」

　静かに、淡々と志緒理はつぶやいていった。

「手に入る武器はなんでも――侍さむらいの刀であろうと土ひじ方かた歳とし三ぞうの名前だろうと、英国の駆く逐ちく艦かんであろうと……本当に一切のこだわりなく利用されること。あとは戦術です」

「ほう」

「前にリチャード獅し子し心しん王おうを相手に使った戦法、そして今回の箱根で使った戦法。遠い昔に似たような事例が存在します。その昔リーグニッツ……のちにワールシュタットという村ができる土地と、サヨ川のほとりで繰りひろげられた戦闘です」

　青い霊液に浮かぶ三枚の紙片と文字。

　志緒理は人差し指で、『速』『不』『台』の順に並べかえていた。

「史上最大の帝王の腹ふく心しんにして愛まな弟で子し。数百年後の後世においても《砂漠の狐きつね》の異名を持つドイツ騎士、ロンメル卿きようを私し淑しゆくさせた――その方の御名前にまちがいありません」
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　みなさま、おひさしぶりです。

　架空二〇世紀が舞台の三国志プラス巨人兵団、三巻目となりました。

　読者のみなさまのご愛あい顧こと、この本の製作にかかわった全ての方々のご協力のおかげと、厚く御礼申し上げます。今回は特に想定外のアクシデントが重なったため、いつも以上にお世話になりました。

　また、ひょんなことから静岡新聞のみなさまにもお世話になりました。

　静岡についての数々のお話をうかがわせていただき、非常に参考になりました。黒はんぺんにウスターソースというのは目からウロコと申しますか、まさに新たな発見でした。




　三巻では、いよいよ中国史からの新キャラ登場です。

　世界史や漢文の教科書にもちらっと名前が出てくる人で、そのドラマチックすぎる前半生は劇中に書いたとおりです。ときどき京劇や中国の歴史ドラマなどにも登場する彼、非常に奥ゆかしい性格であったといわれます。

　目立ちたがりのキャラが多いので、書いていて妙に新鮮でした（苦笑）。

　また、今まで巻末おまけとしてきた用語集が今回はページ数の都合でカットとなってしまったのですが。ＤＸ文庫公式サイト内で『クレシーの戦い』『とりあえずビール』、紙幅の関係で割愛した『重装歩兵と斜線陣の関係』など公開中です。次の四巻に余裕があれば、まとめて再録したいところですね。

　そして、二巻あとがきでも書いた例の件。

　男どもによる露出サービスについてですが、三巻には間に合わなかったものの、なにやら次の巻で実現しそうな流れが自然と生まれてまいりました。しかし、男ふたりだけではなく、主要男性陣（頭のうすいあの人、油分多めの金髪オヤジ、黒子系あっさりイケメン）なども総出の露天風呂祭りもアリか――等の悩みが尽きない今日この頃です。

　とりあえず第四巻、温泉がテーマのひとつとなる予定です。

　あとは時期的に、念願のミスコン開催なるかというイベントも発生でしょうか。

　……おや、こう書くと『ふつうの学園ラブコメ』っぽいですね。

　具体的にどのようなシーンとなるか、男どもの露出はイラスト化されるのか、よろしければ四巻にてご確認いただければと思います。
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